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I 調査地域のﾡ要

秋田営林局管内のスギを主とする針葉樹混合天然生林は約6万ha を占め,いわゆる秋田スギ林と して 

知られている。

その主体は 秋田県北部米代川流域にあって, ここに一括報告する 仁創 ・ 羽長山 ・沖田面・七日市・ 岩 

瀬 ・ 下長木・ 上長木経営区の 7経営区はいずれも本流ﾡに属し, その代表的な経営区 として示準性の高い 

ものばかりである。

加えて,これら7経営区の調査面積は第1委に示すごと く4万ル 余 (ただし広ﾡ樹林地帯も含む) に 

および, 面技的にみて も過半の面積を占めている といえよ う。

A.位 置

第1表

Table 1. Location of the surveyed area.

ただし, 面積は調査当時によ る (第1図参照)。

経営区 
Manage:nent 

Unit.
行政区両 東 経

Longitude
北緯 

Latitude
真 西
East-

West

南 北 
North- 

South
経営区 
面 種

調査面積
Area 

surveyed

仁 ﾡ
Nibuna

秋 田 県 山本郡 
番 村, ﾡ 山 町

140°10'～ 
140°15'

40°02'～ 
40°10'

km
7.0

km
14.0

la
5,898

厶〃

5,884

羽根山 
Haneyama

同 県 北秋田 郡 
七座村,下小阿仁村, 
下大野村, 落 合 村

140°14'～ 
140°17'

40003～ 
40°12 3.7 15.8 3,306 3,267

沖田 面
Okitaomote

同県同郡 
上 小 阿 仁 村

140°13'～ ' 
140°16/

39056'～ 
40°03' 3.5 15.7 3,177 3,169

七日市
Nanukaichi

同県同郡 
七日市村,西舘村,
沢日村,栄 村

140°25'～ 
140°37'

40°04'～ 
40°15' 14.0 19.0 10,661 10,282

岩 瀬
Iwase

同県同郡 
出瀬村

140°24～
140°34'

40°19'～ 
40°27 13.8 15.0 9,188 9,177

下長木 
Shimonagaki

同県同郡 
長木村

140°36～
140°43'

40015'～ 
40°21 10.0 12.0 4,743 4,420

上長木 
Kaminagaki 同 上

140°34'～ 
140°43

40018'～ 
40°24' 8.5 12.0 4,690 1,641

計 
Total

・ 41,663 37,840
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第 1 図 秋田スギ林地帯各経営区位置図

Fig. 1 Surveyed area

B.気 候

当地方は福井" の気候区分では FP にあたり,気候様式は典型的な真日本型の特破を示している

調査経営区の気候因子についてみる と,緯度は 40°前後にあつて, 海抜高は 30 〜 1,150 〃“こわたり, 

内陸地帯 に位置しているので, 一般に温帯山地型の 気候を呈 している。

各経営区の気象状態について個々に比較検討することは観測資料が不備なため困難であるが,調査区域 

のほぼ中心; こあたる 鷹巣町所在の 鷹巣営林署森林治水試験地 (海抜高 27.9w) の調測成額をげれば第 

2表のとおりである。

観測所の位置

鷹巣営林署森林治水試験地

秋田県北秋田郡鷹巣吋 -

北ま45°15 東経140°23 海抜高 27.9m

観測期間 (昭和 13年1月 ～昭和 28年12月, 16 ヵ年間平均)

なお,参考までに 秋田県における気温,降水量の年間配布状況を 等線図で示せば,第2図のとおりで 

ある。

1)気 温

年平均気温は 9.9 C で,1 月に最低 -3.3、C, 8 月に最高 24.7℃ となつている (第2図参間)。

月最高の平均は最も寒い 1 月が 0.5°C で,最も暑い8 月には 29.4°c に達するが,月最低の平均は,

1 月で -6.9°Cに降り, 8 月で 20 C である。鷹巣町における現在までの極最低気温は明治 42 年1 月

12 日の -26.5C で, また最高気温は大正 7 年 7 月 25 日の 38.9°c である。これはおそらく南方気団 

の位入による旅現象(F6hn) のため, 異常な高温をあらわしたも のと思われる。
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西枢世常 我璀县

さらに4月の27°C, 5月の30.8°C, 

6 月の 33.7 C, 8月の35.8°C, 9月の 

30.9°Cはいずれ も 上記の影響によるもの 

であろ う。

教差平均〕 1月～5 月が 最大で, 4 月 

11.0°C, 5月12.1°Cとななつているが, こ 

れは こ の季節に」越する乾操気団の特徴に 

よるもので, 平均関係湿度からみても最少 

の 乾燥季節に あた り, 4月, 5月ともに 

70.9% で, 年平均湿度 78.99% に比して 

io% 近くも 少な く なつて お り,時に 30% 

以下の ﾡ燥に 見舞われる ことも珍しくな 

い。

この ような 乾燥時には 日 中は 雲一つ な 

く,日射も強く,気温が相当高まっている 

が,夜間は雲がないため, 気温は急激に下 

降 して低温を示 し,日中 の最商5 と 曉の最低 

との較差を非常に大きくしている。しか 

も,この夫きな較差は小さな湿度と関連し 

て 4～5 月に晚霜を起しやすく している。

さらに, 気温は海抜高が高 く なるにした 
第2図 秋田県全年平均温度, 降水量分布図

Fig. 2 Climatic map of AKITA prefecture.

がい通滅率 1,000m につき 5.5 C 低下すると仮定すれば,調査区域の海抜髙の最高は 1,150m である 

から最高約 6.2°C 低下する ことになり,換算平均気温は中腹地点, すなわち 600m 付近では 6.8°C とな 

り,最高 1,150m の位置では 3.7 C となつて,これを水平的関係に換算すると旭川は 5.4°C, ハルビ 

ンは 3.2°C であるから, 鷹巣町 と ハルピン の気温の差にほぼあたる ことがわかる。

さらにﾡ物生育期間6月～9月までの4力月平均気温をみると, 鷹巣町では21.2°Cとなるか、ら, 中 

腹付近では18.1°C, 山項では15.0°Cと推定され, また4ヵ月ﾡ低気温についてみると, 鷹巣町では 

17.1°C であるから中腹付近では 13.5 C, 山頂では 10.4°C と換算推定される。

これ らのこ と は,いずれ も 植物の分布な らびに土期の生成機構を考える 上に重要な意義を もつものと思 

われる〇

2) 降 水 量

鷹巣町における年降水量は 1,775.4mw・ で最も多い月は 9 月の 227.2w・ および 7 月の 226.5mw. で 

あり,最少月は2月の 87.2mm, 5月の 99.6mw である (第3図参照)。

鷹巣町における日雨量 100mm. 以上は 7～9 月の3 ヵ月間にあらわれるだけで,特に昭和9年7 月 27 

日 に は 139.0m の 豪雨 を 経験 している。 無降水 日(0.1 m 以下の場合を さす)の 最大は 5月と8月 

で,いずれも 17.5 日で,6月 15.5 日,4月 14.5 日であるが,12月は2.5日, 1月は4.1 日,2月 

は7.。 日と著しく減じ,したがって冬には降水日を増し月平均は 19.3 日となっている。
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Fig. 3 Temperature and precipitation at TAKANOSU.
図第 3

年降水日は 231.2 日で全年日数の 63% を占めている。

山地における降水量について考えてみる と,海抜高がたかまるにしたがい, ある限度までは降水量が增 

加するが, 降水ﾡ最大の高度は山の高さ または地形により異なり,従来の研究によれば 海抜高 1,000～ 

2,000m において降水量の最大があらわれる といわれている。

株名山 (1,391m) の調査結果によれば,海抜高 200w までは山施の雨量とほはぼ同じであるが, 600m 

付近では 140%, 1,200m では 180% となって最高を示し,頂上では 140% でいくぶん減じている。

すなわち,最も多い •海抜高 200～600m1付近の山地では平均 120% 前後の 増加がある もの と仮定すれ 

ば, こ の地域の山地では約 2,130m に達し, 米代川流域の スギ天然生林地帯ではおおむね 2,000m・ 内 

外の降水量を示すこ とが推定される。

3)風

鷹巣町における風向は西風が最も多く,年間の 27.5% を占めている

各月を通じて西風が最も多く,ついで北北東 9 西%, 西南西9.0% となつているが,西風にすれば 

非常に少なくなつている。

西風は特に 12～5 月 の冬季か ら春季にわた り 多い。これはシベ り ヤ気団の影響を う けて低温乾燥である 

のが特徴:であって,当地方に対し降雪と低温をもたらし,さらに早春に山地を者しく乾燥させる原因をな

している。

風速は年平均2.1mれで, 年間を通じて 12 月～5月が平均以上の速度を示し, 他はいずれも平均以下 

で, 秋田市の3.8miに比し相当弱まつているのは内陸の影部によるものであろう。なお,最大平均風連 

西風の 14.3m. である さ らに こ の地方における最近の極最大風道は昭和 17 年1月30日の 28.7w. で 

ある。

最大風速の示す風向 もやはり 西〜西北西が多く 27.5% で, 金頻度 と 同様シベリャ気団の影響のあらわ 

れとみられる。

上記の風向につづく ものは北々束ないし北東の風であるが,主として, 6月～9月に多く, キホーック 

気団の低温多湿の特徴をもっている ・ これら気団のほかに7 月〜8 月には高温多湿の北太平洋気団が吹き 

込み夏型のﾡい気候を呈し, また5月または 10 月には高温乾燥性の場子江気団が拡がり,住々商温多照 

早黜の気候をもたらす,

地形と風向の関係 について も,局所地形によ り変化するが, 山地 において は抵抗の少ない谷筋に沿って 

多く流れる傾向があって,その局部に風速の著しく強い箇所を生じ,谷から尾根を越す鞍部は一般に風速 

が強く, 風背側は一般に風前側よ り弱いが,地形の関係で局部的に強風があらわれて小規模の旋風を多く 

生ずる傾向がある。時に地英風の方向は地形によつて著しく変化し, 一般風向 と 反対側に生ずる場合も あ 

つて特に風背側においてその傾向が強い。

このような局所風の関係が土珮の生成に特異な影酒を与え,局部的な生成分布をもたらす例は少なくな 

い。

4) 雪

当地方は,裏日本型気候の降雪地帯で, 鷹県町における降雪資料によれ積雪の初日は平均11 月29日 

で,終日は4月3日で, この試野期間は125日である さらに最早積ﾡの初日は大正2年11 月1日で, 

最ﾡ積雪の終日は昭和 22年4月 16 日 となって いる。

根四については,その初日は平均12 月 16 日で,終日は4 月 1 日 となっていて,この根雪期間は 107 日 

である。

平均最深積量は2月に最も多く 88.9c,3月 76.5c, 1月 73.5c. となつていて 11～4 月間の 

各月平均は 49.4c,である。このょうに雪はこの地方にとつて重大な意味をもつが, この原因について 

は,シペリ ヤ気団の影響に よる もの と認められる。

鷹巣 叫において最も積雪量の多かったのは明治 37 年1 月で 192cm であり,最近では昭和 20 年2 月 

の 151cm. であった。この豪雪の 月は吹雪の 日 よりむしろ無風の夜に多く,いわゆる地形性降雪型に屬す 

る ものが多い。 .

雪は山脈効果によって のみ降るげか り でなく,背後から押して く る寒冷気団は水分を含んだ高温な中性 

気団を陸面に向って圧迫し,押し上げるが, さらに出羽品, ならびに 脊梁山脈の押し上げを受けるか 

ら,これ ら地形的障害物は雪の形成に重要な関係を もっこ とになる。

当地方を訪れるシベリャ気団は大体西で,この卓越風が米代川の窪みに沿ってほぼ自由に流入するか 

ら,比較的多い降雪を もたらすものと考えられる。

山岳地帯におけ る積雪量は,髙度 ま たは地形的関係に より 変化 し,一般に峯通 り は割合に少な いが谷筋 

に多く, また地形的に吹き溜りの箇所は特に多い上に, 融雪も極端に遅く なっている。今,山地の場合を 

山形県において調査した関係式と対比してみると, 海抜面 600m で約 200c: の増となつているから, 

鷹巣町の最も多い2月では, 海抜高600m,で289cm となり,吹き溜り,谷筋等の積雪地形では予想外
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に多いものと推定され, 林木成育に対す る 至大な影誓も 考えられる。

5) 綜合的関係

土壌は環境因子の綜合的作用によ り生成されるが, 時に気候条件と土ﾡ生成との関係は,生と相まつ 

て,土護形態に影響するところが大であって, LAsG, R.ならびに MpYEit, A. の両氏は土期型と気候 

との関係についてそれぞれ雨量係数 (Rain Factor), NIS 係数 (N-S Ratio) を用い, 数量的にあら 

わしている。今, 上記観測値よ り これらを算出すれば次のごとくである。

LAxe の雨量係数は, 無結霜期間の降水量をその期間の平均気温で除した商であるから,鷹巣町におけ 

る結霜期間は,平均10 月25 日〜5 月9 日 となつていて一応5～10 月の6 カ月 間を無結霜期間 と みれば, 

この間の平均気温は18.4°C, 降水量は 1,021.5mmであるから, この係数は56 となり, さらに海技高 

600m 付近における係数を前述の仮定にたつて係数を求めれば, 6 カ月間の平均気温は 15.1 Cとなり, 

この期間の降水量は 1,430.1mm となって係数は 95 となる。

すなわち, 同氏の補色土地帯における雨量係数が60～100の範囲にあたること と対照すれば, およそこ 

れに該当する範囲の数値を示すこ とが知られる。

さ ら に標高を増せば,係数は 100以上にな り,気候的にも ボドゾル士ﾡの出現が予想されよ う。

また,MEYEr:の N-S 係数については,同所における観測資料によつては, 算出困難なため秋田市所在 

の秋田測候所における資料を用いて算出すれぱ,結霜期間を除外したものは 747 を示し (全年は 1,295), 

同氏のﾡ色土地帯 100～300 (全年 275～500) に比し遙かに大となる. 元来 これ らの基準数値は欧米大陸 

を対象として両氏により提示されたものであるため, これをそのまま適用するときは, 概して過少なる数 

値をあたえる傾向がある。

このことを考え,さらに両氏の気候的土期分布図と綜合すれば,本地域が冷温带より温滞にわたる偏湿 

土壌に属し,森林補色土な らびにポド ゾル土提が出現する こ と は気候的に も 充分首省され よ う。

さ らに鷹巣地方における気候図について,最も普通に用いられる気温と降水量の関係を示す温雨図 (ハ、 

イザーグラフ) により示せば第3図のとおりである。

なお,参考までに青森,秋田,金沢の3地方を気候図により比較すれば第3図のとおりである。

C.地 形

調査区域を構成する諸山系は,西部奥羽を縦走する隆起地塊性の出羽山脈の一部にあた り, 一般に晩幼 

年期〜早壮年期の地形を呈して いる。全体としては北より南に進むにしたがい髙度を減じ,海抜高 100～ 

600m の低連山状地形が多い。

その東部には,奥羽の主軸をなす奥羽脊梁山脈が縦走し,表日本との分水嶺をなし,この二大山脈に随 

伴して那額須 •鳥海火山脈が走り . 多数の火山が発達している。

なお,東西に並ぶ地溝性の花輪 ・ 大館 ・ 鷹巣の 3 沖積盆地は先行性の米代川によ り 互いに連絡され, 各 

経営区を流れる長木川 ・ 岩瀬川・小猿部川・ 阿仁川 ・ 小阿仁川 •内川等の諸支流を合して西流し,能代に 

おいて日本海にそそいでいる。

以下各経営区について地形の概説を述べれば次の とおりである (第 4,第5 図参照)。

⑴仁鮒経営区

仁鮒経営区はその中央部に,田代川•濁川の二大支流を合した内川が北流している。

第4図 秋田スギ林地帯の地勢図

Fig. 4 Altitude distribution in northern part of AKITA prefecture.

・ニ・ ﾡ.査 価営 区 Surveyed area

LEGEND 凡 例山 系 Mountajn河 川 Rlver 九

第 5 図 秋田ス ギ地帯の山系お よび河川分布図

Fig. 5. Mountain and river system in northern part of AKITA prefecture.



—10 — 林野土ﾡ調査報告 第7号 秋田スギ林地帯の土ﾡ (木 ・ 栗田 ・ 虹川・ 併藤 ・ 鈴木 ・ 伊藤) -11-

地形は一般に晩幼年期の地貌を呈し,海抜高は 30 〜 409 が の丘医状を呈する開析台地である 山脈は 

成恰岩の層行にそつて明瞭な規律がみられる。すなわち, 山脈を構成する 降起線の顕著な もの をみる と, 

西側を走る母体山脈は山本郡の北部 1,100 加 を超えるー ノ又岳の高峯より 発し,ﾡ次商度を スじて母体 

山・笹森・高杉山の連ﾡにおいては海抜商高は200m・内外になつている また, 羽根山・沖田面経営区と 

分つ七座山脈は,北端においては 1,000m を超えるが, 一般に 200～600m の小岳となり ヒ座山・ﾡ長 

ﾡ・高森・ 県森に連な り 経営区の東方を御してい る。

したがって,南北に平走する母体,七座山脈は,経営区の周壁をなし,ニ の間に経営区の南端を甚点 とす 

る房中山脈があって七座山脈に並走して海抜 200～300m を示し,内川上流の濁川流城と田代川流域の分 

水界をなしている。

経営区全体の傾斜は束および西向で,級傾斜が多く,起伏はなだらかで, 谷はゆるやかな下降谷をなす 

場合が多い。局部的に狭陰な谷間 と尖鋭な山陵が介在するが,渓流は一般に緩やかである

( 2) 羽根山経営区

羽根山経営区は西方経営区界を南北に走る七座山脈があって水成岩の走向に並走している その降超線 

は一般に 200～400m の支脈となり最高 443m を示し, 七座山・ 商長根 ・ 商高森 ・県森に連なつている。

このほか南部,すなわち沖田面経営区 と御する七倉山付近においては,海抜高 200m 内外の開所台地 

が存在する。

これら山系を分水ﾡとする阿仁・小阿仁の両川は経営区の西辺を北流して米代川にそそいでいる 

地形は概じて丘陸状を呈 し,晩幼年期の若い地形を示すがその間に多数 の小沢を包容す るため, 急斜地 

が介在している。

経営区全体の傾斜は概して南 よ り北に進むにしたがい急になる傾向がある。 すなわち, 南部の雪田沢国 

有林の砂岩地層付近には海抜 200m 内外の開析台地がみられるが, 中部においては谷は比較的発逹し, 

傾斜は急峻となり,漸次北部に至るにしたがい,その傾向を強くしている 北端部においては七座山脈は 

義米代川に向って傾斜下向する ため,狭長な急斜地を形成し, 斜面 上部に は岩石修蛆地多 く,中腹以下 

は緩斜地を含む凹状斜面を呈 し,本経営区において最 も 急峻な地域を構成 している。

なお,経営区全体の傾斜の方向は東向で, 溪流は一般に緩やかである,

⑶沖田面経営区

沖田面経営区は前記羽根山経営区の南に接統した経営区で,大平山塊に連なる一大支脈をなしていて晩 

幼年期の地形を呈している。

海抜高は北から南に進むにしたがい高く なるが,•一般に 100～600w の間にあって,丘陵状の開析台地 

を形成している。ただし, ﾡ沢国有林の一部,特に女武岩地帯にはややﾡﾡ地が多い。

傾斜も 中部以北は級やかで山頂または山腹はやや円味を帯びるが, 南部に進むに したがい谷は発逹し傾 

斜は急と な る傾向がある。こ と に南部の大平山塊に近い地形は峯通 り に峻帆 または急斜の尖鋭型の山陵を 

なし,下降谷の狭閉な谷を形成している。

各小沢は 一部を除いては 比較的ゆるやかで, 主なものは 小沢田沢 ・ 友倉沢 ・ 上大内沢 ・荒手沢 ・小ﾡ 

沢 ・ 朦沢等があつて,浅い枝沢を集めて小阿仁川に合している。

() 七 日市継営区

七日市経営区は北よ り南東に進むにしたがつて高さを増しているが,地形的に北半部 (1～110 林班) 

と南半部(111〜134 ：棚)の2つに大別して考えられる。

北部は出羽丘ﾡ地形にﾡする晩幼年期地形で, 海抜商も 80～400 の丘陵地或いは低連山地が多い、 

南部は奥羽育梁山脈の突出 した支脈状を呈 し 早壮年期の高連山地形を呈 し,海抜高 も 1,000 w こ及び 

本経営区中段も 高い低 ヶ森 (1,048 m) が南東部に聳立 している。

竜ヶ森の陵辣に続いて小繫森(1,0106)があるが,いずれもなだらかな平頂山陵を呈し,地表の削剝 

作用の結果生じた準平原の面影を残していて,準平原の形成後法担が起り,その後の開析の結果現在の谷 

が形成されたもの と考え られる。

主な河川 としては,最: 北部を流れる摩当川は摩当国有林内の浅い枝沢を合わせて流れ. また最南部ﾡヶ 

森; こ源を発する 小猿部川は 仙戸石沢 •倉沢 •寒沢 • 湯津内沢 ・ 揚の沢を合して西北に流れ,さ らに下読地 

域において小森川•品類川等を集めて米代川にそそいでいる ：

5) 岩ﾡ継営区

岩浜経営区は,米代川の 支流,岩瀬川の全流城を占め,第4紀の出にかかる主峰田代岳(1.777w) 

の南東側に位する一団地である。 北, 東, 西は概して高峯をもつて包囲せられ,海技高は 100～1,150m 

の間にわた り ,晩幼年期～早年期の地形を呈してい る。

主要な山系としては, 前記田代岳および十ノ瀬山を連ねる出羽山系が西部を秀立縦走し, 北東部には 

三つ森 (949m)・ 統酸山 (766m) 等を随伴連施する県境分水證をもつて画するほか,これらよ；) 分岐す 

る小 支脈は経営区内をほぼ東西に並走し,袴腰山(61•1〃)•機ノ 木山 (691 m)をとも なって 主要な中部 

山列を構成している。

地勢は, 岩瀬川の奥部に開所台地状の級斜地を認め る ほかは, 多数の錯雑 し た小沢を 包容す る ため 起伏 

に富んだ山岳地を呈し,地質構造の特性と相まって開所の進んだ向試型の中斜〜,急斜地が多  く 凸形の上昇 

谷をなす箇所が多い。

各流域別では, 目 名市沢 ・ 平戸内沢 ・内町沢は 眠して急峻で,地表の浅い箇所も 少なくない 目名市 

沢・内町沢の沢沿いには渋酒地が発達している。緊沢は最もﾡﾡで,諸々に山骨があらわれているが。奥 

部に進むに したがって比較的緩斜 と なっている。大川目 沢は 一部に急斜撫胆で絶壁をなす箇所も あるが, 

一般に緩斜台地が多い。板沢流城は概して急峻相半し比較的試傾斜であるが,楡木沢は両岸すこぶる瞼蛆 

である。

(6 ) 上,下長木継営区

上, 下長木経営区は長木川の流域にあって,地形はおおむね晩幼年期に属している。海抜高は羽保屋山 

(599m) が最も高く,一般に 100～600w の低連山状の地形であるが, 長木川に流れる幾多の渓谷により 

凹 凸ﾡ維した地貌を呈 している。

上長木経営区は長木川本流 ・ 麦根刈沢 ・ 働択の3流域より な り,鈴沢 •小総沢の地帯は一般に南に傾き, 

級斜でその奥部は所々に丘駿状を呈する箇所が多い 本流域は小坂鉱山に最も近い箇所にある ので早 く か 

ら煙害を蒙り,加う るに火災などのため林地ははなはだしく荒廃している

支根刈沢は南または南東に傾斜し,鮫沢に比し一般に急斜で,局所に表土崩落して基岩の距出する箇所 

も認め られる。本流域もﾡ択と同様にﾡ害をﾡったため大部分のスギ天然生林は伐採されている。

長木沢本流は多数の表流を合して南下し, 下流の地勢は,急、峻蟻咀を含んでいる。上流一帯は, 傾斜一般 

に級く, 崩壊地る少ない。
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下長木経営区は, 長木川本流にそそぐ赤沢 ・県沢 ・ 深沢 ・ 大新沢 ・独り沢・大茂内沢 ・小野沢等の小流 

域に分れる 大茂内沢は傾斜急で世表は接薄脆弱なため, 土砂の流出は比較的多い。小雪沢は一般に傾斜 

急峻で地表浅 く ・ 沢通 りに崩壊箇所が多い。

小坂鉄道の 南方団地は地形一般に北に傾き,独 り 訳を除 く ほかは傾斜は緩やかである c 象 ヶ合山 と 鳳凰 

山 と の間には急傾斜を呈する箇所が少な く ない。

D.地 質

当地域の地質は,ほとんど全部が新期岩層で, 古期岩戻はきわめて僅かである すなわち,新生代特に 

新第三記周. 第四記層が主体で, 古生代と思われるものは, 脊梁山脈西緑部に僅かに見られるにすぎな 

い。

岩石の種類は, 水成岩類では凝灰岩 ・砂岩・頁岩・ ﾡ岩等が普通であるが, 全般的に凝灰質である。一 

方火成岩類は深成岩はほとんど花ﾡ岩類で, 分布面積はあま り大き く ない。半深成岩と しては東方山地帯 

の諸処に玲岩類が見 られる 他方火山岩は安山岩類が殿も 多く ・ 石英種面岩 ・ 女武岩は著しく 少ない。

東北真日本の第三系は, 他地方のそれとは趣を異にし, 羽越地向斜型第三系として特徴をもっている 

男鹿半島の地質層序を基準とした慣行様式にしたがい, この地域の地質図を示せ第6図の とおりであ 

る。

1) 仁ﾡ経営区

仁ﾡ経営区を構成する第三紀解は一般に層向北々東あ る いは南北で背斜軸を現わしてい る。すなわち. 

濁川背斜層 と房中山背斜軸があり, さ らに経営区の西側と濁川の南部右岸には二条の断岡が南北に走って 

いる。濁川背斜軸は響村揚吉の南西,すなわち 86 ・ 85 林班付近より 濁川部落の菅 ヶ沢の西方 72 林班付 

近に連互し, 西翼の傾斜は 30 ～40° である。また,房中山背斜軸は南部の房中山山脈の西斜面を南北に 

走り,南部において隆起し北部において沈降する。このﾡは両川上読より仙ノ台の南東に連互し傾斜は東 

梨では 12 ～30°, 西翼では 10 ～43 である。本経営区の西側, すなわち濁川背斜軸にそつて南北に走 

る船川層には,黒色頁岩が相当広範囲にわたり出現している。

二 の屈には ま た灰岩 ••凝灰質砂岩が介在 し一部に泥灰岩球が混ス していて, その上の灰色頁岩層に移 

行している 黒色頁岩は暗灰色ないし灰黒色を呈し,風化すれば黄白色または灰白色を呈するが,一般に 

粘土質で,しぱしば多量の珪藻土を含有している。淡緑色を呈するものは浮石が分解して脱落したため所 

々に小孔を残留する。

濁川の東部すなわち房中山背斜軸の一帯および西北部に拡がる上部凝灰岩層は,黒色頁岩の上部に位 

し,南部 よ り 北部にゆ く に したがい 次第に薄層 となり炎滅している。こ の船は 緻密あ る いは細粒の浮石 

漢灰岩・ 粗粒浮石凝灰岩 ・ 隣質灰岩・ 含石英浮石凝灰岩等 よ りな り,黒色頁岩および礫岩 の薄阳を挾有 

している。細粒浮石凝灰岩および緻密浮石凝灰岩は灰白色あるいは淡緑色を呈し主に浮石よ りな り,また 

粗粒浮石県灰岩は淡緑色または灰白色を星し,主に浮石よりなつている。

小掛国有林お よ び仙ノ台部落南部には北浦層が走り 中村部落付近に南北の向斜軸がみ られ る。岩質は凝 

灰質砂岩 と 灰色頁岩の互層からな り,漢灰岩お よ び礫岩を挾有し,一般に南では凝灰質砂岩が よ く 発達 し 

灰色頁岩が薄く なつていて,北に進むにしたがい灰色頁岩が漸次発達し遂に炎滅している。

凝灰質砂岩および礫岩には珪質頁岩•燧石質頁岩および灰色頁岩の礫を混有し,凝灰質砂岩は灰色また

秋田 ス ギが常の土ﾡ (シ不 ・ 栗田・ 仁川・け ・ 鈴木・ 伊弥)
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は黄灰色を呈している。

2) 羽根山経営区

羽根山経営区の地質構造は,響村田代中村付近よ り板屋沢の奥部, すなわち 32 林班にわたり 大路北 

10° 西の方向を とる七座背斜軸が最も主要な もので,その東爽の傾斜は軸付近; こおいて 20 ～30° 内外, 

軸を通ざかるにしたがい、50°以上の急傾斜となり, また西翼においては 10°～30 を示している。

これを構成する岩石は黒色頁岩 ・ 葉灰岩 ・ 砂岩・頁岩であって, これ らは創造された当時水界に沈下 し 

た火山灰に本源を供給せられるため全般的にみて漢灰質を示すものが多い。

本経営区の北部七座山南部に分布する船川層は大体 2 〜 13 ・15・16・18・21 および24林班に現出し, 

主に黒色頁岩 より なり 漢灰ﾡ砂岩, 石灰質砂岩お よ び礫岩を挟有し,しばしば泥灰岩球を構成 している。

本岩は灰黒色を呈し,風化すれば灰白色となり一般に砂質である

上部七座凝灰岩層は 船川忖の 上部に位し,七座山の北東斜面の 1・ 2 林班な らびに 13 • 15 • 17 • 18 • 

23・24・25・29・30・32 林班にわた り出現 し, 七座背斜軸の東翼上部斜面を 前記黒色頁岩椚 と垂走して 

北々東;こ向い北部に至るにしたがい,漸次圈厚を減じている。この層は一般に緻密あるいは細粒の浮石凝 

灰岩等 よりなり, 黒色頁岩お よ び礫岩の薄届を挟有 している。 ・

北浦府は羽根山川流城の左岸地帯に連なって出現 している。本因は概して凝灰質砂岩お よ び灰色項岩の 

互層よりなり,凝灰岩および礫岩を挟有し,南部においては凝灰質砂岩がよく発達している

脇本層. すなわち砂質頁岩および砂岩層は下大野村木戸石よ り 羽根山沢 ・ 下大内沢 ・ 雪田沢の各流域に 

出現し,下記 の 上部第三紀層 に属する 眇岩 川 ととも に本経営区南半部を 占める主要な岩画を な している。 

この岩椚はしばしば縞状凝灰質頁岩•凝灰質礫岩を挟有している。なお,砂質頁岩および砂岩は灰色を呈 

している。

砂岩層は南半部,主として孫七沢の上流地帯に出現 し,経営区の西境まで分布するほか雪田沢・下大内 

沢地方に おいて 前記砂質頁岩お よ び砂岩屈の 出現地域内 に介在的 に分布 している。主として 凝灰質砂岩 よ 

りなり, 漢灰質貫岩 ・ 溶石質漢灰岩および隣岩の青屈を挟有している。

3) 沖田面経営区

沖田面経営区は南側に古く ・ ﾡ次北に進むにしたがい新らしい地層を呈している。

朦沢国有林の南部には,女川層すなわち珪質頁岩 よ りなり, 漢灰質砂料 ・ 灰岩, 時に泥灰岩球を挟有 

している：本岩は一般に珪質,堅硬で,灰色,灰褐色或いは黒色を呈し,漸次上部に硬度を減じ黒色頁岩に 

移行し,凝灰質を呈することもある。凝灰岩は珪質頁岩居の上部にしばしば厚固をなして介在している。

さら:ここの 国有林の 中央部に は珪質頁岩を つらぬいて 玄武岩が 出 現している。

朦沢国有林の北部および上大内沢国有林の一部においては,船川冏が北東から南西に介在している。こ 

れは黒色頁岩からなり, 暗灰色または灰黒色を呈している。風化したものは黄白色または灰白色をなす。

上大内沢 ・小沢田国有林は北浦屈が北東か ら延び, 凝灰質砂岩 と 凝灰質頁岩の互層 より なり,ところど 

ころに凝灰岩および礫岩を挾有し,一般に凝灰質砂岩がよく 発達し,灰色頁岩が薄い。 灰質砂岩および 

礫岩には,珪質頁岩 •燧石質頁岩および灰色頁岩 の礫を混有し,機灰質砂岩は灰色または賞自色を呈して 

一般に細粒であるが,しばしば浮石の粒を混入してﾡ粒状をなしている。

4) 七日市経営区

七日市経営区は第三紀水成岩の緑色凝灰岩類が広く発達している。本経営区には,明り又付近より北東 

に釣 10 ん" の断層 と,さらに 134 林班の笹原沢 よ り 西側の小峯か ら上記断層に直角の東南方向に約 11 kz 

の断層が:走 り, そのほか小 さな断屈が見 られ時特徴的である。

さらにﾡヶ森の北約700m のとを通って北西〜南東に背斜軸が走るが, 北真の断ﾡ線で切られ, さら 

に 1km,北東か、ら北西に背斜軸を形成している。いずれも 0°～29° 北東に傾いている。

本経営区中段も古い牛沢所 (先第三紀) は仙戸石沢国有林内の小寒沢および仙戸石沢上流の周辺に小面 

積に、られ, 堅硬緻密な暗緑色ないし緑色凝灰岩と粘板岩または珪岩からな り, 下部に石灰を介在してい 

る。

このﾡに不整合に重なり 50 ～69° 南西に傾いて走る奥見内沢層(双六,台鳥畑) は小森川以東の坊川 

沢 ・ 奥見内沢 ・ 仙戸石沢国有林一帯に広く分布し, 主と して緑色凝灰岩よ りな り,中部および上部では凝 

灰質泥岩が挾在しているなお,奥見内沢の支流例沢付近には厚さlooかの凝灰質泥岩からなる割沢部. 

解が介在している。

さらに こ の風の上部には北東の断層線か ら(揚ノ 沢付近) 南南東に, 市約 300m の珪質頁岩が約 0.5～ 

3k の間隔で介在し,10°～69° 西に傾いている。

奥見内沢層に整合に重なる舟木科(双六,台島岡)は大舟木,小舟木両沢の周辺にあって淡色の角礎質 

凝灰岩からなり,所々に軟質の黒色泥岩,または凝灰質泥岩を挾んでいる。

こ の地域の第三系は男鹿半島および他の地域 と 同時代に, 古期岩科の上に直接椎積した陸成岡には じ ま 

り,その後の海浸によつて生じた海成府からなっているが,男度半島の場合と異な り各層の推積中の火山 

活動が影響してﾡ灰岩その他の火山砕層岩の挟スが非常に多い。その主な も のについて述べる と竜ヶ森周 

辺には黒靈母花樹岩が広 く 団境状をな して あ らわれ,小繫森には粒状安山岩が分布 し,支武岩は摩当山西 

方の 103～106 林班に, また 変朽安山岩は小森川,坊川一帯に分布し,47 • 50 • 71 林班には玲岩が出現 

していて,いずれ も 先第三系お よ び双六,台島画において最も 強烈な 火山活動の勃発を物語る 火山砕帰岩 

である

5)岩瀬経営区

岩瀬経営区は最も 古い先第三系が北側の孫左衛門山 (890m) 西方付近と平戸内沢の沢通 りにあ らわれ, 

主と して黒色堅硬な粘板岩からなつている。大川目沢流域は緑色凝灰岩が広く分布しているが,早口経営 

区に近い 中腹以上の斜面は田代岳の第四紀火山噴出 にかかる 両輝石安山岩が分布 している。繋沢, 内町沢 

には緑色凝灰岩の ほかに石英粗面岩が広範囲にみられ,安山岩, 頁岩も随所にみられる。

日名市択, 板ノ木山は田代岳の安山岩より古く,第三紀の粒状安山岩または両輝石安山岩からなり, 一 

部に緑色凝灰岩,石英粗面岩が分布している。

6)上,下長木継営区

こ の経営区には広能曲にわたって緑色凝灰岩相が分布 し,淡灰色あ るいは, 淡緑色の緻密な岩質であ る 

が,一般に脆弱である,ななお・ 随所に白色または淡褐色の緻密な石英粗面岩が岩床または岩脈となって現 

われている:

緑色凝灰岩層の多く は北 40° 西ないし 20° 東の走向をなし, 東または西に 10°～30° 傾斜している。

上長木ﾡ営区の錠沢,変機刈は大部分緑色境灰岩であるが,変根刈沢中諾付近よ り南西の方向に 約 

5k の断層線が入っていて,これと境して珪質頁岩が南西に拡がっている。この岩質は黒色堅硬である 

が,風化面では灰補色または灰自色を呈している。なお, 羽保屋山 •高森山 •高地山等の周辺は石英粗面
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岩がﾡ出し, さ らに羽保屋山の南部 32 ・ 38 林班付近にはﾡ粒女武岩が介在している。この岩質は黒色ま 

たは暗緑色の緻密状を呈 している。上長木の本流は緑色凝灰岩科が大部分を 占めているが, 上流の長木沢 

事業所の奥部にはﾡ徴支武岩が評出している。 さ らに黒森山. 面倉山南部には石英祖面岩が発逹 してい 

る。

下長木経営区の深沢 ・ 黒沢 ・ 赤沢 ・ 大杉沢 の一帯は緑色凝灰岩であるが,沢；こそつて両岸 に珪質頁岩が 

見られる。濁り沢上流および 象ヶ倉山 • 鳳照山の周辺には 石英粗面岩が出現している。 大茂内沢 ・ 茂内 

沢 •小雪沢も緑色凝灰岩層であるが,部分的に南北に珪質頁岩屈がみられ,さ らに鍋ﾡ山・ 高森山の周辺 

-: 曲こは石英粗面岩がみ られ ・ 茂内沢の中流付近; こ粗粒玄武岩が出現 してい る ,

E. 植生および 林況

植生は温帯林南部に属 し,垂直分布"は第 3 表の と お り である

当地域は東北地方スギーミズナラーブナーネズコ群系に屈し,スギ単純群叢,スギーナラーイタャー 

ブナ群遊およびナ ラー ト チーイ タャープナ群段,ミ ズナラーブナーネズ コ群ﾡ, ヒバースギ群, ヶヤキ 

ー ナラークリー イタャ群般等がある一 さらに 600～700m,以上の岩瀬,七日市経営区の一部は, 東北地方 

ブナーミヤマナラ群系に属し, プナ群/またはプナーミズナラ亜群選をなしている。.

全般的に存在する スギー ミ ズナラーブナーネ ズ コ 群系に おける概観的却己樹種は スギで,ほかに広葉樹 

が混交し植生連統上,極盛相を呈する天然生林が分布している なお,混生樹種はスギ以外の針葉樹はヒ 

バ・キズコ・ ヒメコマツ •ア カッ等であつて,広葉ﾡと しては優高木種および従高木種としてブナ ・ ミ 

ズナラ ・ イ タヤ・クリ・ ケヤキ ・ トチ・セン・ サワ グル ミ ・ ホホ ・カッラ・ コナラ ・ カエデ ・ ウ リ ハダカ 

エデ ・ ヒ ト ツバカエデ ・ ミ ネカエデ ・ ミ ズキ •アカシデ •ウワ ミ ズザク ラ・ エゴノキ・ハクウンボク ・ハ 

ウチワカエデ・ヤマグワ・ コブシ •マユミ ・アォハダ・ンサク・サワシバ・アワ ブキ ・アオタ ゴ等があ 

る。ただし,これらの混生樹種のうちのあるものは,スギの支配する林地中に散在して,特殊な局部的立 

地を支配して群生する こ とがある。局部的立地関係によっては,スギ以外の樹種が支配 して逆に スギが混 

生する箇所もあり,さらに人為あるいはその他の作用によ り スギの支配状態が変化するか,あるいは失わ 

れる箇所も ある。

なお, この林地に侵入する低木, 草本およびまん茎種の 主なものとして, ハイイスガヤ・ヒメアオ 

キ ・ エゾ ユズ リハ・イスツゲ・アカミノイスツゲ・ ヒメ モチ ・ ヤブコ ウジ ・サワ アジサイ ・ノリウ ッギ・ 

マンサク ・サンショウ ・ ニガキ ・ キツネヤ ナギ・ ヒメヤシヤブシ・ ッノハシバミ ・ タムシバ・ コウゾ・ ク 

ロモジ・アブラチヤン・マユミ ・ コマユミ ・キブシ・ウリノキ・タラノキ・ハナイカダ・ リョウブ・ハナ 

ヒリクキ・ヤマツツジ・ム ラサキヤシオツ ツジ・ホッツジ・ オオバス ノキ・ム ラサキシキブ ・ クサギ・ タ 

ニウツギ・ニワトコ・オオカメノキ・カンボク・ ミヤ マガマズ ミ ・ エゴノキ・ ヤマ グワ ・ クーマイチゴ・ ア 

クシバ・ オク ヤマザサ ・ チマキザサ・ ジュウモンジシダ・ シ シガ シラ・ トラノオシダ・ヤソテッ・ リョ 

ウメンシダ・ シノブカグマ・ ミヤマカンスゲ・ オクノカンスゲ・ クジヤク シダ ・ ヤマイスワラビ・ワラビ・ 

ゼンマイ・ヤマドリゼンマイ・ウワバミソウ・オオイタドリ ・ トリアシショウマ・ヤ グル ソウ・ウド・ 

シシウド •ハナ ウ ド・ ア キギリ ・ ヨ ブス マソウ・アキノキリンソウ・ カヤ・チ ゴュ リ •ヤマユリ ・クルマ 

ユリ・ミ ツバアケビ・ ツルウ メモ ドキ ・ ヤマブドウ ・ ギョ ウジヤノ ミズ・ ノブドウ・ シラクチズル・ マ 火 

タビ・ フジ・ シオデ ・イワガラミ・ゴト ウズル・ ッ タウルシ ・ ツルア リ ドウシ・ ツルリ ン ド ウ等がある。

第3式 秋田県の垂直的怖物分布お よ び群一覧

高 度 植 物 # 怖物群系 植 物群 ﾡ 備 考

海 岸 海 岸

植 物 帯

東北地方 

クロマ ツーカ シ 

ワーミ ズナラ群 

系

1. クロマツ単純群彊

2. クロマツーミズナラ群選

3. ミズナラーカシフ群ﾡ
イ. エノキ薬落済
P・ イタヤ聚落

4. 海岸岩質怖相

5. 海浜植相

4, 5は地形と土質に 
よ る泥砂地 (流れの 
注ぐ付近),砂丘,河 
日, 株岩地, 津地, 
鳥の止 りやすい所の 
群落に注意

200～300mz 
まで

平 地 

(低 地) 

ﾡ物帯

東 北 地 方 

ナラーアカマツ 

ータニウッ ギー 

カヤ群系

1. カヤーワラビ草原群ﾡ

2. ナラーク リータニウッギー 
カヤﾡ木群ﾡ

3. アカマツ単純群我

4. アカツーナラ- カヤ群

1は一般原野植相
2 は最初のﾡ木ﾡの 
状態
3 は原野で一番府ﾡせ 
たシバ原にアカマツ
ガ侵入

水 中 ﾡ 相
湿 地権 相

600～700 1
まで

山 地 

ﾡ物帯

東北地方 

スキーミ ズナラ 

ー ブ-ネズ コ 

群系

1. ナラークリ群ﾡ
イ. ウダイカン バ-ヤマハ ン 

ノ キー ミ ズキ亜群ﾡ
ロ. ナラースギ亜群逆
ハ・ ク リースギ亜群区

2.スギーアスナロ群叢

3. スギー ナラー クリ 群彊

4. スギ単純胖彊

5. スギー ナラーイ ダヤーブナ 
群彊

6. ナラ ー イ タヤ-トチーブナ 
群費

7. ナラーブナーネズ=群ﾡ
イ.ヤチダモ亜群彊
P. ナラ ー ブナ-ヤチダモ亜 

群ﾡ

900～1,000 亜商高山 東北地方 
まで ﾡ物帯 プナー ミヤマナ

ラ群系

高

1,100mz まで I
ﾡ_________

1,5007/までゅ 高 山

ﾡ 物 帯
帯

1,637m まで 高山 

権 物 帯

東北地方 

高山地帯ハ イ マ 

ツーアオモリト 

ドーッ群系

ブナ群 イ. ブナー 
P . ブナ- ヒメコー ツ亜群並 

ミ ズナラ亜群ハ. ミズナラーブナ―シナノ
キ亜群ﾡ

. ミズナラ亜群選

. ブナーササ亜群ﾡ

森林限界 (ﾡ木林限界)-

1. ブナーミヤマナラ矮生群我

アオモリ トドマツ群 
アオモ リ トドマツーコ メツガ
亜群ﾡ
イ.ハイマ ッ 聚落

P. ス ギ素落 7
ハ. ス ギーダケカン バ票落 
ニ. ミヤマハンノキーダケカ

バ-ナナカマ ド素落

ハイマツ群輩
イ. ハイン林下層植相
P. 商山乾原ﾡ相
ハ. 高山湿原植相
二. 高山岩石植相 
ホ.高山池沼植相
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これ らの林下層に生育する種類はほとんど林内種で, わっずかに林外種と混じている。

立地関係とスギ林相の関係は, 地位優位なるほど, 級傾斜になるほど, 海抜商低いほど, スギの女配関 

係が優勢 となり, ま た陽光を受ける関係が有利なほ ど,スギの表配状ﾡが良好なﾡ向が認め られる .

なお,この地域において最も広い林地を占めるスギ・ザッ混変林について, その立木本数,および材聞 

関係をみる と . 立地関係が有利になるにしたがいスギの大径木が増加し,単位画初当 り の スギの材聞も ま 

た大となり, 立地関係が不利になるほど,スギの大径木を誠じ,その単位面積当り の材故も 減少してい 

る。これに反して広葉ﾡは立地関係優良なるものよ り も中庸なもの,および劣る ものの方がその大径木が

多 く,単位面試当 り の材試も また多く なつてい る

なお, スギの生立状態は一般林地においては単生状をなし,スギの劣勢な林地においては群生状をなす 

傾向がある。

その他広葉樹幼令林内に これ と 同時に生立す る か,あるいは後生 して低木落ないし草本階に スギの存 

する箇所がある。この林下な らびに空地に生立したスギも また普通単生的状態をなすこ とが特徴: である

主としてスギ広葉樹混交林下にスギの生立する経過は,一般に緩慢な成長をなすのが特徴的である。

海抜高 600～700m 付近は, スギ天然林からブナ林に推移する地帯で, ヒバ・ネズコ・ ヒメ コマツ等の 

針葉樹が侵入し, さ らに 800m 以上になれば スギは姿を消して プナを優勢 とする林相を呈し,亜高山地 

帯植生と しての東北地方ブナ-ミヤマナラ群系を形成し,植生連続上極盛相をなしている。主と して ミズ 

ナラ・イタヤ・ ヒ・ネズ=・ ヒメ コマツ等が混交 し,海抜高 1,000m. 付近までつづいている .

低木 •草本 および まん茎類の 下木植生は ヤモ ミジ・ヨミ ネカエデ ・クロモジ・ホッツジ・シヤクナ 

ゲ・ ハクウンボク ・ ゴンゼッ ・ オオカメノキ・ マンサク ・ イ スツゲ・ イワガラミ ・ ヤマソテッ ・ イタチシ 

ダ・ ツルリンドウ・ジュウモンジシグ ・ ツルシキミ •エダユズ リハ •ナツ ハゼ ・ ネマガリダケ ・ アクシ 

バ・ナツハゼ・ クローマメノキ・アオキ・ハイイスガヤ・ コブシ・ ミヤマカンスゲ・シシガシラ・ ツルアリ 

ドウシ ・ ッタウルシ等であって, 一般に亜商高山型の植生が多くなっている。

これら経営区の天然生林は約 23,600/a で全面積の 58%を占め, うち針葉樹林は 12,000/a,広葉樹 

林は 7, 000 ha, 針広混変林は 4,600/aである。スギ 天然生林は樹令 250 年に およぶ もの も ある が平均 

林令 190～240 年生でみa 当り蓄積は 250～420mパ を示し, 最高 1,200mに達するものもある 他方ブ 

ナ天然生林は 120～200 年生で ha当り奈積 200mパ 内外で, 択伐: 実行箇所は 100～160m である。

人工造林地は,約 12,000/a で全面積の 30% を 占めている。主な植栽樹種は,スギで全体の約90% 

を占め,部分的にカラマッ ・アカーッ・ ヒ ノキ等がある。

スギの 人工植栽は羽根山経営区の文政年間に植栽 した も のが最も 古いが,大部分は明治 22 年以降に怖 

栽したものである 全般的にみて N・v 令級の林分,ならびに I 令級の林分がその大部分を占めてい 

る。すなわち,II・III 令級の少ないのは この間にスギ天然林に対して天然更新による択伐作業が採用さ 

れたためで, 最近は造林主体の施業法の採用にともないﾡ次その面積を増しつつある。

これら造林地の成績についてみると,V令級で a当り平均帯奈積192パパ で,秋田地方スギ林収穫表の 

地位下*0.8 程度の成長を示している 部分的にみられる不成績造林地の多く は適地判定を誤つたこ と, 

および保育の不売分なことが原因し, 現況は広葉樹林相を呈する箇所もみ うけられる。

1) 仁ﾡ継営区

仁鮒経営区は海抜高 60～409m で東北地方スギーミ ズナラーブナーネズ コ群系に属し, スギ単純群,

秋田 ス ギ林地の土ﾡ (茨木 ・ 栗田 ・ 虹忙川・ 併藤 ・ 鈴木 ・伊藤) -19-

* ギーミズナラーイ タャー プナ群践を呈 している。

全般的にスギの成育は旺盛で,現存する スギーザッ混交老令林分における スギの樹令は,おおむね大径 

木において 140～200 年生の ものが多く,まれに 270 年生に逹 し,直径 130cn, 樹高5 45m に述するも 

のもある。

ヒバおよびマズコは傾斜比較的急で,地表浅く,岩石の多い箇所に,群状あるいは点状にスギおよび広 

葉前と測生するが, 局部にかぎられている。

広葉樹は広 く 採利用 されているため樹令低 く 帯試も また老令:林分中 に僅かに存する; こすぎない： 主に 

ナ ラ・ブナ ・ イ ダヤが多く他に ホホ・トチ・サワグルミ・オニグルミ・ハリギリ・キハダ等がス られ る,

人工造林地は明治 24 年以降の 植栽で,その面積は 1,540/a で金面積の 269% である。怖装樹種は全 

部,ギで,他樹種はほとんど植栽されていない これら造林理の成績は v令設で当り平均帯積295 

"パ を示し,秋田地方スギ林収書炎に対止ナると地位下をやや上廻り.W 令級におよんで 602w となっ 

て地位中の成績を示し,全体的にはほぼ中位の成育と認められるが,当局管内としては上位の成績といえ 

よう。 •

2)羽根山経営区

羽根山経営区 は東北地方 スギー ミ ズナ ラーブナーネズ コ. 群系に属し,スギ単純群彊およびスギー ミ ズナ 

ラーイ タャープナ群彊が大部分を占めて いる。全体の 68% が天然生林をなし,天然林のほとんど大部分 

が老令のスギ ・ 広混交休ある いは こ れに同部的に とバ・ネ ズ =等 と 生す る林分をな し,その間に広葉樹 

を主 とす る林分約 7% が介在 してい る が,いずれ も わずかに ス ギが生 している。

スギ老令林分についてみる と,広葉樹の交は一般に少なく, ほとんど下木状に混生しているが,西方 

経営区界にいたるにしたがい漸次その'割合を増し,上木と混交している 沢通り または峯通り の浅い急斜 

地,域咀地等にはところどころにヒバ,またはネズコを混生しているが,これらにおけるスギの樹令は, 

210 〜 215 年で まれに 250〜260 年に達する ものも あって,直径 1ooa. 以上におよぶものが普通である、

変する広葉前はスギにしはるかに樹令低く, 50～120 年生で稀に 150 年生以上の老大径木がみられ 

るにすぎない。直径は40～50c,が最高である。

ヒバ ・ ネズコの樹令はスギの樹令と大差ないが,その径級ははるかに小さ く ヒバ 弱.ネズ= 60ew 
である。

スギ天然生林の /。 当り平均蓄積は 330wパ で往時に比し相当低下しているが,一部に1,130wに途 

する箇所もある。"

葉前を主とする老令林分は針裁前林分間に介在し,M。当り平均裕書は nnwで. これに針葉樹蓄 

試 4" を提じている: お,当地換の林分には, スギ小番木および幼問の下木と して生立するも の多く, 

殊に,4と • 53に・ 28ろ ・ 57 等に多数生立している。以上の各林分は択仇によ り天然更新されたものが 

多く,概して健全良好で, 後継樹が多数生育した林分も 少なく ない。

一方人工造林地は全面積の約 44% «占め簡戦田証. スーが大部分で ag%..ほか.にーカーッ . カラ 

マッ ・ヒノキ・ ウルシ ・タパラ・ク り等がある。植栽は明治 22 年よ り行れたが, 施業法の変遷によっ 

て令般配置が不整で," • V 例の林分ならびに 1 令級の林分がその大部分を占めている。二れら道# 

地の成績は,増沢 ・ 大ﾡ訳 ・ 羽根山沢 において その生育比較的良好であるが,麻生沢 ・小芦沢 ・上大内

・孫七沢および雪田沢において一般に不良である。
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その生育状態を全体的にみる と上 7% ・中 47% ・ 下302%・ 劣 16% で,概して人工造林地の生育状態 

はあま り良好な成績とはいいがたい。

3) 沖田面継営区

神田面経営区は東北地方 ス ギー ミズナ ラーブナー ネズ= 群系に属 し,全段的に ス ギ単純群惑 ・ス キー ミ 

ズナラーイタ キープナ群 ・ヒバース ギ群登お よび ナラー クリ 群惑か、らなり, ス ギを優勢 と す るi生が最 

も多く,天然林 63%%・人工林 37% である。スギ天然生林中最高樹令は 200 年生内外で一般に大径木多 

く,中・ 小径木は少ないが, ところどこ ろに多層林を呈する林分がある 天然生林の ia 当 り 平均蓄積は 

303w である。ただし, 一部に正規の択伐を実施し,その後伐採のはいらない林分は蓄段が伐採以前に復 

帰 し,優位な林相を呈 しているるのもある

人工林は明治 29 年以降の植栽で 1,189/a を 占め植栽樹種は大部分が スギで,わずかにカラマツ・ ア 

カマッの造林地があるにすぎない 造:林成績は v 令級で 2 当り平均積 222m であり,なかに広葉 

ﾡが侵ス し た不成統造林地 も見うけられる

4)七日市経営区

七日市経営区では標高 600～900 m 以下は東北地方スギー ミ ズナ ラーブナーネ ズ コ群系に属し,500 加 

以下は, スギ単純群搔. スギ-ミズナラーイ タヤ-ブナ群輩・ ミズナラ - イ タヤートチーブナ群輩・ ケヤ 

キーナラ-y リ-- ( タヤ群数で, 400～600m 付近の一部はスギが点在する ヒバ -スギ群 ・ミズナ ラーー 

ブ-ネズ=群惑になり, 700mから1,00071までは, 東北地方ブ-ミヤマナラ群我に属し,ブナ群 

ﾡ ・ ブナー ミ ズナ ラ 亜群策を呈する

天然林面積は 6,526"。 で全体の 61% を占め, 針葉樹ではスギが展も多く,ついでネズコ ・とバであ 

る 広葉樹ではプナが最も多く,ついでナラ,その他となっている。海抜高600m,以下の林祝はスギを 

主とする針葉樹林が多いが, 103～105 林班;こおいてはケャキが優勢を示しているのがめだち,ケャキは 

20～220年生のるのが多く, その他広葉前は 10～60年生である。さらに十杭沢周辺にはスギ人工林地内 

にアカマ ッの侵: 入がはなはだしく ,場所によ り良好な成長を示している。海抜高600～700m以上でけはほと 

ん どプナが優勢で,竜 ヶ森の頂上付近において は理生化し,頂上においては全く 喬木 ・ 従喬木は絶えて, 

ササの聚落となつている。

この経営区の人工林は 3,687/a で全面積の 36% を占め, 主と して海抜高 500m 以下に植栽されてい 

て, 主な植栽樹種は スギが最も多く 他に カラマツ ・ ア カマッ ・ ヶヤキ ・クリ・ト ドマッ ・ ウルシ等があ 

る。これら造林地は明治25年以降植ﾡされているが, V令級に属するものが最も多く,当り200mパ 

で部分的に不成績地 も見うけられる。

5 岩瀬経営区

岩瀬経営区は海抜高 600～700 m ま では東北地方 ス ギー ミ ズナ ラーナ ラーブナーネ ズ コ群系に属 し, ス 

ギ単純ﾡ惑・ スギー ミ ズナ ラーイ タ ヤー ブナ群遊 ・ミズナ ラーブ-ネズ=群惑・ ヒ バー スギ群整を呈し 

てい る さ らに海抜高が 400～700m においては スギ天然林に ヒバ ・ネズコ・ プナが侵入 して漸次スギが 

減少し,800 以上になるにおよびブナを優勢とする流生, すなわち東北地方プナー ミャマナラ群彊に移 

り,ブナ群惑または, ブナー ミズナラ亜群後が見られる一

天然生林は経営区面積の56%を占め, 経営区南部(約27%)けスギを主とする針葉樹林で, 少しく 広 

葉樹を混生している。また経営区の中央部にはヒバを主としスギおよび広葉樹と混ずる林分 (全面積の約

79%) がある

送営区北部(約 299の) は広葉ﾡ林である スギを主とする林分は 140～180 年生,直径 40～70cmミ 

最も多く, プナ •ミズナラ等の広葉樹を况じ,一見大径教のの一斉林のﾡがあるが, わずかに中小径木 

を况 じ,中腹以上は稚樹の発生も 比校的良好である その Ia 当り蓄築は 150～600mパ で,針葉樹 310 

mパ(うちヒバ8 ッパ),広葉樹47 パパ である ヒ バを主 とす る林分は樹令 140～200 年, 直径 30～46 cm を 

最多とする ヒバを主体と し,これに スギおよび広葉樹を 30～409% 内外混生し,その若積は針葉樹 206mパ 

(うちヒバ 156m),広葉樹 68m である,広葉樹林分 と しては, ブナを主と しナラ・イヤ・ トチ・サ 

ワグルミがこれについで林令 100～150 年力:最も多い。

人工林は 2,849ha で全体の 33% を占め,明治 32 年以降植栽された もので 令級の ものが最

も多く,I・I 令級が少ない。植栽樹種はスギが最も多く 92% を占め, ついでカラマツ 7% である。 

これ ら造林地の成績は中席の成績を示す林分は約 30% で,下～分の林分が約709% を占め不成績造林地 

の多いこ とが注目 される。

6) 上,下長木経営区

往時は大部分 スギ単純群殻を呈し,日本三大美林の一つ と して秋田スギを代求した長木沢国有林であつ 

たが,長年の爆世によつて,小滝沢・炎ﾡ刈沢・ﾡ涙読域金部, および長木川本流の大半が伐採され,現 

在両,経営区を通じ,約791,000 余の天然スギを残し, 上長木の北部と 下長木小坂鉄道以南の地域にス 

ギ天然林を有 し,往年の面影を呈す るにすぎない。

上長木従営区の小億沢 ・ 俊示 ・ﾡﾡ刈訳 •小滝沢は •鉱煙淵"のため,植生は人為的に破壊され,現在は 

ササ・カヤ・ ダニ ウツギ •イタドリ等に変じている,春木および従 •高木階 として は,=セアカシヤがかぎ 

られた地城に生育 し,沢通り の局部的な箇所にスギの人工林が見 られるにすぎない。ﾡ害の最も はなはだ 

しいのは,鈴沢上流の 1～5 および9林延で, 地表は剝落崩壊している。長木川本流下部の区域も激害地 

に属し, 沢に沿ってわずかにスギ天然林が殁存する程度で,楽通りは全部伎採されている。残存したスギ 

天然林も ﾡ害に よ る 被害木が散見 される。

長木沢本流上部区域は中が地で ・ -般に地勢も 良 くスギの形質優良な林分が認め られ る。

下長木経営区の大茂内沢流域は,中害地でスギの天然生林を散見する。小茂内沢 ・小雪択 ・午読各流域 

は,大部分が伐跡地および造林地でわずかに 11・12林班にスギ天然林が見られる。

小坂鉄道南部の う ち,26 〜 29 ・ 31～33 林班の大部分は良好な広葉樹林で, その他はほとんどスギの天 

然林で 占め られているが, 東部には アカマッ の天然生林があって, 独り 沢奥部に も アカマツ が点生してい 

る。

両経営区の人工造林地は,一般に不成績で その最大の原因は煙害である。両継営区の 人工造林面積は 

2,235/a で全面積の 25% を占め, 主な植栽樹種はスギで,っいでニセアカシア 8l9/a である 他にヒ 

ノキ・ アカマツ ・ カラマツ ・ナラ・ク りがある。これら造林地は明治 27 年以降の植栽で,上長木継営区 

中,小餘沢•餘沢•を根刈沢の各流域は成長きわめて不良で,造林木は点生しているにすぎない。ただ 

し,北西部の矢立継営区間の中書地にやや貴好な池林地がぁ る.

下長木経営区中,小坂鉄道以北の区域は概して成績不良であるが,小雪沢流城にはニセアカシアのやや 

良好な林分を有し,小坂鉄道以南の団地は一部を除いては,スギ.ヒノキの造林地が団状に混生して成績 

一般に良好である。
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I 調査ならびに分析の方法

本調査は, 林業試験場調「森林土度調査方法書」に基いて実施したが,やや異ななる点もあるのて調査 

目を挙げれば次のとおりである。

A.野 外 調 査

1) 土ﾡ製分布調査

野外の土軍型分布調査は,地形,母岩, 植生等を単位として土ﾡ岡断面の調査を行い, その形態的特徴 

から「林野土壤調査報告第 1号」の分項基準に したがい、分類し, 経営図 ・ 地形図等に よ り 位置を定め, 

5,000分の1基本図にその分布状況を図示し, さ らにこれを 20,000分の 1 に縮尺製図 した。

2) 土壌岡断面調査お よ び分析試料の採取

3 付 帯 調査

a)植生調査

各土ﾡ岡断面のﾡ囲約 10m 四方の範囲内について生階ごとに頻度調査を行った。また,必要と思わ 

れる箇所について 巾 5 w. の帯状 トランセクト調査を行い, 植物生態 と土壤型 と の関連性の考察の資料 と 

した。

b)樹幹 析 解

人工林においては各土ﾡ岡断面設定箇所を中心として約 0.5/ の範囲内における標準木を選定し,樹 

幹析解を行った0

B.室内実験

1) 土壌の理学的性質

理学的性質は「森林土壌調査方法書」にしたがい次の実験を行った。

a)自然状態の理学的性質

孔隙量,容積重,最大容水量, 最小容気量, 採収時含水量

b) 高法分所法

国際土罪学会A法 (ビベット法) によ つた。

2) 土壌の 化学的性質

化学的性質は「森林土壌調査方法書」にしたがい次の実験を行った。

a)pHの 測 定

鈴木式 pH 比色器に よ る方法 と ガラス電極法 と を併用 し, 上澄液の PH 価を測定 した。供試士ﾡ と水 

との比は 1:2.5 と した。

b)置換酸度の定量

c) 炭素 の 定量

d) 全ﾡ素の定量

大政によ る改良ケルダール定量法 (東京帝国大学農学部演習林報告第 25'号) によった。

秋田スギ林地帯の土ﾡ (茨木 •栗田 •虻川 •伊藤 •鈴木 •伊藤、 一23 一

I 土壌の種類と性質

A. 調査地帯の土ﾡの種類と性質の概要

調査継営区は第4表に示すように米代川域の上. 中,下流の各地域にそれぞれ所在しているが,本流 

城の地質は第 5 表に示す とお り 古期料府は き わめて少な く,そのほとん どは新期岩府で,新生代殊に第 3 

紀 付,第 4 紀府に風する も のが大部分である

第4 各ﾡ営区の 土 ﾡ の 種 類

営 林署 継営区 位 置 地 形 林 況 分布 土 壊 型 の 種ﾡ

能 代 仁 ・ 米代川下流 低連山・丘陸 スギを主とする針 
葉樹混交天然生林

褐色森林土度群BA, Bl, Blow), BD, BE,BI型

七 座 羽根山
褐色森林土壊群B, BB, BB(w), BD(d), Bd, BD, Br, Br 型

上小阿仁 沖田面 グ " ・

ﾡ色森林土ﾡ群BA, BB, Bb(w), BD(d), BD,BE, Br 型
ブライ土ﾡ G型

鷹 単 七日市 米代川中流

低連山・丘陸

高連山地

スギを主とする針 
葉樹混交天然生林

プナを主とする広 
葉樹混ﾡ天然生林

褐色森林土城群B, BB, Bl(w), BD(d), Bd,Br, Br 型
ポドゾル土ﾡ群 Pdih,Pwi 型 
県色土ﾡ (Bl, ©,I*B/型)

低連山地 グ

褐色春林土壤群BA, BB, BB(w), BD(d), Ed, Br, Br 型
早 口 岩 瀬 イ

高連山地

ボド ゾル土地群PDI, PDII, PDIII, PwI 型 
グライ土量 G型
色土ﾡ B/D, Bi 型

大 館 上長木 米代川上読 低連山地
スギを主とする針 
葉樹混交天然生林

福色森林土壌群BA, BB, Bl(w), Bd, Br, BF型 
黒色土ﾡ (Bip, BIw*VWII, III・VSI,I,II型) 

―ただ し煙害地関係

大 館 下長木 ・

色森林土ﾡ群BA, BB, BB(w), BD(d), BD, BE, Br 型
黒色土ﾡ (B},C,]*BI型)

このよ う な地質の関係から,本地帯の土性は灰質の母材の影響を受けた植質系のものが多く, その土 

ﾡを考え る上に大き な特色を なすものといえよう。

もちろん砂岩,石英粗面岩,安山岩等の風化土ﾡもあるので, 砂質系のものも局所的には分布するが, 

凝灰質のものが多いから,通常の場合に比し粘質を帯びる傾向がある。加うるに, 山岩類を基岩とする 

土は, 商所の広葉樹林地帯に分布する傾向があるから, 低山地带に主として成立する スギ林地帯は,ﾡ 

土あ る いはﾡﾡ土以上のﾡ質系の土性が生成され易い関係にある C

前述の ごとく, こ の地帯の地形がその起伏の主体を出羽山脈の降起地塊性低山丘陵に よ り 形成せ られ る 

ため, 山頂部は平坦ないし緩斜台地が多く,円味のあるおだやかなドーム形を早する傾向があって,いわ
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»る幼年期地形と して起伏量も小さい このよ う な地区では, 定試士の占める割合が著しく高く,積士 

は斜面 下部の堆就 i 也形; こみ られ るにすぎない。

仁鮒 •羽展山 •沖田面等米代川下流の出羽丘透地帯の経営区では,この傾向は特に明瞭で,ヒ日市,お 

よ び岩瀬経営区等の一部低山地帯においても頭似の傾向が認め らiれ, 優良な スギ天然生林は こ れ らの地域 

に成立するのが一般である

こ のほか北部の背森県境山境な らびに南部のﾡ羽育染山ﾡの出した支脈等. 火山岩で構成される地域 

では,海抜高を漸次増大し,起伏量の大きい早壮年期の山岳地形を呈し,崩就士の割合が著しく高くな 

り,また岩石地を介在するほか,岩塊・石ﾡの混入量をﾡす傾向がある すなわち,岩瀬 •七日市等の奥 

部高山地帯では,こ の傾向が独い。

本調査地は海技高 100～1,200m にわたるが, そのほとんどは 400m 以下の低山地帯で. 600m, 以 

ト. の高山地帯と してはわずかに七日市 ・ 岩瀬両経営区の一部が属する に一ト ぎな い。

年平均気温は10°C前後を示し, 年降水量は, 1,700～2,100mmにわたつている。これらの関係から, 

分布土ﾡ型は術色森林土ﾡ群が最 も 普通的で, 部の高山地帯を除いて は,ほ とん ど大部分が本群に風す 

るものと考えてさしつかえないほどである。

ポ ド ジル土壌群は,広城的には海抜高 600m 以上の局限 された高山地帯に 出現分布する にすぎない

このほか,黒色土が海抜高の低い丘陵地の草原地帯に出現し,また分布面積は少ないがグライ土ﾡが, 

各経営区を通 じ過湿状ﾡにある 低地等の局所地形にス られ る.

第4炎は. 分布土堤型の種類を,各経営区別に示したものである。

ﾡ色森林土ﾡﾡにﾡする土ﾡ型は, Bc型土ﾡを除いては各継営区を通じ, 樹種, 林相等の別な くきわ

S9
P*

軌 土Rの乾 ﾡ 浸
Dry Moisture relatiori ot soils Wet

第7図 各土壤型の 類縁 関係

Fig. 7 Graphic presentation of the distribution and relation of soils.
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めて一般的である。本群では調査地域の立地的特性, あ る いは施業の集約度等の関係か ら示準的な 6 準 

型のほかに, 地形,母材料, 推試様夫,土性等の諸因千を勘案し, その組合せにより 更に若干の亜型士度 

を細別したが, これらの重型土ﾡを含めた各土ﾡ型の相互間のﾡ縁関係を模式図に よ つて示せば第 7図の 

とおりである。

本図に よ る表現については,海抜高の関係について各土ﾡ型の相対的位置をみる と き多少の無理が残る 

ほか, この表現自体があ く までも現在までの調査結果にﾡいて行つたものであるため, Bi: I. Be I, BDl, 

BE, G型等の点線で囲んだ亜型土ﾡは, 今後の調査の潍扱により さ らに広い地城についてその出現 と 傾 

向性を確かめなければ, その位置等を確定することは困難である。 したがって, これら未定の亜型土ﾡ 

は,土壤図の図示にあたっては独立区分を避け,その短型に含めて取扱う こと と した。

以下, これ ら亜型土度の概要について,説明すること とする。

Bnow, Bp(d, 型土ﾡでは Bn, Bn 基準型.土壌に対 し,中間的な形態特徴: を示す ものとして, 亜型士 

度中最も 普通的な分布を示し,経営区に よ り 異なるが, かな り の面積にのぼつて いる。これ らはいずれ も 隣 

接基準型の 形態的特徴の一部を欠く か,あるいは添加することにより, 中間的な形態を示す場合で,か 

つ,地域的にある程度の普遍性を有し,しかも林木生育との間に関連性を示す場合にかぎり特に設定して 

いるが, 当地方における主体造林倒種であるスギの械栽適地の境界付近にあらわれるものとして, ﾡ林施 

業上それぞれ重要性を もつものである。

Be,型土度は,スギ天然生林地帯に しばしば認められ,当地方に とって最も特色のある土度である ナ 

なわち,当地方において 普通に見られる 粘質な母材料に由来する植質重粘な土壤が,きわめて長い期間 

(平均林令200年内外)にわたり天然生林によりうつ閉されたため, 湿潤な林内環境を形成し,その結果 

漸次上層部の水分を増加し偏湿性の形態的特徴を示すにいたったものと思われ,いわば,粘質うっ閉型と 

も称し う るものである。

この系列に属し, さらに過湿な形態を示す ものに G'型土ﾡがある。この土壌は米代川流域では未だ認 

め られないが,男度半島の著しく重粘な地帯で, 普通の G 型土壌が現われる局所地形とは別の地形に現 

われる傾向があるので,一応亜型として区分し,さらに検討の予定である。

いづれ も 土城中 の水分平衡の破綻を きたすょう な施業は特に注注意を要す る特異な土壌 と 考えて いる。

BBI 型土ﾡは, 一般に Bn型基準型土ﾡより海抜高の商高いプナを主とする広葉樹林地帯の冷な高所 

にあらわれる。

粗陽植の厚く発達した点でPim型土度に類似するが,酸化鉄等の集積を識別しがたいので,むしろ 

BB 型の商地型 と して取扱 う 方が施業上便利 と考え られ,低山地帯の もの と 区別 してい る。

Ec 基準型土壌は,この地方では母材料,土性等の点よりすれば, 比較的生成され易いもの と思われる 

が, 内陸の米代川流域スギ天然生林地帯では標式的なものの分布は認め難く, 男鹿半島の よ うな海岸風種 

地,あるいは山形県下のよ うに地形的に比較的大規模な通風現象の予想される広葉樹林地帯の局部に明瞭 

なものを認めるにすぎない。

この原因については,未だ結論的なこ とはいえないが,この地方の地形が起伏量の少ない低山性を呈す 

ることが多いことから, 顕著な通風現象を比較的生じにく くしているのではないかと考えられ, このへん 

の 関係か ら正常形態的特徴の あ らわれ方を弱めて いるもののようにも 思われ る,

Bc 1 型土館は, その基準型の B。 型土壌 と の類縁関係はい まだ 不明の点が多いが, 比較的 下層まで 

loose 野を果状情治を有する ことから, 構造型 としてはBc型と の近報性が考え られ る 突出 した小尾根 

の小更模の通風作用を予想される微地形に,斜面上部の Ba 型土理; こ施伴してあらわれる傾向がある。各 

型との関係が刊然としない、ので,暫定的にﾡﾡ型と しての共通性からBpI 型と同系列にならべたが, 

Bn! 型のように明らかに砂質母村の影響を受けたものとは必ずしも認められないので, この販扱いには 

多少の疑間がある。

BpT 型土壌は配列上 BoI型と同列においたが, 斜面下部の通常 Bp 型のあらわれる地形に分布し, 

砂ﾡ型と考え う るものである 本型は当地方に比較的少ない砂岩風化士度に あらわれる こと が多く, Bn 

型の血段士に近いが, その構造は かな り粗緑な感を与え, B-BoI-Bp 型系列; こ入る も のの よ う でぁ 

る Bげ, G/ 型土ﾡが粘』型であるのにべ対像銀的であるが. 砂岩母材の少ない当地方の特性からその 

分布面横は少ないので,土度図では Bn(d,型土ﾡに包括して扱つている。

福色森林土塊群についての このよ う な特殊亜型の 類別にあたっては,Family group と しての基準型 

と,母材ひいては土性の特殊性より考え質型あるいは砂質型の両系続に分かも,いわゆる Series を設 

定し, さらに これ に構造型等を加味 し,整理分類する形式を とってい るが,これらは現在までの広施な調 

の結果よりﾡ納的に推定したとはいえ,い、まだ各個体の性ﾡの解明は不完金であつて, 今後の調査にま 

つところが多い。

こ こ では分頭について の考え方にふれ る に止 どめ,それ ら土ﾡ個 々 の特徴は次項の断面記載で述べる こ 

とにする。

ボ ド グル土壌群は,岩瀬・七 日市の2 経営区の奥部高山広葉樹林地帯に ま と まつた分布を有するほか, 

ごく 局部的に は 低山 スギ林地帯に も認め られる。

PD型土ﾡはヒバ林下は勿論スギ,ブナ林下においても語められ, その生成は樹種,林相等生物因子 と 

の関係 より も,むしろ海抜髙,地形,推試様式, 母材料等の位置ならびに土地因子に影響される領向が強 

いよう に思われる。

PDm 型土罪は相対的に最も多く, PnI, Ppn 型土壤は清せた尾根筋 または その 肩部に分布 し面積的に 

は狭小で, この両型の生成には土度の堆積様式の粗な こ とが最も強く影響しているようである。

PW型土ﾡの分布は, この地帯ではきわめて局部的である。岩瀬経営区の田代岳 (海抜高1,177w), な 

らびに七日市経営区の竜ヶ森 (海抜高 1,048m) の頂上付近の平坦な いし緩斜地形に,PwI 型土ﾡがあ 

らわっれるにすぎない。これに価伴してPwn, Pg 型士壌もあらわれるが,面根的にはきわめて僅少で,土 

壤図上に特に図示しうる程度にはいたらない。

黒色土すなわも B/ 型土頭は, 仁創, 羽根山を除く 各経営区に局所的ではあるがあらわれている。主と 

して火山灰を母材料とする丘ﾡ地の車原に出現し, 若い人工林下の も のは褪色過程にある も のが多い。

現在の と こ ろ量色問M刷の深後。構造,水湿状態等に よ り 乾性の BI. 湿性の Bハ の 2 型に類別 して 

いる が,ス ギ人工林の不成績地には本型の機色型 と認め られ る も のが多い。

明らかに火山灰を母材とするもの,あるいは低山地帯より平野への推移部の洪積台地等の草原地带にあ 

らわれ,火山灰の影善がそれほど明瞭でないもの,火山氏を町村と しないが偏湿のため著しく 黒色の濃い 

局所的な ものなど,種類も多いように思っれるので検討を進めている。

赤ホ色士 (R型士開) はこ の地带ではいま までのと= ろ明瞭なものは認め られないが. 山形猟下の低山品 

陸地では館明なものを認めている。これ らは現在の気候条件下に生成されたものであるかどう かまだ疑
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問が多く, 化石赤色土と して考える方がむしろ妥当の よう に思われるo

当地方こおいて最い普面にあらわれ,また施楽上面要な補色森林土ﾡ群について各土ﾡ基理型のﾡ別特

徴を求示 すれ式第6表のとおりてある

以下各型の 代表的土罪断面について特徴を説明 すること にす る

B. 各種土壌の特徴

この調査において分頭 し た土壌型は林業拭験場網「土班型の説明― な らびに 「林野土璞調査報告第 1 

号」にょ り原則的に行い,当地方の立地的特性を考慮  して さら;こ若干の土提を類別追加 した.

I 褐色森林土墳群

1 Ba 型土ﾡ (乾性褐色森林土 傾斜地型)

Ba型土雄は,主として日照および風衝の影響を強く受ける南,西向の斜面上部にあらわれる傾向があ

って,急傾斜の尖った尾根筋  にその典型的な も のが認め られ る -

ヨ

褒
&

西

科
^

ゆ

中

诟

後

国

題 

窓9

融

不安定な地形に あ らわれ る ため ・ A。 雇は全体 としてあま 

り厚くないこと が多い。一般に海綿状の粗孔隙に とむFM, 

あるいは F-H 画の発達は良好であるが,H 層の形成はそ 

れほど顕者ではない。A Mは灰黒色を呈し,一般に背くて 

H一A Miの形態を とるこ と が多い B R と の境界はかな り明 

瞭である ANならびにB用のか、なり深くまでﾡﾡな粒状 

情進が発達 し,外生苗根に よ る灰自 色の菌糸踊 あ る いは苗 

糸の集合が認め られる。

・般に A. B 両層共菌糸の分布あ るいは乾燥に よ り 色調が 

淡く灰色を帯びたよ う な感を与える。

細根は A 府内に密に分布する傾向がある。

Profile No. 1 (仁ﾡ一1) BA 型土ﾡ

位置: 4林班は小班。林相： スギ天然生林。地形： 業 

筋急斜地。 傾斜: 36°e 方向： S。標高: 230m。母岩： 

砂岩。

土ﾡ岡断面

L ス ギその他広葉樹の落葉落枝疎に堆

積。

第8図 Ba 型土壤の 層断面図

Fig. 8 Schematic presentation 
of the Ba-soil profile.

F 約2C 細状でやや密に地積。きわめて乾燥。

H 約 0.5c Clove Brown。granular。 。細根多数。

A 約8c" Snuff Brown 腐植に富む。石ﾡ乏し。ﾡ質ﾡ士。軟〜悪 乾 loose granular

根系分布多数。(A。)一B. 柏 との境界は潮。

(As一P, 約 20刖 Antique Brown ﾡ植に富む。石礫乏し ﾡ土。loose granular。頗る鬆。乾。 

根系分布やや多数 B 層 と の境界漸。

B. 約 30c, Clay Color 腐怖乏し。石礫含む。ﾡ土。師る懸。乾。根系少数 C,ﾡとの度
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第9図 BA型土ﾡ
Fig. 9 BA-soil (Profile 1)

界判3

C Clay Color。砂岩のやや風化した

もの,な お石ﾡの大部分は指mで 

圧砕 し 得る程度に風化 したもの

植 生

優高木階 スギ (va). ブナ (o)

従高木階 ミズナラ (r), ヤマモミジ (r)

低木階 クロモジ(a), アオキ(a), ブナ(o), サ 

サ (o), オオカメノキ (r)

草本階 クロモジ (f), ゴンゼッ (r), ヤマモミジ 

(r), ハイイスガヤ (r)

地表階その他 ダチッボス ミ レ (a), ミ ヤカンスゲ 

(f), チゴュリ (o), ニガキ (o)

ス ギ天然生林 で ある が 成長は不良で, ブ, ヤマ モミ 

ジ, ミズナラ等を混交している

腐植はやや深く まで滲透 し推移は漸変的であるが, 

な粒状構造が明瞭である。外生菌根は多いが苗糸網打の形 

成はすこぶる弱い。

) 土 LoOsegranular 経 キ= 苗根散見 •根系分布頗る 多数。C1パとの 

境氏は明。

C, Pinkish Buff, 腐植乏し。石弾高む (角弾)。ﾡ究罪土。Granular。唸： 乾〜潤,

根系分布少。

C 砂岩岡。

怖 生

優高木階 スギ(o), プナ (r)

従高木階 ナラ (r)

低 木階 マンサク (a), リョウブ(a), ヤマモ ミ ジ f)

草 本 階 ナッ ハゼ (f), マンサク (f)

地表階 イワウチワ(a), ミヤマカンスゲ(f

スギ天然生林は疎開し, 成長は頗る不良で,平均林令215年付近で最高樹高 18mである。

天然生林であるが, 林冠の疎開のため,土度は乾燥し,粗鬆な粒状構造と小堅果状構造が発達する,全 

般的に淡色を呈する,

外生曹棋は発 し,苗糸網間の発速は部分的であるが明瞭である。

Profile No. 3 (沖田面-1) BA 型土ﾡ

位置: 9林班い小延。林用: スギ人工林 地形: 峯近い急斜地-傾斜： 38°。方向: SE。標高: 

220m。母岩： 砂岩。

Profile No. 2 (羽根山一1) BA 型土ﾡ

位置: 30林班い小班 林相: ギ天然生林っ 池形:

率筋急斜風衝地形。傾斜： 40 方向： SE。標高: 220

上期断

L 約 3c ス ギその他広葉樹の落葉疎に堆積：

F 約 3ci 疎細片～椎肥大細根頗る多数。

H( A) 約1cm Sepias granularo

B, 約 25cm Tawny-Olive。ﾡ怖富む。石隣合

第 10 図 BA 型土ﾡ
Fig. 10 BA-soil (Profile 2)

m。母岩： 砂岩,砂質頁岩。

土ﾡ岡断面

L 約 2cm スギ, ブナ,ナラ等の落葉比較的密に 

推試。すこぶる乾。

F, 約1 cn やや細片状で密に堆積。ﾡ

f2 約 2cm 細片状で物。ﾡ。

II 約 0.5cm Loose granular〜granular で密であ

るがあまり顕著でない。細根多数。

A-m 約14 cm Hair Brown。崎怖富む。石ﾡ乏し。 

植土。Loose granular~mutty ﾡ。 

終 H別直Tに部分的にSmoke Gray 

の きわめて乾燥 してい る菌糸利が発達 

してい る,根系分布多数。Bﾡとの境 

界明。

B 約35cm Clay Color。ﾡ権合む。石礫富む (角

む。植土。小 nutty〜loose granu- 

iar。ﾡるﾡ。乾。首根苗糸散見。

根系分布多数 B. 届 と の境界ﾡ

Ba 約55c Clay Color。腐植含む。石礫富む。 

ﾡ士。上部に granulare 懸。戦。 

根系分布比較的多数。C, N と の境 

界漸変的。

C Buckthorn Browns ﾡﾡ乏し。石

隣合む。砂土。載。総～潤。

M 生

優商高木階 スギ gー 植栽木一,プナ (r) 

従高木階 スギ(o), ハ、ウチワカエデ(o), ゴンゼッ(r)

H-(A)

B

第 11 図 BA型土 ﾡ

Fig. 11 BA-soil (Profile 3

低木階 オオカ*キ(O),ハウチワカエデ(O), クロモジ(o), スギ(r)
草本階 エゾユズリハ(a), ミヤマカンスゲ(a), ハイイスガヤ(r), ミズナラ(r), タチッボミ
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レ(r), アオキ(r), ヤブコウジ(r), ツルシキミ (r), イタヤカエデ(vr), ウワミズザ Profile No. 5 (岩ﾡ一1) Ba 型土ﾡ

クラ (vr), ガマズミ (vr), ワラビ (vr), デゴニリ (vr)

スギ人工林下の土曜である スギの成長は不良なため現況は侵入広葉樹 と の混変林を呈する スギ中央木 

は胸商直径 16c,掛高 11m ではなはだ成長不良: 有機物の分解ﾡ入ともに不良で,Aﾡの発述は弱く, 

灰黒色の H-A 屈となる。B層上部には小堅果状柄造を形成している Profile No. 1 と 対象的である

Profile No.4 (七日市-1) B 型土ﾡ

位置: 58林班ろ小班 林相: スギノ、工林である が生育不良でアカマッ林一 地形： と筋傾斜地 傾

斜： 35 方向： WNWe 母岩： 灰岩

第12図 BA型土 ﾡ

Fig. 12 BA-soil (Profile 4)

土ﾡ留断面

L 約 2cm

Fi 約 2cm

ナラ,アカマツの落葉。

やや緊つた感じ。ﾡ。

F: 約 2cn フエル ト状で きわめて乾。

H 約0.2cm Bone Brown 茵糸のためスポンジ状で

乾。

A-m 約 10 cm Dresden Brown〜Drab。ﾡ植富む。石 

ﾡ含む。ﾡ質ﾡ士 loose granular. 頗 

る懸～義。乾 菌根菌糸散見。根系分布 

多数 B,ﾡとの境界明。

Bi 約 35cm Clay Color 腐植含む 石際含む。ﾡ 

土 granular 懸〜戦。潤。菌根菌糸散

見。根系多数。 B。ﾡとの度界判。

Bs 約 20cm2 Cinnamon-Buff 腐怖乏し。石礫富む.

ﾡ士。granular 戦。消。ﾡ根菌糸散

見。根系やや多数。

C, 石ﾡ土。頗る堅。

ﾡ 生

優高木階 アカマツ (va)

従高木階 アカマツ(f), コナラ(o), スギ(r)一植栽木一

低木階 マンサク(a),スギ(o), コナラ(o), ムラサキヤシォッツジ(o),イスツゲ(o),アオ

キ (o), ホ ッッジ (o), ヤマウルシ (r),ササ (工), エゾユズリハ (r)

草本階 ワラビ(r), ミヤマアキノキリンソウ(r

地表階その他 ツルリンドウ (vr), ツルアリドウシ (o), シシガシラ (r

スギの人工林であるが, 現況はアカマッ林であるため, アカマツ林下の土ﾡとみなし得る。 ギの成長 

はきわめて不良で樹高 2～3mz のものが点生する程度で,天然のアカツが侵入優勢を示している。アカ 

マツは 40～50 年生で樹高約 20m 前後, 直径は 20～30c, で枝下も高く,樹幹は直通である。

土壤はすこ ぶる乾燥 し,菌糸多く,H, A-m 層を通じ灰白色を帯び すこぶる粗度な粒状構造 (粉状) 

が特徴である。

位置: 3林班い小延 林相： スギ人工林であるがアカマツ,ナラが優勢。地形: 峯近い急斜地。傾

斜: 38 方向:E 母岩: 建質頁岩 

土請W断面

L 約 2c アカマッ, ンサク, リョウ ブ等の落葉 

やや密に堆限

F 約2cm 細片状で密に堆横。乾。

H 約 0.5c VandykeBrown,。loosegranular。乾。

A-m 約 4cm Hair Brown〜Smoke Gray 苗糸網岡

A 約J15c Benz。 Brown〜Drab ﾡ械富む。石ﾡ

富む(小角礫)。ﾡ費頭士。loosegranu- 

lar。ほとんど粉末 顧る懸。乾。ﾡ根 

苗糸多 し 細根多数 BNとの境界やや 

判。

B 約40cm Cinnamon〜Sayal Brown 腐植含む。

石礫頗る 富む。ﾡ士。granular 送： 

乾 苗糸散見。根糸分布やや多数。C刷 

と の境界は判。

C, 石ﾡ (角際) (前i士)。

権 生

第 13 図 B 型土ﾡ

Fig. 13 B.\-soil (Profile 5)

優高木階 アカマツ (0)

従高木階 コラ (f), スギ(○)一怖装木一

低木階 ンサク(va), ホ ッッジ (va), ックバネウッギ(va), ナラ(a), リョウブ(f), ミヤ 

マガマズ ミ (f), スギ(o), ヤマウルシ (r)

草本階 リョウブ(o), アク シバ (o), ナッハゼ (o), イヌッゲ(o)

地表階 シシガ シラ (o), ナルコュ リ (o), ナッハぜ(o), ンサク (o), ツルア リドウシ (r)

スギ植: 故木の成長 きわめて悪く,アカーッ・ ナラが侵スして優勢を示している 菌糸網層が明瞭に形成 

されている- その下部は特に乾燥するため,粉状に近い粗鬆な細粒状構造が発達 してい る。H屈とAﾡの 

発達状況が対象的で,A. B 層の推移は明瞭であるc

Profile No. 6 (下長木一1) BA 型土ﾡ

位間:46林班ろ小班。林相: スギ人工林。地形： 栄近い急斜面。傾斜： 38。方向： SW。標 

高： 420m。 母岩: 凝灰岩。

土罪ﾡ断面

L 約1c. ミズナラ,アカマツの落葉落枝疎に堆積。

F 約 2 c ﾡ糸が発達。毛根多。

A-m 約15cHairBrowm。_概ﾡ高む。石隊合む。ﾡﾡ躍土。loosegranular。顧るﾡ～場。漏。 

乳孔脈海締状。弱い菌糸網層。根系の分布中。B,Mとの境界判。
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第14図 BA型土 ﾡ

Fig. 14 Ba-soil (Profile 6)

Bi 約 4C Buffy Brown 商ﾡ含む 石礫含む 

罪士。granular 戦 潤 菌糸散見。 

根系分布中。 B:ﾡとのﾡ界判

B: 約 50cm Tawny-Olive ﾡ械含む 石際富む

ﾡ質量士。座～〜ﾡる堅 潤 苗糸散見 

根系分布中。石礫または根に沿って孔隙 

を認む。 C.ﾡとの境界明。

C, 快植乏し。石礫頗る富む 石際士。頗る

堅。乾〜潤。

ﾡ 生

優高木階 アカーッ(a), ミズナラ(0) 

従高木階 スギ(a), ミズナラ (o 

低木階 ミズナラ(a),ヤマモミジ(f),クロモジ(f. 

ササ (f), マンサク (o)

その他 (ツル) サル トリイバラ (0)

ス ギの不成続ﾡ林地で, アカマツが 侵ス しやや良好な 成長 

を示す。ミズナラも点生している。

細片状 密。乾。約 1c

Fs 約 1 cm

H-(A) 約 3cm

B, 約 25c

45 C1

細片状,やや潤。

granular。やや潤 細根多数。

Raw Umber 腐植含む,石ﾡ乏し。

植土 nutty。堅。潤 根系分布やや 

多数。B:Mとの境界高。

Tawny-Olive 腐植含む、石ﾡ乏し。

ﾡ土。堅。消。根系少数。C層i と の 

境界判。

C, Clay Color。石隣含む。埴土。ﾡる

堅。潤。根系稀。石ﾡは頁岩。

怖 生

優高木階 スギ(va)

従商高木階 スギ (r)

低木階 ノリウッギ(a),マンサク(a),アキキ(a),イ タ ヤ カ エデ (f), ケロモジ (f), ヤマモミジ
(f), サ (f), オオカメノキ(f), ヤマウル

第16図 BI型土ﾡ

Fig. 16 Bp-soil (Profile 7)

F層は発達するが H 修はほとんど欠除してい る。A屈 (A-m 層) および B 付上部には細粒状構造が シ (r)
発達しているが, 両層の推移は明ﾡである。

苗糸の集合は認め られるが苗糸網層の形成は弱い。

草 本 階 ミヤマカンスゲ (r), アオキ (r), ノリウ ツギ(r), ハイイヌガヤ (r), ヤマモ ミ ジ (r)

地式階その他 ゴトウズル (r), ミヤマイタチシダ(r), チゴユ リ (r), タチッボスミレ(r)

第15図 BB 型土ﾡの層断面区

Fig. 15 Schematic presentation 
of the BB-soil profile.

2) Bb 型土ﾡ (乾性褐色森林土一緩斜地型)

鈍頂の丸い尾根,台地の周辺部または B、型土ﾡの下部斜 

面に現われる。BA 型土ﾡの出現する地形より級傾斜である 

場合が普通である ・ 斜面形では凸形の上昇斜面に多い。

■傾斜の比較的安定した ところにあらわれるので, F, H 

例 とも発達する傾向があつて,厚い A。ﾡが形成されやすい。 

黒褐色の薄い A 罔を ともなう。A,B 国の境界は明瞭で, 

A 画は粒状または小塊状構造が発達 し,B 層上部には堅果 

状,塊状の構造が形成 される。外生苗根に は富むが菌糸網利 

は普通認められない。

Profile No. 7 (仁鮒一2) Bp 型土量

位置： 81 林班ろ小班。林相： スギ天然生林。地形: 斜 

面上部。 傾斜: 20°。 方向: NW。 標高: 180m。母 

岩： 頁岩。

土ﾡ岡断面

L 約3cm スギ,イタヤ カエデ,アオ キ等の落葉 

密にﾡ積。乾。

F 画はすこぶる発達するが,A 層はほとんど認め られず H-(A) 画の形態を とつている。

こ の地帯の粘質な定證士では しば しば このよう な土壌を見 う けけ るが,本土ﾡは A 層の発達の弱い類

型のうちでも特に顕者なものである。

Profile No. 8 (仁ﾡ一3) BB 型土ﾡ

位置: 75林班は小ﾡ。林相： 伐跡地。地形： 中腹台地状斜面。 傾斜: 16°。方向： NWe 標 

商: 120m。母岩： 頁岩。

土ﾡ層断面

L 約 2cm

F 約 1 cm

H ・ 約 2cm

At 約 13cm

As-BI 約 25 cm

B. 約 25cm

スギ・ササの落葉密に地試。乾。

細片〜粉状で密に堆置。乾。

Clove Brown。granular。乾。細根多数。

Clove Browns 腐植に富む。石隊乏し。ﾡ士。nutty〜granular. 堅。戦。根系多 

数。ALBi層との境界漸。

Snuff Brown。腐植含む。石議乏し。a土。弱 nutty。堅,乾。根系少数。B。岡 

との境界判。

Tawny-Olive。璃 植乏し,石際含む。埴質壤土。堅。潤。根系少数。C,闇との境

界判。

C. Cinnamon. 商植乏し。石隣含む。植質ﾡ士。堅。潤。根系稀。
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ﾡ 生

低木階 ササ(va), クサギ(a), モミジイチゴ(a), 

エゴノキ(f), タラノキ(f), クマヤナギ(f) 

草本階 アオキ (a), タマブキ (r), ミ ゾシダ (r), イ 

タチシダ(r), ジュウモンジシダ(r)

Profile No. 7 に比し A層の発述した土ﾡである。

Brofile No. 10 (仁ﾡ-5) Bn 型土ﾡ
位置: 64林班に小班。林相： スギ人工林。地形:

ﾡ近い斜面。傾斜: 25°。方向： NW。標商: 140m

Profile No.11 (仁ﾡ-S) BD 型土ﾡ

位置t: 31林輩ほ小班。林田: スギ天然生林。地形： 斜面中部。

高： 200m 母岩: 凝灰岩

傾斜: 34°。方向: NWc 標

第17図 BI;型土 ﾡ

Fig. 17 Bn-soil(Profile 8)

母岩： 砂岩。

土ﾡ岡断面

L 約2cm スギ・ササ・クロモジなどの落葉疎に

ﾡ積。

F 約1 cm 細片～粉状。寄にﾡ積。ﾡ。

H 約 2cm Clove Brown。 granular。 密。乾。

細根多数。

A 約 18cm Prout's Brown 腐植富む 石隣含

むe 砂質ﾡ士。granularl 野っ戦- 根 

系やや多数。B畑 と の境界判。

B 約45c Clay Color ﾡ械乏し。石際含む。砂 

質ﾡ士。軟〜堅. 乾 根系やや多数 

G層との境界判。

C, Yellow Ocher。 石際す こぶる富む ,

砂土。堅。潤。根系稀。•

石際は大部分砂岩で ・ 稀に頁岩を混ず る崩積型で あ る o
植 生

第18図 Bl 型 土
Fig.18 BB-soil (Profile 10)

優高木階 スギ(a)-植栽木一,クリ (O), ヤマモミジ 

(o)

従高木階 スギ(o)

低木階 ダ=ウッギ(a),ササ(a),クロモジ(f), 
キブシ(f), オオカメノキ(f), ヤマザクラ 

(f), サンショウ (r), ウワミズザクラ (r)

草本階 ササ (a), アォキ (o), クロモジ (o), オオ 

カメノキ (o)

地表階その他 シシガシラ (r), ミヤマ カン スゲ (r)

不成績な スギ人工林下の 土ﾡである。 Bn 型の 土ﾡ (崩積土) と しては 標式的な 国断面を 示してい

る

土ﾡパ断面

L 約0.5 c スギ・イスシダの 落葉疎に進試。

F 約 0.5c 細片状でやや潤,殆ん ど点在す る ﾡ度。

II 約 0.5cm crumb. 消。

A 約 25cm Olive-Brown ﾡ航面む 石隣含む 価 

質塊土 granular〜小blocky 堅 消。 

視示少数。C,屈との境界は明

C, Tawny-Olive. ﾡ怖乏し。石離すこぶ

る 富む。ﾡ士。ﾡ。総。提系稀。

布礫は角を も った蝶質凝灰岩で あ る0

怖 生

優高木階 スギ(va)

低木階 ノリウッギ(a), クサギ(f. ウワミズザクラ 

(f), クロモジ(f), ヤマモミジ (f), ニワト 

= (o), キブシ (r),ササ (r), トチ (r)

草 本階 イス シダ(f), ノリ ウ ッギ(o), イイ* ガヤ 

(r), タマブキ(r), アオキ(0), ミゾシグ(0)

地表階その他 ミヤマカンスゲ(f),ゴトウズル(o)
岩石型土壌で,ス ギ天然木が疎立 している。

第19図 B型土ﾡ

Fig.19 Bn-soil(Profile 11)

Aﾡ内の構造はﾡ乱のため不明ﾡで粒状のものと境状のものが混変し,乾燥により形成される柳遣との

区別が判然と しない。

Profile No. 15 (沖田面-3) BB 型土ﾡ

位置: 36林延い小延。林田: スギ人工林。 地形: 傾斜地上部。傾斜： 25°。 方向： NW。 標 

商: 350m。母岩: 砂質頁岩。

土ﾡN面

L 約 2 " スギ・ナラ・カエデ等の落葉落枝ﾡにﾡ。

F 約1.5cm 細片状, やや戦。

H 約 1.5 训 Bister。granularo 菌糸散見。細根多数.

A, 約20cm RawUmber。「tナ。 い, ,
台lど。日し。ﾡ土。中〜小 nutty, 下部では loose granular。

軟。%。白色苗糸散見。根系多数,A。層への推移は漸変的。

A 約17c Antique Brewn. ﾡMartr- 石隣乏し。ﾡ質土。Ioose granular。乾。軟〜後。 

根系やや多数。B, 層 との境界漸。

B, 約30en RwSienm〜Cinnamon. 腐植富む。石礫含む(砂質頁岩風化物)。植土。massive。

消。堅。ﾡ系少数。 B 層 との境界は漸。
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第20図 BB型土ﾡ

Fig. 20 Bi;-soil (Profile 15)

B: Raw Siennas

植 生

優商木階 ス ギ (a)-植栽木ー ・クリ(f). ミネカエデ(o). 

ミズナラ (o)

低木階 イタヤカエデ(f), オオカメノキ(f, ミヤマガ 

ズ:(f, リョウブ(f), ササ(f), アォキ 

(f), コミネカエデ(f), センノキ(o), ミズナ 

ラ (o), エゴノキ (o), アオダモ (o), コマユミ 

(o), ナッハゼ(o), ハクウンボク (o), ノリウ 

ッギ (r)

草本階 シシガシラ (f, アマド=P (o), ミヤマイタチ 

シダ (o), ミ ヤマカンスゲ (o), イスッゲ (o), 

ダチツボスミレ(o), チゴュリ (o)

地衣階その他 ツルアリドウシ(f), ゴトウズル(f),イワ 

ガラミ (f), ツタウルシ(o), ヤマブドウ 

(o), ノブドウ (o), ツル リンド ウ (o), ウ 

シ プド ウ (r)

植 生

優商木階 ブナ (a, ミズナラ (a). スギ(r, アカシデ(vr)

従商木階 ブナ (a), ミズナラ (a), ハ ウチワ カエデ(f), アオダモ (r), ホホ (r)

低木階 クロモジ(f), ミズナラ(f), ブナ(f), ハウチワカエデ(f), ササ(f), オオカメノキ 

(r), コミネカ エデ (r)

T本階 ササ(f, コミネカエデ(f), クロモジ(f), ミズナラ(f), オキ(o), シシガシラ(o), 

アオダモ (r), スギ(r), ッルシキミ (r)

ブナは大部分が径 20c内外の中径木で, スギの稚樹を散見する。

低山地帯の広葉樹林下の土罪である。F, Hﾡはやや発達するが, Aﾡの形成はくﾡﾡ土系の Br型 

と しての特徴がス、られる。

ProfileNo.17 (七日市-3) B1型土ﾡ

位置: 83林班い小班。林相: スギ人工林。 地形: 斜面上部。

200m, 母岩: 凝灰岩。

土ﾡW断面

傾斜: 37°。方向： NE。標高:

Fi

約 3cm

約 1.5 Ciit

ス ギその他広葉樹の落葉やや密に積。

ﾡ質系の土ﾡであるが, 有機物のﾡ近はやや良好で, 推移もやや高空的であるが, A層上部は堅果状, 

下部は粒状構造を呈し,H 層の発達は乾性土度 と しての特徴を示す。 II

約 

約 

約

1 Ciil

1 Cii?

1 C12

堆肥状,やや F・層 と 混じて いる。

Blackish Brown (1)。loose granular。

Profile No. 16 (七日市--2) BB 型土ﾡ

第21図 BD型土 ﾡ
Fig. 21 BB-soil (Profile 16)

位置: 124林班ろ小班。林相: ブナ・ ミズナラを主とす

る広葉樹林。地形: 斜面上部。 傾斜: 32。方向： Se

標高: 430m, 母岩： 凝灰岩。

土ﾡﾡ断面

L 約3c プナ•ミズナラその他の広葉樹の落葉。

F 約 2cn 細片状。乾。

H 約 1 cm Clove Brown。granular。 湿。菌糸散

見。

A 約 3on Buffy Brown。 ﾡ械富む。石際含む。 

摘質景士。nutty。敷。乾。苗糸散見。 

根系少数。 B,ﾡとの境界判。

B, 約 25cm Tawny-Olive。腐械含む。石ﾡ富む。

ﾡ士。granular。敢。乾。根系多数。

B:層との境界ﾡ。

B* 約30c Clay Color。腐植乏し。石礫すこぶる富む。

ﾡ質士。blocky。堅。潤。

c, 石礫土。(ﾡ灰岩)。

A 約 15 cm

B 約 50 cm

細根多数。

Olive-Brown。ﾡﾡすこぶるﾡむ。石ﾡ 

含む。ﾡ土。nutty。堅。消。ﾡ糸認む。 

根系多数。 B,届とのﾡ界明。

Buckthorn Brown。腐植含む。石ﾡ含 

む。 質躍士。 granular。堅。潤。菌 

糸認む。根系多数。 B。屈との擬界判。 

Buckthorn Brown。 ﾡ橋乏し。石礫富 

む。摘質ﾡ土。massive。堅。消。根系 

多数。

植 生

優高木階 

従高木階 

低木階

草本階

スギ (f)一ﾡ栽木一, ミズナラ (o), イタヤカエデ (r)
"ウチフカエデ (f), ミズナラ Cf), スギ(f), アズキナシ (0), ホホ (o), コブシ (r) 

アオキ (a), ハウチワカエデ (f), クロモジ (f), エゾニズリハ (f), ササ(o), ムラサキ 

シキブ (o), ハイイヌガヤ (r)

シキミ (f), アオキ(f), オシダ(o), チゴュリ (o), タチッボスミレ(o), イタチシダ 

(r), ヤブコウジ (r)

地表階その他 イワ ガラミ (o), ギョウジャノミズ(r)
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スギの成長は不良でナラが相当硬入 している (明治 44 年 植,直径 12Ci, ﾡ商 111)s

不良なスギ人工林下の土ﾡである。 F層の発達はいちじるしいが, Hﾡiはそれほどでもない。A 付はう 

すく, その構造は 堅果状 あるいは小塊状で,上部には弱い粒状構造が形成されている 推移も明ﾡであ 

る。埴質系の Bp型土罪の特徴を有する。

Profile No. 19 (岩瀬-2) Bn 型土ﾡ

位置: 3林ﾡい小班。 林相: スギ人工林。 地形: 斜面上部級斜地,傾斜： 4°s 方向： N。標 

高： 300m。母岩: 凝灰岩。

Profile No. 18 (七日市一4) BB 型土ﾡ

位置: 58林班ろ小ﾡ。林相: ギ人工林であるがアカツ混入。地形： 斜面中部 傾斜: 40

方向: SW。標高: 200m 母岩: ﾡ質凝灰岩。

土ﾡ岡断面

L 約 2 cm スギ •アカマツ •ナ ラ等の落葉

F, 約1.5cい、まだに原形をとどめている。苗糸が無状 

になつている。

F. 約1.5c細片状 細根多数 菌糸を混ずる。

H 約 1 cm Clove Brown loose granular 菌糸を

第23図 BB型 土 ﾡ

Fig. 23 Bu-soil (Profile 18)

混ずる。

A 約12c Dresden Brown 腐植すこぶる富む。石 

隣乏し。ﾡ質ﾡ士。nutty. ﾡ。消。菌 

糸含む。根系多数： B,超との境界判。

Bi 約 21 c Buckthorn Brown 腐植富む. 石ﾡ含む。 

士。nutty〜granular。ﾡ ﾡ。根系や 

や多数。層上部に集積 と思われる赤褐色部 

が見 られ る。 B: 届 と の境界ﾡ。

B: Warm Buff〜Buckthorn Brown。ﾡﾡ含

む。石礫すこぶる富む。埴質度土。軟。潤。 

根系少数。

土ﾡパi版画i

L 約1 cn スギ・アカ ッの落葉藩枝密に増試。ﾡ。

F 約2on ﾡ試密で細片状 やや乾燥。

II ポリ 2cm Vandyke Browne loose granular 〜 

granularo

A 約25cm Mummy Brown_ 腐植すこぶる富む。石 

ﾡ乏し、埴質壤土。nutty。軟。ﾡ。部分 

的に 白色苗糸多量に分布。摂示多数。A 

H上部は特に根系の分布が多く, 細根網 

所を形成し程度に乾燥し,細粒状構造で 

すこぶる懸。Bi - との境界明。

B, 約50c Buckthorn Browno 腐植含む,石ﾡ乏 

し。ﾡ土。nutty〜granulars 懸。潤。 

根系やや少数。ユ•との境界は漸。

Bs 約40c Raw Siennas ﾡ械乏し。石隊乏し。埴 

ﾡﾡ士。granular ﾡ 消。根系稀,C, 

対との境界は明。

第24図 BD型土ﾡ

Fig. 24 Bn-soil (Profile 19)

C RawSiennas 小礫および石英砂iこ富む。砂質度土。

植 生 .

ﾡ 生

優高木階 スギ (f - 怖栽木ー・ アカマッ (o)

従高木階 コナラ (o), スギ (o), ウチワカエデ (o)

優商木階 スギ(a)-植栽木一,アカマツ ⑺

従高木階 スギ(r)

低木階 クロモジ(o),ホッツジ(o),ヤマウルシ(r), リョウブ(r)

草 本階 クロモジ (o), マンサク (r), コーュ ミ (r), イ ヌ ッゲ (r), エゾユズ リ ハ (r)

地 表 階 ナル コュ リ (f), シシガシラ (f), イスッゲ (o)
その他 フジ (r)

低木階 スギ(f), ホ ッッジ (f), オオカメノキ (o), コナラ (o), クロモジ (o), マンサク (o),

エゾユズリハ (o), アオキ (o), ササ (r), ックバネ ウッギ (r), コマユ ミ (r)

草本階 シシガシラ(o), ミヤマアキノキリンソウ(r)

地表階その他 ミヤマカンスゲ(o), ツルアリドウシ(O), タチッボスミレ(r)

斜面の上下を通じスギ人工林であるが,下部はスギが, 上部は天然アカマッが優勢で, その推移部に位 

置する。

A暦の堅果状韓造は比較的明瞭でその下部からB層にわたりアカマッ林下に特有な粒状構造が発逹す 

る ・般に粒団の集合は弱くﾡ懸である。A→Bﾡの推移は明ﾡで菌糸は局部的に群状をなす。アカマツ 

と 砂質母材の粗鬆な堆積 と の影響を認め る 土ﾡである。

B"型土ﾡにおける中ﾡなものの代表的層断面を呈す。A 層は比較的発達するが,F. H層における有 

関物の帰積, ならびに構造,推移状態等 Bb 型土壌の特徴がよくあらわれている。

Profile No. 20 (下長木一2) Bn 型土ﾡ

位置:47林班は小ﾡ。林相： ヒノキ・スギ人工林。地形： 突出せる斜面上部,傾斜： 35 % 方 

向： E。 標高: 260。母岩: 緑色凝灰岩。

土購町断面

L 0.5 cw スギ・ヒノキの 落葉にﾡ積。

F 約3 c 堆肥状に堆横。

H 約 1.5～2c granular を呈す。菌根を認む。
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第 25 図 BB 型土ﾡ

Fig. 25 BB-soil (Profile 20)

A 約 22 Cm 01 i ve-Brown J 腐植す こぶる aiむr 石

陰含む。ﾡ士。nutty ﾡ。ﾡ。根系 

分布多数。B屈との境界ﾡ。

B 約55c IsabellaColor。瞬怖i含む。石隣価rむ。 

亜埴質型土,blocky。軟。潤。根系 

分布少なし。g 届 との境界潮。

C. Tawny-Oliveo ﾡ怖乏し。石弾すこぶ

る富む。 質ﾡ士。blockey。堅。消。

植 生

優高木階 ヒノキ(a), スギ(f)

低木階 ササ (f), クロモジ (f), アオキ (f), マンサク 

(o), キブシ (o), ムラサキシキブ(r)

草本階 ミヤマカンスゲ(f),ササ(f), シシガシラ(o), 

ミヤマイ タチシダ (o)

ヒノキ, スギ人工林下の土ﾡである。

F, H 届が比較的厚 く発達し, A Mの堅果状構造も 比較的明 

ﾡである。ヒノキの成長は,当地方としては比較的良好である

C 丸味を有する小礫の礫土。

怖 生

優商高木階 キ(a)

従高木階 ミズナラ(f),スギ(0)

低木階 ミ ズナラ (a),ササ (o)

草本階 チゴニリ (f), ワラビ(o), ヤマニリ (r), *スビトハギ(r), カヤ(r)

その他 ナッ ヅタ

Bn 型士ﾡであるが, A 府は全体的に灰黒色を帯び,特に下部にはB 型土壊の黒色がま だ褪色しき ら 

な いため斑状;こ残って いる。

A,層との境界部にはﾡ色の大山砂ﾡiがやや帯状に認め られるが,土里と混和するため不明瞭である.

十和田. 八甲田火山灰を受けたBIa) 型土城が森林下において褪色しつつある もの と思われる。この人 

工林の成立前に 広葉樹林を経過 していること は判明 してい る。

Profile No. 22 下長木-4) BB 型土ﾡ-(B/(d))

位置: 21林班い小班 林相: ニセアカシア人工林,ササ密生。地形： 鈍頂の案に近い上部斜面,

傾斜: 10 方向： E。標高： 410m。母岩： 凝灰岩。

土壌層断面

が,スギは劣等である。
約 4ci ササ落獎皮厚く密に堆战>

F 約6cm 細片状で比較的潤。ササ毛根発し部分

Profile No. 21 (下長木一3) BB 型土ﾡ-(Bl(d)) 的に白色苗糸を散見する

位置: 35林班に小班。林相: スギ人工林。地形： 峯筋に近い緩斜部。傾斜： 6°。 方向： So

第26図 BB型土ﾡ

Fig. 26 BB-soil (Profile 21)

標高： 300m。母岩： 緑色灰岩。

土ﾡ岡断面

L 1～1.5cナラ・スギの落葉。乾。

F 約2on 細片状。菌糸散見。

H 約 0.5cmloose granular〜granular。 部分的には 

欠除。

A 約 20cm Blackish Brown〜Chaetura Black0 ﾡ 

ﾡす こ ぶる富む。石礫乏 し。ﾡ士。nutty。 

軟。部分的に懸。ﾡ。ﾡ系多。 B,との 

境界明。

Bi Sayal Brown〜Snuff Browno ﾡ植価

む。ﾡ士。小 nutty〜小 granular。堅。部 

分的にナ こsる 堅。潤。根系多。A層との 

境界部には火山砂が帯状に狭在する。B 

との境界判。

Bs Ochraceous-Puff。腐植乏し。/J' granu-

lar0 軟～堅。潤。Cとのﾡ界明。

Fe-H約5c2 BoneBrown。 水湿に富む,ササ地下茎 

が脈絡発達 してい る (根網岡)。

A 約 14cm Clove Brown。ﾡﾡ富む。石ﾡ乏し。摘 

質罪士。nutty。湿。根系多数。墨。B 

店との境界明。

B 約 20 c Buffy Brown。腐植含む。石礫 (浮石 

片) 含む。砂質ﾡ士。堅。戦。ﾡ系小数 

(白色火山灰層にわずか腐植が混入した

もの)。A' との境界判。

A' 約 20cm Prout's Brown〜Mummy Brown。 ﾡ 

植富む。石礫乏し。ﾡ土。軟〜堅。湿。 

根系小数 (Bょ り 多数)。B との境界明。

B' 約40cm Tawny-Olive。腐植含む。石礫含む。 

ﾡ士。W～堅。湿。提系小数。

権 生 ササ密生

40

50

70

- 80

90

100

60

F.-H

B

B'

第27図 BI型土ﾡ

Fig. 27 BB-soil (Profile 22)

天然生林下で褪色 したBI 型土ﾡにササ生地の影響の加わっつた複雑な土ﾡである。 ス ギ天然生林の煙害 

(小坂鉱山)伐跡地にﾡﾡした=セアカシアの生育は不良で疎立し,ササの密生地と化している。

土度は 十和田,八甲田火山群の影響を受けた BI型土ﾡが森林下でﾡ色したものと思われ, 自色火山灰
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層とその下部につづ く 火山砂層を挟有, その直下には A'層を ともなう 推試土ﾡである。

F, H 刷な らびに A 層上部には物生したササの地下業が根網状に厚 く 肝絡する。

A 層上部には堅果状ないし小境状の構造が認め られるが弱い。

3) BBGw) 型土ﾡ (乾性褐色森林土一亜型)

BB(w) 型土躍は BB 型土ﾡの亜型でそれよ り も湿性側; こ傾いた と思われる ものである

CMS 層所面の成層状態は B型土墨に近いものが多いが. 形態あ 

るいは構造等が Bl： 型土ﾡよ り もやや湿つた特徴:を示す傾向が 

ある。すなわちF, Hﾡはやや発達し, したがって A。R比 

教的厚 くなり がちで, A船iの分化発述も それほ ど強 くなく, 各 

明の推移状態も かな り判然と し,おおむね Bn 型土ﾡに準ずる 

が,A刷における堅果状構道等ﾡ輝型の特徴が比較的弱く, そ 

れらの構造も ごく表罔部にかぎ られる傾向があつて, 下部は塊 

状または Massive になるこ とが多い。

外生菌根, 菌糸は散見す る が, 菌糸締ﾡを形成す ることはほ

とんどない。

普通 Bb 型土ﾡの 下部に随伴して分布す る こと が多い。

Profile No.24 (仁ﾡ一3) BB(W) 型土ﾡ

位置: 37林班に小班。林相: スギ天然生林。 地形: 

地状斜面中部。

傾斜: 20°。方

第 28 図 BB(w)型土ﾡの層断面区

Fig. 28 Schematic presentation 
of the BB(w)-soil profile.

向： S。

240mo

頁岩。

L

標高:

母岩:

土壌層断面

約 2 Cmz

F 約 2 cm

H-A 約 5 Cm

スギ ・ キブシの落葉密。 

堆肥状〜細片状。やや物。 

Clove Brown。 granularo 

数。 A-B,層との境界明。

潤o 根系多

A-B! 約 12 cm Snuff BrOWn。 ﾡ植含むe 

拡土。blocky。堅。潤。

石際乏し。

苗糸散見。

b2 約 57 Cm

根系少数。 B:層との境界明。

Buckthorn Brown。腐植乏し。石際

乏し。植土。massive。堅。潤。根系

L

H-A

A-BI

台

c

C1
少数。 CI層との境界判。

Antimony Yellow。石礫含む。植土。

すこぶる堅。

Uioo
第29図 Bnow)型土ﾡ

Fig. 29 BB(w)-soil (Profile 24)

植 生

優5木階 ギ(va), トチ(r)

従商高木階 ・テ (r. スギ(r)

低木階 キブシ(a),ササ(f),ヤグワ(o),ウワミズザクラ(o),ハクウンボク(r), クロモジ 

(r, キダモ (r), エゴノキ (r). トチ (r)

草 本階 アオキ(f), オシバ (f), イスシバ(o), ヤマドリゼシマイ (o). キブシ (r) 

地求階その他 ミゾシダ(a), ミヤマカシスゲ(f), オキバキスミレ(o), ゴトウズル(o), ミヤマイ 

ダチシダ (r) .

丘ﾡ地形に多いﾡ密粘な定試士ﾡである ・ この土期は スギ天然生林下;  こ生成 された もので A。岡特に 

H-A W は発達し A ﾡiは. A-B,ﾡ状で比較的淡色であるが nutty の形成はー認め難く blocky である。

Profile No. 26 (沖田面-4) BBGw) 型土ﾡ

位M:43林延い小班。 林相: スギ天然生林。地形： 経営区界の柔筋緩斜地。 領斜: 15°。 方向: 

WNw 標商5: 320。 母岩: 頁岩。

土ﾡ岡断面

L 約2cn スギ •プナの 落葉疎に堆積。

F 約2cn 細片状。密。

H 約 0.5cm Clove Brown。 granular。細根多数。

A 約2cm Mummy Brown。商怖土。石ﾡ乏し。

埴土 blocky-crumb 堅。ﾡ。根系 

やや多数。B,ﾡとの境界明。

B, 約50cITawny-Olive。ﾡ植宿む。石隣含む 埴 

質罪士。massive。堅。品。苗糸認む。

- 根系多数。Ba 層 と の境界海。

B. Cinnamon-Buffe 腐植含む。石ﾡ価む。

植質ﾡ士。すこぶる堅。

M 生

優高木階 スギ(a)

従高木階 ケヤ(f), ブナ (o), ハクウンボク (o), ミ 

ズナラ (r)

低木階 リョウブ(a), オオカメノキ(f), アオキ(f), 

エゾズリハ (f), イスツゲ(f), ノリウッギ

第30図 BBGW) 型土ﾡ

Fig. 30 BB(w)-soil (Profile 26)

(o), イタヤカエデ(o), ゴンゼツ (o), ク

Pモジ (o),ヤモミジ(o), コミネカエデ(o),サーサ(o),ハウチワカニデ(o), クサギ

• (r, アタシバ(r, アズキシ(r). アオダモ(Q, ウシコマシ(r, ニーノキ(r,ミ 

ヤマガマズミ (r)

草本階 シシガシラ(1),ミヤマカンスダ(a),ヤマッみッ(f). :ーアキノキリンッッ(f). ・ 

ルマユリ(r), ヒメシヤガ (r), ゼンマイ (r), ックバネッッ (r)

地表階その他 チゴユリ (f), タテッボスミレ(f. ッルアリドウシ(f). ゴト ゥズル(り,イワガラ 

ミ (f), ツル リンドウ (0), マッブサ (r)o



- 46 - 林野土ﾡ調査報告 第7号 秋田スギ林地帯の土ﾡ (茨木 ・ 栗田 ・ 虹ヒ川・ 伊素 ・ 鈴木 ・ 伊藤) - 47 ー

丘陵地形の安定した級斜定積土にあらわっれ,出羽丘陸地帯には比較的多い。 標商高: 300m。母岩: 頁岩。

堅密な埴質土翳こ生成 される。 土ﾡ層断面

Ao層は発達述するが, H層は比較的ﾡい。岡械の侵入は停滞するためAﾡはﾡいのが音通であるっ 上部 L 約2 cm ス ギ・アカマ ツの落葉落枝密に進試。乾。

の堅果状構造はすこぶる弱く, 塊状ないし団粒状で下部は直ちに massive である F 約 1～2c やや細片状で潤。

Profile No. 28 (七日市-5) Bij(w)型土ﾡ H 約 0.5cm Mummy Brown〜Burnt Umbere

位置: 87林班い小班。林相： スギ人工林。地形： 鑑; こ近い傾斜地,傾斜: 35 方向： SW
A 約 20cm標高: 200m。母岩： 頁岩。

第31図 BB(W) 型土ﾡ

Fig. 31 BE(w)-soil (Profile 28)

土壌断断面

L 約1cm スギ・ミズナ ラの落葉疎に進試

F. 約1cn 菌糸を散見する。

Fs 約 1 cm 細片状。品。

H 約 0.5cm Clove Brown granular 細根多数

A 約 33cm Saccardo's Umber ﾡ怖富む 石ﾡ乏 

し。ﾡ質ﾡ士。blocky 敬。乾。菌糸を 

認む。根系多数。層下部に帯状に暗赤部 

(Olive-Brown があ り,2 段崩積に よ る 

ものと考えられる。B層との境界判。

B 約22c Buckthorn Brown ﾡ怖乏し 石礫含む。 

質ﾡ士。blocky 軟 潤 根系やや多 

数。 C.闇との境界明。

C, Cinnamon-Buff 石課土 石礫の周囲は

赤色 (Mars Orange) を帯びている。

植 生

優高木階 スギ(f)一簡栽木一, ミズナラ(o), アカマツ 

(r)

B 約45 cm

Ba 約 25 Cm

granular。 潤。

Cinnamon-Brown, ﾡ植に富む。石費 

乏し。ﾡ質ﾡ士。nutty。堅。ﾡ。根 

系多数。AM上部には蘭根,直糸が散 

見される。 B,岡とのﾡ界判。

Buckthorn Brown〜Dresden Brown。 

橘橋乏し。石礫乏し。埴土。massive0 

載。潤。根系少数。B:層との境界判。 

Mars Orange： 石陰含む (頁岩)。埴 

土。堅。潤。根系稀。 C,屈との境界 

判。

砂岩層。

第32図 BB(W)型土ﾡ

Fig. 32 Br(w)-soil (Profile 29)

権 生

優高木階 スギ(va一怖栽木一, アカーッ (o)

従高木階 スギ(r), コナラ (r)

低木階 ヤマウルシ (r), ホッジジジ (r), コナラ (r), クロモジ (r), マンサク (r), エゾニズリハ 

)

草本階 コマュ ミ (r), マユミ (r), ックバネウッギ(r), トリアシショウー (r)

地表階 シシガシラ(0),ナルコユリ(o), ミヤカンスゲ(r)

低木,荒本階は比較的疎生。

従高木階 スギ(f), ミズナラ(f), ウフミズザクラ(r)

低木階 クロモジ(f), ミヤマガマズミ (f), アオキ(f), ササ(f), エゾズリハ(L.f), キブシ 

(o),、イイスガャ(o),、ウチワカエデ(o),モミジイチゴ(o), ウショロシ(r), アワ

プキ (r)草本階 タチッボスミレ (f), クロモジ (f), ャブレガサ (o), ミヤマ アキノキリン ソウ (o), ミ ヤ
マカンスゲ(o), シシガシラ (r)

地表階その他 ゴトウズル(o), サルトリ イバラ (o)

埴質な土壤であるが胡積搔乱のため,H 層はきわめて薄く Aﾡは比較的厚い。崩植移動のため A 層下 

部は暗色が強い。ﾡ行土の安定後, 相当期間を経過したものと思われる。A 層の構造は崩積圧砕の影響が 

強く判然としない。

Profile No. 29 (岩瀬3) PBCW) 型土ﾡ

位置: 3林ﾡい小班。林相： スギ人工林。地形： 斜面上部の緩斜地。傾斜： 8 方向： SEC

有機物の 分解は 比較的良好で滲入 も 比較的深いが,nutty 形成は A 届の ごく 上部にかぎられ直ちこ 

massive になる。構進型の弱いﾡﾡ士である。

Profile No. 31 (岩一5) BB(w) 型土壇

位置: 3林班い小ﾡ。林相: スギ人工林。地形： 斜面上部。傾斜： 15°。方向： Nw. 標高: 

250m。母岩： 緑色凝灰岩。

土曜岡断面

L 約2c. スギ,一部ナラ落葉。

F 約1.5c細状。

H 約 0.5cm Clove Browne granular。湿。

A, 約 10 cn Mummy Brown. 腐植富む。石離合む。顔士。mutty。軟。潤。普糸放見。ﾡ系多 

数。部分的に網状を呈す。A:層との境界は高。

A。 約15c Olive Browne ﾡ情富む。石礫含む。植質ﾡ士。massive。堅。消。摂系多数。p,周
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第33図 BBCW) 型土ﾡ 

Fig. 33 Bp(w)-soil(Profile 31)

との境界明。

B, 約 55cm Ochraceous-Tawny ﾡ怖乏し 石ﾡ乏 

し。質型士。温。ﾡ系分布中 B:Wi 

との境界ﾡ。

B: Raw Sienna. ﾡ土。堅。

植 生

優高木商 スギ(Va一怖載木一,アカマッ(r)

従商木商 スギ(f)
低木階 クロモジ(f, ホッッジ(f), コマユミ (f), コ 

ナラ (f,ササ cf, フジ (f), エーノキ (r), 

リョウブ (r)

Profile No. 29 と同様, ﾡ質罪土の土量である。安定堅密な 

ため, ATB 層の推移は明瞭で,構造形成はごく 上部にかぎら 

れ, その 堅果状根造 も 判然 としない。

Profile No. 32 (下長木一5) BB(w)~Bl)(d)型土掘 

位置: 47林班は小班。林相： スギ人工林。地形： 斜面

中部。 傾斜: 30°。方向： E。 標高: 220m 母岩: 緑 

色凝灰岩

ﾡ 生

優高木階 スギ(va)

低木階 キブシ(a), アオキ(a), ハイイスガヤ(f), サワアジサイ(f), トチ(o), ニワト= 

(o). ノ リウッギ (o), ミズキ (o), ホホ (o), クイチョ (o), ラサキシキブ (r)

本階 ミゾシダ(a), オシダ(a), ミヤマイタチシダ(f), ミヤカンスゲ(f), モミジガサ 

(0), フキ (r)

その他 イワガラミ (f), ゴト ウズル (f)

スギ造林木の生育はやや良好で 植生 も Bn 型にスられる種類より やや湿潤型に傾いており,生育も良

いo
F,HMi+発達述するが,有機物のﾡ入は比較的良好でややﾡ空的である AM の構造は nutty〜blocky 

で構造の形成は BE 型土ﾡよ りも一般に弱い

Profile No. 33 (上長木一1) Bl(w)型土ﾡ (Bl)

位置: 44林延ろ小班。林相： スギ人工林。地形:

400m。 母岩: 緑色凝灰岩

斜面中部 傾斜： 34°。方向： NWo標高:

第34図 PB(W) 型土ﾡ

Fig. 34 Ejj(w)-soil (Profile 32)

土墨層断面

L 1～2cm スギの落葉粗に堆被

F, 1～2 cm やや湿つ た感じを与 え細片状,

F. 約1cm 分解過程の破砕された腐朽針葉(挽肉状)。

H 約 2 cm Bone Brown〜Clove Brown。 granularo

帯状に明瞭に存在する。

A, 約10 cm Fuscous。ﾡ械富む。石隣乏し。摘質ﾡ 

土。nutty。鬆。範。苗根菌糸散見。根 

系細根す こ ぶる 多数。As ﾡ と の 境界判

A: 約16cm Cinnamon-Brown。属械富む。石ﾡ含む。 

ﾡ士。nutty〜小 blocky, 懸。潤。根系 

多数。 B,刷との境界判。

B, 約 30cm Amber Brown。腐植含む。石礫含む。 

ﾡ士。massive。散。湿。根系多数。B.

層との境界判,

P: 約 40cm Sudan Brown ﾡ橋含む。石礫富む。

ﾡ土。blocky (B, よ り 大)。堅。湿。根

土ﾡ町川面

L 納 2cw ササの 落葉疎に堆積。

F ほとんど認めず。

H 約 1 cm Clove Brown granulare 少の鉱物 

質土ﾡを混入。

A 約 16cm Mummy BrOWn。ﾡﾡ富む。石際乏し。 

罪士。nuttye 載。湿。根系多数。B,岡 

と の境界判。科 下部に レ ン ズ状の VwHi 

がある (Isabella Color)。

B1 約12c Saccardo,s Umber。 ﾡ怖む。石ﾡ乏 

し、眇質壌土： massive 軟 消。根系 

多数。B. 層 との境界明。

Bョ 約18c2 Clay Color。 根含む。石際乏し。ﾡ

土。massive。懸。潤。根系分布中。

Ba 約 30cm Pinkish Buff〜Clay Color 石礫富む-

ﾡ躍士。堅。C. ﾡ と の境界明。

C, 石礫土。
第35図 BBG) 型土量

Fig. 35 BB(w)-soil (Profile 33)

系散在。C!層との境界明。

Cl Antimony Yellow。ﾡ植乏し。凝灰岩の 角礫土。すこぶる堅。湿。

植 生

優高木階 プナ (r)

従高木階 ブナ (r, スギ (r)

低木階 ササ (va), スギ(4),ミズナラ (f, ノリウッギ(f), クeモッ (o), コナラ (r)

草本階 ッルシ中ミ (f, アキキ(f, イスッゲ(o), ミヤマイタチシダ(0), スギ(r), ヒメモチ

(r), シシガシラ (r), ミヤマ カン スゲ (r), ハイ イヌ ガヤ (r)
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BB 型土ﾡの Profile No. 22 と同形の土ﾡであるが, スギ人工林下にササが少し仕入する程度である

ためササ生地のような地下茎の影響はみられない

自色火山灰層 (Vw) の局部的な斑状部を狭在する地積土罪で, BI型のﾡ色したものと思われる

4) BD(d)型土ﾡ (弱乾性一適潤性褐色森林土)

Bpca) 型土量は, BD 型土壌の亜型でそれより も 乾性に傾いた と 思われる形態特徴を示 すものである。

有機物の分解滲透が比較的良好で あ るため, F,Hﾡはさほ どの発速を示 さ ず ・ 比教的下ﾡ ま で腐植の 

混スがあつて, A, B両州の推移もﾡ疫的であるが, A層およびB』には中度ないし弱度の粒状あるいは 

堅果状構造がみられ,F と きにはH 層がやや発達する 土.があ る。この土扉は斜面の中腹部にあ ら 

われ,眇質の母材の影響の強い壌土系の土性のところにみられる場合が多い。

この便向は砂岩等を母材 とする砂曜土の地帯では, 一層顕 

著であって その場合は次の よう な形態的時徴を示すこ とが多 

い。すなわち, Bp型土ﾡの よ う に有機物の滲入はすこ ぶる良 

好順調で, F, H層の発達もほとんどみられずA層は良く 

発達していて, 概調的には Bp型土歴と差異を認め難いが, 

A層には堅果状ない、し小境状構造が形成され団粒の結合も比 

較的弱い。この土度は,斜面中腹にあらわれるほか,ときに 

下部にわたって出現する。

こ の両型はいずれ も 砂度士な い し扉土等当地方で は比較的 

砂質な系統の土性の ところにあ らわれ,いわば砂質型と考え 

られるものである。

これに対してﾡ土, 埴壌土等の粘質な系統にあ らわれる も 

のがある。一般に有機物の分解な らびに滲入が不良なため, 

Ao 届はやや発達し, A 層の腐植含量も 多 く 各層の推移も か 

なり判然とする傾向があつて断面形態的に弱い乾燥型の特徴 

が認め られるが, A 圏には中度ないし弱度の団粒状構造が発 

達し, 堅果状構造は認め られず構造においては Bd 型土ﾡの 

特徴を示す。この土壤は砂質系のものに比し, やや普通的な 

出現をみる。

Fig. 36 Schematic presentation 
of the BD(d)-soil profile

A 約J10c2 Olive-Browns 腐植富む。石ﾡ乏 

し- 弱い nutty〜blocksy 堅。 

潤,根系多数。御目認む。

(B,) とのﾡ界はﾡ。ﾡ土。

A.-(B,) 約 15cm. Buffy Browno 関怖宿む。石ﾡ 

合む。ﾡ質ﾡ士。blocky,. ﾡ。 

品。視系少数。B:畑との擬界高。

B. 約 20cm Tawny-Oliver 腐植 含む。石ﾡ 

富rむ。ﾡ質罪士。 massive。 堅。 

湿。根系少数。C,hとの境界海。

C, Buckthorn Brown。石ﾡすこぶる

富rむ。埴質扉土。石礫は砂質頁岩,

M 生

優高木階 スギ(a)

従高木階 プナ (a), ミズナラ (r). イ タヤカエデ (r) 

価木階 クロモジ(o), キプシ(0), キオカメノキ 

(o), ュミ (0), ガーマズミ (0), イタヤカ

第 37 図 BD(d)型土ﾡ

Fig. 37 Bd ⑼-soil (Profile 36)

エデ (r), プナ (r), ヤマモ ミ ジ (r), スギ(vr), ハウチワカエデ(vr), ウワミズザク

ラ (vr)

草 本 階 アオキ (a), ササ (o), クロモジ (o), ハイイヌガヤ (r), タチツボスミレ (r), オオカメ

ノキ (r), ヤマウルシ (vr), ミズナラ (Vr)

地衣階その他 ャブコウジ (o), ツタウルシ (vr)

級斜台地の j部の下部にあ らわれる傾向がある。

F,H岡の特別な発達はなく, 腐植の滲透良好で各屈の堆積も 判然と しないため断面形態は BD型土量

と 認め られるが, A 囲上部には弱い堅果状～塊状構造が形成 され,下部はやや弱いため,粗懸なﾡ積を感

ずる。Bci 型土壌ほど粗糧ではない。

これら BD(d)型土壌にはしばしば A 層上部に菌糸を散見する こ とがあるが, その分布は少ない。

スギ林木の成育はBb, Bd型土壤の中間に位するが,ややBd型土壌に準ずる場合が多い。

Profile No. 36 (沖田面一7) B])(d)型土量

位置: 7林班ろ小班。林相： スギ天然生林 (A種収穫試験地内)。地形： 斜面上部。傾斜： 30°。

方向: We 標高: 240m。母岩： 砂質頁岩。

土ﾡ図断面

L 約 3cm スギ・ ブナその他の落葉疎に堆積。

F 約 3 c 細片状。やや密。

H 約1.5cm Clove Brown。granular。湿。細根多数。

Profile No. 37 (沖田面一8) BD(d)型土ﾡ

位置: 9林班い小班。林相： スギ人工林。地形： 斜面中部。傾斜： 30°。方向： S。 標高: 

160m。 団岩: 砂質真岩。

土壤層断面

L 約1c スギ,その他の落葉落枝疎に堆積。

F 約 0. 5 cm 細状の も の ﾡにﾡ試。厚薄あ り ・

II 約 0.5cmz Clove Brown。 granularo

Ai 約 10cm Saccardo's Umber。ﾡ植富む。石際乏し。植質ﾡ士。nutty〜blockey。戦。潤。As 

暦との境界漸。

As 約30cm Tawny-Olive。腐価冨む。石踝乏し。埴質壊土。massive。軟。潤。B,暦との境界 

漸。
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Bi 約 40 cm Clay Color〜Cinnamon-Buffo 怖

乏し。石隣乏し 請士 座 潤。C,

画との境界判,

(B.)～C, Raw Sienna. ﾡh乏し 砂士 ﾡ

潤

怖 生

優高木階 スギ (a)-植栽木ー

従商木階 スギ (o)
低木階 マ=ミ (o), クロモジ (o),ササ (o), ハウ

チワカエデ(o), ムラサキシキブ(r), イタ

ヤカエデ(r, オオカメノキ (r), ミズナラ

(r), ヤマポウ シ (r), ウワミ ズザ ク ラ (r)

A: 約10cm Chaetura Black ﾡ怖富む。石ﾡ乏し。 質ﾡ士。blocisy〜massives 堅。温。根系

やや多数。 B, と の擬界判。

B, 約 55c Antique Brown 腐植含む' 石礫乏し、 埴質築士 型〜戦。深。ﾡ系少数。B: ﾡと 

の境界商。时上部に火山眇将が断続。

B. Buckthorn Brown 土。

植 生

優高木階 スギ(va)-植栽木一

従商木階 スギ (f)
紙木階 リョウブ(a), ヤマウルシ(o), ミギガマズミ (r)

草本階 シシガシラ (f)
ﾡ質型の Bp(a)型土量である。粘質のため腐植の滲入はやや不良で停滞するため推移はかな り 判然と 

しているが, A M上部; こは弱い団粒構造が形成 され,下部は massive を呈する。

第 38 図 BD(d)型 土 ﾡ

Fig.38 BD(d)-3Oil (Profile37)

草本階 ミヤマカンスゲ(a), アオキ(f), タチッボ 

スミレ(f), ゴトウズル(f), クロモジ(o). 

オオカメノキ (r, ハイイズ ガヤ (r), イ タ 

ヤカエデ (r, ミズナラ (r), フキ (r), ッ 

ノハシバミ (r), ハクウンボク (vr), モミ

Profile No. 41 (下長木一5) BD(d) 型土 (BI 系)

位置: 35林班。林相： スギ人工林。地形： 峯筋に近い凹地状台地。傾斜: 4。 方向: N 標 

高: 300m。母岩： •粒状玄武岩。

ジイチゴ (vr), ヤブコウジ (vr), クロカンバ (vr), エゾユズリハ (vr), ギョウジヤノ

ミ ズ (vr)

ﾡ植ﾡ透型の Bp(d) 型土ﾡで地形的には Bn型土ﾡの上部に随伴してあらわれる傾向がある

第 39 図 BD(d)型土壌

Fig. 39 Bi)(d)-soil (Profile 39)

F, H層, したがって Ao 届の特別な発達る な く ・ 有機物の 

滲入もす こぶる良好順調で A ﾡは深 く 分化発達し,A,→A。→- 

B 画の各国の推移は漸変的であるが, A,岡上部には弱い堅 

果状構造が,下部には塊状ないし印粒状構造が形成され,弱 

い上部乾燥が推定される。粒団の結合は比較的弱く,A屈上 

部には菌糸を散見する。

Profile No. 39 (岩瀬一6) Bp(a) 型土ﾡ

位置 : 3 林班い小班。林相: ス ギ人工林。地形: 斜面 

中部。 傾斜: 20°。 方向: NW。 標高: 250m。母岩： 

緑色凝灰岩。

士離層断面

L 約 2 c ス ギ落葉やや密に堆積。

F 約 2 c 堆肥状。やや乾。

F-H 約 0.5cm Clove Brown。 granular で点在。

At 約8c Mummy Brown。腐植頗る 富む。石礫 

乏し。ﾡ土。弱い crumb 軟。消。菌 

糸散見。根系多数。A。層 と の境界判。

土ﾡﾡ断価

L 約1.5c主としてスギ落葉他に少量のミズナラ・ 

=セアカ シアの落葉疎に堆植。

F 約1 an 細片状。

II 0.5～1c粒状。

A 約27c Blackish Brown (1)。 ﾡ植富む。石際 

乏 し。ﾡ質ﾡ士。非常に弱い nutty 懸。 

潤。根系分布少な し. B刷との境界部付 

近に火山砂,火山礫が散布。B,層との 

魔界明。

B, 約25c BuffyBrown〜ClayColor。商ﾡ含む。 

石礫乏し。ﾡ士。非常に弱い nutty 〜中 

blocky)堅。潤。根系ほとんどなし。 

Ba 届 と の境界。

B: 約20cn ClayColor。ﾡM乏し。石礫含む。ﾡ

土。堅。潤。5 屈 との境界判。

C, Ochraceous-Buff。石礫土(円小礫)。砂

土。

怖 生

第 40 図 Bld) 型土ﾡ

Fig. 40 Bn(d)-soil (Profile 41)

優高木階 スギ(a)

従高木階 スギ(o), =セアカシア(o)

低木階 ミズナラ(f), ノリウッギ(o), タニウッギ(o), クリ(r),ニセアカシア(r), ヤマモミ
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ジ (r),フジ (r)

草本階 モミジイチゴ(f), オカトラノオ(o), アォキ(r), ミズキ(r), ワラビ(r), ササ(r), 

オミナエシ(r, ヤマユリ (r), トリアシショウマ(r)

地表階その他 シシガシラ (f), ミヤマカンスゲ (f), トチバニンジン (r)

ツル植物 ゴトウズル(r)

ス ギの成長やや良好である。付近の状況か らスて =セアカシ アの植栽後ス ギのﾡ林を行った も の と考え 

られる。

染士型の Bpca) 型土壌である. A層は分化発達するが A→B, 画の推移は明瞭である。微弱な堅果状 

～団粒状構進が A 層に形成される。

水分の供給が円滑で,排水もよく,地下水,地表水が停滞し

微生物の生活環境が きわめて 良好な ため,F •や Hhiの 

特別な発達は認め られない。

したがつて,A。ﾡも薄いのが普通である。A 層は腐植に 

富み, その上部には多孔質膨軟な団粒状構造が発達 し,ﾡ械 

の下屈へのﾡ返が順調なため B層 と の境界は きわめて漸変的 

である。そのため,その区分は腐植の含有量または団粒形成 

の種度によ り行われる。Bﾡは特別の構ﾡを示さず明るいﾡ 

色を呈す る。いわゆる 溶脱作用は認め られない。

普通に出現す る地形や 環境か ら,また その形鵬的 特徴か 

ら,乾燥, 過湿いずれの特徴:も認めがたく,おおむね水湿状 

態が中幅で季節的変化も少なく,土壌の化学的性質も安定平 

御を 保つ状態に あるものと考え られ, 補色森林土の最 も 標準 

的なものと思われる。

Profile No.49 (仁鮒-17) BD 型土ﾡ

位置： 3林班は小班。林相： スギ天然生林。地形： 斜 

面中部。傾斜： 280 O 方向： N。 標高: 200m。 母岩: 

砂岩。

土ﾡ岡断面

5) BD 型土疑 (適潤性掃色森林土) 

斜面の 中腹部か、ら 下部にわたつて分布 し, 

ないよう な地形の と こ ろにあ らわれる。

第41図 BD 型土ﾡの層断面図 

Fig. 41 Schematic presentation 
of the BD-soil profile

L 約1cn. スギ,広葉樹の落葉疎に堆積。

F 約0.5c1細片状で,ほほとんど認められない程座。

H 約 1cm Clove Brown。.粒状。湿。

A 約 10c Clove Brown。腐植すこぶる富む。石際乏し。壌土。crumb。軟。湿。根系少数。A。 

層との境界判。

As 約 20c Prout's Brown。ﾡ怖富む。石隊含む。砂質ﾡ士。載。湿。損系少数。Bi 層 との境 

界明。crumb。

B, 約15cm Yellow Ocher ﾡ怖乏し 石ﾡ乏 

し。砂土。堅。温。根系稲 Ba-C・ 

との境界漸。

B.-C,約50cm AntimonyYellowe ﾡ怖乏し。石 

ﾡす こ ぶるばむ C 砂土座。湿e Ca と 

の境界明。

C3 Antimony Yellow。 砂岩。

石礫は頁岩 と 砂岩で軟化 してい る。(崩型間)。

植 生

優高木階 スギ(a)
従商木階 スギ (o). トチ (f), センノキ (0) 

価木階 ウワミズザクラ (a),ササ (f), ノリウッ 

キ (o), クロモジ (o), クサギ(o), トチ 

(o)
草本階 アオキ(a), リョウ メンシダ(a), ミゾシ 

ダ(a), モミジイチゴ(o), オシダ (o), 

ノリウ ッギ(r), カッラ (r)

地楽階その他 ゴトゥズル(f), ミヤマカンスゲ(O),

第42図 BD型土 ﾡ

Fig. 42 Bn-soil (Profile 49)

チゴユリ (r), タチジボスミレ (vr))

スギ成長良好。やや疎立 (スギ直径 34～72cm, 樹高 28～36m)。

比較的浅い砂岩に成立するス ギ天然生林下の土ﾡである。

腐植の滲透も順調で漸変するが,B 層 との境界は加被の 

影響で明ﾡである。A•層は砂質壤土のためきわめて膨軟 

な I 粒状構述が発達 している。

Profile No. 51 (仁鮒一k)BD 型土ﾡ

位置: 28林班ほ小班。林相： スギ人工林。地形： 

台地状中部。 傾斜： 14°。方向： WNW。母岩： 凝 

渋岩。

土喲惆面

L 約1cm. スギ落葉疎に堆積。

F 約2e 細片状で湿,細根多数。

H 約 0.5cmn Clove Brown。crumb。湿。細根

多数。

A-B, 約13c RawUmber。腐植富む。石礫乏し。

拡土。やや堅。湿〜潤。棋系多数。 

Ba層との境界ﾡ。 crumb。

B 約20C Tawnyolive。腐権合む。 石ﾡ乏 

し。植質ﾡ士。 massive。堅。根系

F, H層の特別な発達もなく, A層における

第43図 BD型土ﾡ 

Fig. 43 Bp-soil (Profile 51)
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やや多数。C 層との境界明。

C, Antimony Yellow。石礫すこぶる’温む 拡土。石礫はやや軟質の凝庆岩。

ﾡ 生

優高木階 スギ(va一怖載ホー

従高木階 スギ (r)

低木階 オオカメノキ (f), ンサク (f), ササ (f), クロモジ (f), キブシ (o), ミズナラ (r). 

ミネカエデ(r), クリ (vr), トチ(vr), ホホ(vr), ノリウッギ(vr)

草本階 オオカメノキ (a) ・ アォキ (o), ハイイスガヤ (o), ゼンイ (r), ミズナラ (r), ワラビ 

(r), トリアシショウマ(vr),ヤマドリゼンマイ (vr) ,シシガシラ vr)

地表階その他 ミヤマカンスゲ (o), ゴトウズル(o), チゴュリ (r, ダチッボスミレ(r. オオバキ 

スミレ (vr)

スギ成長やや不良。うつ閉度中 (直径 14～24cm, 樹高 12～17m)。

軟かい凝灰岩上に生成 された残積土で浅く 近粘なため,腐植の滲入はやや不良で,A 層の発途は弱い。 

また, 団粒構造の形成も比較的弱い H 層はやや発達するが膨軟粗粒状を呈する B Mは壁状を呈し堅 

い。

Profile No. 52 (仁館一20) Bd 型土ﾡ

位盤: 25林班と小班。林相: スギ天然生林 地形： 栄近い斜面。 領斜: 28°。 方向: Nw。 

母岩： 真岩。

ﾡ面

2cn スギ落葉疎に堆段

0.5cn 細片状。湿。細根多数。

1.5cm Clove Brown granular, 湿。細根多数。

18c RawUmber。 ﾡ植富む。石焼乏し,埴 

土。blocky-nutty, 戦。湿。根系多数。 

Bﾡとの境界ﾡ。

60cn ClayColor。腐怖乏し。石ﾡ含む。植土。 

ﾡi上部 blocky。敷。湿。視系少数。C畑 

との境界明。

Yellow Ocher。石礫すこぶる富む。埴土。

軟～堅。石礫は軟質の頁岩。

約

約

約

約

C)

約

O
0

植

第 44 図 BD型土壌

Fig. 44

優高木階 

低 木 階 

草 本 階

。ぐ

O
O 

。 D

BD-soil (Profile 52)

スギ(a)

クロモジ (a), ササ (a)

ミゾシダ (a), ハイイヌガヤ (a), アオキ (o), 

ナライシダ(o), モミジイチゴ(r), クロモジ

(r)

地表階その他 ミ ヤマ カンスゲ・(o)

スギ(直径 86～92cm, 樹高 38～45m)

Profile No. 53 (羽根山一5) Bd 型土ﾡ

位置: 26林班い小預。林相： スギ人工林。地形： 斜面脚部の緩斜地。傾斜: 15 方向： NE.

標75: 180m。 母岩: 砂質頁岩。

土ョ州版面

L 約1cn. スギの 落葉疎に堆積。

F 約 0.5c 細片状〜粉状,

H 約 0.2cw Blackish Brown (1)。粒状で点在する 

種度。細根多数。

A 約 28cm Cinnamon-Browns ﾡ怖富む。 石隣乏 

し。拡土。crumb。軟。湿。根系多数。 

B,屈との境界はﾡ。

B, 約 30 cm Dresden Browns ﾡ橋含む 石ﾡ含む。 

ﾡ質ﾡ士。戦〜墜。湿。根系少数。B. 

ﾡと の境界商。

Bo 約40c Antique Browns 腐怖乏し。石隣含む。 

ﾡ質ﾡ士。堅。湿。根系稀。C, ﾡとの 

境界はﾡ。

Ci Antique Brown。石礫すこぶる富む。埴

土。堅。

M 生

優高木階 ス ギ (va)一植載木一

従商木階 スギ(a)

低木階 アオキ(a), クロモジ(f),オオカメノキ(o) 

草本階 ミヤマ イタチシダ (o), ワラビ(r) 

地表階その他 ミヤマカンスゲ(o), ゴトウズル(o)

第45図 B型土 ﾡ

Fig. 45 Bn-soil (Profile 53)

斜面脚部の弱崩積土珮でスギ造林木の成長はおおむね良好である。有機物の分解は良好で, F, Hは 

ほほとんど認め られず。腐植の滲透は きわめて断変的である(土性は埴質系であるが崩積土のため良好な推 

移を示すものと思われる)。

山脚崩欣型土壌 としては代表的な層断面を示すものである。

Profile No. 55 (沖田面一9) Bn 型土ﾡ

位置: 45林ﾡろ小班 林相: スギ人工林。地形： 斜面脚部の平坦地(やや沢寄り： 標高： 200m 

土壊岡断面

L 約 1c スギ落葉落枝疎に堆積。

F 約 0.5cn 細状。部分的に 欠除す。

H 約 0.3cm Clove Brown。 粒状。

Ai 約27c Sepia： 腐植含む,石礫乏し. 埴質壤土,軟。潤,菌糸認む,根系多数 crumb.
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第46図 BD型土 ﾡ

Fig. 46 BD-soil (Profile 55)

As 岡 と の挟界。

As 約15c Snuff Brown 関械含む。石ﾡ 

乏し。ﾡ士。crumb 軟。湿。根 

系少数。(A3)-B,畑との境界判。

(A3)-B,約15c Sayal Brown. 展 植含む。石隣乏 

し。墨土。堅。根系稀。 B M と 

の境界海。

B3 Cinnamon-Buffo ﾡ質ﾡ土。す

こ s る堅。

植 生

優高木階 スギ(va)一怖載木一, クリ(r), ミズナ 

ラ (r), ヤマモミジ (o), キッネヤナギ 

(f), ノリウッギ(f), ウワミズザクラ 

(f, ゴンゼッ (o), ダ=ウッギ(o), イ 

タヤカエデ (o), アオダモ (o), エゴノキ 

(o), アオキ(o), コ=ミ (o),ササ(o), 

イスッゲ (o), ヤシ ヤプシ (r), ハクウン

ボク (o), ケヤキ (r), ナツハゼ (r, ヤマウルシ (r), ホホ (r)

草本階 カヤ(f),ワラビ(f),オカトラノオ(f),ヨモギ(f, ヒョドリバナ(f), ミヤマアキノ 

キリンソウ (f), ススビトハギ (f), ノ コンギク (f), フキ (f), ミ ヤマカンスゲ (f), シ 

シガシラ (f), チゴユリ (f), ヤナギタンポポ (o), ゼンマイ (o), アマドコロ (o), マル 

バキンレイカ (o), ダイコンソウ (o)

地表階その他 スミレサイシン(f), タチッボスミレ(f), ッタウルシ(f), イワガラミ (f), ゴトウ 

ズル (f), ツルリンドウ (f), クズ (f), マップサ (o), ギョウジヤノ ミズ(o)

度土質の膨軟な土壌で土忖はきわめて深い。

F, H 層の発達はほ とん どなく,有機物の滲透良好で,A ﾡは厚 く 発達する。

良好な団粒状構造が発達し, 各層位の推移はきわめてﾡ変的である。

このよう な土ﾡは, 当地方では比較的少ない。

スギ植栽木の成長は良好である。

Profile No. 57 (沖田面-11) Bd 型土ﾡ

位置: 50林班い小班。林相: スギ人工林。地形： 斜面中部 傾斜: 28°。 方向:NE。 標高: 

200m。母岩： 砂質項岩。

土ﾡ岡断面

L 約2c スギ落葉疎に椎積。

F 約 0.5cn 細片状。疎にﾡ積。

H 約 0.3cm Clove Brown。 crumb, 軟。潤。部分的に厚薄があ る。

A 約 12cm1 Raw Umber。腐植すこぶる冨む。石ﾡ富む。ﾡ土。crumb ﾡ。潤。根系中。As層と 

の境界市。

A: 約 15c Antique Brown 関怖御む 石ﾡ富む

ﾡ質ﾡ士、 crumb- 戦。湿。根系分布 

中。B, 物 との境界師,

BI 約15cm Cinnamon〜Antique Brown 腐植合 

む。石際富む。 質ﾡ士。massive。載 

～堅。 ﾡ系少数。 B:ﾡとの境界商。

B。 Cinnamon。腐 価含む。石ﾡ富む。ﾡ質

壤土。軟〜堅。ﾡ系少数。 B.屈との境 

界商。

B, Cinnamon。石礫すこぶる富•む。ﾡ質

土。堅。(弱崩型)。

植 生

優高木階 スギ(va))一ﾡ載木一, ブナ(r), ミズナラ(r) 

従高木階 スギ(f), オオカメノキ (r)

低木階 キオカメノキ(va), ノリウッギ(r), ハウチワ 

カェデ (vr), ウワミズザクラ (vr)
第47図 Bd 型 土壌

Fig.47 BD-soil (Profile 57)

草本階 アオキ(va), スミレサイ シン(a), マルバフュイチゴ(a), タチッボスミレ(a), オシダ

(f), クサギ(o), ホウチヤクソウ(O), ハイイスガヤ(o), リョウメンシダ(o), ホホ

(r), ヤマグワ (r), ジュウモンジシダ (r),サワアジサイ (r), クロモジ (r), フキ(r), 

ミネカエデ (vr), シシウド (VT)

地委階その他 イワガラミ (va), ツタウルシ (r), マタ 

ダ ビ(r)
Profile No. 53 と同じﾡ型の弱崩積士ﾡで, スギの成長 

は良好である。

Profile No. 59 (沖田面-13) Ed 型土ﾡ

位置: 41林班ろ小ﾡ。林相： スギ天然生林。地形: 斜 

面下部の緩斜地。傾斜： 15°。方向： W。標商: 220m。 

母岩：頁岩。

土ﾡ岡断面

L 約1 cm ス ギ落葉落枝疎に堆積。

F 約3 c 細片状。密。多湿。

H 約 1cm Blackish Brown (1)。 crumb。 多湿。

細根多数。

A 約 8 cm Hair Brown。腐植富む。石礫乏し。埴 

土。crumb。戦。湿。根系多数。B, ﾡ 

との境界判。

第48図 B)型土ﾡ

Fig.48 Bp-soil (Profile 59)
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B. 約 30cm Clay Colore 腐植含む。石際含む。地質築土,massive。戦～堅 i湿っ 根系分布中。

B: ﾡとの境界商。

B: 約40cm Buckthorn Brown。石ﾡ富む。植質ﾡ士。堅。湿。根系稀。C. ﾡiとの境界高。

C, Buckthorn Brown。石ﾡ宿む。ﾡ質士。

植 生

優高木階 スギ (va)

従高木階 スギ (a), ク り (r), トチ (r)

低木階 ノリウッギ (a), クロモジ (f, ハクウンボク (f), キブシ (f, オオカメノキ (f), ササ 

(f), ハイイスガヤ(f), アオキ(f), クサギ(f), ミズキ(f), ヤマウルシ(o), ウワ ミ 

ズザク ラ (o), ゴンゼッ (o), ヤマモ ミ ジ (o), エゴノキ (o), ウシコロシ (o), ミ ズナラ 

(r), モミジイチー(r, ヤマグワ (r), リョウブ(r), ヶヤキ(r)

草本階 ミゾシダ(a),シシガシラ(f),ガンクビソウ(f),ウワバミッウ(f), ヤプソテッ(f), 

ミヤマカンスゲ (f), トチバニンジン (o), ゼンマイ (o), ムシグサ (o), キンミズとキ 

(0), ミヤマイタチシダ(r),サルメンエビネ(o), ツクバネソウ(o)

地表階その他 タチッボスミレ(f, イワガラミ (f, マルバフユイチー(f), イスッゲ(o), オオバ 

コ(o), ツタウルシ(o), ヤマブドウ(o), ノブドウ(o), ツルリンドウ (o), ゴトウズル 

(o), マッブサ (r)

スギ天然生林下の埴質土度である。ﾡ質のため有機物の侵入は悪く, F, Hﾡはやや発達するが,H岡 

は粗'粒状を呈する。

A 国の団粒状構造は比較的弱 く , 下部は壁状 となる。

草本階 ヨモギ(a), メラノキ(f), モミジイチゴ(f), キブシ(f, ケヤキ(f),ハイイズガヤ 

(f, カヤ(f), クロモジ(fx, クサギ(f), フキ(f), オシダ(f), ジュウモンジシダ 

(f), アォキ (o), コマ= ミ (o), ウラジロイチゴ(o), デカッ (o), リョウメ ンシダ(o), 

ウ リハ、ダカエデ (o), ニワトコ(o), ミヤマイラクサ(o), ノコンギク(o), ヒメアザミ 

(o), 、ウチワカエデ (r), ハクウンボク (r), サンショウ (r), サワアジサイ (r), オト 

ギリ ソ ウ (r), センノキ (r)

地表階その他 ミ ヤカンスゲ (va), ダチッボス ミ レ (f), ス ミ レサイ シン (f), ゴト ウズル (f), 

イワガラミ (f), チヂミザサ (o), オオバ= (o), ノブドウ (o), ギョ ウジャノミ ズ(o), 

ヤマブドウ (o)

斜面下部の強い、前土歴である A。ﾡの発達はほとんど認められず, Aﾡの発述も良好であるが, そ 

の団粒状間池は独い崩の影響を受け提乱圧砕されてあま り明瞭とはいえない。強度の崩積のため,やや 

乾いた印象を受ける。

Profile No. 63 (七日市-10) BD 型土ﾡ (BI 型)

位置 : 105 林班い小班。 林相: ケヤキ, イタヤ カエデを主 とする 天然林。 地形 : 斜画中部設斜地。

傾斜： 10 方向： NW。標高: 180m。母岩: 真岩。

土垣層断面

約 2cm ヶヤキ, その他広葉ﾡの落葉。

F 約1c 細片状;こして 分解良好。

H 1～2c Clove Brown。粒状。湿。根系密に分

布。

ProfileNo.60 (七日市-7) BD型士ﾡ

位置： 48林班ろ小班。林相： スギ人工林(29 年改植)。

地形： 斜面下部急斜地。傾斜： 37°。方向： E 標高: 

230 m。母岩: 灰岩。

土ﾡ層断面

約 1 cm

F 約 1cm

スゲ ・ シグの枯葉疎に堆積。

断片状。疎にﾡ試。

Ai 約20cmバ Dark Olive。l怖すこぶる価むe 石際乏 

し。拡土。crumb。 軟。潤、 根系やや 

多。A2国との境界潮。

A。 約 25 c))i Olive-Brown-Dark Olive。 植宙む。 

石礫乏し。ﾡ士。やや massive。 敬。 

湿。BHとの境界問。

B Tawny Olive。ﾡ植含む。石ﾡ乏し。

H-A Clove Browno granular で A 周を混入。

層を形成せず認め う る程度。 ﾡ 生

A 約20cm Prout's Brown。ﾡﾡﾡむ。石際含む。ﾡ

土。crumb。 軟。潤。根系多数。B層と 

の境界判〜漸。

B 約90cm Tawny-Olive。ﾡ怖乏し。石礫すこぶる 

富む" 埴質度士。blocky。軟.,潤。根系や 

や多数。 C,ﾡとの境界明。

ﾡ土。massive 堅っ 湿。

優高木階 ヶヤキ (a), イタヤカエデ (f), クリ (f), ケ

ンポナシ (o)
従高木階 ヤモミジ (a),トチ (f), イ タヤカ エデ(0), 

、クウンボク (r)

第 50図 BD型土ﾡ

Fig. 50 BD-soil (Profile 63)

第 49 図 BD型土ﾡ

Fig. 49 BD-soil (Profile 60)

G Clay Color。 石ﾡ士 すこぶる堅,,

植 生

低木階 

草本階

アオキ(a),ハイイズ ガヤ (f),ササ (f), エゴ ノキ(o), マユミ (r)

アオキ (a), ジュウモンジシダ (f), オシダ(O), リョウメンシダ(r), サルメンエビネ

(r)
地表階 スミレサイシン (o), オオバキスミレ (o), イワガラミ (o), ゴト ウズル (o)
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天然生のケヤキ林下の黒い土ﾡである。ケヤキ林下にかぎつて出現する傾向があつて, 普通の草原など

でみ られ る B 型土ﾡ と は頑型を 興にす る よ う に思われ, む し ろ温性土ﾡ と の那関係が予選 される

F, HI層の特別の発達もなく, A ^ は.腐植; こす こぶる富み全体に黒ずんでいて上部; こは crumbが:発達

している。黒色の特徴を除いて考えれば,明らかに Bn 型土ﾡと認めうる形態特徴である。

Profile No. 67 (下長木一3) Bp 型土ﾡ 

位置: 60林班へ小ﾡ。 林相： スギ天然生林。

NE。 標高: 210m。 母岩: 石英田面岩

地形： 斜面上部の紋斜地: 傾斜: 10 方向:

土歴岡断面

L 約 1 cm スギおよびトチ, その他 広葉ﾡの 

落葉疎にﾡ試。

F 約1.5cm 湿調潤なﾡ肥状で比散的疎に進積。

H 約 3 cm Bone Brown crumb で状にﾡ 

積。ﾡﾡを認む。

A 約 16cm Sepia. ﾡ怖に富む〜ナ こ sる富 

む。石ﾡ乏し。型士。 crumb. 

鬆。湿。根系分布中。 Vw〜Ve 

ﾡとの境界明。

Vw〜Vs約 8c Snuff Brown。腐植含む。石 

(浮石)すこぶる富む。砂質ﾡ土。 

堅。根系なし 火山灰 と 火山砂の 

混合物岡, AJ 層 との境界明。

A' 約15 cm Brussels Brown ﾡﾡ富む。石 

際合む。ﾡ士。載。消。根系少な 

し。 A"層との境界判。

第51図 BD型土壌

Fig. 51 BD-soil (Profile 67)

Aa' 約 25 cm

A 約 25c. Mummy Brown。腐植含む。石際含む。ﾡ士。敷。消。B'層との境界明。

B' Raw Sienna〜Ochraceous-Orange。ﾡ植乏 し。石際富む。ﾡ土。大 blociky。堅。潤。

植 生

優高木階 ス ギ(a) , ト チ (o)

従高木階 ト チ (f), ウワミ ズザク ラ (f), ヤマモ ミ ジ (r), ハウチワ カエデ (r), アズキナシ (r)

低木階 オオカメノキ(a),クロモジ(a), ミズキ(a),アオキ(a),オシダ(a), トチ(a),サワ 

アジサイ (a), ウワミズザクラ(f), ヤマモミジ (o), ヒトツバカエデ(r), ムラサキシキ 

プ (r), ウシコロシ (r), ゴンゼッ (r), ハイ イヌ ガヤ (r)

草本階 ムカゴイラクサ(a), ミゾシダ(a), オシダ(f), ミヤマイラクサ(f), ッヤナシイノデ 

(f), ヒトツバカエデ(o), ミズキ(f), ツリフネソウ(r, タマブキ(r), スミレサイシ

ン(r), トチバニンジン(r), ミヤマカンスゲ(r), モミジイチゴ(r), ホウ チヤ クソ ウ 

(r), サワアジサイ (r, クルマバッウ (r), マタタビ (r), ビンボウカズラ (r), ッタウ

5 傾斜: 22°s 方向： SW。 快

第 52 図 BD型土ﾡ 
Fig. 52 BD-soil (Profile 68)

ルシ(r), ミヤマイタチシダ(r),ウワバミソウ(r), トリアシショウマ(r), ヤブキシ 

ヨウマ (r), チゴ= リ (r)

地表階その他 ッルア リドウシ (0), ムカゴイラクサ (r), ゴトウズル (f), イワガラミ (r) 

スキ天然生林［等地 A 種収穫試験地内で林内は比較的疎開 して,トチ・ ミズナラ, その他が点生して

いる。
自色火山灰 (Vw) 岡と火山砂 (Vs) 層が. 堆積時あるいはおそらく 堆積後,混合した と思われる w 

〜Vs用 を挟有す る 堆制土瑾で あ る ・

卜和田, 八甲田火山灰性県色土ﾡがスギ天然生林下でﾡ色したもの と思われるが,この土ﾡの生成機博 

については疑間がある。

ス ギ天然木の生育はかな り 良好で あ る C

Profile No. (上長木一2) Bn 型土ﾡ

位m: 55林ﾡに小班。林相： スギ天然生林。 地形:4 

商高: 380m。 母岩: 緑色凝灰岩。

土罪岡断面

L 約 2c スギ・ホホ・ カエデ等の落葉疎に堆微。

F 約 1c CloveBrown。 crumbe 湿。細根多数。

A 約15c, Fuscous。ﾡﾡすこぶる富む 石ﾡ乏し。

流土. crumb。軟。湿〜測。根系多数。B, 

周 と の境界明。

Bl 約12cmi Dresden Brown。腐植富む。石ﾡ含む。 

ﾡ質ﾡ士。 戦。湿～潤。 根系少数。 

massive。 層上部には Vw とVsとの 

混合物が 断続的に存在す る。B. Ni と の 

境界高。

Bn 約18 cm Antique Brown。商植含む。石礫含む。 

ﾡ士。massive。軟〜堅。消。根系少 

数。B 闷 との境界慚。

約40cn Antique Brown。石ﾡ富む。ﾡ土。堅。

湿〜潤。根系稀。C. ﾡ と の境界明。

C, 石礫すこぶる富む。ﾡ土。

石様は A ・ B. 岡は浮石がで B. 順以下では緑色凝灰岩である。

植生

優高木階 スギ (f)

従高木階 ホホ (o, ミズキ (0), ブナ (o)

低木階 クロモジ (a),ハウチワ カエデ (f), ホホ (r, ノッッ ッギ(r)

草本階 ササ (a), デオキ (f), ツヤナシイノデ(f),ハイイスガャ (o), ャマッテッ (o), ワラビ 

(o), ミヤマイタチシダ(o), スギ(r), フキ (r) ・
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地表階 ミヤマカンスゲ(f), ゴトウズル(O)

スギ成長良好 (直径 47～60cm, 樹高 31～35)

第 53 図 PE 型土度の層断面図 

Fig. 53 Schematic presentation 
of the BE-soil profile.

Profile No. 67 と同しﾡ型の土罪で, 崩積などのため 

VW〜 VS 届が斑状に挾在搔乱 されたものと 思われ る

6) BF型土ﾡ (弱湿性褐色森林土)

斜面の脚部の沢沿い に現われ る。このよ う な場所は述ﾡ 

等のいわゆる堆積地形を呈する場合が多いから,理学性は一 

我に良好で, 孔弥にみ, 膨軟な傾向を示しやすい。また水 

の移動とともに上方から可溶性塩類の供給を受けるので化学 

性も良好である。

森林にぼわれた広い台地の内部; こ も 出現す る

黒色脂肪状の膨軟粗粒の Hﾡが比教的発達す る が,そ の 

さ は乾性土度ほ ど厚 く はならない,

A 層は BD 型土度に比すれば潤沢な水分の 下降によ って か 

なり深く まで腐植に’温み,発達する傾向がある。Bﾡは無構 

造 (Massive) で,灰色を带びた褐色を呈し,やや冷暗な感 

じを与え, 微弱な還元色調を有する。各土网の推移はやや漸 

変的である。

ﾡ土 massive- 堅。品。根系少数。C,層との境界判。

C, 石ﾡ乏し。ﾡ土。

請 生

優高木階 スギ(va)

低木階 クロモジ(a, イタヤカエデ(r)

草 本階 アォキ (a), クロモジ (o), ニワト= (r), ノリウツギ (r)

地奏階その他 ミゾシバ(va), アオキ(a), ミヤカンスゲ(f), ゴトウズル(o). オオカメノキ(r)

スギ天然林に置われた中腹の凹地形にあらわれる植質系の定ﾡ土ﾡである。黒色脂肪状の H 層と灰補 

色の B層が特徴的である。スギ天然木の成長は優良である。

Profile No. 72 (仁ﾡ一24) Be 型土ﾡ

位置: 18林班い小ﾡ。林相： スギ人工林。地形： 斜面下部緩斜地。傾斜： 14°。方向： NE。

標間: 200m, 母岩： 漢灰岩。

土ﾡ層断面

L 約 30cmz スギ落葉疎に堆染。

F '約1c, 細片状。湿。細根多数。

H 約 2cm Bone Brown。 粒状。湿。細根多数。

A, 約15c Clove Brown 腐植すこぶる富む。石 

ﾡ乏し。拡土 crumb 発達。敢。湿。

Profile No. 70 (仁館一22) B 型土量

根系多数。B, ■との境界漸。

約 25ct Clove Brown。腐植富む。石ﾡ乏し。摘

位置: 6林班ほ小班。林相: スギ天然生林。地形:. 斜

面中部の凹所。傾斜: 20°。 方向: SE 標商: 240m 母 

岩： 頁岩。

土ﾡ岡断面

L 約1cn スギ落葉やや密に堆積。

F 約 2 cw 細片状やや疎に堆積。潤。

H 約 2 Clove Brown。 granular〜crumb。 湿。

細根多数。

第54図 BE 型土ﾡ

Fig. 54 BE-soil (Profile 70)

A1 約 20C2 Clove Browno ﾡ植直富む。石際乏し。摘 

土。crumb。載。多湿。根系多数。Aa- 

B, 屈 と の境界判。

As-B, 約 20c Snuff Brown。ﾡ植富む。石ﾡ乏し。摘 

土。crumb,軟〜堅。多湿。根系やや多 

数。B. 層 と の境界判。

B. 約45cmi Clay Color。腐植合む。石礫乏し。ﾡ質

・土 crumb やや発達。軟〜堅。湿. 根 

系多数。B層との境界明。

B 約 40cmn Sudan Brown, 岡植乏し。 植土。 

massivee 堅～軟。消。根系少数。C,届 

と の境界判。

C Sudan BrOWna 石際富む。埴土。石ﾡは

ﾡ化。

植 生
第55図 BE型土ﾡ

Fig. 55 BE-soil (Profile 72)優高木階 スギ (va)一植裁木一

低木階 ササ(o), ウリハずカエデ(r), ヤマグワ (r), クロモジ (r), ゴマ ミ (r)
草本階 ミ ゾシダ(a), アオキ (a), タマブキ (f), オシダ(f), ジュウモンジシダ(o), ヤマドリ 

ゼシマイ(0), ナルヨヨツ (o), ミヤマイラクサ(o),ルイョウボダン(o), ゼンマィ(r). 
ヒトリシズカ(r), トチバ=ニンジン(o)

地委階その他 ゴトウズル(f, ダテジポスミレ(o), ミヤマカンスデ(o), ツルニンジン(0), オオ 

バキ ミレ (o)

斜面下部の弱い崩積型のﾡ質土壌で, Crumbが発達している。スギ植栽木の成長はきわめて良好であ

るっ
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Profile No.75 (羽根山-3) BE 型土ﾡ

位置： 35林班ろ小班。林相： スギ天然生林。地形: 斜面中部級斜地。傾斜: 10 方向： SE,

標高: 220m。母岩： 砂質頁岩。

土ﾡ層断面

約2cm スギ落葉疎に堆積。

F 約1.5cm細片状。湿。

H 約j 2cm Blackish Brown (3)。 loose granularo 

湿。細視多数。

A 約 25 cn Mummy Brown。ﾡす こぶるむ。石ﾡ 

乏し。ﾡ土。crumb 〜 blocky。 やや敢。

多湿。根系少数。B. 層 と の境界明。

B, 約 35cn Prout's Brown ﾡ流含む。石諾含む。ﾡ 

土。massive。堅。湿。根系少数。Ba 層 と 

の境界判。

B. 約 35cm Cinnamon, 腐含む。石ﾡ含む。ﾡ土。 

massive。堅。根系稀. C,屈との境界ﾡ。

C, 石礫すこぶる富む。埴土。堅。石礫は砂

質頁岩。

B,層との境界ﾡ。

B, 約15cm SnuffBrown。ﾡ植値を含む。石ﾡ含む。 

ﾡ土。blocky。軟。湿。根系の分布中。 

B. 府との境印漸。

B2 約18c Sayal Brown。ﾡ植乏し。石際富む。ﾡ 

土。blocky。堅。潤。根系 の分布少な 

し。 C,ﾡとの境界商。

c, Cinnamon。腐植乏し,石礫頗る富む。

植 生

優高木階 スギ (va)一i流装木一

従高木階 ヶヤキ(f)
低木階 モ:ジイチー(3),ケヤキ(O), クャモジ(f), 

ムラサキシキブ(f), クサギ(f), エゴノキ 

(o).:ズ*(○),ヘウチワカエデ(r). ウワ 

ミズザクラ (r), イタヤカエデ(玲, ホホ(r), 

・サ (r)
草木階 sッシx(a). てキキ(f), ミヤーカンスゲ 

(f), タマプキ (f), ヒメアザミ (o), キシダ

第57図 BE型土ﾡ
Fig. 57 BE-soil (Profile 78)

(o), ッルシキミ (r), ゴンゼッ (r). オオ

第56図 BE型土ﾡ 

Fig- 56 BE-soil (Profile 75)
植 生 カニゴウモリ (r), サンショウ (r), クルバソウ (r), ハイイスガヤ (r), チゴニリ (r)

従高高木階 ト チ (r)

優高木階 スギ(a)

低木階 キブシ (f, ミズキ (f), ウワミズザクラ (f), リ ウッギ (o), クサギ(o), マユミ (r)

草本階 オシダ (f), ササ (o), ツャナシイノ デ (o), ジュ ウモンジシダ (o), アオキ (0), ハイ イ

スガヤ(r), リョウメンシダ(r)

地表階その他 ミ ゾシ(f), ゴトウズル (r)

地表階その他 イワガラミ (f, ゴトズケ(°,ノブドウ

ProrileNo.7s と同じﾡ型の土ﾡで, 弱い崩就の影響が認 

ぬられる。pmに も 書大なﾡ 目 の跡が識別 さ れ植の恐スに 

よる淡い締が認めらる。

スギは明治 40 年に植載され, 胸商直督 30～45c,樹高 

22～30 m で良で ある。

(O), ギョウジャノ ミズ (O), シオデ (r)

CMus

スギ天然生林下にあ らわれる 粘質 う つ閉型の土壤である。A ・ B, 層の推移は 明ﾡで, A 層の上部は 

Crumb〜blockyでやや陵角のある構造が認められ,下部には細かい割目の跡があつて,有機物はこれに 

沿つて締状にﾡ透する傾向が認め られ,やや大型の塊状を構成する。

Profile No. 78 (七日市-11) BE 型土ﾡ

位置： 87 林班い小班。林相: スギ人工林。地形： 斜面中部緩斜地。 傾斜: 12°。 方向： SE。 

標高: 230m。母岩： 凝灰岩。

土ﾡ層断面

L 2～3cm スギ••ケャキその他の落葉落枝疎に堆積。

F1 1～2cm スギ落葉のﾡ朽したもの疎に積。

Fa 1～2cz 細片状の もの固状に堆相。

H 2～3cm Clove Brown。crumb のもの地積。草本の根系密。A層との境界明。

A 約 18cm Olive-Brown。ﾡ植富む。石ﾡ乏し。ﾡ土。crumb〜blocky。懸。湿。根系多し。

Profile No.79 (七日市12) P"型士一

位 段： 62 林如由 小弧 林相： *ギ人工ﾡ」地形： 斜 

面下 部の急斜地。A斜:40°。方向： E。幅高: 170"s 

母岩: 凝灰岩。

土ﾡM断面

L 約5o スギの落葉商にﾡ聞。

F, 約2o, スギの落葉椎肥状に腐朽したものやや

密に堆積。

F. 1-2a, 細片状のものやや厚く 堆積し,多。

H,o. 2 〜0.5 cm, Clove Brown 、 粒状の も の薄 く 聞。 

湿。

A, 約 35cm. Mummy Brown。腐商に富む。石ﾡ

第 58 図 BE 型土量

Fig. 58 BE-soil (Profile 79)
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乏し。拡質罪士。Crumb。 ※。品。根系の分布多し。 A:ﾡとの境界高。

A. 30～40c Mummy Brown。関植に富む。石礫含む。ﾡ士。 massive。較。消。根系の分布 

中。

Ci Tawny-Olive。涙灰岩の風化したもの。

植 生

優高木階 スギ (va)一載木一

従高木階 ミ ズキ (vr)

低木階 キブシ(f), ニワトコ(o), イタヤカエデ(o), アオキ(o),ササ(○),モミジイチゴ(o), 

ノリウッギ (o), エゴノキ(r, エン=ウカエデ(r), ウワミズザクラ (vr), クヤナギ 

(vr), コウゾ (vr)

草木階 スミ レサ イシン (o),タチッボスミ レ (o), ジュウモンジシダ (o), ミ ヤマ カンスゲ (o), 

フキ (〇)

地表階 ヒメジッ(r),ガンクビッウ(r),キッネノボタン(r), クルマバッウ(r)

ッル植物 ミツバアケビ(0), シォデ(o), ゴト ウズル(0), ツルリンドウ(o)

軟質の凝灰岩上に生成された浅い崩積土糜である。 A 畑の発達は崩種ﾡ乱のためきわめて厚く 80cn 

に達し, Ai 所には crumb 構造が形成され,下部は崩積のため構造は破砕されmassiveである。スギ流

栽木の成長は き わめて良好で あ る。

Profile No. 81 (下長木一9) Be 型土ﾡ

位置t: 60林班ろ小ﾡ。林相: スギ人工林。 地形: 沢上の緩斜地。傾斜: 10°。 方向: NE。標

高: 210m 母岩: 石英粗面岩。

土ﾡ層断面

L 約1cm スギ の落葉疎に堆跳

F 約 1 Cmt 堆肥状で 比較的 薄い。苗糸を 散見す

る。

H 約 2c Clove Brown。粒粒状。

A 約20cm Clove Brown： 腐他富む。石ﾡ乏し

ﾡ土。crumb。軟。湿。根系分布中

Vw-Vs 層 と の境界明。

Vw-Vs 約 8cm ﾡ植含む。 石ﾡ土 (浮石)。軟。乾。

Profile No. 80 (岩瀬-10) BE 型土ﾡ

位置： 3林班い小班。林相: スギ人工林。地形： 斜面下部。傾斜: 25°。方向： E。 標高:

250 m。 母岩: 砂岩。

根系少ない(白色火山灰と,浮石の混 

合物)。A,層との擬界明。

Ai 約 15c. BuffyBrown。ﾡ直宿む。石ﾡ乏し。 

ﾡ土。massive。軟。湿。根系少なな 

し。A『Mとの境界判。

As 約16c CloveBrown。ﾡ植富む。石ﾡ乏し。

(中央部に 大きい 石英祖面岩の転石あ 

り)。ﾡ質ﾡ士。ﾡ。根系少な し。B,

第59区 B型土ﾡ

Fig. 59 Be-soil (Profile 80)

土ﾡ層断面

L 約 0.5cn スギ落葉。

F 約 1 cm 細片状。湿。

H 約1cm Fuscous。粒状。湿。

A 約35cmn Dark Olive。：腐植すこぶる富む。石礫乏

し。ﾡ質ﾡ士。crumb。軟。湿。根系多 

数。As 層 との境界漸。

A: 約 10 cm Dark Olive 〜 Olive Brown。ﾡ植合む。

石礫乏し。ﾡ土。crumb。敢。湿。根系少 

数。 B,ﾡとの境界判。

B, 約 30cm Antique Brown。腐植含む。石礫含む。 

細砂質ﾡ土。massive。敷～堅。湿。根系 

稀。B2他との境界漸変。

Pa Antique Brown。石礫含む。砂質ﾡ士。

堅。

斜面 下部に生生成 されたBE 型土ﾡで , 砂質系 として は代表的 

な層断面である。

・層との境界明。

B' 約 30c? Clay Colore 石際面む。堅。根系散見。C' との境界明。

C,' Clay Color。石礫すこぶる富む。

植 生

優商木階 スギ(va)

低木階 クロモジ(a),ヤマグワ(a),ハウチワカエデ(f),ムラサキシキブ(f),キブシ(f), 才 

シダ (f), クサギ(f), サワアジサイ (f),ササ (〇), アキキ (o)

草 本階 ミゾシダ (va), オシダ(a), ジュウモンジシダ (a), クサギ(a), アオキ (a), ムカゴイ 

ラクサ(f), ホウチャクソウ(f), モミジイチゴ(り, ヤマブキショウマ(f), ナラ イシダ 

(f), ヤマドリゼンマイ (f), ヤグワ(f), ミヤーイヌチシダ(vr), トチバニンヂン 

(0, ミヤマイラクサ (o), クPモジ (o), ミズキ (o), ササ (o), ミヤマカンスゲ(o). 

ハイイスガヤ(o),リョウメンシダ(r), メミレサイシン(r)

地表階その他 ゴトウズル(3), イワ ガラミ (a). アマチャズル(a), マタタビ(0), 卜=ロ (0) 

帯状の vw-Vs 層を挾有する特殊な Br 型推横 土 黑で,A M内には crumb を見る。 ギ載木の成

長は優良であるo

Profile No. 82 (下長木一10) B型土ﾡ B〜(Br)

位置: 56林班り小班。林相： スギ人工林。地形: 斜面下部平坦地。傾斜: 2°。 方向: W。標
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高： 200m. 母岩： 緑色涙灰岩

土ﾡ層断面 ・

F 約1c 分解良好なため堆積はきわめて薄い。

H J

A 約 18cm Dark Olive crumb〜granular 間 

禎すこぶる宮む,石礫富む(浮石)。埴 

質罪士。敷。湿。根系多数。Vw-Vs 

との境界明。

Vw-Vs 約10cn Raw Umber。ﾡ請含む。石礫す こぶ 

るむ。戦～堅。潤。根系稀。B,' 層

の発達が良好である 普通A層は暦に宿み, その上部には団粒状間造が発達述するが, 下方は塊状または

・状を早す る B 例は暗色を呈 し,かな り 青灰色を带び部分的には赤褐色の酸化鉄斑が認め られ,明 らか、 

に湿性の特徴があらわれている。A ・ Bﾡともﾡ元色を帯びるが,グライﾡは1m以内には認められない。

Profile No. 85 (仁船一 28) B1•1 型土ﾡ

位置: 52林ﾡは小班。 林田: スギ天然生林。地形: 沢沿いの緩斜地 傾斜： 26°。方向： E.

標高： 200m, 母岩: 漢灰岩。

との境界明。

B' 約 20cm Antique Brown〜Raw Umber。 ﾡ根

第61図 BE型土 ﾡ 

Fig. 61 BE-soil (Profile 82)

宮む。石際価む (凝灰岩片)。播質ﾡ 

土 中 blocky。 戦。潤。根系稀。 

B:' との境界ﾡ。

Antique Brown, ﾡ適乏し。石ﾡ含 

む .埴質麗土、載。

植 生

優高木階 スギ(va)

ノリ ウ ツギ(f), クサギ (f), オシグ(f), キブシ (o), ササ (r)低木階

第 62 図 型土期の層断面図

Fig. 62 Schematic presentation 
of the Br-soil profile.

車本階 リョウメンシグ(a), オシダ(a), ジュウモン 

ジシダ (f), ミヤマカンスゲ (o), イヌッゲ 

(r), アオキ (o), ミツバアケビ (r)

その他 イワガラミ(o)

Profile No. 81 と 同じ類型の土度で,明瞭な帯状の Vw- 

Vs屈の下の土ﾡは腐植に乏しく, 赤補色を呈し, B,畑と 

なる。なお, B,層上部はやや黄灰色を帯びたﾡ補色を呈し, 

弱い還元色調を感ずる。

スギの成長は優良である。

7) Br 型土ﾡ (湿性褐色森林土)

こ の土氈は山脚部, 沢沿いの緩斜地, 平坦地の凹部な どで大 

雨ま たは長雨の と きや融雪期には一時的にﾡ水するが, 過剰 

な水分は比較的速やかに流去して停滞しないようなところに 

み う け られる土ﾡであ る。四季を通じて湿潤な土ﾡであるが ・ 

地下水位はそれほど高くない。この点において,地下水系の 

グ ラ イ土ﾡ と 区別 される。

F層の発達は不良で, しばしば欠除 し,H層もしくはAﾡ

土糜層断面

L 約1on スギ落葉疎に堆積。

F 約 2cw 細片状かっ堆肥状,やや密に堆積。湿。 

細機多数。

H 約1 Clove Brown, 粒状。消。細根多数。

A, 納 20ci Clove Brown。 ﾡ植面む。根系やや多 

数。ﾡ質ﾡ士。As 柯 との境界漸,

A. 約Prout's Brown。ﾡ植含む。石礫乏し 0 

孵磔土。blocksy〜massives 堅～軟。 

ﾡ系少数。 C,屈とのﾡ界判。

c Tawny-Olive。 腐植乏し。石礫すこぶ

る富む。m費ﾡ士。甲.

植 生

優高木階 スキ (f)
低木階 クサギ(3), イタヤカエデ("・クッウッギ 

(o), ヤマグワ.(r)

草本階 りョウメンシダ(va). ミゾシダ(a), オシダ

-50

-80

-70

-80

- 90

20

30

4

100

第 63図 Br型土量 

Fig. 63 Br-soil (Profile 85)

(o),ヤマドリゼンイ (o・ フキ (○), ノリウツギ(o),サワアジサィ (o), ナルコ=リ

(r), イダヤカエデ(T), ダマプキ(T), ミヤマイラクサ(r), 

地表階その簡 ミヤマカンスゲ (f), ゴト ゥズル(f), キキバキスミレ(o)
ト リアシショウマ (vr)

沢沿いの緩斜地(崖錐地形)にあらわれる崩積土である。

腐触の侵入は良好で A. 層から直ちに S 刷となる。黒色粒状の H 層が発達し,ん 層下部は青灰色を

#び, 銀ﾡ証を認める。全体として冷黒色で腐朽根が目だっ。

スギ天然林の成育は良好であるが'やや完満型を呈す。

Profile No. 86 (羽様山一10 PT 型士田

位M:19林ﾡ小ﾡ。林相： スギ人林 地形： 沢筋市斜地。 傾斜:15°。 方向: NE。標 

商:100,,。母岩： 砂質貫岩。

土ﾡ層断面

L 約2on スギ落葉やや疎に堆積。

F 約0.5a細片状。多。

H 約 1c Clove Brown。 crumb0 多湿～湿。



—72 林野土ﾡ調査報告 第7号 秋田 ス ギ林地帯の土ﾡ (茨木 •栗田 •虻川 •伊藤 ・ 鈴木 ・伊藤) 一 73 --

第64図 Br型土ﾡ 

Fig. 64 BF-soil (Profile 86)

A 約35c1 Fuscouss 商値面む。石隣乏し 埴質展 

土。blociky。戦。多湿 根系少数 BM 

との境界潮。

B 約 45cm Olive-Brown, ﾡ含む。 ﾡ質躍土。 

massive。戦〜緊。多湿 根系少数。C,M 

との境奥明。

C, Tawny-Olive。石隣す 二ぶる富む。ﾡ質罪

土。堅。湿。根系稀。

石際は大部分眇質頁岩であるが,一部砂岩が点在する。B屈 

は還元色がやや強い。

i 生

優高木階 スギ (a)一流装木一

従商木階 キブシ (o), クロモジ (o), ノリウッギ (o), ャ 

マグワ (r, クサギ (r)

草本階 リョウメンシグ(a), ミゾシダ(a),アォキ(f), 

ジュウモンジシダ (f, ミヤマイラクサ (f), オ 

シダ (f), ウワバミ ソウ (f), ゼンマ イ (r)

境界ﾡ。

B。 Clay Color。石ﾡ土。すこぶる堅。潤。

請 生

優高木階 スギ(va)一戦木一

低木階 キブシ (0), ニワト= (0), ミ ズキ (r)

草 本 階 ミ ゾシダ (f, ユズリハ (f), ジュウモンジシダ (o), オシダ (o), リョウメンシダ (o), 

ウワバミ ソウ(L,o)

ツルi面物 アマチヤズル (o), ゴトウズル (0), シオデ (r)

スギ道ﾡ木は大正 12 年油戦にして成育良好。

スギ 人工林下の洪涵堆段土風である。F,Hﾡはやや発達述するが, 膨潤 した脂肪状を呈する A層はﾡ 

空的に分化発達するが, 還元色の強い B層との境界は明である B 国は円味のある石礫;  こ領る富む。

ス ギ植ﾡ木の 成長はす こぶる 良好であ る。

Profile No. 88 (七日市一14) BF〜(G) 型土ﾡ

位置: 57林班い小理。林相: スギ人工林。 地形: ﾡ状進積土。傾斜: 平。標高: 130ms

土ﾡ層断面

L 約 2～3cm スギ その他広葉樹の落葉0

スギ生長良好 (直径 30～42c, 樹高 28～32m1)。

F, H 膚の発達は弱く,その分解侵入は良好なため A〜B Mの推移は潮変的である B 屈iは青灰色を

帯び明かにﾡ元色を認める。

第65図 BI 型土ﾡ 

Fig. 65 BF-soil (Profile 87)

Profile No. 87 (七日市一13) BF 型土ﾡ

位置： 62林班は小班。 林相: スギ人工林。地形： 洪 

涵堆土。傾斜: 3°。方向： E。 標商: 150m。

土ﾡ層断面

L 1～2 cmz •スギの落葉落枝疎に堆苗。

F, 約1cm スギの落葉が黒く腐朽したも のが薄く 増

積。

f2 約 1 cmz 細片状のもの前く唯橫。湿。

H 1-2 cm Clove Brown。粒状。湿。

A1 約 15cm Mummy Brown〜Fuscous。 腐龍に富 

む。石ﾡ乏し。ﾡ質墨土。blocky。軟。

湿。根系分布少。A。國 との境界判。

As 約 18cm Mummy Brown ﾡに富む。石ﾡ乏 

し。植質ﾡ土。blocky。軟。湿。根系 

分布中。 B,ﾡとの境界明。

B, 約 28cm Tawny Olive。 ﾡ植含む。 墨士。

massive。堅。湿。根系少。 B。層との

F 約 1 Cm

Fs 約 1 cm

H 約 1 cm

A, 約 18 cm

A3-(G) 約 7 cm

堆肥状に腐朽 したものく 推積。 

細片状の も の草本の細根に より連 

なりマッ ト状に増積。湿。

Clove Brown。粒状 湿。細根 

多。

Saccardo's Umber。ﾡ植に富む。 

石識乏し。ﾡ質ﾡ士。 blociky。 

戦。多湿。根系分布中.,A: ﾡと 

の境界明。

Dawn Gray 〜 (Dark Mouse

Gray)。massivee 腐植宮む。石 

ﾡ乏し。ﾡ士。軟。多湿。根系 

少。Bi 層 との境界明。

B-(G) 約 23cz Cinnamon。 ﾡ植含む。石ﾡ土。 

Ba 層 と の境界判。

B.-(G) Drab〜(Buffy Brown)。腐極乏 Fig. 66 B1•ヽ〜G-soil (Profile 88)

し。 石際すこぶる富む。砂土〜石ﾡ土。

植 生

優高木階 スギ (a)一植様木一

従高木階 スギ (f)

過湿。地下水面約 70cms

低木階 キブシ (f), アオキ (f),ノリウッギ(o), スギ(o),ササ (o), エゾュズリハ (o),ハイ
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イスガヤ (r)

草本階

ッル植物

ミ ゾシダ (a), ハイ イスガヤ (o), エ ゾコズ リ ハ (o), ミヤマ カン スゲ (r)

ゴトウズル(r), ミツバアケビ(r), イワガラミ (r)

スギ:植栽木は明治 37 年直で直径約30～50cm, 樹高 30cm 内外で 立木度は密〜中,生育は良好であ

る

秋田スギ林地常の土ﾡ (木・栗田・虹川・伊藤・鈴木・併藤) -75 -

ルリンドウ (r), ミ ッバアケビ (r), イワガラミ (r, ノ ブド ウ (r, マダタビ (r, 

ツルニンジン (vr)

急. 傾斜の脚部; こ発達す る 強い崩ﾡ土ﾡである。土性はﾡ質ﾡ士で各田はﾡ乱され る ため推移は清的で 

ある A層には塊状構造がみられるが,崩積により圧砕され不明瞭である。B超下部は明らかに量元色を 

早し, 鋳鉄斑が認められる。

ﾡ状積地の BF〜(G) 型土ﾡである。

F, H 層はやや発達し, Ai→As→B1 層の推移はﾡ元色調が強いためきわめて明ﾡである。

A:～(G) 層には徳状の腐植斑が粗大な割目 に沿って侵入 し冷暗色が強い。

地下水面は 70cmz 付近にみられ G型土壊に近い。

Profile No. 90 (岩ﾡ-11) Bf 型土ﾡ

位置: 16林班へ小班。林相: スギ人工林。地形： 急傾斜地のすその平地。傾斜: 2°。 方向：

NWo 標高: 320m。 母岩: 砂質頁岩。

約H

約Ai

2 /

°..の..9.°S:
::・ど:::..・.:・

。0Pe

%22°c

c2229

土壇層断面

約 1cm スギ落葉。

約 0.5cm

Aa-B! 約

1 Cm

20 cm

15 Ci

約 30cm

植 生

優高木階 スギ

第67図 BF型土 ﾡ 

Fig. 67 Br-soil (Profile 90)

(f), ミヤマ ガマズミ (r), 

草本階 オシダ(a), モミジイチゴ

トチ

きわめてくほとんど認めない程度。.

Fuscous。crumb〜粗粒状。多湿。

F uscous。腐植す こぶる 富む。石ﾡ富む。 

ﾡ質躍士。blociey。敷。多。根系少 

数。Af との境界ﾡ。

Olive-Brown。ﾡ富む。石際密む。埴 

質ﾡ土。blocky。較, 湿,根系少数。

massive。Bs層と の境界ﾡ。

Tawny-Olive〜Saccardo's Umbero ﾡ 

植含む。石礫すこぶる富む。ﾡ士。敷。 

湿。C, との境界判。崩積土。

(va)一植栽木一

低木階 アオキ(a), ヤマグワ(f), ウワミズザクラ

(f), ノリウッギ(f), クロモジ (f), クサギ

(r), イタヤカエデ (vr), ムラサキシキブ (vr)

(a), ホウ チヤクソ ウ (a), キツリフ トソウ (a), モ ミ ジガサ

(a), ミヤマイラクサ(f), ノブキ(a), ミゾシダ(a), キッ☆ノボタン(a), チヂミザサ

(a), イノコズチ(f, フキ(f), リョウメンシダ(f, ターブキ(f), ムカゴイラクサ 

(f),アカソ(f), ジュウモンジシダ(f), ミヤマカンスゲ(f), タチッボスミレ(f), =

トコ(r), キブシ(r), ヒメジソ(r, スミレサイシン(r), アオダモ(vr), ワラビ 

(vr), ミズヒキ (vr), クジヤクシダ(vr)

地表階その他 アマチヤズル(va), トコロ(f), フジ(f), ギョウジヤノミズ(f), シオデ(r), ッ

II ボド ゾル 土壌群

a) ﾡ性ボ ドゾル Pp 型土ﾡ

1) PDI 型土ﾡ(ボドゾル)

Ppm 型土ﾡ (ポ ド ゾル化土ﾡ)

PDI • PDH 型土雄は,いわゆるボドゾル化土ﾡである。その生成には呼い種ﾡ流のﾡ試が第一要件と考 

えられるから. 寒冷または乾燥の影響を受けやすい環境に出現する傾向があ る。

当地方では普面海抜高 500～600m 以上の高所で, B・ Bn; 型土無の出現する地形と同じよ うなところ 

に認められる。すなわち, ブナ林地帯の風衝乾燥地,スギ •ヒバその他針葉樹林の比較的乾燥する斜面ま 

た 山背に発速す る .、 ー般に こ の両種の土壤は画然 と分離して分布しないで,徴地形,林相 ・ 地床状書に 応 

じ交錯してあらわれる。A。が呼く, 特に Hﾡまたは F-HI 均の発達が顕著で,かなりの厚さに達する。 

土頭Mは灰台色の溶脱(A。と, 鉄銹色の集積層 CB,周) に分化する。

溶脱 別が明瞭に帯状をなしてあらわれる ものを 型土珮,灰白色の溶脱が不明瞭で,斑状あるいは

きわめて 薄く 帯状に あ ら われる もの を Ppn 型士ﾡ とする。

第68図 PpI 型土ﾡの層断面区
Fig. 68 Schematic presentation 

of the PDI-soil profile.

第 69 図 PDI型土ﾡの層断面図

Fig. 69 Schematic presentation 
of the Ppm-soil profile.
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Profile No. 91 (岩瀬一 ⑵ PDI 型土ﾡ

位置： 76林班ろ小班。 林相: スギ ヒバ天然生混変林。地形： 坐筋急斜地 傾斜:40 . 方

向： SW。標: 450m。 母岩: 石英粗面岩。

第70図 PDI型土 ﾡ

Fig. 70 Pni-soil (Profile 91)

土ﾡ層断面

L 1～2Cmz

F 2～3 cm

H 約2 cm

Ai 2～3 c

As 約 12 cm

B! 約 12cm

Bs 約 35cm

スギ・ヒバ・ナラな どの落葉密に堆積. 

細状に し て密に厚 く ﾡ試 湿。

Bone Brown - crumbs 湿。細根多し 

Mummy Brown。ﾡ流富む. 石ﾡ乏し 

ﾡ質罪士。nutty 載 潤。根系やや多 

し。 A:屈との境界明。

溶脱屈である。 Drab〜Light Drab- 

腐値富む。 石隣乏し。 ﾡ界ﾡ士。

massive 堅 消。根系少なし。B, 

との境界明。

集積ﾡ。 Tawny。ﾡ流富む。石ﾡ乏し 

植質ﾡ士。massive 堅。消。根系多 

し。区 m との境界明,

Russet 〜 Mars Brown.ﾡi乏 し。石際す 

こぶ る富む - ﾡ士 massive すこぶるﾡ。 

潤。根系少なし。 C,層との境界明

低木階 マンサク(f),リョウプ(f), ホジジジ(f),

A 約 1 cmi Mummy Brownsﾡ植aむ。石ﾡ乏し。 

ﾡ土 crumb 較。潤。A:畑との擬界 

明。

A: 約 8c 溶脱Ni。Drab〜Light Drabe 腐流価

B, 約 20 cm

む。石ﾡ乏し。ﾡ士。massive。堅。

消。根系の分布中。 P,層との境界明。

集積屈 Russet 〜 Mars Brown。斑状に

B. 約 25 cm

Tawny. 腐植富む〜含む。石ﾡ乏し。 

nutty〜blocky。堅 潤。根系やや多。

B. Mとの境界明。

Tawny ﾡ流乏し。石ﾡ含む。ﾡ士。

C,

i 生

優高木階 スギ

massive 堅。潤。C,ﾡiとの境界明。

Ochraceous-Buff〜Buckthorn Brown 

安山岩の風化物。

(a), ブナ (a), ヒバ (r)
第71図 PDI 型土ﾡ

Fig. 71 PlI-soil (Profile 92)

ササ(o), アクシバ(O), ナッハゼ(r), ヤマウルシ(r), コミネカエデ(r),

(vr), クロモジ (vr), シキミ (Vr), イヌッゲ (vr), ヒメコマツ (vr)

コブシ

植 生

Ochraceous-Buff。 石英粗面岩の風化物。

優高木階 ヒバ (a), スギ (o), ミズナラ (r)

従高木階 ヒバ (Va), イタヤカエデ (o), ヤマモミジ (o) 

地表階 ヒバ (r), イワカガミ (r)

当地点の植生はヒバ う つ閉し, 灌木 ・草本 ・ 地表階の植生きわめて少な く , ﾡ木階の ヒ バも枯死してい 

るのが目だつ。

ﾡせた尾根筋の急斜地に発達した明ﾡなボド ゾル土度である。F ・ H 層は厚く発達し, A ﾡは黒色で 

酸性が強い。A2 層は溶脱層で明らかな灰白色を呈し, B,層は濃補色の集積層で, 腐植と鉄によ る粗大 

な亀甲状の割目が発達し,粒状構造の部分が散在する。

Profile No. 92 (岩瀬一13) PnI 型土ﾡ

位置: 84 林班い小班。林相: スギ・ブナ・ヒバ天然生混交林。地形： 峯筋傾斜地。傾斜： 25°。

方向： SW。 標高: 400m。母岩： 安山岩。

土麋層断面

L 1～2cm ブナその他の落葉疎にﾡ積。乾。

F 2～3cm 細片状にして密にﾡ積し,細根多くマット状となつている。温。

H 2～3cmz Bone Brown。crumb。細根多し。湿。

地表階 イワカガミ (a), デクシバ(o・ シキミ (r)

本地点は *キーe バ群摧 と,ブナーナラ群叢 との推移点で 

ある。 ■

スギ .ブナ .ヒバ天然生混交林下に発達する 溶脱,集積岡 

の明瞭な土壤である。B阳の上部は濃褐色の集積部,下部は 

御目に沼 う 滲透のため縞状部があって・ 堅果状ない し塊状構 

造が明瞭である。

Promne No. 93 cﾡ一14) PoI型土曜

位闘: 74林ﾡろ小延。林用: ヒベ・スギ天然生提交林。

地形: 斜面上部急斜地。傾斜: 32°。 方向: SE。ﾡ高:

250m。母岩： 石英粗面岩。

土壤層鼬

L 約 3cw. ヒバ •スギその他の落葉密に堆積。乾。

F 約2cw 細片状のものやや疎に堆積。潤。

H 2-3c Bone Brown。 粒状。

A, 1～2c Mummy Brown, 腐龍に富む。石ﾡ乏 

し。植質ﾡ士。granular〜blocky。取。 

湿。根系少なし。A。層 との境界明。

第72図 PDII 型 土 壤 

Fig. 72 PDn-soil (Profile 93)
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As 0～2cm2 溶脱層(斑状)。Drabsﾡiすこ5る面む。石ﾡ乏し世目多し。砂質ﾡ土 massive 

.。潤。根系ほ とんどなし。 B,岡 と の境界明。

B. 約20c Tawny〜Russet。腐能富む. 石ﾡ乏し。"目多し。ﾡ質躍士 blocky ﾡる堅。 

潤。根系の分布中。 B:ﾡとの境界判。

B: 約40c Ochraceous-Buff ﾡ植含む。石ﾡ乏し。ﾡ質ﾡ土。massive 堅 潤 C,ﾡとの境

界明。

G Yellow Ochere すこぶる堅密で埴土。石英和面岩の風化物多し,

植 生 

優高木階 ヒバ (a), スギ (o), ミズナラ (r)

C Pinkish Buffs 石英粗面岩の風化物。

M 生

優高木階 ヒバ(va), ブナ(r), ウダイカンバ(r), ミズナラ (vr)

従高木階 = バ (va)

低木階 シヤクナゲ (f), ホ ッッジ (o). コ ミネカエデ (r, クロモジ (r)

草本階 イワカガミ (f), ヒバ(o), ッルシキミ (r)

溶脱国が薄く 帯状にあ らわれたボ ド ゾ ル化土罪で, PDI 型土農の周辺部あるいは中間部 に介在して出 

現する。 PpI〜(PpI) 型土ﾡと考えられる。

2) PDm 型土ﾡ (弱 ポドゾル化土壤)

従高木階 ヒバ (a), ブナ (r), ミズナラ (r)

低木階 ヒバ(o),ハクウンボク(r)

BI型土ﾡと同様の地形にあらわれ, その高山型とみなされるものである。西ないし南西向の平担, あ 

る いは級斜地を も つてつづいた台地ま たは山背の肩部に帯状にあ らわれ る場合が多い。

草本階 ヤマ ソテッ (f, イ タチシグ (o), ミ ズナラ (r), ツルリ ン ドウ (r)

地表階 クロモジ(o), ミズナラ(r)
溶脱層が斑状にあ らわれるボ ド ゾル化土ﾡである。

黒色の F, H 層は厚く発達し, A1層はやや溶脱して灰黒色を呈す 溶脱層の As は不連続斑状に形 

成され, B, 居は全体として鉄の集制を認めるが,A,画の溶脱斑状部真下は集試によ る着色が濃い。混入 

した石ﾡの表面は鉄の集積によ り汚染している。

Profile No. 94 (岩15) PDII 型土望

位置： 76林班ろ小班。 林相： ヒバ •プナ天然生混交林., 地形： 峯筋急斜地。 傾斜： 45°。 方 

向： Sw。 標高: 430m。 母岩: 石英粗面岩。

第 73 図 PDII型土 ﾡ

Fig. 73 PDn-soii (Profile 94)

土ﾡ層断面

L 約2cn ヒバその他の落葉薄く 堆積。乾。

F 約2cn 細片状の も の薄 く 推積。

H 2 〜3 cm Bone Brown。 crumb。 細根多o

Ai 1 〜 1.5 のM Mummy Brown。ﾡ植富む。石ﾡ乏し。 

ﾡ土。granular。較。湿。As 層との境 

界判。

As 約2cn 溶脱ﾡ。Drab。腐植富む。石礫乏し。 

砂質ﾡ土。massive。堅。潤。根系少。 

B,層との境界明。

B. 12～20c 集積層。Tawny〜Russet。ﾡ植富む。 

石際含む。砂質ﾡ士。上部は granular 

～nutty。戦。潤。根系分布多。Ba 屈 と 

の境界判。

B2 40～50cm Ochraceous-Tawny 腐植乏し。石隣含 

む。砂質ﾡ士。軟,潤。根系多。C,ﾡ 

と の境界明。

層断面の形態的特徴は BD 型土卵に類似 しているが, A。 層i 

は Bn型土ﾡに比して発述し, 厚い。ま た H 層および A 屈 

は,F層よりも厚く発達する傾向がある。土は軽徴である 

が, 例外なく ボド ダル化作用を受けている。溶脱層は認め ら 

れないが, 鉄や腐植の集積層のみが濃褐色を呈し明 らかに認 

められる。

Profile No. 95 (七日市一16) PDm 型土罪

位置: 124林班い小班。 林相: スギ・ブナ天然生混変 

林。地形： 峯に近い急斜地。傾斜: 38°。方向： SSW。 

標高: 640m。母岩: 頁岩。

土ﾡ岡断面・

L 約 2aw スギ ・ ネズ= ・ ブナの落葉。

F 3～4ew 細片状のものやや厚く 堆積。

H 1-3c Clove Brown。 粒状。湿。

A 約 13c Sepia〜(Clove Brown)。腐植にす こぶ 

る富む。石礫含む。埴質糜土。granular〜 

nutty。軟。潤。根系多。B. 層との境界 

明。

第74図 PDII 型土ﾡの層断面図

Fig. 74 Schematic presentation 
of the Pnm-soil profile.

B, 約 10cmt Brussels BrOWne 腐植富む。石礫含む。火山砂を含む。ﾡ土。 nutty〜blocky。敷。 

潤。根系の分布中。 Ba ﾡとの境界明。

B: 約30cm Tawny-Oliveo 蹴眨 し。石礫富む。星士。blocky。戦。潤。根系の分布中。B。層

との境界判。

B3 約15cn Clay Color。使値乏し。石礫すこぶる富む。ﾡ土、blocky。軟。潤, ﾡ系の分布 

少。屈との境界明。

c, 頁岩の風化 した もの。

植 生
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優高木階 スギ (a), ネズコ (f), プナ (f)

従高木階 スギ (r. ネズ= (r). ブナ (r)

低木階 ホッッジ(a),ブナ(f),クロモジ(f),イズ 

ッゲ(f), ネズ= (o), ミズナラ (r), コミネ 

カエデ (r,ササ (r)

草本階 ホッッジ (a), アオキ (f), クロモジ (o), ネ 

ズコ (r), プナ (r), ササ (r), ヤマソテッ

(r)

地表階その他 イワカガミ (va), アオキ (r)

Profile No. 96 (岩一16) Pnni 型土ﾡ

位置: 82林班い小班。林相: スギ •ヒバ天然生混交林。 

地形： 緩斜台地のきれる肩部。傾斜： 35°。方向： sw。 

標高: 400m。母岩： 安山岩。

ササー (Vr)

地表階 イワカガミ (a), ツルアリドウシ(o), ツルシキミ (o)

スキ・ ヒバ林下の弱ボドゾル化土罪である。緩斜台地の きれるバ部に発達 してい る,黒色の H・A,層 

が発達述し, B, 明の上部は集積によ る暗褐色が強く 粗彩な回決状〜粒状構造が発達 してい る。

Profile No. 97 (岩ボー17) PDIIl 型土ﾡ

位置: 93林ﾡい小班。林相: ヒバ・ブナ天然生混林。

SW。 標高: 540m 母岩: 灰岩。

土ﾡ解断面

L 約 2c

F 2 〜4 cmu

ヒバ ・ ブナの落葉く地試

細片状のもの圧縮されたよ う に街に地

地形: 峯筋傾斜地。 傾斜: 20°。方向：

第75図 PDI 型土ﾡ

Fig. 75 PDlE-soil (Profile 95)

第76図 PDII 型土ﾡ

Fig. 76 Ppm-soil (Profile 96)

土ﾡ層断面

L 2～3 cm スギ・ヒバ・ プナの落装やや厚く堆積。

F 2～3 cm 細片状にして密に厚く堆横。細根多。菌 

糸を散見する。湿

H 1.〜2 cm Bone Brown, 粒状。やや薄く 堆積。

湿。

A 約1 c Mummy Brown 腐植すこぶる富む。

石ﾡ乏し。ﾡ質ﾡ土。blocky。敷。湿。

A。層との境界判。

As 約 6c Verona Brown。腐植富む。石礫乏し。

ﾡ質ﾡ土。nutty〜granular。軟。潤。 

根系 の分布中。B,ﾡとの境界判。

B, 10～15 cm Sayal Brown〜Russet。ﾡ値宿む。石礫 

乏し。ﾡ土。blocky。ﾡ目あり。ﾡ。 

潤。B:ﾡとの境界判。

b2 約 35cm Buckthorn Brown。ﾡ植乏し。石ﾡ含 

む。ﾡ質ﾡ土。massive- ﾡ。潤。根系 

少。C,ﾡとの境界明。

c, Ochraceous-Buff。安山岩の風化物。

植 生

優高木階 スギ (f), ヒバ (f), ブナ (r)

試。細根密。湿。

(H)-A 約5c BoneBrown〜CloveBrownsﾡ植ﾡる

む。石ﾡ乏し 質ﾡ士。 granu-

lar。載。湿。根系多。A:超との境界

明。

A。 ま10c BenzoBrown〜BoneBrown。ﾡ植すこ 

ぶ る 価む。石 隣乏 しs植質ﾡ士。granu - 

lar〜nutty。堅。潤。微弱な溶脱が行 

われている.ヽ 根系分布少。B・層との 

境界判。

B, 約 20 cn (Russet) 〜 T awny 、 腐 道す こぶる 宿 

む。石ﾡ乏し。植土。nutty〜blocky 

堅。潤。視系少。 B:との境界判。

B. 約45cル BuckthornBrown. 腐植乏し。石ﾡ 

むr。ﾡ質ﾡ士。massives すこぶる堅。

c, .. 凝灰岩の風化物。

CMS

第77図 PDIII 型土ﾡ

Fig. 77 PDm-soil (Profile 97) 

潤。 C, 層 との境界明。

従高木階 プナ (r)

ﾡ 生

優高木階 ヒバ(a),ブナ(0)

従高木階 ・バ(o), ゴン ゼッ 9), プナ (o)

低木階 ホッッッ cf), ヒパ (f), ク Pモジ(f), モ ミ ッ (o)

草本階 vェジ (f, エゾュズリ ハ(い, キオカメノキ (o), アォキ (o), ァクシ(o), ナッハ

ぜ(o),ササ(o), イスメツゲ(o), シャクナゲ 5), クロマメノキ(r),、イィスガヤ(r), 

ョブシ (r), ッルシキミ (r), ゴンゼッ (vr), コミネカエデ(vr)

地薬階 ッルアリドウシ (f), *キカ*ノキ (o), ブナ (o), コミネカエデ (o), ィxッゲ (O), ゴ 

ンゼッ (r)

低木階 ヒバ(a), オオカメノキ (o), マンサク (0), イヌツゲ (o), ホ ッッジ (o)

草本階 エゾユズリハ(f), ツルシキミ(f), ゴンゼツ(o), ナツハゼ(o), イタヤカエデ(r),

ヒバ ・ プナ混交天然生林 下の弱ポ「"化土ﾡである。黒色の H-A 層の発達が顕著で,A。層は徴弱 

な溶脱作用を認めるが溶脱層の形成に至らない。B, 層上部に腐植,鉄の集積によ る濃褐色居が明らかに
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認められ,粒状ないし堅果状構造が生成されている。

3) PWI 型土疑, 高山原ボドゾル

田代品, 竜 ヶ森等の高山山頂の平坦地,ないし浜傾得地に 

分布するほか, 八幡平の平頂な台地全面にわた り 広い面積を 

占めている。泥炭から森林土に移行する泥炭退化の中間過程 

において, あらわれる土眼で,A 。Mは泥炭土度より は薄い 

が, 普通森林下のボド ゾルよ り ははるか; こ厚いのが特徴であ 

る。

高山湿原に発玉した高位泥炭の周辺部において泥炭が漸次 

乾操 したため, 淡補色の有機物屈がハ2 し て生成 されたもの 

で,その上部はやや褪色が進行しているため,県ﾡ色を早す 

るのが普通である。

Profile No. 98 (七日市-17) PWI 型土壤

位置: 127林班い小ﾡ(竜ケ森頂上近)。 林相: プナ 

天然生林。地形： 栄筋極斜地。 傾斜: 18°. 方向： N。 

標高: 960m。 母岩: 八雲母花尚岩。

第78図 PwI 型土疑の層断面図

Fig.78 Schematic Presentation 
of the PwI-soil profile.

第79図 PwI型土ﾡ

Fig. 79 PwI-soil (Profile 98)

土曜層断面

L 4〜6 cm ブナその他の落葉疎に進積。

F 2 〜3 cm 細片状のもの堆積。

H 2 〜3 cm CloveBrown。crumb。 多湿

A 約 12cm Clove Brown。 ﾡ植すこぶる高む。 石 

ﾡ乏し。ﾡ土。massive 戦 多湿。下 

部はわずかに溶脱されて灰白色を帯ぶ。 

細根密。B, 届 と の境界明。

B, 約3 cm Chestnut 〜 Mikado Browns ﾡﾡ高む。

火山砂多し。墨土。堅。湿。鉄は斑状に

集積し 火山砂を汚染している。B.畑と 

の境界明。

Ba 約 9 cm Saccardo's Umbero massive。 ﾡ植含

む。火山砂多し。ﾡ士。堅。湿。粗大な

割目 に沿って鉄銹の集積を認め る。B3

畑 と の境界明。

Bs 約 3 cm Tawny-Olive。 ﾡ植乏し。石際高む。 

植質ﾡ士。massive- 堅。潤。 B,層と 

の境界明。

B, 約 7 cm Sayal Brown。ﾡ植乏し。石ﾡすこぶ

秋出 ^ キ林地常の土ﾡ (茨木 ・ 栗田 ・ 気川・伊藤・鈴木・伊藤) -83-

る富む。ﾡ質ﾡ士。massive 堅。湿。鉄の集試を話む。Ca 層 との境界判”

C, Saccardo's Umber. 石礫土。黒雲母花崗岩の風化物。

a 生

従高木階 ブナ (va), キオカメノキ (f. イタヤカエデ(r)

低 木 階 プナ (a),ササ (a), クロモジ (f), キオカメノキ (f)

草本階 ミヤマカンスゲ(va), ミヤマ カタバミ (r), イ*チシダ(vr), キシダ(vr)

ツル植物 ゴトウズル(a)

主林木ブナ . イダヤカエデはﾡ少でいずれも奇形を呈する。

lII 地下水 土壤群

1) G型土ﾡ(グライ土罪)

河岸, 沼. 湿地周辺の平坦地,緩斜地や台地上の凹部,および傾斜面の下端に沿った平坦地等常時地下 

木の年滞する局所にあらわれる。過湿量元状態のもとにグラ イ化作用が進み. 青灰色のグライ層が形成さ 

れる。

一般に有機物の分解が円滑で, F ﾡがあま り発逹しない傾向がある。粘質, 緻密のため特別な構造を認 

め難い。降水その他の影響で,地下水面が季節的に上下する場合には, その上部は酸化,環元の状態が繰 

返され赤褐色の鉄の沈激別に鉄斑があ らわれ る場合も あ る。

本型のﾡ冷高山型で,ボ ドゾル化作用が同時に行われる土ﾡと して Pg 型土ﾡ (グライボ ドゾル) があ 

るが,調査地内では現在ま でのところほとん ど認め られなない。

I 黒色土 BI 型土摂

A届が特に濃い黒色を星する土ﾡである。黒色の土麋の成 

因は, (1)火山灰を母村とするもの, ⑵ 草原かま たは過去 

において草原であつたところにあらわれるもの, (3) 泥炭の 

退化したもの, (4) やや過湿 と 思われる ものなどが考えられ 

る このうち, 泥の退化型は,八幡平等で認められるよう 

に商山地帯の PwI型土ﾡと して:類別 し う ることが多く, ま 

た,やや過湿とおもわれる土壤も,仁鮒等で局部的にみられ 

るように Br または Br 型土壌の類型 として考え う る場合 

が多い。

最も普遍的で,また特有の性質を有する土與は,火山灰を 

母.材 とする土度で,一部の学者によ り And。 soil(暗土) と 

呼ばれている ものである。この土ﾡは, 火山山麓や火山灰性 

台地上の草原および, 一部の森林下に分布 してい る。一般的 

な分布状態からみて, 永 く 草原状態であった こ と が一つの生 

成要件ではないかと考えられているが, その生成機構は不明 

であって,ﾡ色森林土の空型であるか, または間帯土廉で あ 

るか今後の調査研究にまつ と こ ろが多い。

第80図 BI型土ﾡの届断面図

Fig. 80 Schematic presentation 
of the Bl-soil profile.
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この土珮の調査分類については,現在のところ当地方では,黒色AWの深浅,構造,水湿状態等の形態 

的特徴にょり,ﾡ色森林土の場合の頭別にﾡ準じ,暫定的に BIce) (総性). B/aw) (湿性)の2型に区分し 

ている。森林下の従色型のものは,この土度図では褐色森林土として図示した場合が多い

一般に酸性土ﾡで, 置換性塩ならびに有効ﾡﾡ酸に欠乏し, 遊離のアル:ナにみ、,ﾡん比が低く 

ん土質であることが多く, 生産力は劣るようである。

管内では低山丘陵地の公有林野官行造林地あ る いは苗畑土罪等に しば しば出現 しているので, 施業 上特 

に注意が肝要である。

Profile No. 99 (岩澈一18) B/(w)型土罪

位置 : 106 林班ろ小班。林相: 採草地 (広葉ﾡ点在)。地形: 斜面脚部 傾斜: 20 方向:

SWe 標高: 240mっ 母岩: 安山岩。

土ョ層断面

L 約1 cn シ バの枯葉がﾡに増聞

F-H 0～lc BoneBrown〜ChaeturaBlack 細状 

の F層と粒粒状 structure の HNiとが 

混合された状態で堆積す

A! 15～20c Ciove Brown〜Chaetura Black ﾡ価 

すこぶる富む 石ﾡ乏し 質ﾡ士 上 

部にやや crumb structure が発述し, 

下部は massive 堅 湿。根系の分布 

中。Asﾡとの境界ﾡ。

As 40～50cm Clove Brown〜ChaeturaBlack 情植す 

こぶる富む。石礫乏し：度土。massive 

戦。湿。根系少なし。B畑との境界判。

B Clove Brown ﾡﾡ富む。石ﾡ乏し。

ﾡ質ﾡ土。massive 、 座。消。鉄傍斑散 

見。

二 os  

J。
9

d
b

i uco 

JO

 s-toaoua IS
S
A

U
J  

ヾ
-q

e

『
 

Q

夢

r

三

料

咸0

庭

十

詞

曲•

长z
数

第 81 図 Blw 型 土 ﾡ

Fig. 81 Blw-soil (Profile 99)
植 生

優高木階 ク リ (r)

従高木階 ヤマハンノキ (r), アカマツ (r)

低木階 キツネヤナギ(r), ク リ (r)

草本階 オ ミ ナエシ (f, カヤ (f),

ガナ (o)
オカトラノオ(o), ヤマアザミ (o), レンゲッッジ (o), 二

地表階その他 シバ (va), ナワシロイチゴ (f, テド メグサ (r)

C. 各種土壌の理化学的性質

(i) 各土ﾡ型の理学的性

各土ﾡの自然状態におけ る理学性実験成績は付表第 Iのとおりで, さ ら に各土蟠I別 の理学性を一括表
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示し対照一覧すれば第7べのようにななる。

(a)比 重

比重は一般に腐植の含有呆iこよ り,最も強く影毋されるため,その含の多いものほど小さくるのも 

ので,このよ うな理由から, 各土ﾡ型を通じ表ﾡ土は下ﾡ土よりもいずれも小となっている

各土麋型別の関係についてみる と,ﾡ色森林土では, 表解土で平均値は2.43～2.50にわったり, B. 

Bn, Bd, BE, Br型土ﾡの願にﾡ次大となる傾向は認められるが, その差は領少なため行意な差とはい 

えない。

これは ■腐紙の含有优の差異が影響を与える以上に,土粒の機械的組成がより強く影響したためのように 

思われる。すなわち, 後でのべる ように各土興型間の機械的組成は基岩の種類,ならびにこれと関連する 

風化過種の差興によ りかな りの分散があるため一定の傾向が認め難く,このよ う な結果を生じたもの と思 

われる。

(b)客積重
自然状態における容利重は比重,土ﾡの堅密度ならびに含水量等により影響されるものであるが, 各土 

壤型間には格別の関係は認められない,ただ Ba 型土ﾡでは, 表屈士で 41, 下屈土で 52を示し, 他の 

各型土度が表画土で 52〜66 を,下層土で 67 以上のやや大なる値を示すのに対して,すこぶる小さい こ 

とが目立つにすぎない。

容積重については,比重の場合と同様に有機物の分解状態と土粒の機械的組成とが複雑に関連し合って 

影響しているよ うである。

(c)孔 隙 量

孔際量は土曜の機械的組成, ﾡ積様式あ る いは有機物の含量 と 構造等に よって 支配 される ため,委屈士 

は下解土よ り大となるのが普通である。各土壌型間の関係についてみる と,容積置の場合と同様に一定の 

傾向性は認められず, 位かに Ba 型土ﾡが, 表層土で 83%, 下ﾡ土で 80% を示して,他の谷型土卵が 

表層土で 73～79% を,下層土で 66～73% を示すのと比べてやや大なる値を与え, 影響諸因子中, 土ﾡ 

の堆植状態の粗な ことが強く関連していること を暗示 してい る よう で ある。これはBA 型土ﾡが ,地形的 

に斜面上部の急斜地に分布し, その形態的特徴がきわめて粗感な粒状構造を比較的深く まで示すこ と と関 

係しているようで,このことについては柴田”>も同様な傾向を報告している。

しかしながら, BA 型土ﾡと同様な地積状態をもつことの多い PD型各土ﾡをみると, さほど大なる 数 

値を示さず,このことと対比考察すると,孔隙量に影響する諸因子が複雑にからみあって関係しているよ 

うにも考えられる。

(d) 最大容水量 ・ 採取時含水量 ・ 湿潤度 B/A

土糜中の水分関係は,土度の形態的特徴と密接な関係をもっとともに,また諸因子のうちで,植物の成 

育と最も重要な関係をもつ主要な因手でるある。

こ の調査の基準をなす土ﾡ型分類方式は, 腐植 の形態,土ﾡの構進等か ら土ﾡが局所的な環境に女配さ 

れながら常時保持する水分の動的変化を推定して,形態的に分類する方法であって,その基礎は, ある時 

期における含水量の多少にあるのではなく,四季を通ずる土穽水分の乾湿状態に置かれているものであ 

る。

各土麋型と最大容水量との関係についてみると,容積率でみたものは,表層土でBA型土糜が48%, 

BI;型土か 602o,Bl, Bl:, Br型土ﾡがそれぞれ 68・70・702% となり,乾性型土ﾡから湿性型土ﾡ 

に移るに ! たがい、段階的に明 らか、なな差を示して増大する一定の傾向が見られ,下Ni土についても全く同様 

な関係のある ニ とがわかる

採】反時含水証についてみて も,全く同様の傾向性が認められ. 乾性型士度が湿性型土度に比し,明らか 

に乾燎していることが測定値の全般的な傾向の」:に明瞭にあらわれている

土ﾡの湿刑度 B/A,すなわち全容水量に対す る採取時含水量: の比; こついて,土壌型別の関係をみ る と, 

Ba 型土壤で 表!田土が 61,下hi土が:54で,奏州iはもとより下ﾡiにおい、てもすこぶる小さいことが目立も, 

共州土では BI;型土頭が 69,Bn型土ﾡが 79. Be型土ﾡが 87. Br型土ﾡが 89 となつて, ﾡ性型土 

ﾡか ら湿性型士ﾡへと段階的に大とな る 関係が明瞭である。また, Pp型土ﾡはﾡ色森林土のﾡ性型土望 

とほぼ同様な程度であって,かな り荒燥している こ とを示している。

これら 者のうち, 含水量 あるいは土壌の湿潤度は,季節的に変動する ものであるため,試料の採取 

時期によ り交化する ニ とはもちろんであるが,この調査における採取時期は全体的にみて,調査の手順から 

多く は毎年9～10 月頃に, しかも,特殊な 気や条件下を 固力避ける よう に配慮しながら採取したものである 

から, 採取条件の不均一に基く 測定値の分散は比較的少ないが,それでも個々のﾡ断面についてみると, 

あるいは乾燥し,あるいは多湿の状態を呈する等多少の変動はまぬかれない。しかしながら,このよ うに 

多数の試料の成績でもあり,さらには宮結". 大政らが認めるように, 土築水分は相当長い地間にわた 

りぼ平衡状態を持続する特性を考にいれるな らば. かかる測定値 における 一定の傾向性はかな り 信編 

しうるものと思われ, 野外におけ る形態的視察を明瞭に裏付けて いる ものの よう に考え られ る -

(e) 最小容気量およびL/w

最小容気量について, 土ﾡ型別の関係をみると, 同じ表土間ではB、型土ﾡは35, Bn型土ﾡは 

13, Bd 型土ﾡは 10. Br 型土ﾡは 9. Bf 型土罪は 7 となり, 土度水分の含量 と 逆比例の関係があっ 

て,乾性型土ﾡが大きく,湿性型土ﾡが小さい一定の傾向性が語められる。

容気量と容水量との相互の関係を示ナ石順"の L/Wも. 土壤型間; こ明瞭な傾向性があって,表多土で 

は Ba 型土ﾡで 74, Bn 型土ﾡで 23, Bn 型土曜で 15, Br 型土ﾡで 12, Bf 型土iで 7 となり, 

下層土についても同様のこ とがいえる。

これは土ﾡの容積細収において,ﾡ性型土ﾡが湿性型土罪に比し,水分量が比ﾡ的少なく, 容気量が相 

対的に多い こ と を示すも ので,各土ﾡ型の分布す る地形的な関係位置の差な らびに形態的特徴の相違を端 

的に示すもの と じて注目 される。

(f) 土ﾡの機械的細成

土躍の機械的組成の分析結果は第9表のとおりである。

また,各土罪型別の粘土対細徴砂分量の比T/Sf, ならびに粘土分対粗砂分の比 T/S の関係は附表第 

n の 末尾に掲げ た とおり で ある。

土麋粒子の精粗配合の状熊を示す機械的組成は,土度の;港性質を大きく左右する因子として重要視され 

ているが, その組成は母岩および風化過程の形式および程度,な らびにﾡ積様式等によつて差興を生ずる 

ものである。

分析結果を全体的にみると,国際法で軽埴土,埴展土,微砂質埴土,微砂質埴質度土など埴質系統に属 

する土ﾡがすこぶる多く, 全体の 55% 以上に達し,ついで,ﾡ土系が23%, 砂ﾡ土系が、20% となり,
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こ の地帯に普通的な凝灰質の強い水成岩の母材料 と しての影器が明にあ らわっれてい る

眇塞士など砂質系の土蓮は,砂岩,礫岩の分布の多い第三定強巣野,あるいは石英田面岩等のよ山岩の 

地帯に主にあらわれる傾向が強い。

各土ﾡ型と機械的細成との関係をみると, 全段的には一定の傾向は認められない.

また,T/S, T/Sfについてみても, ほぼ同様である。これらは, 当然地!. 部材料ならびに風化の程 

度等の別に,それぞれ個別的解析検討を加えるべき性質のもので,これらの関係を度外視して一率に総括 

するこ とにすでに矛盾がある。毎部についてスれば,崩ﾡ土等の増積様式の関係,あるいは個信の解断面に 

おける上, 下固間の堆戒関係等に若干の考察の余地があ る すなわち, 風衝急斜地にあらわれるB型土 

ﾡでは, 旺盛な風化分解で生成された粘土'粒子が,堆染状:魚が疎なため,雨水により 落脱されて下付へ下 

降し,下ﾡ土にその集積傾向を認める場合があって, この領向はPD軍土ﾡのようなﾡ脱,集団Wiの明輩 

なものにあつては,時にしばしば認められるとか, あるいは級斜地型のBr型土罪のように,安定した健 

ﾡ土では, 表層が下層よりも風化がより進行するため, T/S が奨岡において大にあらっれる等個別的 

関係が認められる。

なお, B/型土ﾡでは, ﾡ躍士, 微砂質地質度士,微砂質度士等が多く,粗砂に比し細微:砂の比率の高 

い特異な組成を示す傾向が認め られて いる。

(ii) 各土ﾡ型の化学的性質

各士ﾡの化学分析奏は付表第Iのとおりで, これをさらに各土ﾡ型ごとの傾向性を知るため, 一覧表と 

して総括すれば,第8表のようになる.

(a) pH

pH については,H.。 および KC1 の硬出液について測定 した,

pH (H.O) についてみる と,褐色森林土では,表解土で最小 4.1 から最大 6.9を示し広い範四にわた 

るが,乾性型士度が BA, Bn 型とも 5.5 を示すのに対し, Bp 型土ﾡでは 5.6, Br, Br型土ﾡでは 

5.8 とななり, 下層土についても戦性土ﾡより湿性土ﾡに移るにしたがい, 値が大となる傾向があって同じ 

固位では乾性型土壤が湿性型土壌に比し低い pH を示すこ とが知られる。

KC1 浸出液の pH は,一般にH.O浸出液よりる低い価を示すが,土ﾡ型との関係については pH 

(H.。 の場合と(ほぼ同様な傾向にある。 これは乾性型土ﾡは湿性型土ﾡに比し, 有機物の分解が不良 

で,その出現地形の相対的関係から塩基の溶脱流亡作用を受けやすいことなどによるものであろう。これ 

らの関係は覆換製度についてみる と一博明腺に窺える よ う である。

ボド ガル土度では,pH (H.O) は各 Pd 型土ﾡを通じ, 表層土は 4.4 〜 4.6 で,褐色森林士に比し著 

しく低く, 下層はでは4.8～5.0となって,奏層土より大なる値を示し, pH(KCI)についても同様の 

傾向がある。ポドゾル土壌は褐色森林士に比し,高山の寒冷な気候下に生成され,酸性腐植の影響を強く 

受けるものであるが, これ らの関係を よ く 示すもの といえよ う。

BI型土墨については, 湿性土度の分析値しかないが,pH (H.O) についてみる と,表屈土は 5.7, ま 

た下層は 5.8 で,褐色森林土の Bd, Be 型土度に相当する数値を示し,両者の間に注目すべき関係が 

あ らわっれている。

(b) 置換酸度

置換酸度y についてみる と,ﾡ色森林土では, 表土で最小 0.2 から最大 88.7 にわたる が. 乾性型 

第 8 表 各種土 ﾡ の 化 学 釣 性 質

Table S. Chemical properties of each type of soil.

性
土ﾡ h位 
型

Type Ho- 
of ri- 

soil zon

pH

H.O KCi

置換酸度

Exchange 
acidity

全有橋物

Total 
organic 
material

c
金盛ボ量

Total N C/N

石 灰 
Ex- 

change- 
able 
Ca

y 9o 9% m.e/l00g

炎W 5.49 5.06
5.20～5.70

59.4
23.8～ 81.5

7.97
7.10～ 9.61

5.21 .27 17.9
4.13～ 7.960.18～0.4215.30～22.80 0.19Ba ______________ I
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5. 16～6.504.52～4.75
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140.11～0.44
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4.30～14.70 0.12
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土ﾡでは B.. 型土ﾡで 59.4, BB 型土ﾡで 27.6 を示すのに対し, BD 型土ﾡは 15.3, 品性型土罪 

の BE 型土ﾡは 8.9, Br 型土望は 7.4 となり,乾性型か、ら湿性型に移るにしたがい明らかに小になつ 

ていて, pH についてみた場合よ り も一出明瞭に段階的に変化する関係が知られる 下別土;こなると数値 

はかなり低くなるが同様な傾向を示している。

こ れはﾡ性型土ﾡは地形的にみておおむね尾根筋な ど傾斜面の上部にあ らわれ, 形態的に も 土罪は設 く 

粗雑な粒状構造を呈するため,塩基のi敏流亡を起しやすい このことは乾性型土扉では,表別は下所よ

り も 置換酸度が商 く . 湿性土度では逆に上 W が下屈 よりも 置換酸度の低い も のが多いことか らみて も 推察 

されょう。また,ﾡ性型土ﾡでは,秘ﾡにより分解不良な有機物が厚く増聞し, 酸性嗎植を形成する こと 

が多い,

こ れ らの事由か ら 乾性型土室では,活酸的に も,満酸的に も 強い酸性を示すにいたつた ものと思われ 

る これに対し, 湿性型土壌は斜面下部,あるいは沢沿いに分布するため,塩基の流亡も少ないばかり 

か,むしろ上部からの集積も考えられる状態にあるため,このような対象的な関係を示すにいたつたもの 

と解せられる。

ポドゾル土黑では各 PD 型土理を通じ,乾性の BA, 型土度の場合と 同様な傾向を示すが,さらに 

個々の断面について酸性楊植生成の影響ならびに上,下脂間の溶脱,集積関係をみると,より明頂にあら 

われていることが判る。

BIo")型土ﾡは pH 値の場合と同様の傾向にある

(c 置換性石灰

前項の置換酸度, な らびに pH 価 と置換性石灰 と の間には密接な関係のある も のであるが, 置換性石灰 

の分析点数が少ないため,全般的な関係はそれほど明瞭ではない。

一般に石灰の含有量は, 土ﾡの反応あるいは他の塩基類の含有量の指標と考え られ,土地の肥沃度を 

示すものとして重要視されているが,乾性型土期では著しく少なく,上,下両層を通じすこぶる乏しく, 

これに対し BD, BE, Br 型の湿潤性土懸て•は明らかに大で,対象的な関係が明瞭に うかがわれる,

(d) 炭素 C •窒素 N •炭素率 C/N

炭素は全有機物総量の 推定因子 と して定量されるが, 全有機物について土屣型 との関係をみる と,戦性 

型土ﾡでは表層土で8%内外を示すのに対し,湿洲型土ﾡでは10～12% となり, 湿性型土度が乾性型 

土曜に比し多い。

第 8 表こおける平均値では,上,下両層間の含有量の差異は各型間に大きく開くため, 一定の傾向を 

示さないが, 付表第町表により個々のﾡ断面を検討すると, 乾性型土壌では上,下両屈間の含有量の差が 

大で,推移が明瞭に分れるのに対し,湿潤型土壤では下店まで含有量が高く,連続する居位間の差はあま 

り大き く なく,ﾡ変的に推移していることが分析値の上からもわかる。

Pp型土ﾡでは, 表層土の全有機物合有量がすこぶる多く, 15～20% の間にあるのが普通で,ﾡい A 

固に酸性腐植の含量の高いこ とが窺われる ほか,下層上部の集積部に も 含量の多い こ とが知られる。

BI 型土ﾡではその黒色の実態が有機物含量のすこぶる多いﾡ植土であるこ とがわか り , 下層土におい 

ても,な おﾡ植 に よ る 黒色が強いこ と を分析値は物語って いる。

窒素量は栄委源 として最も 重要な因子 とされて いるが,土度型別では BA 型土麋,PpI, PDm 型土ﾡ 

等乾性型土ﾡの表層土が 0.23～0.28% ですこぶる少ないほかは,各湿潤型土ﾡを通じ 0.50% 内外を示 

し, 含有堂に多少の差異があらわれている程度で,土呢型別の同一m位間あるいは上,下両所間にあまり 

明川c傾向は認められない、 •

炭茶本 cパ 土ﾡ中の徴生物の作用にﾡく有ﾡ物分解状店の適否を示すものとして. 前屈土境の酸度

等との関連におい、てT要性の ある指数である

・般に紀性型土ﾡでは. ベ田士で 13～22を示し大なる価を示すのに対し, Bn〜Bf 型の湿潤型土屣で 

は,範田は 6～17 の間にあって,多くは 11内外を示し明らかに乾性型か、ら湿性型へと値が低下し10前 

後に近づく傾向が認められる。これは前;こも述べたように,乾性型土興では乾燥のため,有機物の分解が 

跳害され,二次的に酸性関航を生成し,いわゆるモル状の腐植を生成しやすいが,この間の事実を立証す 

るものと解される

ボドゾル土ﾡでは,ボドゾル化の進行程度に比例して, Pn! 型土壌で 24, Ppn, Ppm 型土頭で 25～ 

26 となり, 神色森林土の乾性型土ﾡをはるかに上廻る大きい価を示すが, 未分解の有機物の増進試. ある 

いは酸性腐植の生成の影押の強い こ と を示す もの と 思われる。

B/o)型土ﾡでは. 窒素含量は表刖土で 0.84% を示し, その含有量がすこぶる商位にあることを示 

すが, ど報は 14内外でやや商く, この土卵の特性を示すもの として注目 される。

以上各土比型の化学的性質を総括すると,褐色森林土では,乾性型土壌から湿性型土壌に移るにしたが 

い, pH (HQ) および pH (KCD) の増大,心換厳度の 低下,選換性石氏量の増加ならびに炭素率 C/N 

の低下等一定の傾向性が認め られ, ことに BA 型土ﾡではその特徴が実験価よ りみて も顕著である。これ 

.らの傾向については,大政", 河田"らの同種の研究が指抗しているところと同様であるが, ﾡ性土ﾡは 

湿性土!狙こ比し,地形的に斜面上部の傾斜地 に出現 し,土ﾡは浅く, 形態的に も 粗延な粒状構造等を呈す 

ること が:多いので, 雨水によ る塩基類の溶脱流亡作用を受けやすい上に,さ らに有機物は乾燥のため不完 

金な分解を受け酸性関ﾡを生成しやすいので, その結果このような傾向を示すものと考えられる。このこ 

と は風衝峯筋に分布 しすこぶる粗退な形態を呈する BA型土ﾡが, 置換性石灰に上,下両罔とも著しく 欠 

乏すること か らみて も首竹され よう。これに対 し,湿性型土ﾡは斜面下部あ る いは沢沿いにあ らわれるた 

め,地形的に水分あ る いは塩基類の集植が推定 される。

ポドゾル 土配は Ba, Bn型土ﾡと同様な地形条件で, さらに高山寒冷な環境下にあらわれるが, そのよ 

う な位成的関係から BA, Bn 型土度の もつ化学的諸特性を よ り 強調促進する もの と思われる。

なお,B/ 型土壤について は, この地域では分析点数 も 少なく,また湿性型土ﾡに限られるため, その 

一般的な化学性を知るにはきわめて不充分である。それで本地域以外ですでに調査分析を終つたもの,あ 

るいはかな り多数の苗畑土度(近年造林事業の拡充に伴い未墾地に新設したものが多いため,林野型とみ 

なしう るものが多い)について調査したものを参考までに付記すれば第9表のとおりである。

この表に よれば,BI 型土壌は前にも述べたよ う に褐色森林土に比し H。 および KCI 浸出液の PH 価 

は小さく, 置換酸座 y, は明らかに大で酸性を呈し,また有機物の含有量にすこぶる富んでﾡ植土として 

の特性を示し, その炭素率も大である。また, 窒素,燐酸,加里の3要薬成分の含有量についてみても, 

表画土間では全窒素量はす こぶ る多く,逆に有効態燐酸の含有量は 異常に低 く,さ らに有効態加里の含有 

量は比較的多いことが知られ,なかんずく,燐酸含量の差異が顕著である。

さ らにまた, 土麋の燐酸吸収力について比較する と,褐色森林土では平均値で 1,426 であるのに対し, 

BI型土ﾡでは2,237で, 最大3,585 を示し,その吸収力が異常に強く,燐酸の有効含量のすこぶる少な
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第 9 表 褐色 森 林 土 お よび小 色土の

Table 9. Chemical properties of Brown forest
化学的 性:質T (ti 畑土 ﾡ)

soil and And。 soil nursery soil

土ﾡ精

Soil group

岡 位

Horizon

pH 置換酸度 
Exchange 
acidity

y・

全有 様 物
Total organic 

material
%

炭 索 ﾡ 

c
H:O KC1

神色森林士
表 岡

5.78

4.87〜6.68

5.06

4.74～6.03

6.64

0.13～28.13

6.56

2.24～11.56

3.84

. ～6.
Brown forest

soil 下 岡
5.51

5.04～6.45

4.94 

4.73～5.62

19.89

0.25～29.00
4.20

0.46～12.01

2.44

0.27～6.9

火山灰性 
黒 色 土

表 解
5.35

5.05～5.94
4.83

4.66～5.04

17.29

0.50～37.25

19.42
11.15～26.16

11.47

6.48～16. 1

(BI 型土將) 

Ando soil 下 岡
5.36

5.01～5.75

5.13

5.05～5.30

7.38

0.13～29.38

4.73

1.22~14.2i

2.75

0.7!～ 8.26

年 ﾡ 索 量
Total N

o

有効態ﾡﾡ
ハ- Ableable
J 、 P:O。

9%

有 効店加里 
Ableable 

K:O_ % _
置換性石灰
Exchangeable 蜂酸吸収力

P:O, fixing
power

CaO 
_%

0.35 i2.4 0.033 0.018 0.18 1,426
0.!6～1.35 o.6～29.3 0.010～0. 120 0.006～0.048 <0.0S～>0.24 1,042～2,723

0.22 10.4 0.019 0.008 0.05
0.08～0.43 3.4～21.0 0.001～0.063 0.003～0.018 trace〜0.0S

0.70 17.1 0.017 0.03 0.10 2,237
0.22～1.22 8.3～47.6 0.008～0.063 0.003～0.048 trace~l.10 1 ,490～3,585

0.24 10.1 0.012 0.039 0.08
0.07～0.51 5.5～16.2 0.005～0.038 0.006～0.048 0.07～0.10

第 10 表 各経営区 別

土加型経営区 BA Bp Bb(w) BD(d) Bd Br Br G

仁鮒
面 脚 

%

71

1

00

2

1,099.90

18.7

803.70

13.7

2,784.92

47.4

960.73

16.3

96.70

1.6

羽根山
面積 

%

164

5

90

1

853.59

26.1

1,002.67

30.7

432.70

13.2

595.50

18.2

75.35

2.3

7.10

0.2

沖田面
面積 

%

34

1

33

I

882.30

27.8

335.47

10.6

38.12

1.2

1 ,684.40

53.1

58.64

1.9

1.94

0.1

七日市
面積 

%

114

1

78 5,103.11

1 49.6

729.39

7.1

190.74

1.9

3,506.71

34.1

57.70

0.6

1.09

0.0

岩瀬
面積 

%

1

0

27

0

1,765.18

19.2

2,959.08

32.2

940.58

10.3

1,709 08

18.6

45.03

0.5

0.74 12.82

0.0 0.1

下長木
面 試

%

39

0

90

9

1,283.32

29 0

1,477.36

33.5

610.77

13.8

540.60

12.2

21.10

0.5

1.00

0.0

上長木
面積

%

3

0

00

2

414.16

25.2

507.71

30.9

634.06

38.6

14.00

0.9

合計
面積

%

429

1

18

1

11,401.56

30.1

7,815.38

20.7

2,212.91

5.8

11,455.27

30.2

1,232.55

3.3

105.63

0.3

15.76

0.0

土 ﾡ 型 画

PnI Ppm Ppl PwI BIca) B/(W) 岩石地 削壊地
渋酒 
堆積 その他 計

1
0.80 66.73 5,884.48

1
0.0 1.1 100.0

1.70 90.00 43.79 3,267.30

0.1 2.8 1.3 100.0

0.21 66.39 4.34 63.25 3,169.39

0.0 2.1 0.1 2.0 100.0

375.05 11.30 107.00 12.30 73.27 10,282.44

3.7 0.1 1.0 0.1 0.7 100.0

99.80 221.34 741.97 0.65 95.73 15.04 380.80 99.98 6.03 82.36 9,177.48

1.1 2.4 8.1 0.0 1.0 0.2 4.2 1.1 0.1 0.9 100.0

182.50 114.60 148.70 4,419.85

4.1 2.6 3.4 100.0

42.00 1.50 24.94 1,641.37

2.6 1.5 100.0

99.80 221.34 1,117.23 11.95 95.73 15.04 780.39 323.52 6.03 503.04 37,842.31

0.3
；

0.6 3.0 0.0 0.3 0.0 2.1 0.9 0.0 1-3 100.0
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いこ と とともに, この土曜の特異性を物語る もの として 注目 される。

なお,pH, 置換酸度等土ﾡの酸度と客接な関係をもつ置換性石灰の含有症についてスても, BI型土罪 

は補色森林土に比し少な く,こ とに測定値が痕跡を示す場合が多いこ とは,この土展の貧強性の実銀を示 

すものと考えられよう。

苗畑土壁についても現在まてに400点以上の試料について分折を終了しているが, 多くの BI型土ﾡ 

こ の表の よ う な一般的傾向を示している ものの,一部の土ﾡにおいて置換性石Vに比ﾡ的み、置換酸性な 

ども褐色森林土に類似の傾向を有する ものがある こと は,この B/型土糜の化学的性H を考える 上;こ, ひ 

いてはその系続的な細分類をなす上に注意を要するも の と思われる。

N 各種土壊の分布状況

A. 調査地域の 土壌型分布の概況

経営区別の土麋型分布は別紙土嶷図に示したが,この図から省土期型の分布面積を概算してみると,第 

10 表のとおり である。

前に述べたように,この地域は七日市および岩瀬継営区の一部に分布する広葉樹林地帯を降けば,いず 

れもスギを主とする針葉樹林地帯で, 秋田スギ林の代表的経営区とみなされるが, 各経営区を総合する 

と,褐色森林士がほとんど大半を 占め,全面積の約 91% にわたつて分布し, 残り がポドゾル土証の約 4 

%, BI 型土ﾡ, 地下水土ﾡその他で構成されている

最も 普通的な分布を示す褐色森林土度群についてみる と,全体と して Bb 型ならびに Bp 型土ﾡが最 

も広く, それぞれ全面積の約30%にわたつて分布し, ついで,Bn(w)型土望の約209%, BD(a)型土 

ﾡの約 6%, BE 型士農の約 3%, Ba 型土ﾡの約 1% となり,Br 型土黑は最も 少なく 0.3% を示し 

Be 型土度に随伴して局部的にあらわれるにすぎない。さらにこれ らの関係を乾, 適潤,湿性の3グルー 

プと して包括してみると, 乾性型の BA, Bn 型土ﾡは約 31% を占め, Bn 型に近い亜型の Bb(w)型土 

ﾡを含めると約52% となり, 適潤性型の BD, BD(d)型土ﾡが約34%, 湿性型の Br, Br 型土ﾡが約 

4%となるのに対し,乾性型土域の相対的比率が高く,当局管内では最も優位な林相をもっスギ天然生林 

地帯に乾性型土度が予想外に多く 分布する こと が知られる。これは,地形,母材料などの特性に影響され 

るところが多いよ うである。

スギはこ の地方において最も主要な造林樹種とされているが,その適地土维型とみなされる BD, Br, 

Br 型土麋の 分布割合により,継営区別の関係をみると, 全平均が 34% (Bpca) 型土ﾡを含めると 40 

%) を示すのに対し,仁鮒は 65%, 羽根山は 21% (34%, 沖田面は 55%,七日市は 35% (379%), 岩 

瀬は19% (29%), 下長木は 13% (319%), 上長木は 40% とそれぞれ対象的な関係を示し,平均値を上 

廻る仁鮒,沖田面では経営区面積の過半以上が 占め られ,土糜型の分布状況か らみて も 明 らかにその優位 

性を立証している。

土罪型別の分布構成よりみると, 仁鮒,沖田面i, 上長木, 七日市,羽根山, 岩額, 下長木経営区の順に 

漸次優良土曜の面積を減じ,従来の林木成育に対する一般的所見ともほげ一致しているように思われる。 

なお,岩瀕経営区は面積的にみて,低山地帯と高山地帯とがはぼぼ相半し, 林相的にもそれぞれ針葉樹 

林,広葉樹林に分けられ,他の経営区に比し立地,林相の構成状態を異にしているため, 内容的に解所を 

行い比較する必要がある、

ポドゾル土は第 10 英にょつて知られるように岩瀬および七日市縮営区の高山地帯に広城的な分布を 

示すほかはきわめて局少部に限られ,土麋図上;  こ図示し得ない程度である 全体と して約4。の分布面ﾡ 

を占めるが. 岩ﾡの約119%, ヒ日市の約4% が主体で, 土罪型列では Pnm 型土ﾡが大部分を占め,ボ 

ド ジル土展として代表的な PDI ・土頭は岩瀬で約196 の分布を示すにすぎない。

B/型土ﾡは各継営区にわたつて分布しているが,第10 表では岩瀬経営区に B/(d), BQV)両型を合し 

て約1% をべ示するに と どめた これはこの地における B 型土ﾡの多くが,森林 ドこ とに幼令の人工 

#下に分布するため. 細色型を示す風向が強く神色森林土のﾡ型と して包括して取り扱う方が適当なよう 

に判断されるので, 草原地帯等のﾡ色を認めないもののみを独立した BI型土罪として英示し, その面積 

をげることとした。なお,土ﾡ図上では七日市. 下長木従営区における ように,森林下; こあって褪色の 

比測勺弱い場合には,類別土度型の着色の上に黒色のアミ線をかぶせて図示した

第10楽において,崩壊地, 岩石地,渋源ﾡ試土として面積を掲げたものは, 土巣層が浅く, 多く は 

20cn 以下で,かつ比核的祈しい未然土のため土ﾡ型の別が困難であつて, これに対し土裏型の類別可 

能の も のは,岩石地な どであつて も つとめて分ﾡを行い各成ﾡ土ﾡ型の中に含めるこ ととした。

B. 各経営区の土壤型の分布

各経営区における土ﾡの分布状況を, 主要な流城ご と に林延別に分布面積で示せば付委第 N表か ら付 

第 xvI 表までの とお り になる。以下こ の表にしたがい各継営区の分布状況を説明する こ と にする。

⑴仁鮒経営区

この経営区は当局管内におけるスギ天然生林地帯のうちで,最も優位な経営区の一つとされているが, 

海抜高 400m. 以下の低山丘陵地のため, 土ﾡはすべて補色森林土ばかりから構成されている。 土ﾡ型別 

では,最も 広く分布するのは Bd 型土罪で約 47% を占め, ついで Bn型土ﾡが約19%, 以下Br型, 

Bnow) 型,Br 型士証の順となり,Ba 型土ﾡは約1% で緩斜台地の多い この経営区の地形白婚徴を反 

映し, 局部の尖った尾根筋に分布する にすぎない。Bd • Br・ Br 型土ﾡの分布割合は各経営区中最高で, 

ことに Br・Br 土ﾡが他の経営区に比しいちじるしく高率を示していることは注目される。

こ の経営区は羽根山 ・沖田面経営区 ととも に典型的な 出羽丘陸地形を星 し,緩斜 •台地が多いため安定 し 

た残積土が普通で, 崩積土は台地の辺縁部以下の傾斜面下部に形成 される。したがつてその分布面積 も 少 

ない。

地質は第5委に示すごとく,黒色頁岩の船川屈が 63%,他は北浦ﾡ (砂岩頁岩互層)で,第3起顧頁 

岩が主体を 占めるため,ﾡ質ﾡ土な い し埴土が ほ と ん ど大部分にわたつて 分布 している。

この ような地形,地質の関係から,埴質の安定した残積土が多く 形成 され,腐植のﾡ透が不良でA層の 

発達の弱い土ﾡが比較的多 く 分布する傾向があ る。その ような ところでは, 前に述べた よ う な粘質 う つ閉 

型の特徴のある土ﾡがしばしばあらわれている。前にも述べたよ う に,BE・ Br型土ﾡが比較的多いこ と 

が目だつが, この土糜は斜面下部の崖錐地形,あるいは緩斜台地の四所にあらわれるほか,その周辺部で 

も 天然生林により 長期間 にわた り う つ閉されたよ う な特異な環境下に も 分布する場合が少な く ない。

3つの主要流域に大別した流域別の各土ﾡ型の分布面積は付表第 I のよう であるが, それぞれの流域 

でほぼ経営区全域と 同様な傾向を示して いる (付表第 I, V 参照)。
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⑵ 羽根出経営区

仁鮒経営区 と は七座山脈を もつて境され,全体の領斜方位は東に向つているが, 仁鮒と同樣な地形 ・地 

質 ・ 林相状態を呈し, 土度はすべて褐色森林土に よ り構成されている 土罪型別では Bn・BIow)刑土ﾡ 

が最も広く分布し,全面積のそれぞれ約 26% • 31% を占め, 両者を合すると 579% ； こ達し况「•以上; こわ 

たっている。ついで, BD 型土ﾡが 18%, Bncd) 型土度が 13% となり, 以下B・Br ・Br 型土頭の 

順となり,Bf 型土度の分布がすこぶる少な く 沢沿いの局部に限られるのに対し, Ba 型土壤が他の経営 

区に比し比較的多く特異な傾向として指摘される

この経営区は仁飽 •沖田面両経営区 とと も に七座山脈を境 と し・西・南部に接多互する低山丘唆地 

形に位置し, 地形地質的にも また林分構成において も,多く の共通性を も ちほぼ同一の立地区; こ属する も 

の と認め られるが, 仁鮒 •沖田面に対比する と Pn ・ Be • 型土ﾡの分布割合が低 く,土理別の分布構 

成よ りみる と三者中最も低位にある よ う に思われる。これはこ の経営区が地形的にみて,南部よ り北部に 

進むにしたがい傾斜を増すが,一般に綾科台地状地形が顕著で,緩斜残段士型のBj；型土黑の分布が多い 

上に,経営区の南半部は第3紀砂岩層が発達するため, 砂ﾡ系の土罪を生成する傾向が強く, これらの地 

形・母材料の特徴がかなり関係しているよ うである。なだらかに伸びる安定台地上には,仁船と同様に天 

然生林下に生成される粘質 う つ閉型がみ られる。

流域別の各土ﾡ型の分布面試は付表第 VI のようである 8流城中, 最も主要な羽根山沢は他流域に 

しBE・Br 型の湿性型土糜の分布が最も多く 約18% を占めているが,崖錐地形の発達によ る と こ ろが 

多い。孫七沢・雪田示の一部では砂岩の風化土ﾡが分布するため,ﾡﾡのﾡ透良好 A Wiの発i達の呼い、 

BD 型土顕が生成される傾向があるが, 湿性型土壌は脚部の短い沢沿いに発達す るにとどまる ため分布も 

少ない。また,斜面上部のBn型土ﾡは相対的にみてややﾡ議な傾向を帯び,仙の流域に比し面ﾡも広 

い。七座山団地は岩石型土扉が広 く,不安定な崩積士の分布が 目 だ ち崩積地 も多い。こ の団地では明瞭で 

はないが,地辻り地型と認められる ところが多い (付表第v, w 参照)。

⑶ 沖田面継営区

海抜高500m以下の低山地形に風し, 前記仁創, 羽根山経営区に類似するが,やや起伏を増して地形 

は複雑化している。

土麋は藤沢の一部済せ尾根に弱いポドゾル土無をみるほかは,すべて褐色森林土に属し,土壤型別では 

Bd 型土城が最も広く,全面積の約 53%を占め, 湿性型士度を含める と 仁鮒同様に優位土度の分布が多 

い。BF 型士艦が 282%, BDQ) 型土ﾡが 11%, 以下 Br. Bnxa) ・ BA 型土璽の順に分布 し,Br型土ﾡ 

は局部にあらわれるが, 面積を掲上するにいたらない。

流域別の省土壌型の分布面積は付表第川のとおりであるが,地形の複雑性を反映して各流域別の分布 

構成の差は比較的大きい。

上大内沢以北の経営区北半部は,地質的に北浦町の頁岩,砂岩互相が発達するため, 砂質士期が各所に 

介在し, ことに北方小沢田沢は, この傾向が特に強く, 砂質粗卷型の乾性土度の分布が多い。また岩石型 

土ﾡの分布 も少くない。このよ う な地質的関係のほかに地形的に も 緩斜台地が発逹す るため,小沢田, 友 

倉沢の2流域は乾性土ﾡこ と に Bp 型土壌の分布面積を多く する傾向があ る。

各流域中で優位な Bd ・ Br型土ﾡの分布の最も多いのは, 上大内沢 ・ 荒手沢の2流域で, それぞれ 72・ 

77% の高率を示し,特に荒手沢は乾性の Bn 型土ﾡが約6%で最優位の関係にあることを示している。

『沢上第3紀の女川"にﾡし, 主として珪質頁岩により構成されるが. ・部に砂質ﾡ懸型のﾡh己透 

の きわめて 良好な Bi)(d)型土里が 発建 して特徴的である。(付表第 Mu,N 参照)

(■1) ヒ日市継営区

iiu 3 経営区は米代川下流の代表的な出羽丘陸堆形に分布 し,とん ど低山型の褐色森林士のみに よ り 

構成されるのに対し,この継営区は岩瀬統営区とともに中流に位置し, 低山地带より 高山地带に推移 し, 

地形,地質ならびに林相を次雑多岐に していて,対製的である。すななわち本確営区は北に低く, 南東に進 

むにしたがい海抜高を増し, 最高1,050mに述するため, 立地的にスて 1～110林班の北半部と 111～ 

134 林班の南半部とに大きく二分され. 林相的にも前者はスギを主とする針葉謝林が, 後者はブナを主と 

する 広葉情林が優勢を示し,海技商 600m を境 として推移 してい る

北部は ・般に低山地常に属し第3紀北ﾡ・台ぬN行・門前N等禄色葉灰岩。角礫凝灰岩,砂岩頁料互M 

を主体とする水成岩が発述し, 前北出羽丘後系の経営区と類似し,ほとんど褐色森林土が分布するが,こ 

れに対し南部は奥羽分梁山脈の突出 した支脈と して高山地形をR: し,地質も閃緑岩 ・ 安山岩 ・ 石英種面岩 

等火成岩を主 と し,概高 も高く急栄 となり,土ﾡは北半部 より の推移地帯の松沢団地に褐色森林土の 低山 

型をみるほかは, 奥部危 ヶ森を中心 とする 仙戸石沢には 高山型土璞の分布が 比較的多く,海技高 500～ 

600m を境と し上部にはボ Fゾル土墨・ 商山型 Bn 型土ﾡ ・ 岩石型土ﾡがあらわれている。

土ﾡ型別の分布では, 経営区全体と して Bn 型土展が最も広く,. Bnw) 型土玳を合わせて全面横の約 

57% を占めるが, これには奥部仙戸石沢上流の高山推移型をかなり含んでいるので注意を要する。 つい 

で Bi)型土ﾡが 34%. Bnce) 型土ﾡが 29% 弱,以下 BA・ Br ・ Bf 型土ﾡの願になつている。

ボドゾル土ﾡは約4% を占めるが, その多くはPmm型土ﾡで, 奥部高山地帯の広葉樹林下にPnI型 

土罪 (商高山型) と ともに分布するほか,南半部の低山スギ林地帯にもﾡせ尾ﾡの局部に徹見するがきわめ 

て小面積のため図示し得ない程度である： このほか,Pw1 型土無は本解営区東南部の垠高峰竜ヶ森の円 

頂型の山頂部に分布し, 局部的に Pwn 型土卵を随伴する が僅少である。

流域別 の分布面制は 付表第 X に示す と お りである。Bd. Br 型土ﾡの最も多いのは北部低山地の厚当 ・ 

上大沢の2団地で, それぞれ 45% • 52% を 占め, ことに後者では乾性土ﾡが少ない。この団地の緩斜地 

に成立する ケャキを主とする広葉樹林下には, BIaw) 型土ﾡをみるがその生成機構は不明である。この 

B/(w)型土ﾡは と くに ケャキ林下に限って分布する傾向があって,こ の種地形にス られる普通の草原性BI 

型土壤の森林下褪色型 と は態様を異にす るようで, ま た湿性補色森林土の類型の もの とも 異なる よう であ 

るが,むしろ後者に入れて考えたほうが適当の ように思われるので, とくに図示していない。なお, この 

団地の北西の辺縁部には女武岩の評出する丘陸地がつづ き ,地元部落の放牧採草地 と して共用されて い る 

が. 局部的に発途の 弱い化石系赤色土 と 思われ る も の が等高線状; こ不連続に分布する 傾向があ る。

十杭沢流域は第 3 紀北浦図に属 し,砂岩・ 頁岩の互ﾡ地帯であるが, 砂岩に由来する風化土壌が多 く, 

経営区の東辺にわたって優良な アカー ッ天然生林がかな り の面微に成立分布するが,こ れ ら林下には BA 

型土ﾡ, ならびに粗髭型の Bn〜(Bc)型士ﾡの分布が特徴的で, またその下部の崖錐地形には腐植の滲 

透のすこぶる良好な Bp ・ Br 型土度が発達 し林木の生育 も 優良で ある 坊川沢 ・県森沢 ・ 奥見内沢等の 

諸流域には岩石型土ﾡの分布が比較的めだち, また地質構造の特性から沢の開析が発達するため雨行士 ・ 

崩積土がやや多い。

仙戸石沢にはB型土ﾡが最も多く, Bp(w)型土ﾡを含めると 62%に及ぶが, その奥部山岳地帯の
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プナを主とする広葉樹林下には,下部の緩斜地形; こ BI;型土ﾡ(に5山型) が・, 上部筋にボ ドゾル土 

主として, PpI型土ﾡが分布し, 丸い山頂部の緩斜四所には,Pwm 型土期を局部的;こ伴う PwI 型士 

壌の小面積の分布があって特異な構成をなして いる (付英第 X, N 参照)

⑸ 岩瀬経営区

こ の経営区は前記七日市経営区 と も に米代川中流に位品 し,立地, 林田関係 と も前記にﾡ似している 

海抜高は 100～1,150m にわたり, 南部は低山地形を呈するが,北進するにし たがい海抜高を出 し漸次曲 

山山岳地形に推移している。林相 も かかる地形の推移に したがい,南半部 よ スギを主 とす る針葉ﾡ林が優 

勢を示し,中央部において ヒバを混じ,北進するにしたがい 公装間の混生を増し,北部7山地ニおいて 

ブナを主とする広葉樹林となつている。

この ような立地ならびに林相の関係を反映 して,土ﾡは中央部以南においては神色森林土が,北半部で 

は褐色森林土とポ ド ゾル土壌が相半ば して分布し, 経営区を二分している。南半部において主体をなす視 

色森林土のう ち,最も広く分布するのは Bn(w)型土ﾡで, 全面試の約32% を占め, Bn:型土ﾡを合せ 

れば約 422% となり,ついで Bp型土ﾡが 19%, BD(d)型土扉が 10%, 以下Br・ BA・ Br 型土打の 

順となる。

ボ ド ゾル土壌は全面積の約12% を占め, 主と して 北部の海抜高 600w 以上の高山地帯の 広葉 的林下 

に多いほか, 中央部の海抜高 300 か内外の岩石型土理の多い ヒ バ林下に も 明瞭な ものがみ られ, 土ﾡ型 

別では PDHI 型土度が 8%, Ppn・ PDI 型土壌がそれぞれ 2 ・1% を占めている また, 北西部の主峰 

田代岳の山頂近の級斜地には, PwI 型土ﾡがあらわれている。 BI型土ﾡは中央部の級斜台地上の 

原なな らびにﾡ林下に分布し全面積の約1% を占めるほか, その周辺部の スギ 人工林下;こも 褪色過程に ある 

ものが認め られる その生成は火山灰性と認め られ, 隣接早口継営区の前記田代岳の山ﾡ級斜台地には, 

かな り 広い面積にわたる分布があって . 草原状ﾡ下の ものは森林下の ものに比し県色土ﾡの色が強 く 残さ 

れる傾向がある。

主要就域別の各土ﾡ型の分布面試は付表第 N に示す よ う である。目名市沢 ・ 平戸内沢 ・内町沢の3流 

域は,いずれ も 南半部の 低山地帯に属する が,地形 度雑で一般こ急斜地多 く,崩石型土壤に富み,Bn・ 

BBow) 型土壌が 60% 内外を占めて多く,これに対して Bn・ Br型土ﾡは斜面脚部の崩ﾡ土に発達して 

いる。この傾向は繫沢流域では一層顕著で,斜面上部は岩石地または岩石土壌が頗る多く,斜面中腹には 

不安定な第行士が随所にみ られ,これ ら岩屑型土期の粗緑な堆積状態の と こ ろには = バの天然生林が成立 

し, 海抜商は 300mル 内外の低山地帯にもかかわらず,風衝峯筋には明瞭な PDI 型土ﾡが, その下部あ 

るいは周縁部には PDI・PDm型土ﾡの随伴分布がスられる。これ らポドゾル土度の分布は同流域面制の 

約 16% に及び低山地としてはすこぶる多い。一般にこの地域では,風衝峯筋の通常 Ba 型土理のあらわ 

れる地形に PDI または PDm 型土壌が 置きかわって分布する ため, BA 型土壌の 分布面積を狭く して 

いる。

北部の ブナを主 とする 広葉置林の成立す る 奥部諸流域は,比較的緩斜地が多 く , 残債土の分布を増す 

が,おおむね海抜高500～6007,以上の高山地に位置するため, 高山型の ボド ゾル土壌が多く, 大川目 

沢 ・ 落原沢 ・ 五色沢流域では, それぞれ 21・30. 24% の面積を占め,ついで分布の広い綏斜台地型の 

Bn 型・BuGw) 型土壌に も高山推移型の中間形態を示す ものが多い。

田代岳山頂附近の緩斜地に あらわれる PwI型土頭は平頂部に限られるため, 分布面積は小さいが,局

釣こ PwII・PG 型土ﾡを伴い特色がある:

G 型平土ﾡは最央部の立色沢に!地の冷なな決沢沿いの低平地に分布するが,いまだ PG 型土壌の特故は淞5 

られなない。(付式第x11,XII参照)

(6) 上. 下長木継営区

上,下長木 向経営区は米代川流城の秋田 スギ林地帯のうちでは,最•も 上流に位位するが,海技高は 100 

～600m の間;こあって低山 丘陵型に限するため,土城はすべて綱色森林土により 構成されている,

下長木経'営区; こっいてみる と,最も 広く 分布するのは Br(型土ﾡで, 金面ﾡの約34% を占め,っ 

いで, BI;型土ﾡが約29% を示し, 両者を合せる と 63% となって全体の過半以上に達し,逆に Bn.

Br 型土罪は約13% で,各経営区中少となつていて Bne)型土ﾡの 129。を含めて も優位な土壌の少 

なないこと が知 らiれ, 岩石地 •崩壊地が高率を 占め ることと共に こ の継営区の特色をな している。

この関係 をさら に流投別 に分け てみれば 付求 xIvのとおりである。

小坂鉄道北の大茂内 •小茂内沢 ・小"涙の北部面i合介山に発する 3流域は,石英田面・ 緑色闘岩 

が崎所にﾡ出し,一般にﾡ弱忠のため, 岩石地 •加 壊地の散在がすこぶる多く,土村の浅い岩石型土壌 

の分布が多い これ らの各流域では Bn・Bn,型ﾡの分布はきわめて少な く,わずかに 10 〜 13% で, 

・部を除いては中腹以下は不安定な仰行土. あ る いは強度の用積土の場合が多い。湿性土壊の局部的な分 

布はみるが, 多く は堆科棟熟士の間に 介在する に と どまるため面試を上するにいたらない

これに対し 小坂鉄道南部 (25～65 林町) は象 ヶ行山 と四則山間の一部が急斜地を呈し,前論読域に 

類似するほかは,一般に緩斜地多 く,斜面上部の尾提筋にはししB、型土ﾡがあらわれ, 中腹部に 

BI;なないし Bnow) 型士ﾡが ・ ま た沢近 く の斜面下部に Bn 型あ るいは Be 型土艦が分布 し,崩積土の 

程度も前者ほどでない。

BB Ba BB BB(w) BD BE BF BE BD Bp(d) Bd Be Bf BD BB(w) BB Pol(n) BB Bd Be B。 Bai., D,- p.,
士工土土土土土 土土土土土土主土土土土士 王 二
な派年ﾡ平ﾡ渋平単甲R宋ﾡ軽 底 支

第 82 図 秋田 スギ林地用の地形 と 土壌型分布お よ び林木成長の一般的模式図 

Fig. 82 Diagrammatic cross section showing the relationships among soils, 
topography and growth of trees in the AKITA-SUGI forest.



-100- 林野土ﾡ調査報告 第7号 秋 川 スギ林地常の士は 木・栗田・ 忙川 ・伊要 ・ 鈴木 ・ 伊ﾡ - 101--

上長木経営区は往時秋田スギの美林を代表した長木沢国有林を主体とするが,前に述べたように,小払 

鉱山の多年にわたる煙害のため大半を戊保され,奥部大川 目沢団地を 注す;こ とどまっている 大川目択団 

地では Bp型土ﾡが最も広く分布し, 流域面積の約392% を占め, ついで傾斜地型の Bi;(w)型士躍が 

約31% を,Bn 型土曜が約 25%, 以下 Br・BA 型土眼の順となり,東部の石英粗面岩, 岩女武岩と 

の火成岩地帯と西部の凝灰岩地帯との間には 増試様式, 土性等に やや対象的な図係がみ られる (付共郷 

xrv, xv, xvI 参照) (第 82 図参照)。

V 各種土壌 と植生,林木の成長, 更新との関係

A. 各種土壇と林況および植生との関係

(1) 天然生林 と 土壌型

a) スギ を主 とする 天然生林

スギを主 とする天然生林は調茂経営区中およそ 15,000/a で全面団の 37% を占め,前に述べたごとく 

多 く の場合広葉樹を混交 し,ま た局部的に ヒバ •ネズコ •ヒメ コマツを混生している これ ら林分欄成に 

ついて分類すれスギを主とする林分 10,358/a, スギ ・広葉樹混交林3,710/a, スギ •ヒバ •広斐的瓦 

交林 1,038/a である。

i)スギを主とする林分は天然林面制の44%を占めている。

Bp・Br型土ﾡは, 仁鮒経営区に最も 広く 分布 し,全体の 18% を占めている。林木の成長はきわめて 

良好で, スギの帝積は /a 当り平均 500に達し, 優良な林分を構成している 他の経営区では BE・ 

Br型土ﾡは小面積に限られるが, いずれも良好な生育をなし,ところによつては 1,200m近くの奈ﾡ 

を有する。

こ の林分は Bn 型 ・ Bpcd) 型土壌に最も 広 く 成立す5が, 主に仁鮒 ・ 羽根山 ・神沖田面 •七日市の各経 

営区では多い。Be •Bf 型土度に比し成長は劣るが,比較的優良な林分を構成し,仁節継営区では400 

mの帝積を示すものが多い。これ ら土度型は仁鮒では全経営区の約 40% を占めているが,いずれも管 

内における優良なスギ林地帯を代表している。

ii) スギ,広英樹混交林は択伐型表の スギ地位 u〜N 等に該当 し,Bj; 〜 B1) 型土期に成立す る場合が 

最も多い。その林分構成は上木に スギ天然木が受勢を 占め,下層木として広葉樹が混生している。岩瀬・ 

七日市経営区に最も多いが, 各経営区を通じ 100～300/a の小面積の場合が多い。

岩瀬経営区の Bn型土ﾡにおけるこの林分の奈は, /a 当り 350n で,択伐林形表で地位 Na 付 

近に該当する。Bn型土罪においては200内外の場合が多く, 林形表の地位 Nc をほ下廻る林分 

構成である。

さらに, この林分に混交 してい る 広葉樹は Bp型において少なく, Bn型に多くなり, その Ia 当り 

積は 27～76m である。

iii) スギ •ヒバ •広葉樹混交林は,スギを主とする場合と,ヒバを主とする場合の二とおりがある

スギを主とする場合の土型は多 くの場合 Bn ・ Bnow) 型土ﾡで, 岩瀬 ・ 七日市両経営区 に最も多く 仁 

倒, 沖田面経営区これに次ぎ,他継営区は 100ha以内の小面試に過ぎない。岩瀬経営区における この林 

分のhα当り奈積は針葉樹250m前後で, 林形表の大良3に～中野3に に当り, ギの地位ではV等 

地に該当し,がなな試長である

ヒバを主とす ら叫言; t PnI ・Ppn型士ﾡに多く, 特に岩市継営区に広く分布している。 その /a当り 

の針葉樹蓄族は 200w前後で. ヒバと スギの混変却合は 7 ： 3 で, 林形べの太良1は〜仁別Si に該 

当し,あまり良好な成長とはいえない

b) 広葉樹天然生林と土ﾡ型

葉前天然生林中には, ヒバ・ネズコ ・ スギが散生的に混交している林分をも含み九,その面団は 8,344 

maで, 天然林面試の369%を占め, ヒ日市・岩市両確営区に最も多く, ついで下長木確営区が多く, 他 

の経営区はいずれも小面制である

この林分は多く は Bn・Bn型土ﾡに分布し, 局部的には Ppm 型土築に も見られる

いずれも ブナが最も多く, ブナの林分はこの土ﾡ型に最も広く見られる。 七日市継営区においてに.

a 当り帝H140w前後の生育をなし. 多く の場合広葉間 (60cw) の I〜II等地に該当し中間種度の 

成長をなしている、

(2) 人工林と土ﾡ型

調査地械の人工林は, 全面試の 309%を占め, 植栽樹林の大部分はスギで 90% を占め, ほかにカラマ 

ッ,アカマツなどがある。

Br・ Br 型土ﾡに生育するスギの人工林は例外な く 優良な生育を示しているが ■その分布面積は全体の 

4% に過ぎない、 この 土泉型に生育する 人工林の Ia 当り林分帝試は Y令設で. 平均 380～420ッパ が多 

いが, 仁ﾡ継営区では平均470mにも達述する 平均ﾡ高は 18～23m で秋田地方スギ林限視表の地位上 

～中に相当する生育を示している。

なお,当局管内の現実林の若試が上で平均360mパ であるのと対比すれ, その層良性が立証され よ う

Bp型土ﾡはその分布状況をみ る と . 人工林の多 くはこ の土壌に成育す る 傾向がある 特に仁鮒 ・沖田 

両 •七日市経営区においてその傾向が強い.、この土壌型における スギ 人エ林地の V 令設の生育状況を 

ると, ﾡ商は 12～18m で a 当り奈試は 230～320mパ を示し, 収護表の地位中*0.8 を上下する もの 

が多い。とき に地位下に近い成長を示めす場合も ある 一般に, 仁において生育最も良く,七日市継営 

区 に お いて 下位の生育を示 している。

Bpta) 型土壤は人工林下では比較的少ないが, 羽提山・岩ﾡ・下長木の人工林に分布し, ▼令設の /? 

当り平均帯積は200を示し, 地位下または,下*0.8程度の成長である またこの土ﾡは, カラマツ 

の人工林下に も あらわれるが,七日市経営区の舘 ヶ沢における カラマッ林は V 令設で, /a当り 144mパ 

で 信州地方 カラマツ 林収穫表に比 し,地位II〜N 等地に該当 している。

Bnow) 型土ﾡは, BD型土ﾡについでスギ人工林下に多いが, その生育は一般に 劣等で,V 令級にお 

ける Ia 当り平均奈試は 120～180mパ で,しぱしぱ 20パ 内外の侵入広葉前を混じ,針広混変林形を里 

する場合が多い。樹高も 低く 8～10み,で,収穫尖の地位下*0.7 をやや下廻り,往々にして不成績造林 

地を’きする場合が多い。

BA. Bn 型土罪では, スギの造牀成果は き わめて悪 く,広葉前ま たはアカマツなどの侵入によ り 典型的 

な不成績造林地を呈する場合が多い。とくに BA 型土度において はなはだ し く,七日市経営区の十杭沢に 

おいては, 案筋の スギ植栽木はほとんど消失し,アカマツ, ときに広葉樹提変林に変移している例があ 

る. Bn型土ﾡでは, ときに成林する場合でもV令級において, a当り平均奈試は40〜80ポできわめ
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て少なく, 20～70m の広葉樹を混交し,広葉樹林の中; こスギ植栽木を点在する林相もめずらしくない

⑶地床植物と土壤型

調査地域において,各土期型に対し出現頻度の比较的高い地床植物を概括的に〕ほりまとめれば,第 11 

表のとおりである。

第11表 土罪型 別 地床 植物 の 種 類

B 型土ﾡには, 植生 も 自然偏乾地性の ものが多く,尾根通り の 上層林冠の 疎開 した箇所に は陽性の も

土壌型 主 要 地 床 植 物

B 型土ﾡ

アクシバ, ウスノキ, ナツハゼ, ホ ツツジ, マンサク, ムラサキヤシオツツジ, リョ 
ウブ, ギョウジヤノミズ

ヒメアォキ, イワウチワ, ゴトウズル, シシ ガシラ, ツルアリドウシ

Br型土ﾡ

アクシバ, ギョ ウジヤノ ミズ,ササ, ツクバネウツギ, マンサク, ムラサキヤシオッ 
ツジ, リョウブ

ヒメアオキ, エゾユズリハ, シシガシラ, ゴトウズル, ツルアリドウシ, グロモジ

Bn型土罪

ウワミズザクラ,オオカメノキ, クサギ, キカラスウリ, タケニ グサ, チドメグサ, 
ヤマ ソテツ,オトギリソウ, ガンクビソウ, クサ ソテツ, チゴユリ, コマユミ

ヒメアオキ, イスガンソク, ウワバミソウ, エンレイソウ, オオカニコウモリ, アキ 
ギリ, キブシ, クジヤクシダ, クルマムグラ, クロモジ, ダイモンジソウ, ツヤナシ 
イノデ, トチバニンジン, ミゾシダ

Br型土ﾡ

ウノミッバ, オトギリソウ, ガンクビソウ, カブトギク, キツリフネ ソウ, クサソ 
テッ, タニウ ツギ

アキギリ, イワガネゼンイ, ウワバミソウ, オシダ, エンレイソウ, キブシ, キョ 
タケシダ, クジャクシグ,クルマムグラ,サワアジサイ, フタリシズカ

Br型土ﾡ

アキギリ,アマチヤズル,エンレイソウ, オシダ, キブシ, キッリフネソウ, クサソ 
テッ,モミジガサ,フタリシズカ

イワガネゼンマイ, エゾニユウ, ウワバミソウ, オシダ, キョタケシダ, コタニワ火 
リ,サルメンエビネ,サワアジサイ, ヤグルマソウ

PDI 型土ﾡ
アクシバ, ナッハゼ,ホツツジ,マンサク,ムラサキヤシオツツジ, リョウブ

イワカガミ,イワウチワ,シシガシラ

Pnn 型土ﾡ

アクシバ, ナッ ハゼ,ホッッジ,マンサク,ムラサキヤシオツツジ,ショウブ

イワカガミ,イワウチワ,シシガシラ, ツルアリドウシ, ヤマソテッ

PnI 型土ﾡ

イヌツゲ,ササ,ホツツジ,ムラサキヤシオツツジ

イワカガミ,イワウチワ, エゾユズリハ, オオカメノキ, クロモジ, ナナカマド

PwI 型土ﾡ
イヌツゲ,イワカガミ,イワナシ, イワウチワ, エゾユズリハ, サリ, タケシマラ 
ン,ミヤマカンスゲ,ナナカマド

B型土糖
カヤ,シバ, キツネヤナギ, タニウッギ, チドメグサ, ニガナ, レンゲツツジ, ワ 
ラ ビ

のが見られ, また林冠のややうつ閉した箇所には陰性のものが現出する。

偏陽性の もの と しては, アクシバ・ ウスノキ・ ナッハゼ・ ホッッジ・ マンサク・ムラサキヤシオツツジ・ 

リ ヨウプ •ギョウジャノ ミズなどで, 多く シャクナゲ科の植物は ミズナラ ・ アカマツなどの下図に遷生す 

る傾向がある。陰性のものと しては, アォキ・ イワ ウチワ ・ ゴト ウズル・ シシガシラ ・ ッル リ ドウシな

秋スキ地の土ﾡ 、茨木 •漢 FH •虻川 ♦伍四 •鈴木 •伊獻 -103-

どて7 キ キは形が小 さ く 賞報色を帯び て 分勢で ある イワウチワは飛生 し,マンサク は形状が大 き く 群生 

する傾向がある。

B:平土:罪には,i前id:B 型 と 同抹.乾地性の 版物が多く,山取上部の南西向きの日当りのよい箇所に 

陽性の ものが現われ,ﾡ性のものはﾡ的う つ明された箇所; こ現われ,= バあるいは社令の広要葉樹の密生 

交した林分に多い 何紀地陽性はアクシバ ・ ギョ ウジャノ ミ ズ・ササ ・ ッ クバネウッギ ・ マンサク . 

ラ サキ ャシ ナ ッッジ •リョウ プなた どで上木ﾡ生すれ!ばササのﾡ生ナ ること が多 く,シヤク ゲ科の h物.:

工状, こ近生する、マンサ クは形状大き く 群生し従で木階に述するものもある 偏Q地陰性はアナキ. = 

ユズリハ・シシガシラ・ゴトウズル・ クロモジなどで, アオキ・エ ゾニズリハ・ クロモ ジは形状小 さ く 

群状;こ進生している。

Bn 型土埃; こは,適潤地阳性または陰性の 植物が多く,陽性のもの山ﾡ中部または台地上の如き箇所 

で林枉が疎開 した箇所; こ出現 し,除性i物は 林冠が う つ閉 し た林地内に見 られ る 陽性適潤地性は,+ + 

カ ・ノキ・ クリギ・キカラスウリ ・ 対ケニ ゲサ ・ヤソテッ・ クリ ソテッ. ナ トギリ ソ ウ などで クサギ 

切故型の 上木疎開地に多く 彊生して いる タ ケ=グサ・クサ テ ッは沢布近くに多く, キキカノ キは一 

般 に大形で群生 してい る 適潤地陰性はアナキ. イズガンック・エンレイッウ・ダイモシジッウ・ ウワバ 

ミッウ・ クジャクシグなどが現われている。 アオキは形状大きく濃緑色を呈し, 優勢である。 ダイモシジ 

ッウ・ クジャクシグは急斜地,または岩石地に多く,その他の草本は優勢に生立している。

Br:型士には, 偏湿地性のものが多く,沢沿いあるいは北東向の山漢ド部の林冠が強く疎開した適所 

に陽性の も の が現われ,林冠の う っ明 し た箇所; こ は陰性の もの が 出現 してい る 偏湿地阳性 としては,ガ 

ンクビソウ・ ウマノ ミツバ. フキ・ 文マブキ・サワアジサイ ・ニワ トコ ・ ヌニウッギ・ ミゾシダ・ヤード 

リゼンマイなどで沢筋付近に比較的多い優勢種である。(湿地陰性にしては, ウワバミッウ・エシレィッ 

ウ. クジヤクシダ・サワアジサイ ・ クルマムグラな どで,とくに ウワバミ ソウ ・ クジヤクシ は崩社土. 

岩石地に多く,積土においては形状が大き く なって小群状に密生する傾向がある。

Br型土ﾡには Be 型が型と同様偏湿地性の植物が多く,沢通り,または洪涵用i積土,押出地などで上 

木の疎林状をな し,日当りのよいとこ ろには陽性のものが生育し, やや密ま たは うつ閉したと ころには陰 

性の ものが出現している。 価湿地陽性は, アキギリ・ アチヤズル・ エンレイソウ. モミ ジガサ・ キプ 

シ ・ フダリシズカ ・ クサ ソテッ等が出現している。 アチヤズルは主として沢布地に多く生立し, そのま 

かの本は沢筋付近にあって, 形状が大きく 密生し,優勢である。偏湿地陰性の ウワバミ ソウ. コヌニワ 

タリ ・ イワ ガネ ゼンマイ. ヤグルマ ソウ. オ シダ. キヨタ ケ シダ. ズダヤクシ ユ等が見 られる。ウワバミ 

ソウ. コタニ ワ タリ •ャグルマ ソ ウは種土に多く , とくに コタニ ワ タリ. ヤグルマ ソ ウ は崩後土の比較 

的表旧土の 深い ところ に生立 したものは, 形状が大 き く 優勢で群生 している場 合が見 られ る。

PDI • Ppm 型土壤に は 偏乾地陽性の もの が見られ, 上木がヒ バ •ネズコ ・ スギなど で やや うつ閉 した 

箇所には, 偏乾地陰性の も のが出現 してい る。(総地陽性の も のは, アク シバ. ナッ ハゼ. ホ ッッジ. マ 

ンサク ・リョウプ等でシヤクナゲ科の植物が多い。この種の ものは群状に護生し形もやや大きく 破勢な生 

育を示している。偏乾地陰性は,イワガラミ・ イッウチワ •シシ ガシラ等で濯木茂下に貧弱な生育をなす 

傾向がある。

Ppm 型土ﾡは, Br型土ﾡに縦いて分布する場合が多く, 植生も自然この傾向に随伴して分布してい 

る。価i陽性の ものは上木の疎開 した 日 の当 る箇所に 多 く,陰性の ものはややう っ閉 した下層に分布する場
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合が多い。個乾地陽性は イスツゲ・ササ・ホッツジ・ムラサキャシオッツ ジ等で, 上木が疎開 してい る場 

合は大形のササが密生する場合が多く,その間に形の大きいイ ス ッゲとやや武弱ななホッッジ ・ ニ ラサキャ 

シオ ッッ ジ等が生立する。偏乾地陰性は, イワガラミ ・イワウチワ・エゾユズリハ・オオカメノキ・ クロ 

モッ等で, ﾡ木類は形状が大きく優勢である。そのﾡ下にイワガラ ミ ・ イ▽ウチワ, ややまれに タケシマ 

ランが生立する。

Pw! 型土壌においては 大部分が適潤地陽性で, その主なものは, イスッゲ・ イワカガ:・ ナナカー 

ド •エゾュズリハ •ミヤマカンスゲ等で灌木階としてはほとんど優勢を占める場合が多い イスッゲ・ 

ジ = ズリハは小群状に生立して灌木遊下には,草本がやや貧弱に生立している

BI 型土ﾡでは, 偏乾地陽性が多 く,原野状をなす場合を しば しばみ うける。 カ・シバ・メニウッ 

ギ・ワラビ・ レンゲッッジ •チドメ グサ等で, ヌニウ ッギは小群状に, またカヤ・ ワ ラ ビは全面的に殺 

してい る場合が多い。(第 83, 84 図参照)

B. 各種土摂と林木成長ならびに更新との関係

(1) 天然生林の成長 と 更新 との関係

BA, Bb 型土度にはアカマツ,またはスギ,広葉樹混交の天然生林が多く,アカマツ天然生林の樹高総 

成長は第 85図のごとくであるが, 40 年生で樹高 10～18 m で岩手地方て カー ッ林収護炎に対すれば 

地位 III 等地を上下する成長で, あま り良好とはいえない。

スギ天然生林についてみる と,択伐林型表の地位IV 〜 V 等地に該当 し, x令殺で 18～26m の成長を 

示し,おもにナラ と混交する場合が多く,その混交歩合も高い。プナ天然生林は •林型表の 等地に当り 

樹高は低く,x 令級で 8～18m で,地形によ り比較的良好な成長を示すもの も あるが,BA 型土ﾡの出 

現しやすい楽筋近くなどのプナは樹高が低く, 不良な ものが多い。

乾性型士壤においては,湿性〜適潤性土壌に比して,地床植物の繁茂少なく,かっ地形的な関係から陽 

光を受けやすいので, スギ・アカマッ・ ブナ等の天然生稚樹が発生成立しやすい。かかる地城は人工植装 

によるよりも,上層林冠の状況な どか らみて, スギ •アカマツ に対して積極的な更新の補助手段を'講じ, 

天然更新の促進を図るべきであろう。なお,広葉樹材；地帯においては,プナ, ナラの天然更新を図ること 

が有利である。

BD型土ﾡには, スギの天然生林が最も多く, 次いでプナ, ミズナラが出現している。スギ天然木は中 

母の成育をなし林型表の地位 I［等地に該当し, X 令級で平均画髙 23m前後の成長をなしている。また 

ブナは こ の土壤型に最 も 良好な生育を示 し,x令級で林型薬の地位 I 等地に該当 し,平均尚高は 24 初 を 

示し,台地状の緩斜地形には優良な生育を示す ものが多い。ミズナラは X 令級で 22m の樹高を示し, 

ブナのそれよ りやや劣るようである。

この土壌型においては,スギ・ ブナともに稚樹発生はB型土ﾡに比してやや労るが,崩積型の陽光を 

受けやすく, 適当な母樹の生育する箇所では,スギ稚樹の発生も良好で,かっその後の成長も良い場合が 

あるが, 一般に人工備技が有利である。またブナ天然生林においては積極的な樹種更改により,スギを植 

ﾡするこ とが得策の場合が多 •い。と く に地形上ま たは積雪の関係か ら不可能な箇所において のみブナの天 

然更新を行い,できうる限り 笹類の地床植物を剝除す る 必要があ る。

BE・ BT型土ﾡにおいては, スギ天然生林は成長優良で,面積はやや少ないが秋田優良スギ林の代表的
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第 83 図 スギ, アカマッ林の成育 と土壌型 との関係 (七日市経営区 58 林班)

Fig. 83 An example of vegetation and soil condition (NANUKAICHI management unit).
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な も のか多い こ の土垣型に生育す る ス ギ天然木 

は. x令設て択林型求の 1 〜 II 等地に: 投当 し. 

30～35m の平均懺高を有し, 優良な村質を有ナ 

る大径木が多い しかし Br型土ﾡではやや樹型 

が完満 とな る 価向が あ る

なsお Br型土ﾡのスギ人工:林の中に請流載後体ス 

し,天然更新;こより 成立 したアカーッについて樹 

幹所解を行市った描果,48年生で樹高 25w., 岩手 

地方7 カマッ林収獲表に対比すれば地位 1 等地を 

はるかに上廻る優良な成長を示 し,隣接す るスギ 

植ﾡ木に比 しほぼ同様な成長を示 し, 当地方にお 

いても優良な生育を示すことを立証しているよう

である

湿性型の土ﾡにおいては, 天然更新は乾性型に 

比 し稚樹の発生状况が不良である ことと, 経済的 

な関係か、ら天然更新によ る より も,試的な ス ギ 第85図 アカマツ樹高総成長曲線 

Fig. 85 Total growth curve of height
の 人工植ﾡが有利で ある。 of AKAMATU.

PDI ・Ppn・PpI型土ﾡにおいてはスギ・ヒバ・ネズコ・ブナ・ ミズナラが出現し, 特にPpI・Ppm 

型においてはヒバが多い. スギ・ブナ・ ミズナラの成長はほぼBn型土ﾡに近似するが, ヒバは X 令級 

で11〜13m, ネズコ 10～14mの総前高成長を示し, 地形の比較的良好な箇所では,これ以上の成長を 

示ナ場合もみうけられる。

PnI・PDn型土ﾡにおいては, ヒバの天然生林が優勢を占める関係から,ヒバの天然更新を図り,ヒ 

バの成立しない箇所に対してはその上木の成立状況をみて, スギ •ネズコ ・ プナ等の天然更新が有利であ 

る。

Ppm 型土ﾡにおいては大部分ブナ・ ミズナラ天然生林の多い関係から,この種の天然更新を行う よう 

にしたい。

(2) 人工林の 成長 と 更新の関係

ス ギオ赧木の成長 と 各土罪型 と の関係について,各経営区において樹幹所解を 行い軍 り ま とめた結果は 

第 86 〜 95 図の通 りである。さらにこれ ら経営区の平均値 と 収穫表 と対比 した も のが第 96～98 図である。

樹高成長についてみる と, BE・ By 型土壊においてはスギの 成長はすこぶる良好で, 40 年生で樹高 

21～24m. に及び 収穫衣の地位上を ほぼ上下す る成長を示し ている。前に述べた林分蓄積を勘案す る と ・ 

優良スギ林は例外なくこれ等土壌型に生育する傾向が明瞭である。

Bp型土ﾡでは, 40年生で樹高19m,収穫表の地位中程度の良好な成長を示しているが, 推積様式が 

崩積型を示すよ う な傾斜下部の場合には, Bn型土ﾡに類似のﾡ峰なﾡ長をなし,地位中を上廻る場合も 

ある。しかし一般の標式型では地位中をほぼ下廻る も のが多い。当地方においてはこ の土壌型まではスギ 

の造林を積極的に推進すべきである。

BD(a) 型土ﾡでは, 地位下をほぼ上下する成長を示し, 一般に幼時は地位下を 下廻るが漸次その成長
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第86図 羽根山樹高総成長曲線

Fig. 86 Total growth curve of height 
(HANEYAMA management unit).
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第87図羽根山材積総成長曲線

Fig. 87 Total growth curve of volume 
(HANEYAMA management unit).
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第91区 七日市村制総成長曲源
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第 90図 七日 市樹高総成長曲線 

Fig. 90 Total growth curve of height 
(NANUKAICHI management unit).

第88図 沖田面樹商高総成長曲線

Fig. 88 Total growth curve of height 
(OKITAOMOTE management unit).

第89図 沖田面材積総成長曲線

Fig. 89 Total growth curve of volume 
(OKITAOMOTE management unit).

LEGEND

第92図 岩瀬樹高総成長曲線 

Fig. 92 Total growth curve of height 
(IWASE management unit).

LEGEND

Fig. 91 Total growth curve of volume 
(NANUKAICHI management unit).

第93図 岩願材積総成長曲線 

Fig. 93 Total growth curve of volume 
(IWASE management unit).
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第94図 下長木樹高総成長曲線
Fig- 94 Total growth curve of height 
(SHIMONAGAKI management unit).

第95図 下長木材積総成長曲績
Fig. 95 Total growth curve of volume 
(SHIMONAGAKI management unit.

上向する経過を示す傾向がみられる Be型の現わ 

れやすい 地形においては, ス ギの成長が やや るの 

で,かかる地域;こはカラマツを統段し,ほかはあまり 

好な長は期待出来ないが, ス ギを怖載す ることか 

有刊な場合が多い

Brow)型士:ﾡでは. 幼時の成長は Bnxa) 型土ﾡに 

泄ずるが,全休として地位下*0.7 を推移する傾向が 

強い。この土ﾡ型に対してはスギ・ カラッの人工権 

裁が考えられるが, と くに地形的に有利な地城;このみ 

スギ を 植栽 したい。この 土ﾡ型は Bn 型土ﾡ と合せ, 

広施囲にわたっていて,一歩誤まれば広葉樹林が星入 

しやすいので大面心の不成績造林地を現出す る怖れが: 

あ る お海抜高または地形的関係か ら雪害を こ おむる 

場合もみうけられるので,更新ならびに保育について 

は面度の技術的な檢討が必要であ る。

B・ Bn 型土ﾡでは, と も に地位下をはるかに下廻 

る 分勝な 成長を示 し,ス ギ道林地は不成都にﾡす る 傾 

向が強い ことにB型においてはスギ怖ﾡ木は図に 

示すごとく,40 年生で 内外の劣悪; な生育の もの

LEGEND

第98図 土壤型別博高平均成長曲練 

Fig. 9S Mean growth curve of height 
on each type of soil.

093000

樹 

高;

LEGEND 
凡例

30

・.................. ・ BA
*- * Be
o--------------- ロ BB()
・---------------・ BD(d)
2---------------・ BD
1------------* BE

・--------------- ・ BF

O.8000

0.7000

20

LEGEND 
凡例

・................・BA

- e BB(w)

ー ・ BD(d)

BD

..........*BE

が疎立し,広葉樹またはアカマツ等の 乾性樹種の侵入によ り, 現況は 広葉樹天然生林を呈する場合が多
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.第96図 土壌型別樹高総成長曲線 

Fig. 96 Total growth curve of height 
on each type of soil.
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第97図 土ﾡ型別材積総成長曲線
Fig. 97 Total growth curve of volume 

on each type of soil.

BIow) 型土ﾡの デカツ造林木は 30 年生で樹高 16 m でス ギの樹商 とあま り劣らぬ成長を示している。 

このこ とから, アカマツでも湿性型土理に植故すると きは,相当優良な成長を示すこ とが うかがわれる。

なお BI()型土ﾡでは針葉樹の人工怖ﾡがししば失敗に帰する怖れがあるので, ナラ の幼稚樹が多く、 

将来地元新炭林 と して必要な場合は, ナラ によ る天然更新を考え ることも 適当であろ う。

I 施業に対する意見

この調査地域は,前にも しし述べてきたように, スギを主とする針葉樹天然生林地帯がほとんどそ 

の大部分を構成 し,プナ を主 とする 広葉樹天然生林地帯は七 日市お よび岩瀬経営区の奥部高山地帯に限 ら 

れて分布するにすぎない。

これ らに対する 当局の施業方針 と しては, 前者すなわちスギを主とする針葉樹天然生林に対しては,従 

来全面的に択作業を採用してきたが, 戦時,戦後を通ずる増伐により択伐:率はしだいに増加し,これに 

ともない林相は極度に疎開したため,保育を主眼とする択伐:本来の姿が失われる一方その基本となる天然 

更新の成果は概して不良であったので,このような立地,林相の実態ならびに森林作業上の観点から施業 

法に検討が加えられた。その結果, 個々の林分に適応;した施業法をとるこ とを主眼とし,従来の択伐作業 

のほかに, 皆伐ならびに小面積区画皆伐作業を併行的に と り 入れ,更新の安全確実を期する こ と に改訂さ 

れている。また,後者のプナを主とする広葉樹天然生林に対しては,林地保全, その他伐採制限を要する
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林地には従来どお り 択伐作業を とる とと も に従来の よ う な画一的な単木択伐: よこ れを鹿 し単木択戊お よ び 

群状択伐を併用 し,ま た立地関係の 良好な地域は積族的に樹前改良を推進す るため, 普伎によ る 人工池林 

の拡売を図り. さ らに保安上の制限を受けない林地で試な どの ため人工植栽を不利 とする箇所には既存 

ﾡ種の天然更新を前提 と した皆伐を とり スれ, 従来以上に皆伐的取扱いを多 く 採用するこ と にょり. 既 

の保育に主眼をおいた施業法よ り 造林主体の施業法に 移行 し,試極的に森林源の埼. 林相の充実なら 

びに生産力の 向上につとめる こ とにしている。

このよ う に造林主体の施業法の採用に とも ない 人工造林事業は近年飛盟的な 拡充が 図 られつつあるが, 

植栽についても従来のスギ個重の傾向を廃し,今後はスギ75%, カラマッ 159%, アカーッ 59%, その他 

5% を予定し,造林成績の向上を期する方針がとられている。しかしその主体となるものはあく までスギ 

であって既往の天然生林の成育状況,雪害な どの気像条件, 利用価価な らびに地方的産業水情な どの特殊 

事情か、ら第一義的に スギを極力植裁する考え方には変 り がない。

以下この調査地域における このよ う な針葉樹な らび に 広葉樹の地域配置の 関係を も とに, 現在と られて 

い る経営方針を勘案 し,かつ選定樹種に対す る特種事情を考慮 し,こ の土罪調を通 じて得 られた適地選 

定,あるいは作業種決定その他施業上の諸点にわた り意見を述べれつぎの ようになる。

1) ス ギを主 と する針葉樹天然生林地帯

この地帯の天然生林は,林分構成状態 よりみて,スギを主 とする林分,およびスギ・ヒバ・ネズコ・ヒ 

メコマッ広葉ﾡ混交林に大別されるが, その垂直分布は 600～700m以下が普通で, 林令 200 年生内外の 

老令林に より 構成 されて いる。これ ら天然生林に対して は昭和前期において天然更新を主体 と する択伐作 

業が全面的にとられたほかは, その前後において皆伐作業が とられたため,明治 22 年以来人工造林が行 

われている そのﾡﾡ樹種としてはスギ天然生林の伐採跡地の関係, その他前述の特種事拈からスギ•が主 

体をなし,約89%を占め, カラマツが約5%, アカマツその他針葉樹2%, 広葉樹4%のﾡ合となつ 

ている。

このよ うに ス ギは植栽樹種のほ と ん ど大部分を占めて いるが,土ﾡ調査の結果に照すと , 現行の人工林 

の伐期令 80 年以内において,スギが正常な成育を示す土壊は Bp, Bp, Br 型土度の 3 型と考えられる 

が,別紙土壤図に示す ご と く その面積は調査面積の約34% であって , やや これに類似の成育を示す Bpcd) 

型土壌を合わせても約40%となるにすぎず,過半に達しない状態にある(ここにいう正常な生育とは,秋 

田地方ス ギ林収穫奏あ る い は羽根山,沖田面経営区 ス ギ林収ﾡ予想奏に照 ら し,地位中以上の 貴好な生育 

を期待し うる場合をいい,また,ややこれに類似の生育とは,現実林の立木座をﾡ案し前地位中*0.80 

以上の生育を期待 し う る場合を いう)。

このようにBD・BE・BF 型土ﾡ, さ らには BD(d)型土期について は, 一応スギの正常な生育が期待 

されるから, 最も有利な植栽適地 と考えられるが,前にも述べたように,この地方の スギの天然生林下に 

は長期にわたる う つ閉に よ り林内環境が偏湿化したため,二次的に生成された と考えられる粘質 う つ閉型 

の BE, 型土ﾡが 諸所にあらわれる傾向があって, こ の土度では 一度 上木が伐採されて 土地が裸出す る 

と ・ 土度中の水分平衡が速やかに破れて相当期間にわた り 乾性化する ため,,緩慢な成長を示す傾向があ る 

ので, 土度条件の急激な変化をなるべく 最小限に とどめる ため,伐採お よ び造林方法に あたり 特別な考慮 

が必要であろ う。

こ の地方の ス ギ人工林の 成長経路をみ る と 一般に幼時の成長が緩慢で, 20～30 年ごろ よ り 成長が し だ 

い;こ上用•して旺盛にな り, 老年;こはいつて も衰退する こ とが少なな く,成長の持統性の長い こ とが時特性と し 

て指されてい、るが。この原困は秋田スギの特性,あるいは保育その他森林の販扱い上の問題も否定でき 

な いが成長上:外 の 時期が成林 う つ閉の開始期に ・致す ること をぢえ る と. 上述の よ う な土氓因子の特異性 

が棋本的に関係 しているもののよう に思われ る。

これが対策としては,伐採については/伐作業  に際し,土ﾡ型あるいは付近林分の配置を調査し. 彼区 

が連続大面段にわたり作設されることを極力避けるため,その大きさを制限し,現行の1依区 5m内外 

の2分の1区画ﾡ償渋を採用するなどの配をなすとともに,ﾡ跡地については. 速やかに植栽を行い, 

う つ閉を促進す る ため ・ 既住の成果にかんが人植裁本数を増加 し,同時; こ保育の徹底を期す る など造林上 

の配が必班であら う

Bn(w)型土ﾡは既往のスギ人工林の成果をみると不成ﾡな場合が多く,成林する場合でも BD型土ﾡの 

生育状険に比校してかな り 劣る場合が多い •すなわち,前述の ごと く秋田スギ林収ﾡ奏あるいは収護丁想 

炎に対比し,地位下を明らかに下廻る生育を示し,下*0.7以下を推移する傾向が強い。したがって,怖 

栽適地の •視点 よりすれば, こ の土ﾡの大部分はス ギの怖載を考える よりも,むしろカラマッな どの次普の 

前種を聞ﾡ的に導入ナ ること が更新の安全確実性 よりスて も 優すべき考え方であろ う。もし森林作業そ 

の他経営上の極点から,スギの 人工造林を行う とすれば,一部の Bn(a,型の土ﾡとともに厳正な小画試 

区画皆伐によ り 周到な 植栽を一部について併用 し う る程度といえよ う。当局施業の 基本方針において 伐: 区 

の大きさを 2以内とする3分の1区画情伎法が採用されているが, このよ う な場合に行う べきで伐採 

区の作設にあたり不規則,乱雑の弊を避け,厳正に施業されることが肝要である。なお期往のスギ生育 

状況よ り考え. Bp ・ Br 型におけるよ う に 80 年内外の伐期令を採用する こ とは困難の よ う で,伎期令は 

100～120 年に延長する こ とが必要にななろ う。

Bn 型土ﾡは Ba 型土ﾡ ととも に乾性型の 土壌で あるので, スギの 人工林植栽を期待す ることは国難で 

天然更新を主体とした択伐作業を採用し,地搔き処理など積極的な天然更新補助作業を講じ天然生稚幼樹 

の発生を促進すると同時に,保育を徹底し, 更新の確実に努めるべきであろう。スギ天然生林における天 

然更新の実態をみると, 前にも述べたように,斜面上部に分布する乾性型士求では,稚樹は比較的発生し 

やすく, 土壌型分布の視点よ り すれば,天然更新の安全ない し確実の可能性の高い林地が多い。

なお, この地帯の スギ天然生林の 成立を考察すると, 成立初期に おいて はおそらく 斜面上部の比較的更 

新容易 な乾性岩屑型土壌に靑床 し,順次斜面下部へ と 推 移発述 し,現在み る ような ス ギ広葉樹混交林の安 

定相 を形成す る にいたつたも のと 推定 される。

Bn 型土ﾡな どの乾性型士壌において,林木構成その他の実況に よ り 天然更新の 成果を期待 しがたい場 

合には カラマツ •ア カマ ツ等の舟悪乾燥地に対し抵抗性の強い樹種の造成を図る こと が妥当であろう

Ba 型土ﾡはす こ ぶる乾性の ため, 従来の実績に照 しても, 人工造林の結果はほ と ん ど完全な失敗に帰 

しているので,天然更新にまつほかはなく, 確実な天然更新の成立を促進すべきであろう。特にこの土壌 

と Bn型土ﾡとはその地形および関係位証などよ り考え, 経済林と しての施業より も,地力の維持涵強, 

林地 保全の 視点 よ り慎重な取扱いを要する場合が多いので施業上とくに注意が必要である。

この地带における PD型土ﾡの分布は少ないが, その分布の地形,林相などより して到底人工造林の対 

象 とする こと は困難で,ヒバ等の天然生稚樹の発生きわめて旺盛であるので,それ らの天然更新に よ るの 

ほかはなかろ う。この土ﾡも BA 型土ﾡと同様に経済林と しての施業を考える より も,林地保全の見地よ
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り取扱いに注意を要す る場合が多い。

B 型土壌は 低山丘陵地の草原地帯に分布する 関係上,地理的に便利な場合が多く,このょう な地形. 

地位級の良好なことから, しばしば適地の選定を誤り 全面的に スギを植栽するな どの傾向;こおち入り がち 

であるが,B/(d)型土ﾡには カラマツ •アカマ ッ等をﾡ成 し,B/(w)型土ﾡに ス ギを造林す る よ う な配聞 

が必要である。 B 型土ﾡは国有林野内には比散的少ないが, 公有林野官行造林地には比散的多 く分布す 

るので特に注意を要する。

なお七日 市経営区 ならびに その 付近では BI 型土ﾡに きわめて 優良 な 人工 造林地が造成 されているがそ 

の土ﾡは BI。 型土镶である ’ 一般にアカマツ等針葉播の人工造林の適地 と 天然更 斫の過地 と は分けて 

考えるのが適当で, 天然更新の適地は乾性土度である場合が多いから,そのよ う な土界に比核的貝;好な天 

然生ア カ マ ッ林が生立する傾向があつても , 人工更新の成績はそれほ ど良好でないのが普通である

一方 Bp ・ B/(w)型土ﾡなェど良好なる土ﾡに怖栽されたアカーッ林はきわめてﾡ密な成育を示している 

事実はこの考えを裏づけるもののよ うである。アカマッ林の造成に際してはこれらの点に注意する こ とが 

必要である。

以上 こ の 調査地域において 低山地形に成立す る ス ギを主 と する針葉ﾡ林地帯の施業面に対す る 適見を述 

べたが, この地帯ではほとんど全域にわたり天然生スギの老令大材林が成立するため, とかく 日前の林細 

の壮大な姿に幻惑されて,その高令長大な生産期間の,経過を見落しがちであるが,択伐林形表,あるいは 

成長,経過を 調査照合すれば土壌型な ど土地因子に よ る成長お よ び林分構成状態の差は明 らかであって . 人 

エ林における成長経過 と ほぼ同様な短型に属す る場合が多いので慎な検討が望 ましい。

2)ブナを主とする広葉樹天然生林地帯

こ の地帯は前項の ス ギ天然生林地帯の上部に分布す る ため,調査地域では七日市お よ び岩瀬経営区の奥 

部に限られるが,当局の施業方針と しては立地関係良好で,かっ集約な造林実施可能の林地については, 

普伎によ り 樹種改良を積極的に行い,極力針葉樹人工林の造成を推進する こ ととし, その他の林地に対し 

て は単木択伐あ る い は群状択伐な ど を採用 し,現存す る 広葉樹の天然更新を期待 十 ることとしている。こ 

れを土ﾡ調査の結果に照すと樹種改良林分はメギその他針葉掛の沿成を行う ことと しているから,この地 

帯に分布する補色森林士の うち,Bp・ BF 型土氈な らびに BF 型土ﾡの一部に ス ギの植栽適地を求め る こ 

と は積雪な どの関係か らみて造林可能であれば前項の場合 と 同様に適切であろ う。しかし その面積は土罪 

図 に 示す ごとく ス ギ天然生林地帯以上に きわめて少ない実情に あ る。

BDcd) 型土壌はこの地帯において も分類したが,この土期では Bd ・ Br 型土ﾡの よ うに正常な生育は 

期待しがたいが,ﾡ存樹種中, この地帯で考慮しうるものは現在のところスギ・ カラーッの2種類にほ 

限定され, さらに両ﾡ種の間には, カラマツがスギに比し特に耐寒,耐普性が強い とい う 客観的な根拠 も 

見いだしがたい状ﾡにあるので, スギ天然生林地帯よ り推移部の比較的雪害の少ない地域では, スギを植 

栽すること とし,必要に応じスギ・ カラマツの混植,あるいはカラマツのﾡ載を図るなど土ﾡ因子を考 

するほか, 気候因子なかんずく降雪の性質ェらびに量的関係, ならびに標高,傾斜など位超的災係を総合 

検討し, 個々の林地の実況に適応した樹種な らびに造林方法を考える こ とが適当であろ う。

スギ・ カラマツのイ雌については雪害関係を考慮十る と,積雪量 3～4m 以下の地域が 一志の基準とし 

て考えられるが, 本調査地帯では, 海抜高,地形ならびに気象の関係からみて, かかる高岳多雪地帯は比 

較的少ないと考えられるが,その怖れの ある地域では スギ： カラーッ等の既存樹種のほか, 耐寒耐雪性の 

アテ ヒバ ・トドジ ・ ヒ メ コッ等の試験 を試極的に促進することが緊要である

ま たBr 型土ﾡの よ う なな湿性型土罪の ・部ではヤチバモ等の広葉ﾡの遺成を考える必要があろ う , 

以上が、土ﾡ型か、らスた樹種改林分の適地と考え られる ものであるが, 優位な針葉樹人工の遺成を期 

待しがたい、Bn・ Bnaw) 型士. な らびに Bl)(d)型土璞の一部にはプナの天然更新の 尽好大節所が少な く 

な く,前生他樹の 田当発生卜 る林地がめ られる したがって,このよ う な林相,更新関係の林地につい 

て, その天然更新を期待するため, 到な群状択伎. あるいは単木択伐を行い更新の端実を •期する こと 

が適当であろ う

なsお,iiu Bn型土ﾡこおいて も プナの天然更新の容易な林曲が しば し認め られるか、ら,ﾡ雪その他 

気象因 戸の関係か ら造林実施困難あ る いは不安交の 伴 う 場合には, た と え土ﾡ型が改良適地であって も . 天 

然更新によるほ う が得策 と 思われ る

B 利 ・ Pn型 ・ Pon型 ・ Pnm型土ﾡでも. ブナの 天然更新は 行われる が Bp(d)・ Bd 型土ﾡに比 

し劣るのが普通である これ らの乾性型土ﾡは. Bn 型高山型土衆と と も に高岳多雪地帯に多 く,また立 

地条件も悪い地域である こ とが多い。これらのうち特に土ﾡり償の強い急斜面, あるいは法い岩石型土風 

などについては林地保金を第一義とした単木択伐の採用を望みたい：

I 総 括

1. 本調は. 国有林林野土ﾡ調査方法書に基いて実施 した ものである

2. 調査地域は, 秋田営林局管内の スギを主 とずる針葉樹混交天然生林のうち,その主体をなす秋田県 

北部米代川流域の主要経営区,仁鮒 •羽根山 ・沖田面 ・七日市・ 岩瀬 ・ 上長木 ・ 下長木の7継営区, 面ﾡ 

41,663/a について,昭和 24 年度より 29 年近にわたり 謁査したものである。

3. これら継営区は,いずれも米代川統域に位置し. 一般に晩幼年期〜早壮年期地形を呈し,丘陵地が 

多く,一部に高連山地がみられる 地質は第3起の水成岩が多く, 全体の 65% を 占めて いて,一般に 

漢質を帯び, 緑色機灰岩 ・砂岩 ・ 頁岩・ ﾡ岩が最も普通である 火成岩は石英祖面岩が展も 多く 17% 

を占め,ほかに 妄山岩 •分岩 •花櫛岩が 部分的に 出現 している 気候は年平均気温9.9°C. 年降水量 

1,775mm, 平均座79%, 最多風向W, また試雪期間は126 日で, この間の日平均試雪量は約50c 

である。

植生は温帯林南部に属し,垂直分布では東北地方スギーミズナラープナーネズコ群系:こ属しているが,七 

日市,岩瀬両経営区の一部には東北地方プナーミヤマナラ群系が見られる。林況はスギを主とする天然生 

林で, ミズナラ •プナ •ヒバ •ネズコ を混交する場合が多い。

4. 各継営区の土ﾡ型は基準型のほか亜型土ﾡとして Bua) ・ Bpcd) 型土壤を分類した, Bno・ 

BD(d)型ﾡ型土ﾡは, Bn・BD型基土ﾡに対し中間的形店を示すもので, この地域における立地約特 

性を基本とし,林木生育との関連性,造林施業上の必要性を勘案して設定した、

5. 各土壌型の理学的性質をみる と ,乾性型 よ り湿性型に移るにしたがい,容水量・含水量・湿潤度が 

増大 し,孔隙量 •容気量 • L/Wの比率は相対的に少する関係がみられ, 野外調察の結果とほぼ一致ナ 

ることが確かめられた。

6. 各土度型と理学的組成の間には,全般的な関係は認めがたいが,土性は国際法で軽埴土 •埴度土’ 

微砂質壤士に属する埴質系の もの がいち じるし く多く, 母材料の特性と一致する傾向が強い-
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7. 谷•土壌型と化学的性質の間には,乾性型から湿性型に移るにしたがって,pH H:O) の道大, 

換酸度の低下, 置換性石灰量の増加ならびに C/N 率の減少がみられ,特に Ba 型土城では顕著な傾向が 

認め られた。

8. 各土壌型の分布は,土度図 として示した 本調を経営区内に現われる 土城は,ほとんど褐色森林土 

で,全体の 91% を占め, B・ BB ・ Bpow)・ Bpcd) ・ Bd ・ Br・ Br 型土ﾡである。PnI・Pmn・ Ppm 羽 

のポドゾル土壌は,局部的に現われ 49% にすぎない。G 型, BI 型の分布は僅少である,

BA 型土壌は急傾斜の尖った尾根,風衝地等に現われ 1.19% で小面束である BJ； 型土壌は鈍頂の円い 

尾根あるいは傾斜面上部に現われ,広範囲に分布し,全面試の約30% を占めている

Bpaw ・ BD(d)型土ﾡは Be ・ Bd 基準型土度に対し,中間的形態特徴: を示し,これ ら无準 型に近似 し 

た地形に現われやすく,BBaw) 型土度 21%, BD(d)型土ﾡ6%で, 相当広範図にわたり,亜型として 

最も普遍的である。

Bp型土ﾡは斜面中部, または台地状の 内部に分布 し,約309% の広い面積を 占めて いるC

Be型土度は一般に斜面下温 または台地凹部に現われ,分布面校は3%で比較的少ない

Br型土ﾡは斜面下部, 特に沢沿い,平坦地,または台地凹部に現われ,分布面試は1%以下で, きわ 

めて小面制である。

PDI • Ppm • PDDI 型土頭は, 海抜高 400～600m 付近か、ら現われ, その分布面積も 4%でごく少ない、

9. 主要樹種の成長と土脚との関係についてみる と,スギの成長はBE・Br型土ﾡで最良で,BD型 

土 証 でほぼ中程度の成長を示す。 Bpcd) ・ Bnow)・ Bn ・BA 型の順に減じ土扉型 と 林木生育,時にﾡ商成 

長との間に明らかな関係があって,土扉型の適地指針としての適合性を裏付けている。

アカマツについては Bd ア) 型に比較的良好で,アカマツはさ らに土頭に対する適応性が広 く,湿性型 

土慶で優良な成長を示すことを知った。

ブナは Bd 型に最も 良好な成長をなし,Br・ Bu(w) ・ BDcd) 型土期はやや劣り,Bn・ Ppm型土ﾡにお 

いて下の成長を示している。

ヒバはPpI・Ppm 型土度に分布し,中暦の成長をなしている。

10. 各土度型に対する適応樹種と しては, Bf ・ Bp・ Bp 型土軍に対しては 積極的なスギの造林を行 

い, BD(d)・B 攻W)型土ﾡに対しては, スギ天然更新の有利な箇所は更新補助作業により 更新の安全確実 

を期し,ほかは実況に応;じ,スギまたはカラマツの植栽を図る。

プナ林地帯において は, Bp(a)・BD・BE・BF型土ﾡに積極的なスギ・ カラマツの樹種改良を行い, 

Bpaw) ・ Bb ・ BA 型土麋について は,ブナの天然更新を考えたい。

BA ・ BB・ PDm 型土度はその林相からみて,適宜 カマッ・ ブナ ・ザッ等の天然更新を期し, Pn!・ 

PDm 型土维はヒバを優勢とする場合が多いので,ヒバの天然更新を考えるほか,適宜その林況に応じて 

更新の確実を期したい。
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Soils of the National Forest at the Northern Part of AKITA Prefecture.

(AKITA Regional Forestry Office)

Chikayoshi IBAIAGr, Akira KUnrTA, Hideo ABUKAWA, Yukio Iro, 
Shinzaburo SUzUKI and Tadao Ito

(Resume)

1. Soils of the seven management units (41,663ha) in the basinoftheriverYoneshiro, 
Akita prefecture were surveyed, and the relationship between the soil properties and forest 

growth was discussed.
2. Mountains of this area are mostly hilly. Tertiary green tuff, sandstone, shale and 

conglomerate occupy 65% of the area, and liparite, andesite, and granite the residual part.
3. Annual mean temperature is 9.9°C.

Annual precipitation is 1,775mu.
Annual mean humidity is 79%.
Prevailing wind direction is west.
Days covered by snow are 126, and mean snow depth in this period is 50cm.

4. Lower part (below 700mn. altitude) is occupied by the famous Sugi (Cryptomeria 
jabonica) forest and the upper part by beech forest (Fagus crenata).

5. The greater part of this area is occupied by brown forest soil, which is morpho- 
logically classified to the BA-(1.1%), Bp-(30%), Bb(w)-(21%), Bp(d)-(6%), BD- 
(30%) and BE-(3%)soils.

The podzol and podzolic soils (4%) occur at the mountain ridge above the 400～600m. 
altitude.

The black soil (Ando-soil) and the degraded black soil occur in some places. The 
distribution of these soils is shown in the attached map.

6. Physical and chemical properties of the classified soils have a tendency to correspond 
to their morphological characteristics ； that is, water holding capacity and moisture content 
increase from the BA- to BE-soils, and air capacity and air-water ratio decrease. pH-value 
and exchangeable calcium increase from the BA- to Bp-soils and exchange acidity and C-N 
ratio decrease.

7. Texture is rather heavy, that is, light clay and clay loam are dominant. Soils 
covered by dense natural forest for a long time are apt to become wet, and this accelerates 
the tree growth, especially in the case of Sugi. When trees were cut down,however, soils 
become drier rapidly, and the growth of newly planted Sugi was greatly depressed. This is 
to be noted when reforestation is planned.

8. The growth of Sugi is best on the BE- and Br-soils, medium on the BD-soil and 
somewhat worse on Bp(d)- and Bb(w)-soils, The BA- and BB-soils are unfit for Sugi 
plantation.

Pinus densiflora grows well on the BD(d)-soil.
Fagus crenata grows well on the BD-soil.
Hiba arbor-vitae (Thjopsis dolabrata var. Hondai) occurs on podzol or podzol ized 

soils and grows rather well.
9・ The management plan based on this soil survey is as follows.

a. Artificial regeneration of Sugi is recommended on the Br-, BE- and BD-soils.
b. Natural regeneration of Sugi is well suited to the BD(d)- and BB(w)-soils.
C. Natural regeneration of Fagus crenata is recommended on the BB(w)-, BB- and 

BA-soils at the higher altitude.
d. On the BA-, Bp- and PI) in-soils natural regeneration of Pins densiflora, Fagus 

crenata and the other broad-leaved trees is recommended.
e. On podzol (PDI- and PDI-soils) natural regeneration of Hiba arbor-vitae is 

recommended.
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1 仁鮒 1 BA 4は スギ天然生林 230 眇岩 単筋急斜地 S36

7 2 Bn 81ろ ク 180 頁岩 単筋 NW20

9 3 62と ス ギ人工林 120 砂岩 斜面上部 S22

11
23

6
8

グ

BB(w)
31ほ
17ほ

スギ天然生林 

ス ギ人工林
200
220

凝灰岩

グ
斜面中部 Nw34? 
斜面上部W23

45 13 BD 4い スギ天然生林 200 砂 岩 緩斜地 S14°

46 14 5と ス ギ人工林 頁岩 峯筋の緩斜地 N12°

47 15. グ 4ろ グ グ 砂岩 斜面中部級斜地 NWie

48 16 ' 3は スギ天然生林 グ 頁岩 斜面中部 w22°

50 18 グ 59は スギ人工林 160 漢灰岩 斜面中部緩斜地 Ne

51 19 グ 28ほ グ 260 グ 斜面中部WNW 14°

52 20 グ 25と スギ天然生林 350 頁岩 小峯筋 NW289

69 21 BE 5り スギ人工林 200 峯筋の緩斜地SW18°

70 22 グ 6ほ ス ギ天然生林 240 ケ 斜面中部 SE24°

71 23 29へ 開墾地 260 ； 漢灰岩 下部級斜地 S6

72 24 ク 18い ス ギ人工林 200 ； グ 斜面下部級斜地 NE 140

73 25 グ 26に " 1 台地中部 NNE3°

84 27 Br 15り グ 140 , 砂質頁岩 斜面中部台地 Swe°

85 28 ク 52は スギ天然生林 200 漢灰岩 沢沿い の緩斜地 E26°

2 羽根山 1 Ba 30い ク 220 : 砂岩 弊筋急斜地 SE400

13 2 Bn 19に , ス ギ人工林 100 砂算貴岩 台地SW5
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25 羽根山 っ B(w) 22へ スギ人工林伐跡地 120 頁岩 斜面上部緩斜地 sie

34 4 BD(d) 30い スギ天然生林 200 砂岩 斜面中部後斜地 E10°

53 5 BD 26い、 スギ人工林 150 砂質頁岩 沢上の級斜地 E16

54 6 グ 22へ 100 グ 平坦地 E5

74 7 Br 26い グ 180 斜面中部級斜地 NE15

75 8 35ろ スギ天然生林 220 斜面中部級斜地 S E100

76 9 グ 28り ス ギ人工林 160 斜面下部級斜地 NEe°

86 10 BP 19は 100 筋 NE15°

3 沖田面 1 BA 9い 220 砂岩 単筋急斜地 SE38°

14 2 Bp 47に 280 砂質頁料 斜面上部 NE28°

15 3 グ 36い 350 単筋Sw 25°

26 4 Bp(w) 43い スギ天然生林 320 頁岩 単筋級斜地 NW15°

27 5 ケ 57い ス ギ人工林 400 グ 斜面上部 SE30°

35 6 BD(d) 7い スギ天然生林 140 砂岩 単筋急斜地 E37°

36 7 7ろ グ 240 砂質頁岩 斜面上部 W30°

37 8 9い、 スギ人工林 160 グ 斜面上部 S30°

55 9 BD 45ろ 200 神沖 積 河川に沿つた平坦地

56
57

10
11

グ
" ・

70は
50い

250
200

誌i矗 単筋 NE359 。
斜面中部 NE28。

58
* 12 グ 22い 沢上の台地 NE7。
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R
A
A
B
A
A
B
A
A
A
B
A
A
B
B
A
A

B1A
A
B
B
B
B
B
A
B

B2A
B
B
A
A
A
A
B
B
A
~
 B
A
 A
B
A
 A

3)-A
 A
 A
A
 A
B
 

,A'

秋田 林地の土ﾡ (茨木 ・ 栗田・ 虹忙川・ 伊藤 ・ 鈴木 ・ 伊藤) — 121 —

べべ
Depth

C>»»

' '—' " 
10～14 
26～30
0 〜 4 

10～14

4 
IO~14 
26 〜30 

0～ 4 
10～!4 
55～59

0～ 4 
10～14 
40～44 
60～62
0～ 4 

10〜14 
40-44 
55～57
0～ 4 

10～14 
46～50
0～ 4 

10～14 
30～34

2～ 6 
32～36 
10～14 
45～49
0～ 4 

25～29 
60～64
0～ 4 

15～19 
60～64
0～ 4 

18～22
0～ 4 

15 〜19 
30～34 
50～54
0～ 4 

15～19 
35～39
0～ 4 

15～19 
40～44
0～ 4 

25～29 
60～64

0～ 4 
2～ 6 

19～23
0～ 4 

15～19 
50～54

比 M
Specific 
gravity

孔隙量■
Porosityo ■

容試 
Volume 
weight 

o

大容水量
Water capacity

容 団 
Percen- 
tage of 

the 
volume

市 ﾡ 

Percen- 
tage of

the
gravity 

9%

2.50 70.7 73.2 51.1 69.8
70.3 76.7 52.8 68.8

2.70 65.0 9.:.6 56.2 59.4
2.55 77.1 58.5 55.4 94.7
2.52 72.1 70.! 61.4 81.6

• 70.1 79.0 62.0 79.2
63.9 96.4 62.5

2.43 74.7 61.4 67.3 109.7
2.48 73.1 66.7 94.6

• 72.3 22.9 64.0 87.8
2.47 76.6 57.7 64.1 111.1
2.52 72.6 69.1 63.4 91.8
• . 60.9 103.6 , 57.5 55.5
2.49 70.5 50.9 57.9 113.7
2.55 75.1 63.6 62.1 97.6
2.61 75.4 64.2 65.4 101.9
2.73 70.8 79.5 75.1 94.4
2.44 79.5 50.0 75.3 150.6
2.50 72.1 69.8 ・ 69.8 100.1
2.67 69.2 82.4 60.3 73.2
2.66 63.5 97.3 64.2 66.0
2.34 85.7 33.3 73.6 220.8
2.49 76.3 59.1 62.7 106.1
2.49 66.0 84.9 62.5 73.7
2.15 78.2 53.5 71.4 133.5
2.62 71.8 73.8 66.5 90.2
2.68 68.5 84.5 69.4 82.1
2.52 81.3 47.1 60.4 128.4
2.72 78.8 57.6 64.0 111.1
2.59 77.8 57.6 56.5 98.1
2.73 66.5 91.3 54.5 59.7
2.54 72.1 70.9 65.7 92.6
2.63 ( 77.2 59.9 64.1 106.9
2.86 70.9 83.2 71.7 86.2
2.44 80.7 46.9 72.0 153.6
2.67 76.6 62.4 62.6 111.6
2.74 67.7 88.3 66.8 75.6
2.40 81.8 43.6 61.8 141.7
2.56 81.6 47.0 66.2 140.8
2.35 84.2 37.1 62.3 161.5
2.56 80.9 48.8 53.1 108.8
2.60 79.7 52.8 66.6 126.1
2.58 79.1 53.9 63.6 118.4
2.58 80.2 51.1 62.1 121.4
2.69 78.0 59.1 72.9 123.3
2.66 76.4 62.8 72.7 115.8
2.50 77.2 57.0 64.1 112.5
2.65 77.1 60.6 61.5 101.5
2.71 70.4 80.2 60.2 75.1
2.50 75.1 62.3 , 59.3 95.2
2.59 71.5 73.8 63.4 85.8
2.67 66.3 89.7 , 55.8 62.2
2.56 84.8 39.0 67.9 174.1
2.52 80.2 50.0 66.9 133.7
2.56 78.5 55.0 63.3 115.1
2.59 77.9 57.2 71.6 125.2
2.54 76.6 59.2 72.9 123.0
2.73 66.4 9!.7 62.6 68.3

最 小 

谷気

Air
capacity

6
5
8
7
7
5
 7* 4
0
3
5
 7̂
 4
6
0
0
3
2
3
9
 7* 1
6
5
8
3
9
9
8
3
0
4
1
8
 7* 0
9
0
 4- 9
8
1
5
1
1
7
1
6
2
8
1
5
9
3
2
3
5
8
 

9
7
8
1
0
7
 3
 7
0
8
?
^
 0
-
3
1
3
0
 4 4- 2
8
0
2
3
 3
 6
 5
0
0
4
1
2
6
3
0
8
 7
 0
0
5
1
7
3
5
8
5
3
3
5
0
5
Q
^
n
^
A
^
Q
^
S
^
A
^
4
^
Q
^

1
1
 
2
 1 

1 
1 

2
1
1
 

一 

_ I
 1 

-
2
 1
 2
 1
 
I _ 

2
 1
 2
 2
 1
1
1
 

1
1
1
1
 
1
1
1
1

採取時含水量

Moisture content 
of fresh soil 
容 種 正 量

Percen- Percen- 
tage of tage of 

the the 
volume gravity 

9%9%
5
8
3
 1-3 6
 0
5
0
 oo 4
5
0
1
3
9
5
5
4
3
 4
 9
7
3
5
7
 0-6 1
0
0
3
0
8
9
3
0
 7* 4- 5
6
7
7
9
2
1
3
7
5
7
1
3
8
3
2
4
6
1
 

6
 6 1 7
 1

二
 C

 Q- 2
 5
 4 4
-
3
9
1
5
9
 0
6
0
0
3
1
5
1
9
2
6
1
7
0
5
8
1
3
2
2
3
6
3
2
1
0
3
8
8
7
7
9
9
2
5
7
5
0
2
2
7
 

4
4
5
.
^
5
5
 4- 5
5
5
5
5
5
4
5
5
6
 0
6
5
 6
6
5
5
6
5
 6
3
 4
3
4
 4 4 6
5
6
6
3
4
3
3
4
4
4
5
5
3
3
3
3
5
4
4
5
5
6
6
5

63.6
61 .1
54.3
80.5
73.2
66.6
50.9
97.0
78.8
75.9
94.3
78.9
51.2
96.4
80.6
82.2
87.3

132.9
95.2
68.4
62.1

191.6
87.5
65.1

115.0
80.9
74.4
77.7
71.5
64.1
43.8
63.8
80.2
74.2

114.9
99.8
70.2
77.2
98.6
90.3
66.8
79.0
75.6
85.9
98.4
92.4
65.4
62.2
49.3
63.8
70.6
50.5

122.5
110.6
91.3

109.1
105.7
62.3

91.0 38.4
88.6 33.2
91.3 15.7
85.0 39.2
83.6 17.4
84.0 12.0
81.4 6.2
88.4 10.0
83.4 15.9
86.4 13.0
84.9 19.5
86.0 14.5
92.2 5.9
84.8 37.3
82.6 20.0
85.5 15.3
92.6 5.7
88.3 5.6
95.1 3.3
93.4 14.8
94.1 -1.1
86.8 16.4
82.5 21.7
88.5 5.6
86.1 9.4
89.8 8.0
90.6 -1.3
60.6 34.6
64.2 23.1
65.5 37.7
73.4 22.0
69.0 9.7
74.9 20.4
86.2 -1.1
74.9 12.1
99.5 11.2
92.8 1.4
54.5 32.4
70.1 23.3
53.8 35.2
61.4 52.4
62.6 19.7
64.0 24.4
70.7 29.2
79.8 7.0
79.9 5.1
58.2 20.4
61.3 25.4
65.6 16.9
66.9 26.6
82.2 14.5
81.2 18.8
70.4 24.9
82.7 19.9
79.3 24.0
87.2 8.8
85.9 6.2
91.2 6.1
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第I表 (統)

断 番 経営区
面 号 Manage- 再号

Profile ment No.
No. unit

59 田面

77

3
 
4

林 相

Forest

海抜高 

Ele- 
vation

m

母岩 

Mother 
rock

地 形

Topography
パi.位

Horizon
採取深

Depth
比 互 し

Specific Porosity 
gravity o

Volume 
weight

大谷水量
Water capacity

容 B 市 小

Percen-Percen-
tage of tage of 

the the
volume Sravity

氏 小

容

Air

丘時含水
Moisture content 

of fresh soil

capacity

谷 E 
Percen- 
tage of

the 
volume

4 七日市

16

17

BJR-

2
 
3

BI(BI) 105い

18 4

28 5

38 6

60 7
61 .8
62 9

63 10

78 11

79 12

87 13

88 14

89 15

95 16

98 17

5 岩 ﾡ , 1

19 2

29 3

30 4

39 6

40 7

64 8

BB(W) グ

ク グ

BD(d) グ

Bn ,

に 

ろ

ろ

い

ろ

1 

8
 
4 
3
 
8

2
 

5
 
2
 
8
 
5

BB(W) 87い

Bp(d) 53へ

BD崩 48ろ
BD" 47い
Bd 83い

凝灰岩 斜面中部級斜地 SE120

ス キ大然生杯 220 頁岩 付下W!5
スギ人工林 200 斜面下部 NEi1°

ス ギ人工林なれ ど 
アカマ ツ休 240 漢灰岩 単筋傾斜地 WNW35°
プナ,ミズナラ天 

然林 430 冷筋の斜面」: 部 s32

スギ人工林 200 小迷筋斜面 NE379
スギ人工林なれど1 
アカマツ混入 J 隣質機灰岩斜面中部 Sw4o

ス ギ人工林 220 項 岩 迷近い傾斜地 S35°

カラマツ人工林 160 凝灰岩 斜面中部 N40

ギ人工林 230
160
180

斜面下部急斜地 E370
斜面中部 N353 
斜面中部級斜地NNW15°

ヶヤキ, イ"ヤ, 1 
カエデ, 天然林 J 180 グ 斜面中部緩斜地NW10

BE 87い ス ギ人工林 230

グ 62は. 170

Br 62は 150

Br 57い 130

ィ 53ろ 150

PDm 124い スギ,プナ天然林 640

PwI 127い ブナ天然林 960

BA 3い
スギ人工林なれど1
広葉前が混入 J 350

ス ギ人工休 300

・ 斜面下部急斜地 E40°
状地 E33

建質真岩 峯に近き,急斜地 E380

ﾡ状地平

凝灰岩 沢筋平坦地

頁岩 ﾡ近い急斜地 SSW38°
黒雲母 1 
花耐岩 J 単筋領斜地 N18°

・ 峯筋緩斜地 N4。

頁 岩 単筋級斜地 SE80

240 ﾡ 岩 斜面中部 SE30°

250 緑色 凝灰岩 斜面中部 NW20°

240 砂 岩 斜面下部 NNW18°

250 ク 斜面下部 NNW24°

0～ 4 
20 〜24

0～ d 
10～14 
40～44
O〜 4 

20～24
O〜 4 

12～16
O〜4 

40～44
O〜4 

16～20 
40～44 

8～12 
34～38

O〜4 
10～14 
40～44

0～ 4 
11～15
〇〜 4 

20～24 
45～49

1～ 5 
22～26 
70～74 
11—15 
30—34
0— 4 

40～14
0— 4 

22—26 
50—54
0- 4 

20—24
0～ 4 

20—24
O〜4 

17～21
0〜4 

10—12 
20～24
0〜4 

10～14
0〜4 

50—54
1～ 5 

50～54
2～ 6 

40～44
0〜4 

10～14 
40～44
0〜4 

50—54
0〜4 

17—21

2.
2.
2.
2.
2.2

2.
2.
2.
2.
2.2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2
 2

67.
62.
78.
7O.
72.
78
73
81
75
82
74
80
7O7l
70
65
75
76
74
82
78
80
78
69
85
74
58
79
76
82
73
74
74
84"

74
85
70
87
78
84
76
68
85.
84.
86.
82.
77.
59.
82.
79.
82.
76.
75.
87.

69.
85.
81 .

81.
92.
52.
60.
75.
53
70
46
63
43
70
50
51
78
78
93
53
55
67
31
53
49
58
84
35
641 
14
54
634 1

66
64
67
43
54
66
34
75
28
52
34
68
87
33.
36.
30.
47.
53.
108.
41 .
55.
41 .
58.
69.
41 .
84.
34.
47.

5
3
 9
8
9
 1
-
9
7
0
2
8
 4 1
7
2

5.
3.5
3
4
 5
4
 4
7
5
9
 5
 5
6
5
1
 4 6
7
 1
5
 6
 6 7
7
7
0
7
 3
 0
2
5
0
9
9
3
7
2
0
6
8
6
3
8
1
2
1
5
5
0
0
3
1
 4 2
2
 9

)2 

6
 0
7
 7* 6 0 4̂- 0
5
6
5
5
 4 5
3
6
5
5
5
 6
 0
7
7
 0
5
6
 Q- 6
 6
6
 6
 7
 7* 7
8
7
7
7
7
5
7
 6
 6
2
5
5
7
6
5
6
7
7
7
6
7
6
6
6

50.O

1.
35.8

124
63

133
91

151
85

110
89
72
45
68

102
103

84
149
123
156
131
80 

164 
)04
79

125
101
148

94
116
104
184 
164
110
228

96 
254
107 
232

4
7
2
 Q- 5
7
6
9
1
0
3
 2
 1
3
3

84.7
142.2
168.5
150.4
121.3
51.6

144.4
127.2
178.2
121.9
92.2

174.1
73.8

199.6
131.9

9
0
5
2
0
 

4
0
3
4
4
2
4
8
5
4
8
8
2
1
6
 

l
^
K
^
^
Q
^
3
Q
-
7
8
 7
«
5
^
^
5
^
4
M
-
^
7
^
-
3
4
 2
 9
-
^
7
«
^
2
 3
^
™
l
l
d
-
5
2
1
8
2
7
^
6
0
5
^
^
^
^
^
4
^
-
8
Q
5
^
M
7
^
^

59.8
56.1
68.1

57.8
36
29
32
39
46
44
34
24
41
24
51
42
37
34
38
45
66
64
61 
4!
55
79
51
47
43
46
69
58
60
81
72
71
72
47
38
69
64
26
16.6
21.6
23.3
45.3
36.6
47.8
37.1
53.7
48.7
62.7
52.6
46.6
49.6
55.2
48.7

r t 
Percen- 
tage of 

the 
gravity 

%

73.6 
60.5

111.6 
76.9 
69 
42 
69 
62

106 
64

110 
47
S2
30
55
79
68
50
93
85
3O
10
731 
ly
sŝ
^

zo
loy
yo
loo
sy
lsg
lso
log
^lô

^
^
B

sa
bsg

so.
zs.s
^
g

ss.̂
l
 

18.
107.
75.1
 

12.
58.
159.
103.

3
 3
 7
 8
 6 

5
8
6
0
9
8
2
 7
 6
3
8
5
9
7
2
 

K
 o- 5
 6
 o
 8
 1
 5
 
3
 3
 a* 4
 8
 6
 o
 2
 Q 7
-
4
1
9
-
2
 8
6
5
2
4
 9
-
3
6
1
9
 2
 0
 7
-
8
8
7
 1
8
1
A
*
3
5
5
1
5
6
8
I
A
.
 9
9
8
 

Q 8
 Q 
s
 5
 6
 5
 6
 7* 7* 6
 5
 7
 6
 3
 7 6
 6 o o 8
 8
 a- 7- 8
 8
 7
 7
 7
 7- 
8
 7- 9
 9 9
 o
 6
 5
 8
 9 4
 5
 4 4 6
 5
 8
 6
 7̂
 6
 8
 8
 6
 7- 7
 7

o
 5 7. 2
 6
 5
 5
 o 7
 o
 7
 Q 6
 o
 4 o
 5
 3
 3
 o, o
 6 8
 I 7- 8
 1 

I 2
 6 2
 3
 2
 2
 4 7
 2
 0
 
3
3
 3
 3
 2
 

4 1
3
 1
 2
 3
 1

一

9 5
 7
 4 4•

1
8
 7
-
5
9
5
3
 4
-
4
6
8
5
6
2
5
 

6
 6
 3
 1 o
 3
 4
 Q 8
 5
 8
 2
 3
 5
 4 8
 7
 5
 2
 1 7 6

,0!

?35
 1 

1 
1
1
2
3
 
11 
0
 &
 6
1
1
 
3
 1 

1
2
1
2
3
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位 
Horizon

・二 比 小： 孔所示病試重。 

Depth SpecificPorosity\pS 
cn gravity 96 "eSht

ル

最大容水

Water capacity
容 種 面 ﾡ

Percen- Percen-
tage of tage of 

the the
volume gravity

% %

最 小 
否気
Air 

capacity

採取時含水量

Moisture content 
of fresh soil 
容 試 量

Percen- Percen- 
tage of tage of 

the the
volume gravity 

% i %

*
B/A

**
L/A

!
4
7
1
4
6
9
9
7
2
5
0
5
8
9
8
5
2
9
8
4
3
3
1
0
6
4
4
9
1
6
1
4
4
2
6
9
0
8
3
2
0
1
3
4
8
9
6
7
2
3
2
2
9
6
4
 

1
 9.1 2.

-23.-1
 4.6.

乙

20.1 8.
26.
33.1 1
 .

28.
9
1
 0.1 1
 .
3

20.
5
1
2
1
6.
M

34.

68.
25.
36.
6

25.-8.2 1
 .2 1
 .
7

55.8 1 .

24.
8
1
 3.

37.

25.
9
2
 1
 .

22.
0
3
 1 .3.4.⑶
-3.-0.

20.6-0.5.5.
M
6
. 

6 9
 7
 

〇
 

〇
 0
6
 4 

〇
 4 
4 6
 8
 5
2
 5
 2
 Q 

〇
 

1
1
 

〇
 1
 2
 

〇
 7
 

〇
 6 1
1
 2
 8
 5
 3
 9
 8
 1

/'6 9 1
6
 7
 619IL

°;4
 9

0'3
 2
 8 

I O
 5
 8
 5
 4 2
 5
 3
 5
 3
 4
 1
 5
 2
 0
 4 3
 7
 0
 0
 2
 4 
3
 8
 1 9
 8
 3
 0
 5
 0
 5
 2
 1 5
 3
 1
1
 3
 8
 8
 q 6
 4 3
 5
 4

8.
7.0.5.3.7 4 

7
8
S
9
9
8
7
7
7
5
9
 6
8
7
9
8
 7
-
8
8
-
/
7
8
 6 4
7
 6
7
6
7
8
6
8
6
7
7
8
8
 3
7
9
8
8
7
5
8
9
8
8
8
8
7
^
8
9
8
9

67.0 131.7 12.8 48.0 94.5
70.3 126.9 8.7 56.9 102.7
36.7 102.3 -18.2 65.7 87.7
80.0 93.5 -!1.3 71.2 83.2
76.6 167.4 4.9 72.8 159.1
69.5 115.4 5.3 59.0 97.9
59.7 92.6 12.5 43.0 66.7
56.6 67.7 10.7 42.7 51.1
58.1 86.2 15.5 42.4 63.0
56.0 92.2 18.6 31.0 51.1
62.5 82.2 7.2 58.4 76.8
52.5 59.7 14.7 33.8 38.4
69.7 116.4 6.6 56.9 94.9
68.3 105.9 7.4 51.8 80.3
67.9 120.3 8.0 62.8 111.4
71.8 116.7 2.7 57.6 93.6
62.3 85.8 12.8 46.4 63.9
74.5 153.8 3.9 62.0 128.0
74.3 126.8 1.4 65.3 111.4
80.9 207.8 2.3 56.8 146.0
72.0 181.5 11.8 50.4 127.0
75.0 165.7 7.7 62.2 137.5
67.6 299.4 23.2 43.3 192.0
46.7 81.9 31.8 20.6 36.1
60.3 91.0 15.1 44.0 66.4
62.1 167.3 22.7 47.3 127.6
79.6 196.9 5.1 56.7 140.1
64.6 133.1 16.4 44.6 91.9
87.3 168.7 -7.8 68.7 132.6
67.3 160.0 14.2 59.2 140.6
53.3 56.0 11.5 32.3 36.3
74.3 141.1 5.3 63.2 119.9
54.7 154.2 30.3 32.9 92.8
45.2 101.8 36.8 34.0 76.6
64.6 129.8 15.6 47.0 94.5
69.6 123.3 6.0 56.7 100.5
71.4 151.9 9.9 60.9 123.0
62.2 172.5 23.0 21.1 58.6
65.5 141.0 16.9 47.0 101.2
75.6 179.2 7.0 68.9 163.2
67.4 141.4 14.3 56.4 118.4
66.7 148.8 14.7 59.1 131.9
77.1 136.6 0.1 60.8 107.8
58.5 97.7 18.3 34.6 57.8
75.4 128.9 2.6 65.3 111.7
75.5 150.6 3.6 71.5 142.6
64.7 92.8 9.0 54.1 77.7
69.7 91.0 -2.5 59.9 78.2
81.9 202.0 -0.6 68.9 169.8
65.8 91.6 13.3 57.9 79.9
66.3 118.8 10.8 51.3 91.8
60.4 59.1 -0.1 54.9 53.6
75.0 157.8 3.9 64.2 135.1
68.2 102.7 4.0 63.6 95.9
51.7 93.3 5.5 45.1 81.4
63.8 76.6 4.1 60.5 12.7

8
 4 0
 6
 8
 2
 5
 0
4
7
0
0
9
5
4
5
6
4
 6
 9 7
2
6
0
2
1
 4- 5
8
1
9
 7
 5
4
8
6
0
1
4
2
6
8
4
8
5
1
6
6
6
9
9
 4* 5
4
4
2
 

0
5
5
5
5
0
4
 3
 7
0
6
8
9
4
 6
 1
2
8
8
8
9
5
 2 7
6
7
0
 8
!
 2
8
2
5
 4 9
6
7
6
6
2
7
 4
 6
9
8
0
 9
 6
 0
1
5
2
7
6
5
 3
 

5
 5
 7. 8
 4 0 6 8
 

〇 

〇 7
*
8
5
6
5
 6
7
 4
5
3
3
4
2
5
6
 3
 4
 4 5
4
8
 5
 3
4
4
5
 4
 3
 X* 4
4
4
5
5
5
5
6
7
4
7
5
0
 4 6
5
8
 

8
0
5
 7* 5
8
2
 3
 6
6
 
2
3
7
9
5
1
4
7
2
8
7
8
5
4
8
7
0
5
5
8
6
0
0
2
6
3
2
4
6
7
4
2
8
0
1
7
2
3
2
2
4
9
2
2
9
 

9 Q- 8
8
1
4
2
 7-3
 4« 9
7
6
5
5
 4 5
8
5
3
3
2
0
8
5
4
4
1
9
1
4
9
5
2
0
5
1
5
2
2
1
1
7
6
8
9
3
7
1
9
7
0
8
2
 7- 7 

7'7*5 6 8
 7-7 6
7
7
 0
6
 7
7
 7
7
7
-
7
 7
-
8
8
8
9
7
7
8
8
8
7
8
 6
7
8
8
8
7
8
8
8
8
8
8
7
7
7
7
 7- 6
8
7
7
6
7
7
5
6
 

14* 14- 7
9
2
6
5
9
1
8
3
6
4
1
.14- 1
1
5
2
 6
 5
9
3
 5
 6
 ̂

。 4
2
8
6
6
1
1
2
3
3
0
1
2
 7* 8
6
0
5
 A- 7
5
5
8
5
8
3
9
 

5
6
8
7
4
3
3
5
5
3
5
6
5
 6
3
4
9
2
4
3
4
6
4
6
6
 4 0
5
 5
3
5
5
3
 4 5
3
5
4
6
4
6
4
 4 5
6
 4
 6
 3
1
3
4
5
2
3
5
5

34 
54

104
4

24
6

10
16

7
19
26
10
20

5
10
16
14
346

4
 4 4
9
4
9
6
4
 

3
 7
 
1
 4
 
3

34
22
34
56

2
4

34
4

44
4

38
5

39

20
24
32

30～
50～

100～
0～

20～

12～
3～

15～
22～
4～

16～
1～
6～

12～ 
10～ 
30～

2～
30～
70～ 
〇〜

15～
40～
5～

32～
0～

30～
18～
32～
52～
〇〜

0〜
30～ 
〇〜

40～
0～

34～

二

三

二

 

。
 8
 0
 8
 0 8
 0
 

1
 2
 2
 
1 3

—
 

C
O  

S 

B
 

V
 

V
 

A

A1B
 

心
 A
 

～
 A
A
B
A
B
B
B
B
A
B
B
A
B
A
A
B
Q
B
B
A
B
A
B
A
B
A
A
A
A
A
B
A
B
A

a
/A
A
 ~
A
A
 

～
 

<
 

3 

7

V
 

V

18～
4

22
30～ 34
50～ 54

0～ 4
20～ 24
35～ 39
55～ 59

第 I 表 (統)

断画 経営区
土切型

Type of 
c;1

探取地 海抜商
毎 岩

番号 Manage-番号 Sam- 林 相 Ele- 地 形

Profile ment No. pling Forest vation roc Topography
No. unit place m

80 岩瀬10 Br 3い ス ギ人工林 210 砂 岩 斜面下部 ESE25

90 11 Br 16へ 320 頁岩 2斜地の底部,平地 1
NW23 「

91 12 PpI 76ろ
キ, ヒバ天然生I

混変林 j 450 石英田面岩業筋急斜地 SW40

92 13 グ 82い スギ, ブナ, ヒ バ1 
天然生混変林 J 400 安山岩 筋 SW25

93 14 PpI 74ろ
スキ, とバ天然生1
混交林 500 石英粗面岩 斜面上部 SE32

96 16 PDI 82い スギ, ヒバ, ブナ1
天然生混交林 J 400 安山岩 斜面上部 SW35°

97 17 93い スキ, とバ天然生1 
混変林 J 540 漢灰岩 と筋 SW20°

99 18 BIow) 106ろ 採草地 240 安山岩 斜下部

6 下長木 ・ BA 46ろ
アカマツ, スギ人1
工林 J 420 漢状岩 単筋急斜地 Sw38

20 2 Bb 47は とキ, スギ人工1
林 J 260 斜面上部 E35°

21 3 35に ス ギ人工林 300 小峯筋 se

22 4 21い1 ニセアカシア人工1
林なれど点生 J 410 単筋 E10°

32 5 Bp(w) 47は スギ人工林 220 斜面中部 E30

41 6 BD(d) 35に 300 田粒武岩 単筋台地 N4°

66 7 BD 47は 250 灰岩 斜面中部 NE35°

67 8 イ 60へ スギ天然生林 210 石英粗面塔 峯筋緩斜地 NE15°

81 9 BE 60ろ ス ギ人工林 石英安山岩沢上の綏斜地

82 '10 グ 56り 200 ﾡ灰岩 平担地 w2°

33 上長木 ! BB(w) 44ろ ケ 400 斜面中部 NE34°

63 2 BD 55に ス ギ天然生林 380 詠色葉灰岩斜面下部 sW22°

注
* 採取時含水量n ** . エ当著X100

全谷水 容水量
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粒経対用

Sand clay ratio
ﾡ散分

Coarse 徴桜分 」

sand Silt mに 常
」 . I/や 伝

Fine Clay Tsi
sand

分 所T べ

compositions

岡権) 細土百分中 H)
fresh soil Percentage based on the fine soil

土性 

(国際法)

Texture

第 II天 淘 べ

Table JI. Miecanical

粘

CI

砂計

Total 
sand

微眇

SiltFine 
sand

ﾡ 砂少
Coarse 
sand

soil

原土百分中,(i無
Percentage based on the

ne
砂

lit
微

.5

Gravel
採深さ
Depth 
々"

忖位Horizon

3
 1
1
5
7
 7-3 5
0
 3
 4
-
2
5
4
 2
 1
1
1
1
1
2
1
2
 2
 5
3
1
5
4
2
1
2
2
 4 1
0
1
3
0
3
2
1
3
6
6
4
4
2
3
3
9
5
4
5
3
 

0
0
0
0
0
0
O
S
 
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
o
 o
 
0
0
0
0
6
0
0
0
0
0
0
0
0
6
0
0
 

0
2
 4- 0
0
7
 0-5 3
 0̂
 8
3
3
0
6
1
0
 4* 3
 4- 7
7
1
2
 3
 6
2
7
4
 7
 7
6
5
6
0
3
6
9
0
5
1
3
 3
 8
2
9
5
6
5
2
3
3
0
5
8
 

1
0
6
4
6
2
 0
1
0
0
0
0
4
3
0
0
 
0
0
0
0
0
1
2
 3
2
0
2
3
1
0
0
0
4
1
1
0
1
2
2
1
0
2
4
4
3
2
1
3
3
9
8
5
1
0

8
7
8
 Q- 8
 4
-
1
8
1
1
5
0
5
4
9
6
1
 6
 7
7
2
3
8
1
8
 7* 8
2
5
4
0
3
 3
 7
0
5
3
4
4
7
5
5
9
7
7
2
0
5
9
4
7
3
9
5
1
 

47.
1O.
21 .
78.
81 .
59.
36.
55.
71 .
36.
40.
23.
70.
56.
43.7

14.
75.
35.
52.
23.
73.
40.
70.
68.
75
33.
67
53
53
65
38
43
77
77
95
69
67
70.
60
44
57
51
67
66
60.
75
66.
54.
53.
80.
79
61
63.
47. 

2
 3
7
-
1
2
 6
0
2
 QQ̂
 5
0
5
 6
 1
4
 Q- 4
3
3
8
7
 2
9
2
3
2
8
5
 6
 0
7
7
3
0
5
7
6
6
3
5
5
5
3
3
8
0
5
1
6
3
7
1
5
9
 

2 o
 8
 1 s
 o
 3
 4 8
 3
 9
 7
 9
 3
 b 2
 5
 4
”
 4 7
 6
 6
 9
 9
 1 4 6
 2
 6
 6 5
 !
 6
 2
 3
 4 o
 2
 9 9
 5
 2
 8
 2
 3

>9
}53
 5
 6
 9
 Q

J8
S6
>2 

5
 8
 7
 2
 1 *-• o 4* 9- o 5
 7« 
4 5
 9
 8
 
6 4 7* 7̂
 5
 
3
 2
 6
 3
 4 4 3
 6
 5
 2
 2
 
3
3
 7̂
 3
5
4
4
3
3
3
2
3
4
 4 1
2
3
3
5
 

CL
SL
SL
sic
は

SCLe

siL
SCL
CL
造

：

SL
SL
siLL

siL
SL
siLL

sicL9

sicL
SLt

L

siLL
L

sic
siL
sic
siL
sicL
sicL
CL
CL
siL
CLt

じ
sicL
sicL
CL
CL
墨

拒
 a

o
 0 6 4
0
5
8
2
7
8
4
9
5
4
9
2
0
 

1
6
9
1
0
5
7
8
2
7
0
8
1
5
2
6
5

2
 

3
4
3
 1
2
 
1
 2
 
3
 2
 1

8
6.6
4
1
5
3
4
0
1
7
9
8
 4- 

1
 
1
1
3
 2
 
2
 2
 1

7
 7
 1
7
 5
 5
 9
 5
 3
 3
 2
 7
 9
 2
 9
 5
 1

9
 2
 1
7
 6

1
1
2

9
-
2
8
2
0
7
3
9
2
4
7
8
2
8
2
4
8
6
2
4

6
6
9
0
1
6
7
0
5
5
5
 4* 7
1
2
4
3
5
8
7
 

3
 
1
2
2
1
 
2
3
3
2
2
1
2
2
4
3
2
2
1

0
 4
-
4
6
0
5
2
8
3
2
 6 1
5
6
1
8
0
2
3
3
9
 3
 5
5
1
5
7
7
8
3
1
8
1
5
9
8
8
2
8
0
 3
 7
1
8
 6
 3
2
8
2
8
6
2
4
8
6
 

0
8
0
4
 9- 

9
1
8
4
7
 ̂0 5
3
3
5
8
4
 6
 5
9
 8
2
0
1
5
0
7
8
2
3
3
3
0
9
9
3
2
9
4
 4 4
5
2
8
7
5
6
4
1
2
 

7
9
 9
 o o 0 8
7
 9- 8
 7
 9
6
7
8
 O-QQ̂
Q-Q- 8
9
8
8
6
7
9
7
7
8
9
8
8
7
9
6
9
8
7
7
8
9
7
6
6
7
7
8
7
7
5
6
7
7
8

8
i
 7- 5
8
 Q- 3
6
 
3
1
1
0
0
0
 4
-
1
8
0
0
1
6
3
 6 9
2
5
9
3
7
1
1
4
2
9
3
1
6
2
7
8
2
6
5
3
5
2
3
1
 2 3
5
3
3
7

2
 1
1
4
 4 2
 17- 0
1
2
1
3
3
3
 

6
2
4
1
6
2
5
3
5
2
3
2
3
5
2
3
5
 7
,
5
6
4
5
3
2
5
3
3
3
3
5
 4
 3
3
3
4
 3
 3
2

3
 7
 1
0
7
5
0
7
3
0
4
5
1
 
3
 o 8
 

9
9
2
9
5
7
3
5
0
3
5
1
2
5
3
2
5

3
4
5
1
1
2
4
2
2
4
3
4
2
3
3
4
3

0
0
5
6
 7̂
 3
3
8
9
1
9
4
1
4
1
5
 3
 0
3
6
3
7
0
2
4
4
9
8
2
0
6
9
6
5
6
4
5
4
 

9
3
4
0
8
7
3
1
5
8
1
4
*
 8
1
0
?
^
 6
7
1
0
2
9
1
0
8
9
4
4
3
5
2
8
9
4
6
6
7
1
 

4
3
6
1
 4. 2
2
1
2
2
4
3
2
4
3
1
1
 
2
2
1
3
4
1
3
2
2
3
1
2
3
3
1
1
3
1
3

8
8
1
4
3
8
2

2
 0
 8
 1
7
 0
 5

ﾡ士
Total 

fine soil
粘土 

Clay

21.0 99.9
6.3 94.7
9.3 96.7

31.4 99.9
40.0 99.9
35.4 99.6
17.3 97.4
24.1 85.7
2.7 99.2

17.3 97.4
16.2 79.5
6.8 76.7

30.7 97.5
24.6 96.8
12.7 98.8
5.7 91.4
4.1 82.2
6.5 96.3
6.3 94.0
4.4 93.4

10.4 93.9
5.6 98.9

13.5 99.8
14.1 97.1
24.1 77.9
21.5 100.0
7.3 99.5

29.2 99.6
28.1 99.7
14.5 98.9
9.8 98.8

12.0 98.0
11.5 96.5
27.4 99.8

6.1 99.5
36.2 100.0
5.9 95.8

19.6 99.0
20.1 99.0
20.7 98.7
15.0 90.0
7.0 95.6

19.0 90.7
28.3 80.5
27.7 78.1
20.8 81.1
14.8 99.8
27.2 99.8
21.7 99.5
21.9 98.7
44.3 99.8
33.8 100.0
25.5 99.7
27.7 98.2
16.8 96.5 ・

9
 6
 1
1
 5
 1 9
 5

2
 0
0
2
 2
 3
 o
 8

1
3
2
 

1
2
1

6
9
1
5
4
4

8
 0
 4
 5
 7
 8

2
 2
 3

5
 9
 6
 4 4
 1
9

8
 1
6
 9
 8
 8
 0

1 

3
 1

1
5
 6
 6
 2
 0
 0

2
 8
 3
 1
4
 6
 6

1
2
 2

2
 1
3
 9
 3
 3

3
 O

O.9
 8
 5

1
1
4
 5
 6
 0
 9

4 9
 7
 8
 6
 0
 0

1
1

8
4
8
 4 7
8
8
7
9
8
0
8
1
0
6
3
5
3
3
8
4
9
2
1
5
2
4
7
2
3
5
6
3
 i

.5

.3

.5J

.6

.2

.0

.0

.8

.2

.4Q
Q
J

.9

.8

.2

.5

.2

.6

.7

26.
12.1 1
 .

47.
41.
23.
17.
23.
67.
17.
16.M

38.
30.
30.L
 

屋

66.
27.
44.1
 I.

66.
27.
54.
29.
56.
26.
37.
25.
38.
54.
25.
30.

印

需

爲

畧

％

 

場

第

名

器

窮

彌

2
 0
1
0
7
 4 9
0
1
 9
1
 9
5
1
0
9
4
7
 4
 2
9
0
2
6
0
9
0
8
3
7
1
2
3
3
9
3
7
1
5
6
2
6
6
0
4
9

.06

.7J

.5

.6

.3

.2

.3

39.G

50.
19.'
15.-
27.-
4!.'
22.l
20.
4i.
28.
3i.
21.
34.
33.
38.
29.
4?:
32.
56.
18.
47.
22.
17.
15.
28.
21.
44.
37.
21.
39.
31.®
6
1

19:
22.
19.M

36.
17.
35.
20.
19.
26.
15.
22.
38.
39.
14.6

36.$

9
0
2
1
5
0
 Z-9
5
4
2
2
2
1
5
5
2
8
0
0
2
4
9
3
3
 4
 8
9
1
4
4
2
4
0
0
2
7
2
8
2
8
0
3
0
6
4
0
9
2
9
8
1
 7- 7
7

1
 2.29.25.2.2.1 3.

20.1 5.8.
20.1 9.27.
九8.
22.45.4 1
 .1 4.

20.1 2.1 5.8.1 1
 .6.7.8.37.1 0.2.8.

は2
 1
 .

23.6.6.3.
9
1
 0:
9
.
8
1
 3.

23.
8
6
6
5
1
0
1
 0
6
6
4
4
1
1
 8

20

1
3
3
1
1
4
6
3
8
6
5
3
5
2
2
6
8
7
0
6
1
1
2
9
1
0
5
4
3
1
2
0
 5
 2
5
0
2
0
0
3
0
4
3
5
9
9
2
2
5
3
2
0
3
8
5

0
5
3
0
0
6
2
 4

0.2
0
3
2
3
1
8
7
3
6
6
6
1
0
2

220
0
0
1
1
2
3
0
0
0
 4
1
1
1
0
4
9
9
1
8
0
0
0
1
0
 
0
 1
3

1
 

1
2
 1

2〜6 22～26 50～54 16～20 58～625 〜 9 50～54 12～168～12 50～546～10 24～28
8～!2 

28～323～ 7 33～3785 〜894～ 8 45～493～ 7 35～392～ 6 18～22 10～14 30～34 16*-・20 50～54 10～14 30～34 76～804～ 8 24～26 50～523～ 7 19～23 50～541 〜 3 14～18 10～14 38～42 78～823～ 7 30～34O〜4 10～14 30～34O〜4 6～1020～24 45～47O〜4 10～14 26～300～ 4 10～14

1 B
 2 1 2 1 2 
1
2
 

B
 2 

1 B
 2 
2 

1 B
 0-1 B
 0-1 0- 
1 B
 1 
0-1 «- m m 

ロ

ト
 

A
 ~

b'B
B
A
B
A
B
B
A
B
~ B
A
B
B
A
B
A
B
~ B
A
B
 A
B
A
 ~ B
A
 

一 B
A
 A
B
 A
 ~ A
A
B
A
A
^

B
A
A
B
B
A
A
B
A
A
 

储
 

A
 

A
 

A
A

断面 

番号 

Pro- 
file 
No.

経営区

Manage- 番号 

ment No. 
unit

土度型 

Type of 
soil

採取地 

Sam- 
pling 
place

株 相

Forest I

1 仁 鮒 ・ Ba 4は スギ天然生林

7 2 81ろ グ

9 4 グ 62と ス ギ人工林

11 31ほ スギ天然生林

23 Bb(w) 17ほ スギ人工林

45 13 BD 4い スギ天然生林

46 14 5と ス ギ人工林

47 15 4ろ グ

48 16 3は スギ天然生林

50 18 グ 59は ス ギ人工林

51 19 28ほ

52 20 25と スギ天然生林

69 21 Br 5り スギ人工林

70 22 6ほ スギ天然生林

71 23 グ 29へ 開 銀 地

72 24 ク 18い スギ人工林

73 25 26に

84 27 Br 15り
グ

85 28 グ 52は スギ天然生林

2 羽摂山 ・ Ba 30い、

13 2 Bi? 19に ス ギ人工林

25 3 Bp(w) 22へ スギ人工林伐跡地

34 4 Bl)(d) 30い、 スギ天然生林
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(続)第 IL 表

ﾡ怖) 細土百分中 (絶乾無快植) 粒 番 対 比

fresh soil Percentage based on the fine soil Sand clay ratio
土

soil
粘土 は

CIay fine soil

粗砂

Coarse 
sand

細砂

Fine 
sand

微砂: 

Silt
砂計 

Total 
sand

ﾡ 土

Clay
土性 

(国際法) 

Texture

担粒分 

Coarse 
sand

+ 
Fine 
sand

微制分

ミ T/S

Clay

ﾡ土

T/Sf

0.2
0.2
0.6
0.3
0.2
0.5
0.4
0.4
0.6
0.5
0.3
0.1
0.6
0.5
0.3
0.2
0.8
0.5
0.0
0.1
0.1
0.0
0.3
0.5
0.5
0.4
0.7
0.2
0.3
0.7
0.4
0.2
0.3
0.4
0.4
0.1
0.0
0.0
0.8
0.3
0.2
0.4
0.2
0.2
0.6
0.3
0.2
0.5
0.8
0.2
0.8
0.5
0.1
0.5

O. 
0.3 
3.3 
1.3 
1.0 
4.0 
2.9 
4.2 
4.5 
2.6 
2.8 
0.9 
6.6 
4.2 
4.3 
1.5 
4.5 
1.6 
0.2 
0.4 
0.2 
0.1 
3.2 
1.4 
4.84

 8
 6

1
6
 4
5.2

6
 1
2

0
 3
 4-

2.
2• 6

 1
1
 

• 
• 
• 

o
 o
 o

4.2
2.9
1.6
0.7
0.4
0.2
4.0
3.7 
0.7
4.0
3.4
1.6
2.8
1.4
0.5
2.1

r  
' 

、
ご

！

ニi c  3
 s 6
1
 9
 

っ1o
 3
 0

0  1
0 o 

0
8
 Q 4 5
 s
 e•1 Q 7
 o
 5
 1 6
 8
 Q 5
 o
 2
 6.6.6.6.9.3.6.6
J.9J.5.6.5
 

29.
31 .

69.
56.
47.
79.
74.
72.
72.
64.
60.
34.
78.
73.
62.
61 .
73.
60.
6:-

54.
25.
63.
34.
74.
59.
85.
59.
71 .
肛

52.
57.
83.
61 .

47.
22.1 1 .1 1
 .

69.
66.
56.
45.

旬

爲

常

川

”

北

品

芻

 

3
 7
9
 8
9
1
 5
2
 4
 9
 1
8
0
7
2
9
1
0
3
7
0
5
4
2
1
6
5
 2
6
9
1
3
0
 5
9
 4
2
1
5
0
8
4
 4 4
 4
1
7

.4.4

.9J

.9

.5

.6

.5 

70.
68.
30.
43.
52.
20.
25.
27.
27.
35.
39.
65.
22.
26.
37.
38.
26.
40.
58.
38.
46.
74.
36.
65.
25.
40.
14.
40.
28.
10.
47.
42.
17.
38.
52.
77.
88.
88.
30.
34.
43.
54.
58.
77.
39.
67.
69.
18.
20
42
33
28
64
35
44 

L

L

C

L

ic
ic
CLC

C
L
L
C
C

:L
iLC
C
L

iL
lLL

31L
C

:Lc

:Lc

ic
:L
:Lc

3L
:L
:L
>L
5Lc

CLL

:LL
L
C

CLL

icC
L
C
C
L
C

3L 

s
s
l
c
 L
s
s
^
l
l
c
s
l
l
c
s
l
l
 

s
s
s
c
s
l
c

sic

sis
c
c
l
c
c
c
s
s
l

siL
C
 

ェ
 s
l

scs

s

l

1

1

1

 c
 

Q- 8
1
5
3
 Q- 6
 9
2
4
8
1
1
0
8
2
0
7
0
 7
-
3
6
1
1
6
3
3
0
4
2
9
8
3
6
9
3
8
2
8
0
9
0
9
5
6
5
8
4
5
5
5
4
3
7
 0. 

M
l
 1
 .

34.
19.
12.
28.
27.
24.
36.
28.
21 .1 1
 .

34.
30.
23.⑵

41 .

27.
3.
6.
4.
2.
23.
27.
32.
24.
38.
17.
24.
40.
25.
17.
43.
24.
24.9
1
2

39.
19.
13.
20.
12.9

35.
21 .1 1 .
32.
38.
12.
38.
27.9

28.
22.

89.
88.
65.
80.
87.
71.
72.
75.
63.
71.
78.
88.
65.
70.
76.
87.
59.
72.
97.
93.
95.
97.
76.
72.
67.
75.
61.
83.
75.
59.
74.
82.
56.
75.
75.
90.
98.
97.
60.
81.
86.
80.
87.
90.
64.
78.
88.
67.
61.
87.
61.
72.
90.
71.
77.

18.
19.
35.
36.
34.
5i.
46.
47.
36.
35.
39.
23.
43.
43.
39.
48.
32.
32.
38.
54.
49.
22.M

7

42.
35.
“

42.
47.
48.
27.
39.
39.
36.
22.
13.
10.9

29.
47.
42.
25.
28.
13.
25.
10.
18.
49.
41.
44.
28.
33.
26.
35.
32.

双

33.
れ

28.
41.⑵

16.
21.
19.
24.
31.
53.6

19.
31.
31.
17.
23.
43.
21.
27.
38.
29.
46.
18.
22.

瓦

36.
24.7

42:
36.6

29:
42.
60.
70.

双

21.
27.
35.
24.
25.
29.
30.
61.
52.

壊

34.
19.
19.
45.

力

33.

1
6
 4 1
8
 9- 4
0
0
0
7
2
 2
 2
5
9
1
8
5
9
3
8
2
9
8
3
6
7
2
3
5
7
 3
 1
5
6
 2
 3
4
6
8
4
*
 6
3
0
8
6
1
4
0
9
0
5
0
5
 

0.
5.
0.
5.
1.
7.
9.
O.
8.L

7.
2.
5.
7.
5.
7.
9.
6.
4.
6.
8.
35.
7.
8.
6.
8.
5.
3.
4.3
4
5
0
9
0
6
8
8
9
6
8
0

32
189
5

178
U
8

13
19
19
14U

97.
99.
99.
98.
95.
00.
99.
99.
98.
98.
96.
88.
98.
99.
97.
98.
99.
98.
95.
97.
96.
77.
95.
92.
89.
80.
100.
98.
95.
97.
96.
85.
87.
61.
99.
99.
66.
80.
92.
75.
88.
99.
100.
87.
99.
99.
99.
84.
88.
92.
93.
90.
90.
98.T

6
7
8
2
7
9
5
7
5
8
9
8
6
 7- 3
0
8
 9- 9
5
1
0
0
1
2
6
3
7
3
2
1
3
9
1
8
3
2
8
7
 4-3
9
9
3
5
4
8
2
0
5
9
9
4
4
 2
 

M

ll.
33.
19.
H.
28.
27.
24.
35.
27.
20.%

33.
29.
23.
12.
40.
27.2

•

金

上2

22:
25.
29.
19.
38.⑹

23.
39.
25.
15.
37.⑸

24.9.1

・1

36:
14.
12.
19.
12.8

35:
21.
11.
27.
34.
11.

阪

24.8

28:
22.

原土百分中,( 絶乾無

Percentage based on the

(a 掲 砂

'Coarse 
sand

細

Fine
細砂

F ine 
sand

微砂

Silt

緊販深さ
Depth附位

Horizon
林 相

Forest

採取地 
Sam- 
pling 
place

土摂型

Type of 
soil

番号 No.

ﾡ置 経営区

お Manage-FTemeE
No. unit

3
3
8
1
1
0
6
5
7
0
6
4
3
9
2
9
8
8
0
3
9
8
6
1
9
3
2
9
9
6
1
3
7
7
1
3
6
8
4
6
4
4
7
5
9
4
4
4
3
1
4
6
7
3
7
 

8
9
4
6
3
1
6
7
5
5
7
 S

 3
2
8
7
2
1
7
3
7
7
8
7
7
 8
 7
1
4
7
6
4
4
2
2
3
6
7
7
5
7
5
8
1
4
0
8
1
 6
1

J6Q

?3
55
51 

1
1
3
3
3
5
4
4
3
3
3
2
 4* 4
3
4
3
3
3
5
4
1
3
7
3
2
4
4
4
4
2
3
3
2
2
1
 

2
3
3
2
2
1
2
1
1
4
3
4
2
3
2
3
3

0
8
3
3
1
9
0
0
1
4
1
2
6
3
0
 4 9
8
9
3
7
2
8
9
4
0
9
8
3
 4
-
2
4
9
-

7
4
2
5
7
0
9
8
5
3
0
0
7
9
 2
 9
0
6
3
0
 

Q 2
0
8
9
 2
0
1
9
 4* 0
7
6
9
1
0
6
2
1
1
6
0
7
2
6
8
8
5
3
7
1
1
5
8
2
0
6
6
9
0
1
3
5
5
0
1
2
8
7
2
7
8
0
1
2
 

3
3
 2
 2
 

〇
〇 .11
2
1
2
3
 4 1
1
3
 

〇
〇 1
2
 4-2
 9-3
2
4
1
1
 
3
 2
 
4 3
 
1
4
-
6
 4
 5
1
2
3
2
2
 2
 3
6
5
 

3
 1
1
4
 2
 3

7-7-3 9
2
2
 4 0
0
 8
4
8
1
1
4
-
7
1
5
9
5
6
9
9
5
1
8
 6
 6
0
2
4
9
0
6
4
6
0
7
7
0
8
2
6
3
0
8
5
8
1
4
9
2
6
8
2

0 5
0
4
1
7
 0* 6
7
0
7
0
5
7
5
7
9
6
3
6
7
7
6
7
6
4
5
3
 4* 3
4
4
9
5
0
6
2
4
8
5
7
0
2
2
9
6
7
6
0
7
2
7
7
3
1

9̂
 3
 i
l
l
 

1
 
1
 

1
1
1
1
2
 
1
 
1 

1
1
1
1
 

3
3
4
 

1
 
1
 
1
1
1
1
1

B
 

B

B
B
A
 A

B1A
A
B
A
A
A
B
A
A

氏 B
A
A
B
A
A
B
B
B
B
B
A
B
B
A
B
B
A
A
A

ん B
B

a
!

～
 B
 A
 A

B1A
 

ん

A
 A
 A
 A
 B
 A
 B

120～124

30～ 34
55～ 57
0～ 4

10～ 14
26～ 30
0～ 4

10〜 14
55～ 59
〇〜 4

10～
40—

14
44

60～ 62
〇〜 4

10～ 14
40～ 44
55〜 57

0～ 4
10～ 14
46～ 50
〇〜 4

10～ 14
30～ 34
2〜 6

32～ 36
10～ 14
45～ 49
0～ 4

25～ 29
60～ 64
〇〜 4

15～ 19
60～ 64

0～ 4
18〜 22

0～ 4
15～ 19
30～ 34
50～ 54
〇〜 4

15～ 19
35～ 39
〇〜 4

15〜 19
40～ 44
〇〜 4

25～ 29
60～ 64

2〜 6
19～ 23
〇〜

15～
4

19
50～ 54
〇〜 4

4
3
4
3
9
7
8
9
3
7
2
9

2
0
0
0
5
1
7
6
9
9
1
2

2
 1

8
5
9
0
5
8
8
0
0
8
4
0
1
0
4
7
3
4
7
1
7
4
3
3
 

一
 0
5
6
2
1
5
5
6
1
8
5
8
3
5
6

0
0
1
2
 4 1
1
1
2
2
0
1
4
2
3
2
 4
7
0
9
 
2
4
2
3
4
2
8
0
0
3
9
7
4
1
0

1 

2
 

1
1
 

1
1
3
 

3
 1
 
3
 1

22 BE 6ほ スキ犬然生林

5 Bp 26い スギ人工林

6 22へ •7

7 Br 26い

8 35ろ スギ天然生林

9 28り スギ人工林

10 BF 19は

1 Ba 9い

2 Bp 47に

3 36い

4 Bpcw) 43い

5 グ 57い、

6 ' Bn(d) 7い

7 7ろ ,

8 9い

9 Bn 45ろ

10 70は
グ 50い

12 22い

13 . 41ろ

70仁鮒

53羽根山

54

74

75

76

86

3 沖田面

14

15

26

27

35
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質簡
fresh soil

細土百分中( 絶無ﾡ)
Percentage based on the fine soil

ﾡ 経 対
Sand clay

比
ratio

土
soil

部砂細砂・ a 眇 計 . 」
Coarse Fine Total , 二
sand sand P sand 一

ﾡ散分
L Coarse 微ボ分
し- 1 1: 什(国際法) % 空

Texture Fine Clay
sand

ﾡ土 

係二、 

T/Sf
. 」細土計 
常,一 'Total 

" fine soil

T/S

〇
〇 4
 3
 3
 4 I
 4-1 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

3
0
4
2
7
2
9
2
 

4
4
0
0
0
0
0
0

3
1
3
 3
2
3
 4-12 

0
0
0
0
0
0
0
O
S

4
1
5
7
4
 4 5
3
3
 

0
0
0
0
0
0

0.0
0

2
3
1
1
4
1
1
2

0
0
0
0
0
0
0
0

2
5
3
6
2
4
4
4

0
0
0
0
1
0
0
0

3
 1
6
 3
 2
 3
 2
 8
 1
4
 3
 5
 3
 4 3
 2
 4 0
 3
 4
 7
 2
 7
 4 2
 5
 4 

0.
0.
0.
0.
0.0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

6
5
 ̂

。 5
3
7
 3
 5
 00 8
3
9
2
5
7
3
2
2
0
6
4
3
0
5
9
7
1
 

0.
0.L

0.
0.0.
0
2
.
0
0
.
0
1
0
.
1
0
0
1
0
1
2
1
0
2
0
8
1
3

2

・
9

・W

ら

四

名

器

芻

*

 

爲

％

*

製

器

爲

系

當

贫

八

器

篇

爲

2.3
5.6
3.1
1.5
8.1
4.7
5.7
3.8
6.6
6.4
9.7
6.4
5.5

8
1
6
0
9
6
 

• 
• 
• 
• 6 4

5
 7
 7
 9

1
4
 4 5

第

€

黑

窮

製

究

器

窗

黑

窑

體

を

顔

よ

囲

您

舞

幫

7.7
4.4
6.9
8.5
1.9
5.3
4.3
6.2
3.4
3.6
0.3
3.6
4.5

sic
CLc

 L

sl
clL

cl
slL

slL

clL
 L

CL
SL
SLL

 L

SL
SL
CL
SL
SL
SLL

CL
SL2

cl
sl
cl
slC

sl
clL

 2

SLL
 S

 L

cl
sl
clQ

Q

slQ

cl
clC

Q

2

・
2• 

—
乂

R

8
M
5
 

こ

ヒ

い

 8
U
 2

 8

9

M

H

9

程

7

 
鳩

小

翼

2

8.7
9.5
2.2
2.7
8.5
7.7
2.6
9.4
3.4
8.0
6.0
6.8
6.6

8

・
8

・6•%
閣

外

名

,

案

黑

,

閣

關

/

當

案

霏

/

盥

％

邸

北

を

黒

1.3
0.5
7.8
7.3
1.5
2.3
7.4
0.6
6.6
2.0
4.0
3.2
3.4

4 8
 4 

8
9
7
9
8
7
6
9
6
8
8
7
7
 

6
 7
 7

3

 3

翁

衰

1

至

北

混

/

器

乎

夢

/

需

■

駕

常

"

盥

富

/

3.6
6.1
0.9
8.8
9.6
7.0
3.1
4.4
3.2
8.4
3.7
9.6
8.9 

Q
1
7
 

3
2
4
1
3
3
2
1
3
2
3
3
1
 

4
 3
 2

2

・
2

・
3

あ

3

箋

*

啓

”

％

 

黑

治

署

夢

工

常

農

「

鳴

黑

為

•
"

修

/

0.5
8.1
8.5
2.1
4.1
4.8
1.0
7.7
6.5
9.7
8.5
7.6
5.8

1
2
 1 

2
2
1
6
 2
 2
2
4
1
1
4
1
4
 

1
4
 4

6

・
9.3
•

嶋

囂

乡

明

夢

要

ら

％

/

こ

嶺

常

居

及

■

至

2
«

言

f

7.2
9.3
8.4
6.4
7.8
0.5
3.3
8.5
6.9
3.9
1.8
6.0
8.7

こ

黑

鏡

胃

ム

常

媼

哭

額

罂

1

黑

器

る

北

門

屬

嚣

明

■

嚅

100
4.0
5.5
9.8
4.5
9.4
5.3
4.9
9.5
6.0
4.8
3.9
6.9
8.5

Q
9
9
 

5
6
9
9
9
9
9
5
9
9
9
9
9
 

9
 9
 9

0
0
3
 2
9
 6
5
 6 6
1
5
2
5
9
1
3
5
7
8
2
5
7

218
6

105

168

23
132

17
10
459

20
12
28U

15J

.2

.2

.5

.4

.4

.0

.6Q

.0J

.0

.2 

• 
•
-
1
 
1 
1 
1
 
1
1
 
1
1
 

1 

2
 

1 

2
 

Z 

0
6
2
2
8
6
1
5
2
7
5
6
6
 

5
 1
5
 

1 
2
 
1
2
3
 
3
1
1
2
2
 

3
 2
 2

林野土ﾡ調査報告 第7号— 130 —

第II表 (続)

ﾡ画 経営区

お Manage- 再号 
file ment No. 
No. unit

土罪型
Type of 

soil

採取地 
Sam- 
pling 
place

株 相 岡 位
Forest Horizon

採取深さ
Depth 
on

N土百分中 色総無
Percentage based on the

細
Fine

Gravei *！ 砂 想 眇 徴 砂
Coarse Fine 'な;1 

sand sand "

77 神沖田面 14 BE 21に A1 
As 
Bi

0 〜 4
10～14
40～44

0.6
1.0
0.2

4.6
4.9
6.3

11.1
41.7
41.3

48.7
31.4
26.9

4 ヒ日市 1 Ba 58ろ A〜M 0～ 4 15 17 23
Bi 20～24 19 17 16

16 2 Bp 124ろ A 0～ 4 22 13 26
B! 12～16 32 19 20

17 3 グ 83い、 A O- 4 25 17 24
B! 40～44 26 27 14

18 4 グ 58ろ A 0～ 4 18 14 24
Bi 16～20 11 25 22
Ba 40-44

8～12
21 21 24

28 5 BB(w) 87い A 5 22 37
B 34～38 22 21 24

38 6 Bp(d) 53へ Ai 0～ 4 28 17 20
Bi 10~14 22 14 22
Bs 40～44 34 30 13

60 7 Bp 48ろ A 0〜4 41 16 11
61 8 グ 47い As 11～15 5 21 25
62 9 83い Ai O- 4 21 24 19

As 20～24 37 32 8
Bi 45～49 20 42 18

63 10 グ 105い Ai 5 4 21 37
A 3 22～26 4 47 23
B 70～74 4 58 18

78 11 Br 87い A 11～!5 9 38 19
B 30～34 17 40 26

79 12 グ 62は, Ai O〜4 
40～44

9 22 27
As 14 46 16

87 13 Br 62は A i O〜4 21 17 21
A ・ 22～26 20 18 21
Bi 50～54 74 12 4

88 14 57い A i 0～ 4 2 31 26
A 2 20～24 4 42 13

69 15 グ 53ろ A 1 O〜4 0 27 26
B 20～24 1 45 19

95 16 PpI 124い A 0～ 4 7 16 33
Bi 17～21 15 15 21

98 17 PwI 127 A 0～ 4 0 18 39
Bi 10～12 3 17 16

5 岩瀬 1 BA 3い スギ,人工林な1 
れと広英画混入J

B
A〜M 
A(M)

20～24
0～ 4 

10～14

0 
46.0 
34.5

14.7
23.8

40
11.0
18.4

35
18.2
17.1

19 2 Bn ス ギ人工林 A 0～ 4 0.2 18.4 18.5 40.7
Bi 50～54 5.5 15.5 58.7 17.8

29 3 BB(w) A 1～ 5 0.6 17.7 23.9 39.4
Bi 50～54 4.7 10.0 23.6 35.3

30 4 グ ク A1 2～ 6 5.1 22.1 19.9 21.9
Bs 40～44 40.5 17.0 • 28.4 8.5

39 6 Bp(d) Ai 0～ 4 4.0 16.2 15.9 31.9
10～14 5.2 32.2 18.7 26.9

Bi 40—44 6.1 1.7 45.4 31.7
40 7 Bn(d) グ A 0～ 4 3.1 15.5 17.0 38.4

B 50～54 1.5 8.5 ' 45.1 18.7
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第表 (統)

p怖i)
fresh soil

soill'

制 土 〒

Cls fine soil

細土百分中 (絶ﾡ無ﾡ怖)
Percentage based on the fine soil

粒 継 対
Sand clay

比 
ratio

趣 ゐ ﾡ砂徴 眇

Coarse Fine 「で; 

sand sand -

ﾡ 計 」 土 性

Total は(国際法) 

sand : Testure

ﾡﾡ牙
Coarse 徴村分 
sand Silt

+ +
F ine Clay 
sand

T/S
粘土 

係数 

T/Sf

原土百中(戦ど
Percentage based on the

4
1
6
2
1
1
5
4
?
-
 3
3
 7
7
 7
-
2
0
3
 3
 6
 3
4
5
3
1
4
1
3
3
2
5
1
5
2
1
4
 4
 2
5
1
4
2
3
1
5
2
4
2
5
2
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
3
 8
 4 1
1
Q
6
 4
 4
5
2
1
 3
 2
3
9
0
2
9
8
5
8
2
 4 976 4
1
2
1
8
1
6
4
3
7
5
6
4
2
3
3
5
2
1
5
7
1
2

l
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
l
o
o

0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

3
9
?
-
 5
6
8
 0- 7
4
 Q 9
1
 0
0
6
 2
 8
9
0
6
8
7
1
2
7
3
7
6
9
9
2
3
 2
 3
3
7
3
3
9
1
1
3
5
0
6
2
2
2
5
2
 

8
 ̂0 5
8
2
 4 7
0
5
 4- 6
 7
0
 4 3
 0
0
 6
 5
7
7
7
7
 7
 9
3
6
9
2
 9
0
0
1
5
5
1
9
 2
 1
7
H
1
4
^
 4
 3
2
6
0
5
1
 

5
3
4
 3
 1
1
5
5
4
4
4
3
4
2
5
5
 6
 5
5
5
6
5
 4 2
3
 3
 4
3
1
2
 3
 5
2
3
4
4
3
4
3
3
 2
 3
2
4
3
1
3
5
1
5

7
1
8
5
4
 >
^
1
3
6
1
1
 0
-
1
0
4
8
 0̂
 1
0
4
2
3
9
8
3
7
3
 4 1
1
8
7
8
7
7
3
7
7
1
9
9
 6
 5
0
4
8
8
8
5
8
 

1
6
4
1
7
5
 2
 Q 4
5
3
 2
9
 6
 6
9
 0
3
5
2
2
2
2
 2
 0
6
3
 0
7
0
9
9
8
 4 4
8
0
7
8
2
8
5
3
6
 6
7
3
9
4
8
 

6 5
 0
8
8
 4* 4
5
5
5
 6
5
7
4
 4 3
 4
4
4
 3
 4 5
7
6
6
5
6
8
7
6
4
7
6
5
5
6
5
6
6
 7- 6
7
 5
6
8
6
4
8
4

-
L
L
L
L
 

I
s
s
c
c

/ 

ノ
 1
1
1
1
 L
 

I
l
s
c

sic
c

L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
 L
L
 L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
 L
L
L
 L
 

S
C
S
C
C
S
S
S
C
S
I
C
L
L
C
S
C
S
S
S
C
S
S
 L
e
s
 

ェ

8
8
2
8
 Q- 8
2
5

3
 6 5
 2
 5
 5
 5
 9

2
 
2
 1 

2
 1

2
2
8
2
1
2
8
5

1
9
7
 7
 0
1
0
 4- 8
9
5
 Q- 9̂
 6
 8
6
9
0
 3
 2
3
9
7
6
1
3
0
 Q- 9
8
5
8
1
1
7
7
7
4
8
6
5
6
 

1
4
 6
8
 4
 1
7
2
6
8
8
8
0
7
7
4
5
8
9
 5
6
3
4
2
 6
 0
8
4
2
9
9
5
8
3
 7
 8
9
 5
0
1
5
 1

9
1
3
 3
0
 0
-
0
6
 7
7
5
1
8
4
2
4
1
0
7
8
7
1
3
4
9
7
0
1
1
2
5
2
9
9
3
3
3
6
2
4
5
4

6
^
 - 4V- 4 4- 4
0
8
5
3
1
 6
 8
3
7
3
1
1
1
 0-7-?- 5
4
2
0
4
3
6
5
7
3
9
 2
 5
7
0
0
4
1
6
2
1
0
4
9
8
4
^
0
^

7
 0
7
8
 9- O
4
«
S
8
8
8
Q
-
 9
8
8
9
8
8
7
8
7
 7- 8
 0
8
9
8
8
 0-89 7
9
8
8
8
8
8
9
8
9
8
 0̂
 8
9
9
8
7
 9
8

5
1
0
7
 7
 0
7
^
^
3
0
2
 4
 9
9
 6
 8
0
0
5
7
6
1
3
6
8
3
4
4
6
0
5
7
1
0
3
8
4
5
4
3
0
3
8
 oo 9
8
4
6
0
6
 

,
♦
7
0
5
6
9
2
1
4
0
0
8
6
2
6
7
4
8
6
8
7
0
9
2
3
5
7
4
6
6
5
7
5
5
7
6
6
2
2
1
3
1
8
5
3
6
5
8
0
9
 

3
2
2
2
 

3
3
3
3
3
2
3
1
3
4
4
3
2
3
4
3
2
2
2
2
2
2
 
1
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
1
2
1
2
2
 
2
2
1
3

9
2
9
0
6
6
1
2
1
7
4
 X- 1
1
0
9
9
 2
 6
6
5
4
5
0
3
2
0
6
7
0
3
0
6
8
7
7
6
5
8
0
4
0
0
3
1
6
0
5
4
0
 

0
4
3
9
 7?̂
 4
7
8
0
 1
7
3
2
 2
 0
9
3
0
 9- 5
3
0
9
5
8
1
2
9
2
3
0
1
 7
3
5
1
1
 .
1
0
0
1
1
6
3
5
4
7
3
9
 

2
 3
 3
 1
1
 9̂
 1
 2
 2
 2
 3
 3
 4 1
 2
 7- 3
 
0̂
 3
 4-1 2
 4 2
 2
 1
 3
 2
 2
 4 1
1
 4
 2
 5
 2
 4- 2
 5
 1
 2
 
4 1
1
3

8
9
 Q- 5
8
 0 0
1
5
 4 7
5
7
9
4
9
3
9
4
8
7
9
4
8
 0
 5
3
8
4
1
5
7
2
9
 0
 6
1
2
3
9
5
 6
 5
7
 3
2
8
3
1
8
 

o
 !
 u
 2
 9
 2
 8
 2
 6
 5
 1 5
 5
 3
4
 

C
O  9

9
 4 9
 6
 8
 2
3
 5
 8
2
7
7
8
6
9
 7
 6
1
2
 9
 6
6
2
8
4
2
9
3
2
9
2
1
9
 

ヽ

ニ

】3
 3
4
5
2
3
2
3
3
3
3
 4
!
 
!
1

コ
 

2
 1
 
2
 -0- 3
 1
 3
 5
 5
 3
 2
 5
 1
 4 4--1 3
 1
 4- 3
 4 2
 3
 4
 8
 1 3
 7

0
7
4
 0
-
8
8
9
7
1
3
0
5
8
3
4
5
9
2
5
6
6
4
3
7
 6
 .
1
8
1
5
6
0
 4- 5
 3
7
3
8
3
5
8
8
0
1
1
7
 3
9
1
1
1
 

0
7
 4- 0
-
1
0
 8
3
4
0
8
 7- 0
 0
6
 6
 5
6
6
8
 0̂
 8
7
6
0
5
 2
 6
 5
7
8
 4
 9
9
8
9
9
9
2
 4- 6
8
9
 7
-
4
6
3
5
1
 3
 

Q 8
 8
 8
 6 6 5 7- Q Q 8
 Q- a 8
a
 9
9
Q
 8
0
 8
9
9
9
8
7
8
8
5
7
8
8
 7
 7
8
8
7
8
9
8
8
8
8
9
8
6
9
9
9
9

5
0
3
5
6
5
8
4
5
5
7
1
6
9
3
3
1
2
7
6
1
1
3
5
8
0
0
1
5
8
2
1
8
2
0
3
3
7
8
4
0
5
9
2
2
6
1
5
0
8
 

J
o
l
 0
3
3
 4
4
0
3
4
8
3
8
6
2
6
8
4
8
8
7
7
4
2
6
6
3
3
1
4
9
4
8
6
3
0
7
8
3
7
1
6
7
8
3
0
0
5
6

e 

沙
 t 

9
 7
 6
-5
3
0
3
1
6
3
5
3
5
2
1
6
9
3
7
7
5
9
2
0
7
0
7
4
4
4
0
8
2
9
1
1
7
1
3
7
8
3
2
5
9
2
1
9
 

n 

•

ハ

50
?36

?l4
5
9

,32
7

,66
3
0
5
6
2
6
2
8
2
9
8
1
9
9
2
1
3
2
2
3
2
9
4
3
1
0
0
8
1
8
6
3
0
4
3
7
9
6
 

『
 

效

s
 

3
 2
 1
2
 

1
2
3
2
2
2
3
1
3
4
4
3
2
3
4
2
2
2
1
1
2
 2
 
1
2
2
1
1
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
 2
 
2
 2
 
3
 

少
 e
d
 

8
8
 9- 8
3
8
 3
 7
4
8
8
 4
 3
 8
8
 4
-
1
3
8
 
9
0
8
3
3
2
9
5
5
3
3
9
2
9
2
0
2
2
9
9
1
5
 4- 0
6
7
3
 6
 2
3
 

目

viHf
Fln
san
18.
38.
20.
23.
23.
19.8

12.
26.1
 

7.
18.
25.
21 .
25.
30.
39.
19.
22.1
 

7..
32.4

23.
29.
47.
12.
21 .
33.
19.
16.9

29.
16.
17.
37.
12.
14.
33.
19.
・47.

16.
35.
18.
45.
15.
19.
3.
41 .
13.
12.
36.

粗砂 

Coarse 
sand

Depth
Cm

18.8
19.2
26.0
26.8
30.8
32.0
16.5
23.6
24.9
31.9
27.9
32.7
32.4
35.3
13.8
8.6

18.6
19.1
21.1

9.6
23.9
18.6
21.7
23.0
36.3
28.9
10.2
32.5
31.8
45.1 1
32.2
25.0
45.5
13.4 '
36.3
38.1
15.2
32.3
15.1
36.4
33.4
39.3
20.0
36.6
36.7
54.5
18.6
30.8
64.8
9.1

A～B!
0～ 4

17～ 21
0 〜 4

30～ 34
50 〜 54

100～104
0- 4

崔

e 

0
3
6
8
2
2
1
3
9
7
0
5
2
7
6
5
1
8
5
4
4
6
7
3
4
9
2
9
5
4
0
6
5
7
3
7
2
7
5
2
2
0
9
9
3
7
1
9
9
9
 

• r

av1 0
1
 2
1
 5
1
 7

38
394 1

265
9
1
 2
7
 9
1
 9
3
3
4
3
1
 3
1
1
 0
1
2
3
1
 9
4
7
3
 

伙
 2
2
5
0
 0
 1
0
0
0
7.

5.3

2.
0.
九

5.
3.
6-
4-8.6-

20～ 24
2～ 6
6～ 10

12～ 16
3～ 7

15～ 19
22～ 26

4～ 8
1 6～ 20

5
6～ 10

12～ 16
10～ 14
30～ 34

2～ 6
30～ 34
70～ 74
〇〜 4

15～ 19
40～ 44
5～ 9

32〜 36
0～ 4

30～ 34
18～ 22
32～ 34
52〜 56
〇〜 2

30〜 34
〇〜 4

40〜 44
〇〜 4

34～ 38
1～ 5

35～ 39
〇〜 4

18～ 20
20～ 24
28～ 32
〇〜 4

18〜 22
30～ 34

B

イ

スギ, ヒバ, プ1 
ナ天然生混変林

スギ, ヒバ天然］ 
生混交林 )

採草地

アカマツ,スギ1
人工林 J

A〜M
B 1

ヒノキ, スギ人1
工林 J

スギ人工林

ニセアカシア人1 
工林なれ ど点生

スギ人工林

ス ギ人工林

断面 
番号 

Pro- 
file 
No.

経営区

Manage- 
ment 
unit

香号

No.
土壌型

Type of 
soil

探取地 

Sam- 
pling 
place

64 岩 瀬 8 BD 3い、

80 10 BE グ

90 11 Br 16へ

91 12 PpI 76ろ

92 13 82い

93 14 PpI 74ろ

96 16 Ppm 82い

97 17 グ 83い

99 18 BI(w) 106ろ

6 下長木 1 BA 46

20 2 Bb 47は

21 3 35に

22 4 グ 21い1

32 5 BB(w) 47は

41 6 Bp(d) 35に

66 7 BD 47は

67 8 ク 60～

81 9 Be 60ろ

82 10 グ 56り

鏡"天然｝

スギ天然生林 A, 
スギ人工林 A

Vw〜vs
Ai'

" A
Vw～Vs

林 相 パ 位

Forest Horizon
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Table III Chemical properties

断画
経営区

土頭型
府.位

Horizon
採阪深さ

Depth
pH

換酸度全有機物

Ex- Total 炭 住窒素イ」

C/N

断面 

番号 

Pro-

経営区

Manage-Pro- ment 
unit

No. Type of Cnange OIgaTIC c I otal N ment
unitfile 

No.
soil cin H.O KCI acidity 

y«
material 

%
% % file 

No.

1

7

9

11
23

45

46

47

48

50

51

69

70

72

84

85

2

13

25

34

53

仁鮒

羽摂山

1

2

4

6
8

13

14

15

16

18

19

21

22

24

27

28

1

2

3

4

5

Ba

Bn

BB

Bb
BB(w)

Bd

BD

Bd

BD

BD

Bd

Br

Be

Be

Br

Br

Ba

Bb

BB(w)

Bpcd)

Bd

H 
A!

A～B 1 
H
Bi 
Bs 
Ai
B: 
A 
H
Bi
B: 
A
B

A〜B I 
Bs 
H
A 
Bi
Bs 
H 
A
B 
A
B 
H

A~ B i
Bs
H 
A
B 
Ai

A～B1 
Bs
H 
Ai
A 2 
B
Ai 
A 2
Bs 
H
Ai 
A 2

A〜M 
A〜M

B 
A
A 
Bi
Bs 
A 
A
Bi
A 
A
Bi 
Ba 
A 
A
Bi

2～ 6 
22～32

16～26 
58～62 
55～15 
50～60 
12～22

8～18
48～58

6～16
24～34
5～15

28～38

3～13 
33—43 
85～95

4～14
45〜55

3～13 
35～45

2～12 
18～28

16～26 
50～60 
10～20 
30～40 
76～86

3～13 
19～29 
50～60 
10～20 
38～48 
78 〜88

3～13 
30～40
0～ 4

10～!4
30～40
0～ 4
6～10

20～30
45 〜55
0～10 

10～20 
26～36
0～10 

10～14 
30～40 
55～60
0～10 

10～20 
26 〜36

4.7
5.5
5.7
5.3
5.8
5.7
5.6
5.9
5.5
5.8
5.9
6.0
5.7
6.0
5.9
5.9
5.7
5.5
5.9
5.8
5.5
5.9
5.9
5.8
5.9
5.3
5.7
5.9
5.0
6.0
5.9
5.8
5.7
5.5
6.0
6.0
6.0
6.0
5.6
5.9
6.0
5.3
5.8
5.9
5.6
5.7
5.9
5.7
6.0
6.1
6.1

□ ○

30.56
38.26
14.27
8.59

39.90 
55.17
23.86 
26.39
17.05
8.21
4.42

26.01
5.43 

23.36 
26.64 
36.11
4.42

21.34
12.75
26.14
6.57
3.03

18.81
19.91
9.98

20.08 
15.41

5.43 
21.84 
60.73 
16.54

101.76
15.53
3.03 

10.99 
14.77 
25.25 
22.73 
12.50
6.57
3.41
/.40

81.56
81.43
71.21
23.74 
19.44 
25.88 
42.29 
11.99 
31.94
36.23
9.47

12.75
14.29
10.98
16.29
21.97
38.38

68.11 
8.65
6.74

70.67
3.97
1.82
6.26
1.87
5.97

34.06 
2.80
1.05

11.94
2.36
9.00
4.30

28.72
8.65
2.60
0.45

37.15
9.67
2.70
8.91
4.93

51.60
9.30
3.74

63.47
10.37
0.50
9.75
5.95
2.12

31.99
15.41
7.06
1.43

11.75
11.54
2.46

35.95
9.59 
4.50 
7.76 
7.34
3.29
7.64
6.07 
2.55
1.00
9.10
6.71
3.34
7.84
7.60
2.80 
0.88
9.05
7.46
3.97

39.60
5.03
3.92 
4.10
2.31
1.06
3.64
1.09
3.47

19.80
1.63 
0.67
6.94
1.37
5.23
2.50

16.70
5.03
1.51
0.26

21.60 
5.62
1.57
5.18
2.98

30.00
6.11
3.67

36.90 
6.03 
0.29
5.67
3.46
1.23

18.60
8.96
4.11
0.83 
6.83
6.71
1.43

29.90 
5.31
3.10 
4.51
4.27 
1.91
4.44 
3.53
1.48 
0.58 
5.29 
3.90
1.94
4.56 
4.42
1.63 
0.51
5.26 
4.34
2.31

0.96 
0.22 
0.18

0.20 
0.04

0.96
0.12
0.05
0.43
0.04 
0.30 
0.13

1.71
0.34
0.17 
0.42 
0.25 
0.09

0.41
0.27 
0.06

0.29 
0.22 
0.15 
0.30 
0.26 
0.16
0.09 
0.43 
0.29 
0.14 
0.37 
0.37 
0.15
0.05 
0.45 
0.35 
0.20

41.25
22.86
21.78

18.20
27.25

20.63
13.58
13.40
16.14
34.25
17.43
19.23

21.58
17.74
17.06
13.50
13.84
13.67

16.66
24.85
23.83

15.55
19.41
12.73
14.80
13.58
9.25
6.44

12.30
13.45
13.86
12.32
11.95
10.87
10.20
11.69
12.40
11.55

54

74

75

76

86

3

14

15

26

27

35

36

37

55

56

57

58

59

77

4

羽根山

t叫面

七日市

秋出 六 キ林世の土 う不・田・式川・び ・ 鈴木 ・ 伊式) -135 -

第 III 炎 (%た)

番号No. 常,.& Depth 
on

換酸度全有様物

pH Ex- Total 伏式量全望

change organic C Total N C/N
H o KCI acitゞ material % %

6

7

8

9

10

:

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

B1)

Be

Br

Be

Br

Ba

Bb

Bn

Bn(w)

BB(w)

Bpcd)

Bpcd)

Bn(d)

BD

BD

BD

Bd

Bn

Br

Ba

I
l
l
s
 

1 A-1 n-1 

1 n- I 2 1 I 

1 

1 
0- I 1 0-1 «-1 B
 A-1 2 1
1
 
0- I
 
1 n-1
1
 2 n-1 0- 

1

ク1 3 
I A
 
1 

A
A
B
A
A
A
B
A
A
B
B
A
A
B
A
A
B
B
B
B
B
A
B
B
A
B
B
A
A
B
A
A
B
B
A
Q
B
A
A
B
A
A
^
A
A
B
A
A
B
A
A
B
H
A
B
B
A
A
B
 ~ B

A
l

0〜10 
10～20 
55～65
0～1O

। 10～20 
40～50 
60～70
0～10 

10～20 
40～50 
55～65

* 0～10 
10～20 
46～56
0～1O 

10～20 
30～40

2～12
40～50 
10～20
45 〜55
0～10 

25～35 
60～70
0～ 2 

10～20 
60～70

0～10 
15～25
40～50
0～ 4 

15～25 
30～40 
50～60
0~10

1) 15～25 
35～45

; 0～10 
15～25

1 40～50 
0~10

25～35
31 55～65

, 0～10 
30～40 
60～70

0～10
20～30

: 50～60 
0～10

15～25
50～60

0—10
1 20～30 

50～60
0～ 4 

10～20 
40～50 

I 0～10
0～30

0
 2
 0
5
1
 9 0
3
 2
 7
6
8
 6
 4
7
5
 2
 1
4
0
 9
 6
2
0
7
4
0
7
5
5
5
4
1
5
 8
2
6
5
 2 0
5
3
 

8
O
O
7
S
5
O
O
1
1
1
8
Q
 o
o
 7
0
4
3
1
 4- 8
0
8
0
8
3
1
 2
 9
5
0
2
3
5
4
5
0
0
 3
 1
3
2
6
4
5
0
0
2
9
9
8
1
1
3
3
 Q- 4
1
8
2
 

?.
6.6

5.5
 

工
 6
 6
 6
6
6
5
5
6
5
5
6
5
5
6
 5
 4
5
4
4
4
4
5
5
4
 4
 4
 5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
4
4
4
5
5
5
5
4
5
5
5
 6

・

4.36
4.49
4.12
4.30
4.35

4.44
4.48 
4.40
4.63
4.76
4.42
4.25
4.50
4.56
4.48
4.55
4.48
4.56
4.70
4.81
4.35
4.57
4.76
4.89
4.72
4.44
4.66
4.72
4.75
4.16
4.45
4.38
4.60
4.46
4.38
4.69
4.65
4.66
4.80

":・O/

9.60
26.01

6.82
.1

88.75
.76

1.64
2.53

5.43 
6.03
0.76 
S.9c
8.21

40.50 
57.75 
47.88 
65.38 
56.38 
58.13
60.25 
64.07

135.96 
24.69 
32.12 
19.49
10.95 
74.66 
37.93 
41.43 
33.36 
12.89
34.32 
51.66
6.02
8.67
5.18

47.81
46.72
34.32
4.09 

14.93 
17.70
9.63 

17.93 
10.71 
47.04 
65.33 
97.69

1.80
7.94

48.13
46.20
6.74

13.84 
10.11
17.13
18.00

・
8.10
1.27

12.26
7.19
6.19
1.77

13.00
8.05

1.72
13.30
9.46
1.93
9.58
6.74
1.19
7.12
2.18
6.52
1.36
9.67
6.48
2.61

23.98
6.42
1.31
6.31

10.04
3.20
9.43
8.57
4.85
3.82
5.26
5.35
4.32
8.38
5.40
1.00
3.89
4.35
1.32

11.95
6.85
3.16

11.58
3.34
4.42

12.04
7.10
1.29

56.59
5.71
1.94
0.77 

16.32 
10.06
2.06 
9.1
2.1

. 
13
.71
.74
.13.
ls
.60
.03
.56
.68. 
12
.00
.73
.50. 
12
.57
.92
.69
.14
.27
.79
”

.62"

.52%

.73

.76

.67

.84

.86

.48

.98

.82

.22

.06. 
11
.51
.87. 
14
.58
.26
.53
.77
.95
.98
.84
.73
.94
.99
.98
.13
.75
.90
.32. 
13
.45
.49
.85
.20
.3
.2 

8.4.
0
7
 4 3
1
7
 4 2
1
7
 5
1
5
3
0
4
1
3
0
5
3
1
3
3
0
3
5
1
5
4
 2
 2
 3
3
 2
 4 3
0
2
 2
 0
6
 3
 1
6
1
1
6
 4
0

323
1
0
9
5
1
5
1

.o 1
1
 

44L
 1
 3
1
 olL4iL

23L
 1 iL

62L
46L
23L
 1
 0
1
 

74L
63L
 1
 5
1
 

5OL
47L
 1
 4L

28L
 1 lL

35L
 1 3
1
 

381
 

30L 1 4
1
 

68L
5SQL

c>lL

49L
 1
 9L

42L
24L
 1
 6
1
 1
 lL

45L
27L
 1
 7L

45L
26L
09L
34L
20̂
^
 

ふ1
 

49
勿1
 1
 6
1
 5
 1
1
 

371
 

04M
1
 

361
 1
 8
]
 1
 1
1
 8
 1
1
 

471
 

26]
 1 8]i3
 

o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.
o.o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
l
o
o
o
o
o
o
o
o

3
 o
 9
 C  o
 5

。9
 7
 2
 o
 5
 3
 7
 5
 4 3
 9
 5
 3
 

C
O  9

 7
 5 o
 3
 o
 2
 2
 9
 5
 5
 3
 8
 o
 2
 6
 2
 s
 4 5
 5
 3
 8
 7
 3
 3

)84
 9
 6
 5
 3

J2
>8
)92
 5

)2

3
 

r  •
。

。

二
 0 3
 
1
 T - o
 4- 

0 3
 Q 7
 5
 8
 o
 7
 5
 8
 5
 4 o
 o
 9
 6
 o
 7* 6
 1
 s
 5
 7
 8
 Q- 
6
 6
 6
 9
 3
 1 7
 o
 
6
 1 7« 3
 2
 2
 o
 7
 4- 6
 o
 o 

3.0.5.10.5 9
2
.
0
9
 0
0
8
7
9
8
 4 4
1
0
 6 4
2
 0
0
 6
Q
6
 1
9
3
 0
 7
 0
6
1
4
0
 2
 6
6

129

11
118

138

12
13U

18
239
6
4

11
124

299
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C/N

第 lit 共 (続)

野買経営区

ず。Manage- 両号

と., ment No.
Surit

土城型 い ,採阪深さ 

Type,ofHo-;.%f, Depth
soil 刖

pH

H:。 KC1

世t換配度全有機物
Ex- Total

change organic 
acidity material 

y, %

炭量会ﾡ求量
C Total N

% 9%

7.38
4.78
9.49
8.16
7.04

23.04
26.00
15.76
18.63
17.34

17. 14
18.00
22.61
20.70
11.87
24.20
29.60
16.27
23.04
19.03
12.00
20.00
24.19
17.68
15.12
13.91
14.77
11.10
15.30
10.68
9.92

15.88
15.25
14.40

12.61
14.08
11.41
13.36
14.27
14.12
9.15

10.03
10.63
10.79
10.24
13.80
11.78
12.38
10.22
10.83
19.90
19.30
13.80
15.60
15.40
15.40
14.40

1
 3

09
80
44
23
29
25
22
29
38
921
 5

22
08
36
271
 5

76
20
22
54
331
 6

47
424 1
1
 7

93
74
40
271
 9

24
42
08
45
44
53
56
44
37
26
55
32
60
39
49
05
27
69
O91
 2

38
231
 7

04
47
231
 2
1
 6 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
 0•0 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

O 3
 9
 Q 2
 3
 6 2
 7
 8
 Q 5
 7« 4
 4 Q 8
 

〇
 7- 8
 4 8
 2
 

〇
 6 5
 7
 4
 3

Q 4 5
 5
 6
 Q- 7
 7* 5
 O
 
1
 7
 4
 I
 5
 7
 6 Q 5
 4 9- 9
 4 1 2
 5
 9
 9 

0
0
7
 ̂

。 1
8
5
5
4
 7
 3
4
3
1
8
5
1
2
5
3
 2
 6
 1
9
0
7
2
2
0
 

2
 

3
 

4
 

1
 

2
 1
 

1
1

4* 
〇
〇 3
8
7
2
8
5
 6
 0̂ 8
8
7
3
1
8
1
2
 9
8
4
2
0
8
4
5
3
6
5
3
7
 

4
1
0
3
6
 7- 4
5
 4«3 8
2
6
0
2
3
2
 0
6
1
5
9
3
5
4
3
6
2
5
7
7
 

4
4
2
2
 6
 1
6
5
7
6
5
5
3
5
3
6
4
5
0
3
8
0
1
7
4
2
0
7
3
1
0

50
63
75
00
63
75
25
13
88
00
88
50
25
63
00
38
00
25
25
00
38
50
25
50
88
63
75
00
88
88
25
38
13
38
75
88
25
13
38
63
88
25
25
25
13
88
75
88
25
38
75
17
58
57
84
32
77
35
73 

K
 u
 K
 

3.L

4.
5.
5.Q

・28.
7.
6.
32.
8.
33.
24.
38.
45.
6.
8.
57.
H.
23.
0.6
4
0
 3

ll
l/2
0
8
1

142
7

13
130
0
0
0
1
0
1
-

1

285
9

262
8
4
0
 

_
_
_
_
_
_

r
-
-
-

 

-
 

I I 
• 
• 

•
… 

-
-

 

-

 

-  

;
ー-
•
-
 

I;
 

•
ー
 

ニ 

0
0
3
0
0
0
6
2
5
2
 
5
 3
 5
 5
 5
 8
 
2
 0
 6
 1
0
 

6
 w
 

〇
 o
 

0
0
1
5
3
3
8
9
2
8
 
7
6
8
7
4
6
 
7
2
9
7
6
 
0
6
8
9
1
4
 

5
5
5
5
5
3
3
3
4
4
 
3
4
4
3
4
4
 
3
4
3
4
4
 
4
4
4
4
5
5

50 〜60 6.30
100〜110 6.40

0～ 10 5.65
20～ 30 5.67
45～ 55 5.90

2 〜 6 4.76
6～ 10 4.80

12～ 16 4.82
22～ 32 5.00

3～ 7 4.43
15 〜19 4.99
22〜26 5.09

1 〜 3 4.27
4〜14

16～ 26 5.00
0～ 4
3～ 4 4.52
6～ 16 4.73
1〜 4 4.77
6～ 10 5.04

12～ 16 5.15

10～ 20 4.73
24～ 26 5.01
30 〜 34 5.33

2～ 12 5.66
30～ 40 5.70
70〜80 5.80

5.6
6.5
5.8
6.0
6.0
5.5

10
19
44
10
42

0〜 
15～ 
40～
5～ 
32～
0～

30～ 34 6.0
18～ 28 5.8
52～・62 6.0

0～ 10 5.8
10～ 20
40～ 50

5.6
5.6

0～ 10 6.1
30～ 40 6.2
0～ 10 6.1

25〜35 6.4
0～ 10 5.8

20〜24 5.9
28 〜38 6.0

0～ 10
18～ 28

5.9
5.9

30 〜 40 5.9
0～ 10

18～ 28
4.31
5.00

30〜40 4.96
50 〜 60 4.67

0～ 10 4.30
20～ 30 4.56
35～ 45 4.74
55〜65 4.50

1 0-1 B
 
0- A
 2 

I 0- 

コ l

'*
・
l 

ご 

2 1
1
1

”
- 

n-1
1
1
 

I n 
In- 

1 
/ 
1 2 1 

1

トノl 

ハ/1

ト
ハ/

卜
 I 2 3 

1
0
-
3

B
B
A
~
B
~
A
A
B
B
H
A
B
B
A
B
B
H
A
B
A
B
B
H
A
B
B
A
A
B
^
B
B
A
B
A
B
A
A
A
A
B
A
B
A
A
A
~
A
A
^
B
A
B
B
B
A
B
B
B

A

w

7

A2H

、ハ

n
 pl

n

III 
1

ra
bi

ル

ん

V

V

bb
B

dN
 

B

D
 

E

B
 
B

BJ

B

B1

80 岩 瀬 1O

90 11

91 12

92 13

93 14

94 15

96 16

97 17

99 18

6 下長木 ・

20 2

21 3

22 4

32 5

41 6

67 8

81 9

82 10

33 上長木 1

68 2

第1I[ 表 (統)

罪間 経営区 

p5Manage- 番号 

とご ment No.
No ""

換酸度全有機

土ﾡ型
位

Horizon
採取深さ pH Total 量全体

Type of Depth change organic C Total N C/N
soil cm H。 KC1 acidity 

yi
mnaterial

oグ の
% %

16 七日市 2 Bp A 0～ 5 5.0 31.44 9.5 5.5 0.22 • .
B1 1O～15 5.8 15.56 4.5 2.6 0.19 14.0

17 3 Ep A 0～10 4.8 17.63 15.0 8.7 0.76 11.0
Bi 40～50 4.8 18.69 2.4 1.4 0.17 8.0

18 4 BE A 0～10 5.7 30.88 10.7 6.2 0.36 17.0
Bi 15～25 5.2 7.も0 8.9 5.2 0.31 17.0
Bs 40～50 4.6 10.38 1.5 0.9 0.22 0.4

28 5 Bl(w) A 0～10 6.2 6.81 6.5 3.8 0.29 13.0
B 34～44 4.6 41.50 0.9 0.5 0.10 15.0

38 6 Bncd) A! 0～ 8 5.6 33.13 8.1 4.7 0.42 11.0
Bi 10～20 5.2 40.94 5.2 3.0 0.24 13.0
Bi 40～50 6.2 58. 13 2.9 1.7 0.30 6.0

60 7 BD A 0～10 6.2 1.25 7.4 4.3 0.21 20.0
61 8 BD A ・ 10～20 5.3 5.63 7.4 4.3 0.43 10.0
62 9 BD A! 0～1O 4.6 2.95 11.2 6.5 0.63 10.0

As 20～30 5.0 2.77 6.0 3.5 0.39 9.0
B! 45～55 4.6 10.13 2.2 1.3 0.22 6.0

63 10 Bp(BI Ai 0～IO 6.2 4.56 13.1 7.6 0.70 11.0
As 20～30 6.2 5.94 9.5 5.5 0.37 15.0
B 70～80 4.6 12.88 2.2 1.3 0.22 6.0

78 11 BE A 10～20 5.4 1.13 10.5 6.1 0.63 10.0
Bi 30～40 6.1 7.13 5.8 3.4 0.37 9.0

79 12 BF Ai 5.6 1.88 10.0 5.8 0.46 13.0
As 40～50 5.0 12.06 6.0 3.5 0.27 13.0

87 13 Bp A! O～10 5.0 9.69 6.9 4.0 0.48 8.0
A 2 22～32 5.0 6.81 5.8 3.4 0.34 10.0
Bi 50～60 5.2 7.56 2.6 1.5 0.20 8.0

88 14 BF A 1 -0～10 5.1 35.63 4.3 2.5 0.23 11.0
As 20 〜25 .5.5 37.38 4.0 2.3 0.14 16.0
Bi 35～45 6.0 12.88 1.4 0.8 0.10 8.0

89 15 Bp.(G) Ai 0～ 6 5.0 35.81 20.0 11.6 0.83 14.0
B 20～30 5.4 7.88 3.1 1.8 0.16 11.0

95 16 Pnm A 0 〜 5 4.8 19.81 22.2 12.9 0.39 33.0
Bi 15～25 4.2 36.31 10.8 6.3 0.31 20.0
Bs 30～40 4.6 4.00 6.5 3.8 0.17 22.0

98 17 PwI A 0 〜 5 5.0 33.38 21.8 12.7 0.76 17.0
Bi 10～15 5.2 17.13 7.4 4.3 0.30 14.0
Ba 15～17 6.1 24.69 7.2 4.2 0.23 18.0
B4 20～30 6.0 41.44 3.3 1.9 0.20 10.0

5岩瀬1 BA A(M) 0〜4 5.35 12.13 13.69 7.96 0.42 18.95
A(M) 10～20 5.23 5.06 4.00 9.01 5.25 0.26 20.19

B 45～55 5.16 4.75 16.13 3.25 1.89 0.44 4.30
19 2 BB H 120.00 42.48 24.70 1.26 19.60

A 0～10 5.21 4.76 15.63 15.41 8.96 0.60 14.93
Bi 50～60 5.20 5.30 1.75 3.73 2.17 0.18 12.06

29 3 BB(w) A 0～10 5.16 4.90 12.37 7.14 4.15 0.32 12.97
Bi 50 〜60 5.21 4.61 31.00 0.89 0.52 0.07 7.43
Bs 70～80 5.56 4.50 40.75 0.31 0.18 0.06 3.00

30 4 BB(w) Ai 2～12 5.40 4.50 40.13 13.38 7.78 0.62 12.55
Bs 40～50 5.70 4.39 66.50 1.63 0.95 0.08 11.88

39 6 Bl)(d) Ai 0〜4 5.21 4.40 33.50 17.13 9.96 0.86 11.58
As 10～20 5.34 4.75 13.75 10.70 6.22 0.49 12.69
Bi 40～50 5.66 4.73 19.38 2.56 1.49 0.13 11.46

40 7 ED(d) A 0～10 5.30 4.65 21.50 15.63 9.09 0.71 12.80
B 50～60 5.28 4.66 21.38 1.57 0.91 0.09 10.11

64 8 BD Ai 0～10 5.59 4.85 9.00 12.14 7.06 0.67 10.54
As～B! 17～27 5.68 4.86 11.00 7.24 4.21 0.41 10.27
A～B i 35 〜45 5.80 4.82 15.00 2.99 1.74 0.20 8.70

80 10 BP H ,1.25 23.91 13.90 1.00 13.90
Ai 0～10 5.40 4.65 8.00 10.41 6.05 0.54 11.20

' i I

Ai 30～34 5.79 5.00 5.25 6.54 3.80 0.52 7.31
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第 IV 表 仁ﾡ経営区流城別土ﾡ型面積一覧

読流域名 林 班 面 at BA Bn Bn(w) BD Br BF 州製地 その他

仁ﾡ「 19～34
79～92 1,998.73 14.10 413.99 274.15 881.89 360.46 41.10 0.80 12.24

% 0.7 20.7 13.7 44.2 18.00 2.1 0.0 0.6

高川｛ 11.38—50
56—78 2.391.28 18.20 463.20 266.24 1,167.60 425.42 20.30 30.32

% 0.8 19.4 11.1 48.7 17.8 0.9 1.3

田代｛ 1～10, 12～18
35～37, 51～55 1,494.47 38.70 222.71 263.31 735.43 174.85 35.30 24.17

% 2.6 14.9 17.6 49.2 11.7 2.4 1.6

合計 5,884.48 71,00 1,099.90 803.70 2,784.92 960.73 96.70 0.80 66.73
% 1.2 18.7 13.7 47.4 16.30 1.6 0.0 1.1

第 V 表 仁ﾡ経営区 林 班 別 土 ﾡ 型 私 表

林班-さrTyPe BA Bp Buow Bpcd) BD Br Br G 崩j壊地 その他

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
 4
 5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
 4
-
4
-
4
4
4

62.77 0.80
76.91 1.80
55.79 6.10
64.06 10.00
65.14 4.30
60.24
49.54
57.007
67.16
48.1513
57.8664 0.90
41.0178
47.83
69.69
47.8701
81.36 1.40
61.58
42.21
45.96
61.03
64.86
75.69 0.80
71.45
50.27
86.19 2.40
62.09
54.99
62.94
54.69 0.60
50.34 4.60
58.76 2.50
61.04 0.20
57.64 0.10
68.8302
85.1771 5.60
50.26 1.70
46.08 0.90
67.69 1.10
63.59 2.20
78.64
65.55 1.50
70.86
69.84 2.20
85.84 0.70
73.2654 2.80
89.24 0.80

5.70 10.40
8.80 4.50
4.40 5.80

20.80
25.60 2.20
3.20 9.50
2.10

16.72 8.80
4.00 13.70
2.40 18.50

18.41 7.90
1.20 31.5938

17.93 15.50
4.00 19.30
4.30 5.00

11.20 6.70
7.80 10.20

10.80 17.1238
4.10 5.50
3.30 25.40

12.40 1.20
26.24 17.40
18.90 16.30
10.05 26.83
14.70 3.00
9.28 15.50
5.80 4.30
9.00 9.40
1.50

14.30
31.06
14.80 12.10
34.16
10.20 22.10
9.20 12.70

23.76
5.20 3.60

14.60
12.60
7.10 20.00
4.50
5.60 15.20

11.90 17.30
28.675 35.20
33.7354 13.60
22.70 35.74

37.02 
58.00
35.21 
29.14
24.74 
16.45
24.22 
22.50
15.96
26.72 
18.50
7.50 

14.40
38.23 
31.765
56.31 
35.43
10.40
3.80 

26.68 
32.98 
21.30 
22.76 
12.50 
44.69
7.20 

28.94 
44.17 
19.70 
20.56 
19.40 
29.36 
23.00 
33.22 
46.62 
22.80 
18.477 
34.38 
31.83 
39.41 
42.18 
49.48 
36.6035 
21.00 
22.80 
28.30

8.70
3.40
3.70
3.80
7.90 0.40

30.60
10.20 12.80
8.20
8.20 10.20

3.20

8.10
6.20
5.75
7.80
3.60

22.49 9.10
2.90 2.60
7.80 10.30
9.90

13.40
0.50

21.40
29.87
11.50 3.40

32.72
10.10

5.80
4.40

2.40
2.20 8.80
1.60

17.00
16.70
15.20
11.60
16.00

1.50

0.15
0.41
0.58
0.32

0.49
0.22
0.787

15.10
0.5313
8.9564
0.7240

0.06
0.6051

0.35
0.2862
0.97

0.18
0.05
0.09
0.39

0.24
1.05
0.37
0.17
0.78

0.18
0.38
0.9102
0.0571
0.40
0.9030
0.91
1.76
0.53
1.37
0.58
0.8365
0.2650
0.33
0.20
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第 V 表 (統)

Type Bl;(w) Bl)(d)
47 75.30
48 76.71
49 55.53
50 56.35
51 76.07
52 64.85
53 57.89
54 62.56
55 53.26
56 62.06
57 73.83
58 74.91
59 48.40
60 46.05
61 46.70
62 45.2788
63 71.71
64 62.85
65 53.51
66 54.74
67 64.86
68 72.23
69 64.16
70 58.13
71 69.11
72 46.63
73 48.06
74 64.82
75 70.43
76 61.84
77 60.31
78 84.39
79 88.07
80 62.3154 ।
81 66.5057
82 93.85
83 68.06
84 78.75
85 50.85
86 53.42
87 55.28
88 81.40
89 102.1979 |
90 84.31
91 70.17
92 56.78

1.10
0.60

4.70

1.40

1.00
1.00

0.40
1.50

0.40
0.60

1.20
0.30

0.80

17.40
15.80
3.50
6.70
7.50
2.80
7.90
9.60
5.80

20.80
9.00
5.20
6.80
3・20

10.60 
30.4788
12.00 
15.40
3.00

13.20
14.00
8.60

17.50
7.20

18.00
5.80
1.20
9.60

14.30
5.80

11.80
16.50
16.70
14.50
12.90
22.10 | 
11.80
16.60
11.50

7.00
13.90
11.30
19.70
19.00 ।
9.00 I
8.20 I

第 VI 表
流域名 ' 林班 面 積 BA

山

沢

沢
 

沢

沢

沢
 

沢 

沢

計 

倉%

生%
 
%
 
%
%

悬
%

七%

田%

%,: 

七

麻

増

芦

羽

下

孫

雪

合

9.20
5.90

10.40
14.00

・1.60
14.80
22.89
11.90

2.90
10.20
0.10
3.40
2.70
1.60
0.30

21.00
14.20
15.90

.00

.00

.80

.70

0.20
0.20

17.50
5.30
7.20

15.90
45.82

Bd Bi: BF G 壊地 その他

35.44 • . 1.3e
42.73 8.25 0.13
28.03 17.20 0.85
23.12 14.30 1.8300
49.60 0.27
28.95 24.70 3.10 0.70
35.19 —
17.10 10.70 0.87
32.70 2.50 0.36
37.53 2.20 1.53
48.85 12.50 0.58
38.56 20.80 0.15
24.17 16.70 0.63
24.42 13.60 0.90 0.53
14.4915 16.80 0.20 0 9035
12.20
38.71 20.70
19.66 6.00 0.39
22.98 10.30 0.80 0.73
15.12 10.10 0.42
46.54 4.00 0.32
47.21 10.60 5.70 0.12
38.34 8.10 0.22
36.3994 14.30 0.2306
39.31 11.60 0.20
30.33 5.50
20.96 20.70 0.20
24.74 20.50 1.18
35.7433 14.80 0.70 0.1867
29.70 19.3673 6.40 0.5727
31.0247 11.30 5.60 0.5853
36.16 31.00 0.73
49.9152 20.40 0.4548
40.8854 5.40 0.73
40.1275 11.90 1.20 0.3782
44.0422 25..30 0.80 0.4078
29.4898 25.70 0.7702
43.71 0.94
25.5336 8.40 0.1164
30.92 7.90 0.40
24.48 16.90
48.40 5.80
28.90 5.90 1.8779
36.91 19.60 7.90 0.10
46.37 14.20 0.30 0.30
24.40 24.18 I

お伏山d営区土型m試-ろ ______

Bb Bnow)|BD(a) BD Be Bp 岩石地崩壊地その他

1.70
0.1

1

2～5

6～8

43.71

147.67

119.02

5.71
13.0

8.31

5.90
13.5
32.90
22.3
29.31
24.6

61.93
42.0
51.10
42.9

24.59
56.3
23.33
15.8
5.80
4.9

5.80
3.9 |

27.10 3.70
22.8 3.1

9〜14 312.82 10.60
3.4

78.64
25.1

152.75
48.8

23.00
7.4

37.27 5.80
11.9 1.9

15—39 1,309.50

514.40

52.94
4.0

340.70
26.0

386.07
29.5

197.19
15.1

214.23 37.95
16.4 2.9

5.00
0.4

40～49 48.74
9.5

99.66
19.4

173.85
33.7

67.30
13.1

84.50 17.90
16.4 3.5

1.30
0.3

50～51 97.75 8.70
8.9

27.13
27.8

1.30
1.3

15.60
16.0

43.90
44.9

52～65 722.43 29.90
4.1

239.35
33.1

175.67
24.3

75.89
10.5

182.70 10.00
25.3 1.4

0.80
0.1

3267.30 164.90
5.1

853.59
26.1

1002.67432.70595.50 75.35
30.7 13.2 18.2 2.3

7.10
0.2

1.70
0.1

7.20
16.5
7.10
4.8
1.20
1.00
2.50
0.8

58.20
O
 
O
 
O
 

4
 2
 4
 5
 5
 1
2
 

4 2
 2
 0
 0
 1
0

90.0
2.8

1
 

〇
 

1
0
 6
 
2
 
5
 
2
 
2 

3
7
3
6
8
7
2
7
5
2
9
7
6
6
0
0
 

0
0
8
5
0
0
2
0
5
1
8
1
0
0
7
1
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第 VII

林班 面 積 B. Bn

林ゴ土ゴにい査報コ タ7-

表 羽供山継営区林班別土ﾡ戦面試契

Bloww) Bn(d) BD BH Be 岩石地 崩」護地 その他

秋田ギ林地帯の土ﾡ (木 ・ 栗田・虹忙川・ ﾡ ・ 鈴木 ・ 伊ﾡ)

常III 大 iHHit営区 各流域別土壊型面積 堂表

- 141 -

t別リ 林班 総面団 B Bn

2
3
4 ,
5 '
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18 ;
19
20
21
22
23
24
25
26
27

•28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41'
42
43 |
44
45 I
46 !
47 ।
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
6i|
62
63
64
65 ,

43.71
33.19 
52.04
37.25
25.19
44.94
43.69 
30.39 
65.77 
42.17
51.68 | 
41.15 
47.27 
64.78 
44.49
58.65 
38.24 
72.71 
44.00
36.89 .
71.83 
57.19 
42.52 
77.i8
57.99 :
56.71
41.69 
67.58 
42.79
43.34 , 
41.09 
79.98 1
50.06
50.13
47.84 ■
64.41
43.42 
32.18
46.59 .
65.47 
55.78 
51.90
51.68 ： 
37.99 
33.77 
63.06 
47.47
45.01
62.35
51.20
46.55 I
48.35 1
56.24 ；
35.93 I 
44.57 |
61.45 I 
54.61 
52.80 
56.68 
51.00 !
54.80 1
64.48
51.21
48.75
41.56

5.71
2.34
2.34
3.63

1.00
0.90
3.10
4.80
0.80
2.70

2.40
1.50
2.20
0.60
0.30
0.25 :
3.85 !

2.00
1.50
2.30
1.50
1.00
4.05
0.60
3.70
0.09
0.70
1.40
2.60
7.70
4.10
5.90

13.90
4.50
3.20
2.70
3.72
1.29
5.73
4.80
5.90 :
3.00
3.90
4.80

o
o
o
o
o
o
o
o
o
 

0
7
1
2
5
2
8
9
2
 

2
3
4
1
1
1
7
1
2

o
 o
 

8
 5

L
 2

13.50
4.30 

13.94 
10.50 
12.90
23.50
15.18
8.60
6.20

13.80 
22.87
8.17

16.10 
11.80
30.89
3.00 

14.69 
14.90 
18.44 
11.20 
11.93 
16.33 
18.24 
17.18
6.05 ' 

18.60 
21.59 
14.33 
13.71
5.90
1.00
8.90

11.10
5.70
6.30
5.40
4.00 l 

10.70 |
9.90

24.74
12.92 ; 
15.85
11.28 | 
17.66
8.90 |
2.40 !

25.78
29.36 i 
14.95 
24.86
6.20 

16.18 
20.13 
22.39 
21.05 
20.13
9.36

4.00
33.85 ।

15:09
16.75
18.15
16.20
47.60

12.40
24.15
26.94
34.76
12.90
1.50

23.43
19.51
2.75

21.80 i
25.89
30.64 I
0.60 1

53.86 I
8.80 ；

13.50 |
15.90 1

19.07 ； 
27.10
2壊1

8.95

38.27
28.44
38.08 
24.78
29.54
6.50
8.60
6.50

16.41
5.60
9.40 
i.3O

4.40

16.57
6.00

10.80
14.70
8.10

34.50
14.90
14.10
16.40
13.40
7.40

14.40

24.59
9.92

9.41
4.00
5.80

4.95
13.90
3.05

1.10
1.00
1.90

33.03
1.00

8.45

12.00
18.25
4.80
8.20
2.30

10.28
8.70

15.50
7.70

20.18
17.80
7.00
2.30

16.80

11.00
1.00
1.70
5.50
8.90

13.80
13.00
3.00

9.40
15.60

12.70
25.39

5.80

8.60 : 
4.

13.70
4.50

18.67 '
10.50 '

2.40 ； 
1.20 
9.70

4.40
3.50

12.30

17.90
13.90 
0.70 
8.10

12.80
22.18

23.00

0.40
8.60

16.80
2.10
5.30
3.40 ।
6.10
9.60

10.80
10.40

4.10
1.50
4.90

6.10

60
60
60
60
90
30
60
80
50
70
20
00
90
00
90
50
80
00
10
90
30
20
30
20
60 

0
4
5
1
2
7
8
6
6
3
0
1
9
3
7
7
2
4
5
2
8
4
5
8
2
 

1
1
1
 

1
1
 3
 1
1
1
 

1
1
 
1
1
1
1
1
1

3.70

5.80

12.60 0.60 !

1.50 0.80 '

4.35

10.00 3.30

2.50 0.30
2.00
5.00

3.10

1.10

1.40
5.10

7.20 1.30

1.60

0.70
1.60

0.10

5.10
0.70

1.50

7.20 0.31
4.90 6.93
2.20 0.25

0.52

0.19
1.20 0.13

0.49
0.17
0.55
0.04 
6.35 
0.23

2.50 0.92
2.10 0.91

1.50
1.30 0.07

0.58
.70 4.20 0.42

3.00 0.19
0.60

6.00 0.48
0.22
1.45
0.88

5.00 0.95
1.20 1.58
3.50 0.18
3.80 0.26
4.50 0.65
7.50 0.23
5.90 1.12
0.20 1.05

0.40
3.30 0.23
0.70 0.46
4.50 0.88

1.42
0.13
0.50
0.82
2.04

1.60 0.19
1.70 0.08
3.90 0.83
3.10 1.66
0.90 1.07
1.00 1.63
0.50 0.35

0.27
0.99
0.05
0.26
0.09
0.19
0.26
0.44
1.58 
0.22 
0.07 
0.29
0.76

0.30 0.92
0.80 0.90

小沢田沢

o
友 介沢

o
上大内沢

手沢

7～15

16～22

23～25

285.78

410.34

291.15

112.34

5.1216.73
1.8

3.5

1.07
0.4

1.37
1.2

小H減沢 26～31 268.09
o

小 ぷ 沢 32〜35 190.98 0.43
o ,0.2

沢(下流) 36～54 825.55 1.62
6 ' 0.2

席沢(上流)55〜70 
%

785.17

12・0! 
4.2

3169.39 34.

54.34
18.7

19.98
6.9

6.71 12.24
6.0 10.9

90.69 31.04
33.8 11.o
64.29 2.49
33.7 1.3

06.86 116.89 5.34
25.1 14.2 0.7

59.62 117.47 26.24
20.3 15.0 ' 3.3

82.30 335.47 : 38.12
27.8 10.6 i.2

113.99
39.9

185.39
45.1

0.28
0.1

175.36
60.1

33.43
11.5

75.52
67.2

10.99
9.8

125.93
16.9

. .4:
0.2 0.2

108.32
56.7

4.31
2.3 ：

53.8
5.331.52
0.7 ・

0.21
0.0

454.50
57.9

3.69
0.5

684.40
53.1

58.64 1.94
1.9 0.1

0.21
0.0

岩石地黛その他

16.15 1.78
5.7 0.6

14.070.73 2.70
3.4 0.2 0.7

5.03 1.94
1.7 0.7
0.58 4.93
0.5 | 4.4

1.050.26 18.09
0.4 0.1 6.8
6.14 5.00
3.2 1 2.6

19.272.65 20.46
2.3 0.3 2.5
4.100.70 8.35
0.5 O.1 1.1

66.39 :.34 63.25
2.1 0.1 2.0

第 IX 式 田面継営区林班別土ﾡ型面試式

林ﾡ 面 a BA BB Bn(w) BDta) Bn Br G Ppm 岩石地'崩壊地その他

1 41.25
2 45.75
3 46.35
4 64.65
5 42.81
6 44.97
7 51.92
8 42.42
9 50.93

10 47.14
11 56.82
12 36.00
13 36.55
14 34.57
15 53.99
16 35.89
17 38.68
18 45.92
19 36.34
20 37.36
21 51.23
22 45.73
23 35.22
24 38.84
25 38.27
26 42.60
27 46.98
28 39.33
29 41.21
30 45.92
31 52.05
32 56.53
33 41.25
34 33.88
35 59.32

1.83

3.29

2.31
1.90
1.65
3.57

0.15 
1.35

3.29

0.63

0.44

1.37

0.43

22.68 '
23.78
21.90
29.54
18.19
20.64 !
20.44
21.41|
21.62 ；
14.52 i
21.27 । 
13.70
16.91 I
8.80 ；

24.39
18.02
17.10
13.76

2.42
3.04
6.71

2.43 1
28.99 ；
24.02 |
20.86 ।
13.03
1.36

25.21
20.92 !
12.11
6.05

9 4 8

6
 7
 5

0
6
.4.

1.583
 6
 7
 4

2
 3
 7
 6
 
7
 

〇
 

。
 2
 1
4
 
4 

〇

2.27
0.68
2.01

3
 7
 4 1
2
 0
 3
 6
 2
 2

7
 0
 6
 1
6
 8

4 6
 6
 2
 1
8
2
 7
 5
 0

7
 I 3
 1

5.23
23.71

1.49

1.00

1O.60 
18.14 
14.03 
29.87
19.09 
16.26 
26.77 
11.87 
19.77 
21.76
28.26 
17.12 
14.47 
19.83
25. 54 
17.78 
16.00 
21.56 
29.54
26.35 
29.29 
34.84 
21.42 
27.33 
26.76
29.04 
17.57 
14.98 
19.01 
26.84 
18.49
28.91 
18.82 
21.44
39.15

0.28

2.35

0.39 
5.39 
8.02 
0.75
2.40 
1.34

2.77 
2.38 
1.63
2.80

0.73

1.50
2.00
7.36

17.15
5.42
2.49

8.50
0.42

0.!8

0.43
0.55

3.76

0.85
1.38

2.39

0.41
0.58

0.30

0.75

0.31
0.83

0.15
0.11

0.14 
0.79 
0.39 
0.27 
0.14 
0.05 
0.07
1.09 
0.32 
0.12 
0.06 
0.10 
0.04 
0.13 
0.77 
0.09 
0.63 
0.12 
0.14 
0.05 
0.21 
0.70 
0.30 
3.97 
0.66 
8.61 
0.12 
0.33 
0.41 
0.67 
7.95 
0.06 
0.25

5.30
0.33
4.3K
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第 IX べ (やに)

林班 面 試 Ba Bp Bncw) Bp(d) Br G Ppm 岩石地崩域地その他

36 34.80 1
37 49.60 j 0.40
33 71.85 ； 0.65
39 44.70
40 53.11
41 59.36 ：
42 39.45
43 33.60
44 63.80
45 44.60
46 47.01
47 34.37
48 51.72
49 38.26
50 51.68 0.57
51 38.60
52
53 45.10
54 35.19
55 40.73
56 43.88
57 59.65
58 54.01
59 49.61
60 28.43
61 51.40 0.38
62 43.18
63 47.80
64 54.85
65 48.85
66 57.50 1.08
67 50.07
68 52.20 0.86
69 58.00 .5.49
70 44.97 2.69

4
6
0
9
9
8
7
2
5
4
3
0
5
 
4

7
6
8
9
5
8
9
8
4
3
6
2
0
 
7

0
4
9
6
1
7
4
6
2
8
8
2
3
 
8

1
2
 2
 1
1
1
 

2

19.33
10.67

1.00
1.47
3.38

4.62

1.45
10.70
33.86
16.95
34.23
33.59
18.37

10.40

11.43
1.84

11.49
7.49

11.78
5.95
5.65

11.02
13.29
7.18
7.27

12.10

9
 4 

〇
 1

7
 2
 
1
2

0
 2
 
1
1
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第 XIV 共 上長木継営区流別ならびに林ﾡ別土ﾡ型面試共

流域, ド 班 面i 試 B. Bl; Bl(w) Bl Be 石 j実型 その他

4! 44.71 IS.oS 11.90 11.10 0.03
42 . 13.50 . ? 17.90 • 1.40 0.14
43 • . 1.80 12.80 . ・ . 0.37
44 49.43 13.70 • . 17.10 0.80 1.31
46 102.47 22.70 .4 38.42 .
・i7 81.49 17.90 ・ : 22.60 2.47
48 42.81 10.90 18.00 5.60 .
49 46.63 . 1 19.40 0.30 0.19
50 . 16.58 30.80 0.29
51 79.54 18.30 23.20 0.60 1.28
52 33.41 6.07 ・ 14.00 0.54
53 73.54 40.21 30.50 1.30 1.53
5t 106.91 16.15 45.50 ・
55 90.43 17.70 43.40 6.40 .
56 75.50 14.72 ・ . 48.70 1.88
57 48.08 15.40 15.60 . 0.18
58 74.51

74.37
6.90 34.31 29.50 3.60 .20

59 5.30 : ).( 36.60 2.60 0.24
60 46.99 13.50 . 23.28 0.71
61 54.46 15.61 13.70 23.20 0.60 0.75
62 63.62 20.00 7.20 34.47 1.00 0.95
63 78.91 0.90 26.40 23.80 27.51 0.30
64 83.07 0.30 14.00 38.70 20.60 8.70 0.77
65 91.98 24.40 35.36 17.50 13.30 1.42

大川行i沢 さ!.; 1 1641.37 3.00
0.2

414.16
25.2

507.71
30.9

634.06
38.6

14.00 
0.9

.
2.6

1.50 
0.1

24.94
1.5
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第 XV 表 下長木継営区流球別土ﾡ型面試一覧式

流 あ 林ﾡ 面 私: Ba Bn Bncw) Bp(d) BD Br G 岩石地崩壊地その他

大茂内沢 1〜10 758.26 217.51
28.6

331.12
43.6

96.70
12.8

1
14.30 
1.9

65.70
8.7

19.50
2.6

13.43
1.8

小 茂 内 沢 11～12 225.68 62.12
27.5

74. 08
32.9

29.39
13.0

1.60
0.7

9.50
4.2

48.99
21.7

小雪沢 13～24 854.43 233.40
27.3

318.51
37.2

75.80
8.9

16.30
1.9

103.20
12.1

81.90
9.6

25.32
3.0

黒沢,赤 沢 25〜43 1,120.60 25.40
2.3

327.37
29.2

420.16
37.4

171.50
15.3

128.31
11.5

3.30 
0.3

1.70
0.2

2.60
0.2

40.26
3.6

深沢, 大新沢44～611,193.35 13.70
1.2

346.69
29.0

228.81 197.08370.09
19.2 16.5 31.0

17.80 
1:5

1.00
0.1

1.60
0.1

i.10
O.1

15.48
1.3

独 り 沢62～65 267.53 0.80
0.3

96.23
35.9

104.68
39.1

40.30
15.1

11.60
4.3

8.70
3.3

5.22
2.0

合計 4,419.85 39.90
0.9

| 1

1,283.32
29.0

1,477.36610.77540.60
33.5 13.8 12.2

,21.10
0.5

1.00
0.0

182.50114.60 148.70
4.1 2.6 3.4

(注) 総面積中には林小班外除地面積 17.88ha を含まず。
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と 一 --------------------
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0.40

5.80 0.30 1.01
0.70 0.80 1.

0.20 : .(
1.10 2.

7.10
18.10 7.90

1.11

31.90 5.80 1.38
2.10 1.00 1.14

0.80 0.47
1.60 1.

1.60 4.50
5.00 48.59

17.50 8.30
0.40 1.46

11.30 25.20 7.53
30.80 20.40 7.05

0.46
17.90 8.50 2.15
15.80 6.10 3.90
4.90 2.90 0.33

0.40 0.36
5.00 9.50 1.67

0.20 0.17
3.80
1.78
0.18
1.00
1.78
7.93
1.03
0.94
2.79
0.21
0.09
5.95

0.30 5.41
1.59

0.30 0.30 0.67
1.40 2.00 0.51

0.30
0.58
3.72
0.20
0.64
0.20
0.67
0.04
0.97
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1.20

0.80 0.78
0.92
0.13

0.80 0.73
0.30 1.03

0.33
0.22
0.27
3.51

0.80 3.36
0.85

0.70 1.73
1.03

8.00 1.61

岩石地 比地 ての他

第 XVI 表 下長木経営区林班別土ﾡ型面試炎

林班面積 BA BB Bp(w) Bptd) BD Br G
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Plate 1——

各 土 型 別土:ﾡ Ni 断 面i
Profiles of each type of soil.
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B. 型 土 ﾡ

乾性褐色森林士

Phot. 1 BA-soil

BI 型土罪

乾性褐色森林士

Phot. 2 Bn-soil



—Plate 2 Plate 3——

BJCW) 型 土 興

乾性褐色森林士

Phot. 3 Bn(w)-soil

Bncd) 型 土 ﾡ 

適潤性褐色森林士

Phot. 4 Bl)(d)-soil

BI(d)型 土 ﾡ 
適潤性褐色森林士

Phot. 5 Bi)(d)-soil

Bl 型 土 躍 

適潤性ﾡ色森林土

Phot. 6 BD-soil



-——Plate 4— —Plate 5——
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BE 型 土 ﾡ 

弱湿性術色森林土

BE 型 土 疑

弱湿性褐色森林士

Phot. 7 Br-soil Phot. 8 Be-soil

BT 型土ﾡ

湿性褐色森林土

Phot. 9 Bl-soil
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